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序文

財団法人千葉県文化財教育振興財団(財団法人千葉県文化財セン

ターから平成17年9月 1日付で名称変更)は，埋蔵文化財の調査研

究，文化財保護思想の酒養と普及などを主な目的として昭和49年に

設立され，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果とし

て多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県教育振興財団調査報告第539集として，独立行

政法人都市再生機構の千葉東南部地区土地区画整理事業に伴って実

施した千葉市城ノ台遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりま

した。

この調査では，旧石器時代の石器がまとまって出土したほか，古

墳時代前期から平安時代の集落跡や，平安時代末頃の土師器焼成坑

と粘土採掘坑，中世の城郭遺構が発見されるなど，この地域の歴史

を知る上で貴重な成果が得られております。

刊行にあたり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の

方々を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで

御苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成18年 3月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長佐藤健太郎
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凡例

1 本書は，独立行政法人都市再生機構千葉地域支社による千葉東南部地区土地区画整理事業に伴う埋

蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は，千葉市緑区おゆみ野中央2丁目 2番地(旧千葉市南生実町1675-1他)に所在

する城ノ台遺跡(遺跡コード 201-077)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，独立行政法人都市再生機構千葉地域支社の委託を受け，財団法

人千葉県文化財センター(平成17年9月1日付で財団法人千葉県教育振興財団と名称変更)が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の組織，担当者及び実施期間は，第 1章に記載した。

5 本書の執筆は，第 1章・第 3章から第 8章を主席研究員 関口達彦，第 2章を上席研究員 島立

桂，付章を上席研究員 西野雅人が担当し，編集は関口が行った。。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，独立行政法人都市再生

機構千葉地域支社，千葉市教育委員会ほか多くの方々から御指導，御協力を得た。

7 本書で使用した地形図(第 1図)は，国土地理院発行 1 : 50，000 千葉 平成12年9月発行である。

8 本書で使用した周辺航空写真は，京葉測量株式会社が昭和45年に撮影したものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。座標系は，日本測地系を使用した。

10 本書の遺構及び遺物の縮尺は，以下を基準とするが，作図の都合で統ーされなかったものもある。
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金属製品・玉類 1/2・1/1

11 本書の挿図の用例は，次のとおりである。住居跡の基本的な柱穴等の符号は以下のとおりであるが，
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第 1章 はじめに

第 1節調査に至る経緯

独立行政法人都市再生機構は，首都圏の人口増加に対応するため，千葉東南部地区土地区画整理事業と

して大規模な宅地造成を計画した。このため，千葉県教育委員会で、は昭和46年に実施した事業地内の遺跡

分布調査の結果に基づき，所在する埋蔵文化財の取扱いについて関係諸機関と協議を重ねてきた。その結

果，可能な限り公園や緑地として現状保存をはかる一方，やむを得ず現状保存が困難な遺跡については記

録保存の措置を講ずることとなり，財団法人千葉県教育振興財団が独立行政法人都市再生機構から委託を

受け，発掘調査を実施してきた。

今回報告する城ノ台遺跡(総面積58，000rrf)は， ["城館跡」として周知の遺跡である。独立行政法人都市再

生機構は，遺跡の所在する台地上と西側の大百池を含めた区域を総合公園として活用し，併せて緑地とし

て保存することを計画された。公園整備にあたっては遺跡への影響を最小限に留めるよう計画が策定され

たが，整備の一環として設置する園路や外灯，運動広場などの施設の必要な範囲については記録保存の措

置を講ずることで協議が整い，当財団が昭和62年度 .63年度，平成 2年度'"'-'4年度・ 6年度の 6次にわ

たって発掘調査を実施した。調査の結果， I日石器時代の石器集中地点4か所，縄文時代の陥穴 3基・炉穴

3基，弥生時代中期の竪穴住居跡 1軒，古墳時代前期から後期の竪穴住居跡132軒・古墳 1基，奈良・平

安時代の竪穴住居跡55軒・掘立柱建物跡5棟・地下式土坑2基・粘土採掘坑6基・土師器焼成坑6基，中

世城郭の虎口遺構や土塁などを検出した。なお，遺跡内に所在した通称「城の台行人塚」については，独立

行政法人都市再生機構と地元の「南生実町城の台行人塚対策委員会」及び八剣神社との間で協議が整い，古

城小弓遺跡内の八剣神社の所有する通称「天神山の塚」へ移築することとなった。平成6年度にこれに伴う

古城小弓遺跡の発掘調査を当財団が実施し，その成果は『千葉東南部ニュータウン26jに収録されている。

発掘調査の終了後，平成6年度に水洗 ・注記の一部を行い，平成8年度からは本格的な整理作業が開始

され，平成17年度をもって報告書刊行の運びとなった。発掘調査及び整理作業の各年度の実施期間，組織

及び作業内容は下記のとおりである。

発掘調査

昭和62年度

期間

組織

内容

昭和63年度

期 間

組織

内容

昭和62年10月5日から昭和62年12月11日

班 長阪田正一 担当職員出口雅人

第 1地点対象1，577rrf 確認調査上層479rrf

第 2地点対象2，880rrf 確認調査上層260rrf

昭和63年8月5日から平成元年 3月28日

班 長 佐久間豊 担当職員島立桂

対象4，200rrf 確認調査下層160rrf，本調査上層4，200rrf下層300rrf

1
i
 



平成2年度

期間

組 織

内容

平成3年度

期 間

組 織

内 容

平成4年度

期 間

組織

内容

平成6年度

期間

組織

内 容

整理作業

平成6年度

期間

組 織

内容

平成8年度

期 間

組織

内容

平成9年度

期 間

組 織

内 容

平成2年11月 1日から平成3年 3月22日

班 長 三浦和信 担当職員矢本節朗

対象3，500nf 確認調査上層428nf，本調査上層2，520nf

平成3年12月 2日から平成4年 3月31日

班 長三浦和信 担当職員麻生正信半津幹雄

対象1，380nf 確認調査 下層56nf，本調査上層1，380nf・塚 1基下層100nf

平成4年 6月 1日から平成5年 2月15日

班 長 矢 戸三男 担当職員麻生正信田島新大石理子半津幹雄

対象2，010nf 確認調査下層80nf，本調査上層2，010nf

平成6年10月 1日から平成6年10月31日

千葉調査事務所長田坂 浩 担当職員関口達彦

対象250nf 本調査上層250nf(塚 l基)

平成6年4月1日から平成7年 3月31日

千葉調査事務所長田坂浩

水洗・注記の一部

平成8年 4月 1日から平成9年 3月31日

千葉調査事務所長藤崎芳樹 担当職員栗田則久

水洗・注記の一部から復元まで

平成9年12月 1日から平成10年 3月31日

中央調査事務所長藤崎芳樹 担当職員岸本雅人

記録整理

(重点遺跡整理促進事業)

期 間 平成9年11月 1日から平成10年 3月31日

組 織 整理課長古内茂 担当職員渡遺修一 整理技術員木島桂子

内 容 実測の一部，トレースの一部

平成10年度

期 間

組織

内容

平成10年 4月 1日から平成10年 9月30日

中央調査事務所長石田贋美 担当職員小笠原永隆

分類・選別から挿図・図版作成の一部まで

っ“



(重点遺跡整理促進事業)

期間 平成10年4月 1日~平成10年 6月30日

組 織 整理課長古内茂 担当職員渡遺修一整理技術員木島桂子

内 廿~ 実測の一部， トレースの一部

平成16年度

期 問 平成16年12月 1日から平成17年 3月31日

高且 五哉 中央調査事務所長谷句 担当職員関口達彦

内 廿~ 記録整理，挿図・図版作成の一部

平成17年度

期 間 平成17年4月 1日から平成17年 9月30日

高且 織 中央調査事務所長谷句 担当職員関口達彦

内 廿r.'-ヲ 挿図 ・図版作成の一部から報告書刊行

第 2節遺跡の位置と周辺の遺跡

1 遺跡の位置(第 1図)

城ノ台遺跡は，千葉市緑区おゆみ野中央2丁目 2番地に所在する。

緑区は千葉市の東南部に位置し，南は村田川を境として市原市と接し， J R外房線や千葉東金道路，千

葉外房有料道路などが通っている。本遺跡の所在する千葉東南部地区は， J R外房線鎌取駅の南側に広が

り，現在も「おゆみ野」として新しい街づくりが展開されている地域である。

千葉市は千葉県の北東部に位置し，東京湾を西に臨み，内陸には房総半島の北部一帯を占める広大な下

総台地が展開している。この台地は無数の小支谷によって開析され，東京湾岸には海岸平野， 三角州など

の沖積低地が形成されている。千葉東南部地区は，千葉市と市原市の境を流れ東京湾に流入する村田川の

下流域右岸に位置し，台地はこの村田川に注ぎ込む支谷によって樹枝状に複雑に開析されている。

城ノ台遺跡は，このような支谷の一つである北側に侵入する赤塚支谷と南側へ延びる泉支谷が分岐する

入口付近で，南北両面を開析された海岸平野を臨む台地の先端に位置している。この台地の東側は， 2つ

の小支谷から侵入した短い谷津に南北を挟まれ，北東側に連続する台地から独立したような様相を呈して

いる。台地西側の赤塚支谷の入口の低地には，大百池が位置している。台地は，北東一南西260m・北

西一南東100m"'200mの広さである。幅は南側では200mと広いが，南北から侵入する谷津のために部分

的に狭くなり，北側になると 100mと最も狭くなる。北東側がやや高く，標高は23m"'26m，谷部との比

高は約17mである。遺跡はこの台地全面に展開している。台地の北東側は細尾根を通して有吉城が連続

し，赤塚支谷を挟んだ北側の台地上には上赤塚員塚や上赤塚 1号墳をはじめとする上赤塚遺跡が位置して

いる。泉支谷の南側には椎名崎遺跡と伯父名台遺跡が展開している。特に，上赤塚古墳群は本遺跡の集落

と同時期であり，密接に関連する古墳群として築造されたと考えられる。

2 周辺の遺跡(第 2図)

千葉東南部地区内の遺跡の多くは，旧石器時代から中・近世までの遺構・遺物を複合的に伴っており ，

特定の時期に限られた単純な遺跡はきわめて少ない。なかでも，縄文時代の大型貝塚や古墳時代後期の集

落跡や古墳群，奈良・平安時代の集落跡などが密集しているのが特徴的である。

qu 
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第 1図 千葉東南部地区事業範囲位置図
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旧石器時代の遺物は，地区内で調査されたほとんどの遺跡から出土している。規模が比較的大きなもの

としては，有吉城跡，太田法師遺跡，椎名崎古墳群B支群，神明社裏遺跡などがあげられる。なかでも神

明社裏遺跡からは，ナイフ形石器 ・掻器 ・石核 ・尖頭器・剥片などが多量に出土している。

縄文時代には，中期から晩期の大型員塚の他にも各時期にわたって各種の遺構や遺物が数多く検出され

ている。早期の炉穴は御塚台遺跡など，多数の遺跡から検出されている。前期では，地区内の北西に位置

する南二重堀遺跡，鎌取遺跡，有吉城跡で竪穴住居跡が若干検出されている。中期には，ほとんどの遺跡

に遺物の散布がみられ，特に上赤塚貝塚，有吉北貝塚，有吉南貝塚など大規模な貝塚が集中してみられ，

多数の竪穴住居跡や土坑群を伴う大集落が形成されている。後期には，木戸作貝塚，小金沢貝塚，六通貝

塚等，引き続き大規模貝塚が形成されているが，中期ほどの尼大な遺構を伴う大集落は形成されなくな

る。晩期には遺跡数は激減するが，六通貝塚などで良好な遺物包含層等が検出されている。また，高沢遺

跡では遺構は確認されなかったが，晩期終末の荒海式土器がまとまって検出されており注目される。

弥生時代は，地区内の遺跡が極端に少なくなる。有吉遺跡やパクチ穴遺跡などで遺構が検出されている

にすぎず，遺物の出土も極めて少ない。市原市草刈遺跡などの大規模集落群に，周辺地域の小集落が集約

されることもその原因のーっと考えられる。また，村田川下流域の海岸平野の低地一帯に集落が展開して

いる可能性も考慮される。

古墳時代に入ると新たな集落跡が展開する。前期から中期の遺跡は，地区北西側に集中していることが

特徴的である。なかでも，南二重堀遺跡，鎌取遺跡，馬ノ口遺跡などで竪穴住居跡が検出されている。後

期では，有吉遺跡，高沢遺跡，有吉北員塚で多くの竪穴住居跡が検出されるなど，大規模集落が展開する

ようになる。古墳は，地区内において約290基が確認されている。前 ・中期の古墳では，石枕などが出土

した上赤塚 1号墳をはじめとする上赤塚古墳群や馬ノ口遺跡の方墳などが検出されている。特に，上赤塚

古墳群は本遺跡の集落と同時期に築造されており，墓域と集落の密接な関連性が注目される。後期になる

と，有吉遺跡，生浜古墳群，南二重堀遺跡などでは，有吉遺跡と高沢遺跡の大集落と重複せずに明らかな

墓域として大規模古墳群が営まれる。さらに，この椎名崎古墳群のように人形塚古墳をはじめとする，地

区内で最も大規模な古墳群が造営されようになる。

奈良・平安時代の遺跡は，古墳後期から連続する大規模な集落が多い。特に，地区北西部に位置する有

吉遺跡，高沢遺跡，椎名崎遺跡では古墳時代より集落の規模は大きくなる。鉄製品の保有率も高く，それ

ぞれの遺跡に特徴的な墨書土器なども出土している。また，大金沢支谷の太田法師遺跡では，砂鉄などの

原料に恵まれた立地条件のため，鍛治関連遺構が多数検出されている。有吉城跡，今台遺跡などでは，小

鍛治遺構を伴う遺跡もわずかながら存在している。

中世以降では，本遺跡をはじめとして伯父名台遺跡，有吉城，有吉北貝塚などから，台地整形区画・土

坑墓・火葬墓 ・地下式坑などが検出されている。本遺跡の周辺には小弓城などもあり，中世では軍事，交

通の上で要衝の地域であったことが窺える。

第3節調査の方法と経過(第3図)

発掘調査に先行して，公共座標(第区系)を基準に，調査対象範囲全域に40mX40mの方眼網を設定し基

準点測量を行った。これを大グリッドとし，北西に起点を置いて，東西のY軸は西から順に1，2，・ .

8，南北のX軸は北から順にA，B，・ ・・ ・Hと付した。さらに，この大グリッドを 4mX4mの小グ
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リッド100区画に分割し，北西隅を起点に01，02と順に付し南東隅を99とした。従って小グリッドの呼称、

は，例えばF5 -25などとなる。

昭和62年度は2地点の確認調査を行った。第 1地点は，進入路の工事に伴い1.577nfを対象に，台地北

端の西側斜面の確認調査を昭和62年10月5日から同年10月31日まで、行った。城館跡のため，犬走り等の遺

構の存在も考慮し，まず1/100の地形図を作成した。その後，台地上から斜面に向かつて幅 2mの確認ト

レンチを設定し人力による表土除去を行い，遺構・遺物の検出状況を確認した。その結果，調査区中央部

において，斜面の上部を削りだして急斜面を形成し，その下部に腰曲輪状の平坦面を作出していることが

判明した。時期を確定できる出土遺物はなかったが，腰曲輪状の作出面の上面には宝永4年(1707)の富士

山の噴火による火山灰が堆積していることから，それ以前に築造された城郭に伴う遺構であると判断し

た。また， トレンチ内からは多量の古墳時代の土器が出土した。第 2地点は， iお花見広場」に予定されて

いる台地中央部西側の平坦地2，880nfを対象に，昭和62年10月5日~同年12月11日まで、確認調査を行った。

これは，城館跡として周知されてきた本遺跡の遺構の時期・分布状況等を発掘調査で確認することによ

り，より具体的な本遺跡の情報を把握することを目的としている。その結果，この地点では古墳時代後期

を中心に平安時代までの住居跡がかなりの密度で検出され，多くの遺物も出土した。この 2地点の確認調

査から，本遺跡は城館跡に限らず，古墳時代以降の集落が台地全面に形成されている可能性が高いことが

判明した。しかも遺構密度が高く，出土遺物も豊富な大規模な集落の存在が予想されるため，造成工事に

あたっては慎重に対処する必要があると報告された。

昭和63年度は前年度の確認調査の成果を踏まえ，公園予定地の園路部分(3，500nf)と運動広場建設予定

地(700nf)の計4，200nfを対象に発掘調査を実施した。このうち，年度内に造成工事を行う運動広場建設予

定地については調査を先行し，上層の本調査を昭和63年8月5日から同年12月23日まで行い，古墳時代前

期から後期の住居跡など多数の遺構を検出した。下層の確認調査は同年11月15日から 11月30日まで、行っ

た。上層調査区の約4%について調査区域全域に 2mx2mのグリッドを設定し，立川ローム層下部まで

人力で掘削して，石器等の有無を確認した。その結果， 4か所で石器が出土したため，周辺を十分に拡張

して石器の広がりを明らかにし本調査範囲を確定した。本調査は300nfを対象に行い， 3か所でブロック

を検出した。また，遺跡の中央から北西側にかけて設定された園路部分は，運動広場の調査に併行して，

上層の木調査を昭和63年8月 5日から平成元年3月17日まで，下層の確認調査は平成元年3月20日から 3

月28日まで、行った。上層の本調査は狭長な調査範囲であったが，古墳時代から平安時代の相当数の遺構が

複雑に重複しながら検出された。なかでも，平安時代の土師器焼成遺構が検出されたことは注目される。

下層については， 2か所で石器が出土したため周辺を拡張したが，それ以上の石器の出土はなかった。

平成2年度は，台地北東側部分を公圏内の出入り口として整備するため， 3，500nfを対象に平成2年11

月1日から同年12月27日まで上層の確認調査を実施した。確認調査は，対象範囲が斜面部を含む台地裾部

から台地上までの範囲で，城館跡に関連する遺構の検出も予測されたため，幅2mの確認トレンチを斜面

に沿って設定し，遺構・遺物の検出状況を確認した。その結果，台地縁辺部で虎口遺構や土塁，柵列等を

検出した。本調査は2，520nfを対象に行われ，平成3年3月22日に終了した。

平成3年度は，公園予定地内の園路部分(1，380nf)の上層本調査を，平成3年12月2日から平成4年3

月31日まで行った。今回は遺跡の南東側を中心に，中央部を北西一南東に連絡する園路も含めた範囲の調

査が行われた。やはり狭長な調査範囲ではあったが，古墳時代後期の遺構を中心に，古墳時代前期から平
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安時代の多数の竪穴住居跡が検出された。遺物の出土も多く，なかでも繰粕陶器の出土は注目される。下

層の確認調査は上層の本調査に並行して，平成3年12月2日から平成4年3月17日まで行われた。その結

果， 2か所で石器が出土したため，周辺を拡張して石器の広がりを明らかにし，本調査の範囲を確定し

た。本調査は狭長な範囲ではあるが， 100rrfを対象に行い2か所のブロックを検出した。

平成4年度は，公園予定地内の園路の一部が北側と南側にさらに拡張されるため， 2，010rrfを対象に上

層本調査を平成4年6月 1日から平成5年2月15日まで、行った。調査区は台地縁辺部であったが，古墳時

代前期から平安時代の竪穴住居跡をはじめとする数多くの遺構が検出された。特に，調査区北側で平安時

代の粘土採掘坑と土師器焼成遺構がともに検出され，昭和63年度に調査を行った土師器焼成遺構の成果も

合わせて，本遺跡が規模の大きな土器生産遺跡であることが明らかとなった。下層の確認調査は，平成4

年11月2日から同年12月25日まで行われたが，遺物の出土はなかった。

平成6年度は，遺跡内に所在していた出羽三山供養塚である通称「城の台行人塚jを公園整備のため移築

することとなり，平成6年10月 1日から同年10月31日まで発掘調査を行った。これは三段に築造された方

形の塚で，調査終了後，古城小弓遺跡内に移築され同様の塚が再び築かれた。

以上のように，城ノ台遺跡では確認調査の結果から，台地上のほぼ全域に大規模な古墳時代前期から奈

良 ・平安時代の集落が展開し，中世の城郭遺構などの存在も明らかになっていた。公園の造成にあたって

は，圏内を周回する園路や運動広場などの限定的な発掘調査のため，多くの遺構は調査区域外に広がり，

しかも複雑に重複しており，全容を把握できたものは少ない。特に竪穴住居跡では，正確な形態 ・規模・

主軸方位・柱穴の配置 ・炉やカマドの有無など，住居跡を構成する主要な要件について不明な点が少なか

らず存在する。さらに，出土状況が複雑なため，住居跡との関連性の把握が困難で帰属の判然としない遺

物もあり，遺構外出土遺物として扱ったものもある。このようなことから，本報告では判明した事柄につ

いてはできるだけ記述することにしたが，性格や時期の特定については困難な遺構が多い。竪穴住居跡の

各要件のうち，規模については，遺存状態から判断して現存または推定の数値を記載し，形態を想定し

た。想定範囲は破線で示した。主軸方位は，炉またはカマドの配置から測定したが，いずれも確認できな

い竪穴住居跡は不明とした。柱穴は，検出できたものに限定して掲載したが，重複するほかの竪穴住居跡

の柱穴や，単独で存在する土坑の可能性もある。また各遺構のうち，掘立柱建物跡は柱穴が調査区域外に

かかっているため，正確な規模や方位が把握できないものがほとんどである。住居跡との位置関係や集落

のなかでの配置など，要点が明らかにできなかった。溝状遺構は，遺跡内のほぼ全域から多数検出された

が，限定的な調査範囲のため，各遺構の連続性や方向性は判然とせず，本来の性格や用途は不明の遺構が

多い。このように全容を把握できない調査範囲の制約された遺構がほとんどであるが，全体の調査成果か

ら見る限り，本遺跡が古墳時代から平安時代にかけての重要な遺跡であることは明らかであろう。

なお，遺構番号は発掘調査時の番号を極力使用することにしたが，整理作業時に出土遺物を検討して再

度内容を精査した。その結果，重複の複雑な一部の遺構については，枝番を付して各遺構間の重複関係を

整理したり，あるいは欠番にするなどの変更措置を行っている。そのため，出土遺物の注記は，発掘調査

当時の遺構番号のままであり，報告書掲載時の遺構番号とは必ずしも一致していないものもある。
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(財)千葉県文化財センター1982W千葉東南部ニュータウン13一上赤塚 1号墳 ・狐塚古墳群-.1

(財)千葉県文化財センター1983r千葉東南部ニュータウン14ーパクチ穴遺跡 ・有吉遺跡(第 3次)・有吉南遺跡 』

(財)千葉県文化財センター198d千葉東南部ニュータウン15一馬ノ口遺跡 ・有吉城跡・白鳥台遺跡-J

(財)千葉県文化財センター1985r千葉東南部ニュータウン16一大膳野北遺跡一』

(財)千葉県文化財センター1990W千葉東南部ニュータウン17一高沢遺跡-.1

(財)千葉県文化財センター1993r千葉東南部ニュータウン18一鎌取遺跡 』

(財)千葉県文化財センター1998r千葉東南部二ュータウン19 千葉市有吉北貝塚 1一』

(財)千葉県文化財センター1998r千葉東南部ニュータウン20 千葉市有吉北員塚 2-.1

(財)千葉県文化財センター1999r千葉東南部ニュータウン21一千葉市有吉遺跡(第4次)・高沢古墳群-.1

(財)千葉県文化財センター1999r千葉東南部ニュータウン22-鎌取場台遺跡-.1

(財)千葉県文化財センター2001W千葉東南部ニュータウン23一千葉市太田法師遺跡 2-.1

(財)千葉県文化財センター2002W千葉東南部ニュータウン24一千葉市富岡古墳群・富岡古墳群B支群一』

(財)千葉県文化財センター2002r千葉東南部ニュータウン25一千葉市有吉城 1-.1 

(財)千葉県文化財センター2003W千葉東南部ニュータウン26 千葉市椎名神社遺跡 ・古城小弓遺跡・六通神社南遺

跡 ・御塚台遺跡一』

(財)千葉県文化財センター2003W千葉東南部ニュータウン27一千葉市春日作遺跡一』

(財)千葉県文化財センター2004W千葉東南部ニュータウン28 千葉市今台遺跡 』

(財)千葉県文化財センター2004f千葉東南部ニュータウン29一千葉市パクチ穴遺跡 ・大膳野南貝塚 ・有吉城 2-.1

(財)千葉県文化財センター2004W千葉東南部ニュータウン30一千葉市伯父名台遺跡-.1

(財)千葉県文化財センター2005W千葉東南部ニュータウン31一千葉市ムコアラク遺跡2・ムコアラク 10号墳 ・上赤

塚遺跡-.1

(財)千葉県文化財センター2005r千葉東南部ニュータウン32一千葉市小金沢古墳群 2-.1 

(財)千葉県文化財センター2005W千葉東南部ニュータウン33一千葉市椎名崎古墳群C支群一』
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第 2章 旧石器時代

第 1節調査の概要

城ノ台遺跡では，昭和63年度および平成3・4年度に下層調査を実施した。各年度の調査概要は以下の

とおりである(第10図)。

昭和63年度は， 4，200rrfを調査対象範囲として， 160rrfの確認調査と300rrfの本調査を実施した。調査の

結果， 2か所のブロック(第 1・2地点)と 3か所の単独出土地点(E4 -88・E5 -99・F5 -03グリッド)

を検出した。

平成3年度は， 1，380rrfを調査対象範囲として， 56rrfの確認調査と 100rrfの本調査を実施した。調査の結

果， 2か所のブロック(第 3地点 a. b)と1か所の単独出土地点(F6 -79グリッド)を検出した。

平成4年度は， 2， 010rrfを調査対象範囲として， 80rrfの確認調査を実施し，調査終了とした。

第 1・2地点では，立川ローム層第 2黒色帯下部の医層を中心として石器群が出土した。ナイフ形石器

や台形石器，石斧など当該期に特徴的な石器はみられず，出土資料の大半は剥片と石核であり，これに模

形石器や使用痕ある剥片などが少数伴っていた。したがって，剥片生産を中心として形成されたブロック

と考えられる。いっぽう，第 3地点 a. bではE層からブロックが検出された。これは，武蔵野台地にお

けるW層中~下部に対応する可能性があるが，被熱した破損礁を主体に構成されており，石器はブロック

外で製作された搬入品が少量みられるにすぎない。第 1・2地点とは対照的な様相で厨房的な機能が想定

される空間である。

なお，遺物分布図や実測図，組成表中で用いた石器，石材の略号は，以下のとおりである。

石器 ナイフ形石器(Kn剖，台形石器(Trム)，角錐状石器(Ka@)，槍先形石器(Po

@)，掻器(Es@)，向IJ器(Ss0)，彫器(Gr0)，模形石器(Pi0)，加工痕ある剥

片(Rf0)，使用痕ある剥片(Uf0)，石刃 (Bl企)，小石刃 (Bls企)，敵石類(Ha

・)，台石(Anb.)，磯器(Pb・)，石斧(Ax+)，剥片(B・)，削片(Sp・)，砕片(C

・)，石核(D口)，細石刃核(Mc口)，原石(E①)，磯(*)

石材・黒曜石(Ob・)，安山岩(An0)，流紋岩(Rh口)， 頁岩(Sh企)，珪質頁岩(Csh企)，

凝灰岩(Tu"')，チャート (Chム)，砂岩 (Sa@)，璃硲・玉髄(Ag・)，石英(Qu

①) ， ホノレンフェノレス (Ho*) 

第 2節基本土層(第 9図)

本遺跡における立)11ローム層の堆積状況は，下総台地で広く観察され

る基本層序と共通する。以下，各層の概略について記す。

E 層:黄褐色の軟質ローム層で，厚さは30cmほどである。

W 層 赤みを帯びた黄褐色の硬質ローム層である。武蔵野台地のN層

上部に相当する層は，軟質化してE層に取り込まれており，本

層は，武蔵野台地N層下部に対応すると考えられる。赤色ス コ

リアを含み，厚さは10cm前後で、ある。

V 層:にぶい黄褐色の硬質ローム層で，下総台地における立)11ローム

層第 1黒色帯に相当する。厚さはlOcm，..._，.20cmで、ある。

VI 層 明黄褐色の硬質ローム層で，黒色粒と火山ガラスによって構成
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される AT(姶良丹沢火山灰)ブロックがまとまっている 。 厚さはlOcm~15cmで、ある 。

VII 層.黄褐色の硬質ローム層で，第 2黒色帯上半部に相当する。ATが細かく拡散しており，あまり

暗い色調ではない。 厚さは10cm~20cmで、ある 。

医a層・赤みを帯びた褐色硬質ローム層で，第 2黒色帯下半部の上層である。赤色，暗緑色のスコリア

を含む。 厚さは10cm~20cmで、ある 。

区c層:暗褐色の硬質ローム層で，第 2黒色帯下半部の下層にあたる。立J11ローム層の中では最も暗く，

薄墨を流したようにみえる。赤色・暗緑色のスコリアがIXa層よりも多く，大型のものが顕著で

ある 。 厚さは20cm~30cmで、ある 。

X 層:黄褐色の硬質ローム層で，医層に比べて軟質になる。スコリアは激減するが，部分的に赤樫色

で小型のスコリアを含む。 本層下底は波状を呈する 。 厚さは20cm~30cmである 。

第3節第 1地点(第11"-' 17図，第 1・2表，図版29"-'31)

1.ブロックの概要

第 1地点の石器群は，遺跡中央のE5 -50~53 ・ 60~64 ・ 70~74 ・ 83 ・ 84グリッドに分布する 。 立地は，

台地中央の平坦部である。

本地点から出土した石器・礁の分布は第11~16図のとおりで， 2~3 か所のブロックに区分すべき状況

を示している。細かくみると， E 5 -63グリッドの南東部やE5-52グリッドの南部に石器が集中し，それ

ぞれ西側に拡散している様子が窺えることから，それぞれの集中部がブロックの中心部であった可能性が

考えられる。しかし，調査範囲の外側(東側)に石器の分布が広がる可能性がきわめて高いことから，分析

単位としてのブロックを設定することが困難であり，長軸18m，短軸13mにおよぶ範囲から出土した232

点の石器を一つのまとまりとして扱うことにした。石器群の形態的特徴や石器石材，出土層位からみて，

これらの石器群を同時期とすることに問題はないと考えられる。なお，記述の都合でE5 -63の方眼杭を

境に，北西部の一群をグノレープA，南東部の一群をグ、ノレープBとする。

石器の出土層位は概ね区層を中心とし， 50cmほどの高低差をもって包含されている(第11~16図) 。

石器組成は，削器 2点，模形石器8点，加工痕ある剥片 2点，使用痕ある剥片 8点，敵石 8点(1個

体)，剥片172点(164個体)，砕片13点，石核17点(13個体)，磯2点の合計232点(213個体)で，石器の石材

は，黒曜石 7点，安山岩175点，流紋岩10点，頁岩17点，珪質頁岩10点，凝灰岩 1点，砂岩 2点，ホノレン

フェノレス 6点，メノウ 2点，礁の石材は，流紋岩2点である。

2. 母岩の特徴と内容

・母岩 1::本遺跡から出土した安山岩の中では最もきめが細かく硬質で，剥離面は滑らかである。色調

は，やや青みがかった黒灰色を呈する。接合資料および剥片，石核に残る自然面の状況から判

断して，原石は拳大ほどの円礁で，概ねその半分が遺跡内に遺存していると考えられる。自然

面も比較的滑らかで，小さな弧状の傷が全面にみられる。同一母岩は，グループAの東部に集

中する。

石器組成は，使用痕ある剥片 1点，剥片11点，石核2点で，総重量は103.9gである。接合資

料は，剥片 5点と石核 1点の合計6点である(合計56.6g)。

一 18 -



-母岩 2:くすんだ黒灰色で，きめの粗い安山岩である。自然面は緩やかな曲面を成すことから，原石

は円礁と判断できるが，自然面の残る資料が少なく，もとの大きさは不明である。自然面は，

紙やすりのようにザラザラしている。同一母岩は，グ、ループBの東部に大半が集中し，少量が

グ、ノレープAに分布する。

石器組成は，削器 1点， ~IJ片 11点，石核 1 点で，総重量66.0 gである。接合資料は，削器 1

点と剥片 1点の合計2点である (8.1g L 

・母岩 3:白い央雑物が顕著な，淡い黒灰色の安山岩である。同一母岩は，グ、/レープAの西部に接合資料

が集まり， 1点がグ、/レープBに分布する。

石器組成は，剥片4点(3個体)，石核3点(1個体)で，総重量は87.5gである。剥片 1点を

除いた 6点が接合する。

・母岩4:ゅ0.5mm以下の細かな粒を多量に含む安山岩で，色調は黒灰色から灰色までの変異がある。自然

面は，凹凸が顕著であるが，角張らず摩滅している。同一母岩は，グ、ノレープAの東部とグ、ルー

プBの東部に分かれて分布する。接合資料はグループ内で完結する。

石器組成は，模形石器2点，使用痕ある剥片 1点，剥片31点(28個体)，砕片 3点，石核3点

(2個体)で，総重量は120.6gである。接合資料は，剥片 2点と石核 1点が接合したもの (20.7

g) ，剥片 1J~ と石核 2 点( 1個体)が接合したもの(26.8g)，剥片 3点が折れ面で接合し， 1個

体になるもの(4.3g)，剥片2点が折れ面で接合し， 1個体になるもの (10.4 g )の 4組がある 0

・母岩 5:きめが細かく青みがかった灰色の安山岩である。白色の爽雑物が目立つ。同一母岩は，グ、ノレー

プAの東部とグ、/レープBの西部に分布し，両者は平面的に連続しない。複数の接合資料のうち

2組がグ、/レープA.B間で接合する。

石器組成は，模形石器 l点，使用痕ある剥片 1点，剥片32点(29個体)，石核4点(3個体)で，

総重量はl11.3gである。接合資料は，剥片3点が表裏で接合したもの (14.3 g ) ，剥片 1点と石

核 1点が接合したもの(10.7g)，剥片3点が折れ面で接合し， 1個体になるもの (8.1 g )，石核

2点が折れ面で接合し， 1個体になるもの(12.1 g)の4組である。

・母岩6 やや軟質で黄色みを帯びた灰色の安山岩である。同一母岩は，グ、/レープAの西側に散漫に分布

する。

石器組成は，模形石器2点，剥片 2点で，総重量は16.7gである。接合資料は，模形石器2

点と剥片 1点が接合したもの (16.4 g )がある 0

・母岩 7 灰白色で，剥離面にシャープさのない軟質の安山岩であるが， Iトロ卜ロ石Jほどに軟質ではな

い。同一母岩は，グ、/レープAの西側に散漫に分布する。

石器組成は，模形石器 1点，剥片5点，石核 1点で，総重量は39.9gである。

・母岩 8:灰色の地に黒灰色の縞が平行する安山岩である。使用痕ある剥片 1点(31.1 g )の単独資料である0

・母岩 9:灰白色で軟質の安山岩(トロトロ石)である。模形石器 1点(8.8g)の単独資料である。

・母岩10 黒褐色で比較的硬質の安山岩である。自然面は平滑な 2面で，稜がまっすぐとおることから，

原石は角礁に近い可能性がある。石核 1点(10.4g)の単独資料である。

・母岩11:淡黒灰色の安山岩である。自然面は比較的滑らかな曲面で，円礁の一端と考えられる。剥片 1

n
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点(19.4g)の単独資料である。

・母岩12:灰白色の安山岩である。模形石器 1点(l1.3g)の単独資料である。

・母岩13:自然面は褐色，内部は緑がかった灰色の頁岩である。自然面は滑らかで，緩やかな曲面を成す。

原石の大きさは復元できないが，その一部の塊を搬入し，剥片生産を行った母岩である。同一

母岩は，グ、ノレープBの西部にまとまって分布する。

石器組成は，剥片12点(11個体)，石核 1点で，総重量は34.9gである。接合資料は，剥片 6

点と石核 1点が接合したもの (29.8g)，剥片2点が折れ面で接合したもの (2.3g)がある。

・母岩14:黄褐色から黒灰色に変異する，きめの粗い流紋岩である。剥片 1点(2.9g)の単独資料である 0

・母岩15:青みがかった灰色を呈する硬質の流紋岩である。剥片 1点(6.1 g)の単独資料である。

・母岩16:漆黒色不透明で白い爽雑物が含まれている黒曜石である。肉眼的には栃木県高原山産と考えら

れる。石器組成は，葦IJ片3点，石核1点で，総重量は8.9gである。

・母岩17:黒色不透明で白い央雑物が少量含まれている黒曜石である。上記と同様の原産地が考えられる。

使用痕ある剥片 1点(2.8g)の単独資料である。

・母岩19:黒色と灰色が互層になる不透明な黒曜石である。小さな爽雑物が含まれている。加工痕ある剥

片 1点(4.1 g)の単独資料である。

・母岩20:青みがかった黒灰色で不透明の黒曜石である。加工痕ある剥片 1点(1.2 g )の単独資料である 0

・母岩21:青みがかった灰色で，泥岩質の粗いホルンフェルスである。剥片 1点(8.4g)の単独資料である0

・母岩22:黒灰色で硬い砂岩質のホルンフェルスである。削器 1点(14.6 g )の単独資料である。

・母岩23:黄灰色で細粒の砂岩である。剥片 1点(80.8g)の単独資料である。

・母岩24:緑がかった灰色で，きめの粗い凝灰岩である。剥片 1点(2.4g)の単独資料である 0

・母岩25:乳白色半透明の璃瑠である。剥片 1点(10.1 g)の単独資料である。

・母岩26:節理面は褐色，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。使用痕ある剥片 1点(16.2 g )の単独資

料である 0

・母岩27:自然面は褐色，内部は黄色みを帯びた灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。剥片 1点(8.8g)の単独

資料である。

・母岩28:自然面は褐色，内部は暗褐色の珪質頁岩である。使用痕ある剥片 1点(5.9g)の単独資料である。

・母岩29:自然面は褐色と赤褐色，内部は灰緑色の嶺岡産珪質頁岩である。剥片 1点(3.7g)の単独資料で

ある。

・母岩30:黄灰色の珪質頁岩である。剥片2点(1.8 g)である。

・母岩31:自然面は褐色，内部は暗灰緑色の珪質頁岩である。石器組成は，剥片 1点，砕片 1点で，総重

量は0.8gである。

・母岩32:灰褐色で斑品の多い流紋岩である。大型の蔽石 1個体(1，126. 2 g )である。8点に破砕されてい

るが，原因は不明である。グループBの中央部を中心に，広い範囲に分布する。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩の使用痕ある剥片 1点，剥片37点，砕片 9点(総重量15.1 

g) ，頁岩の剥片4点(2.6g)，珪質頁岩の剥片 2点(1.7 g )，砂岩の剥片 1点(2.4g)，ホノレンフェルスの

剥片4点(4.4g)，璃瑠の剥片 1点(4.8 g )がある。
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3. 出土遺物(第18"-'27図)

・母岩 1(第18図1"-'7，第四図 8"-' 12) 1は，剥片5点(2"-'6)と石核1点(7)の接合資料である。接

合資料からみた剥片剥離工程は，①原石を分割し，石核の素材が準備される。分割面は 1の裏面に広く残

る風化の著しい剥離面(図の上方から剥離)と中央やや下の剥離面(左から剥離)である。両者は二つの剥離

面にもみえるが右端で一つになっており，おそらく，上方からの加撃によってヒピが入った後(または偶

発的な衝撃でヒビが入っていた)，左方向からの加撃によって分割面が形成されたのであろう 。②裏面左

下に示した剥離によって打面が作られ，小型不定型の剥片が数枚剥離される(接合したものは2→ 3→ 5

の順番)。③②の作業面を打面として 6が剥離される。④石核の端部が折れ(4)，さらにも う一度石核が

大きく折れて，作業を終了している。

8 "-' 12は，上記の資料に接合しないが，同一母岩と判断した剥片，石核である。 8"-'11の剥片は，7や

12とは別の石核から剥離された可能性が高い。また， 12は，裏面に素材時の主要剥離面を広く残す剥片素

材の石核である。こうした状況から，原石から数個の石核素材が生成され，そのいくつかについて本遺跡

で剥片生産が行われたことがわかる。

・母岩2(第19図13"-'20)13は，剥片 1点(14)と削器1点(15)の接合資料である。平坦な打面から不定型の

剥片を連続的に剥離している。15には，表面左側縁の一部に細かな調整加工を施している。

16"-'20は，同一母岩と判断した資料である。16"-'19は形状の整っていない縦長の剥片，20は打面と作業

面を頻繁に移動させて，寸詰まりの縦長剥片を生産している石核である。

・母岩 3(第20図21"-'25) 21は，剥片3点(2個体， 22・23)と石核3点(1個体， 24)の接合資料である。

剥片剥離工程は，①大型厚手で板状の剥片を石核の素材とする。素材時の主要剥離面は裏面に広く残る。

②21の左側で，表裏を作業面として交互剥離を行い， 22を含む中・小型不定型の剥片を剥離する。22は剥

離時に二つに割れている。③打面を21の上方に移動し，裏面を作業面として23を剥離する。これによって

石核が二つに割れ，作業を終了している。

25は上記の資料に接合しない剥片である。板状を呈する剥片の一部で， 21の石核素材に共通する。

・母岩4(第21図26"-'32，第22図33"-'40)26は，剥片 1点(27)と石核2点(1個体， 28)の接合資料である。

剥片剥離工程は，①中型厚手の剥片を石核の素材とする。素材剥片は，剥離時に左側が欠損している。②

裏面を作業面にあてて，小型の剥片(27)を剥離する。

29は剥片2点(30・31)と石核1点(32)の接合資料である。剥片剥離工程は，①26に類似した中型厚手の

剥片を石核の素材とする。②裏面の左側から小型の剥片数枚を剥離する。

33"-'40は，同一母岩と判断した各種石器である。33・34は模形石器， 35は使用痕ある剥片， 36"-'40は不

定型の剥片である。実測図を掲載していない資料にも小型の剥片が多いことから，接合資料の26・29以外

にも剥片生産が行われたと考えられるが，石核がないため詳細は不明である。

・母岩5(第22図41"-'43，第23図44"-'56)41は，剥片3点の接合資料である。もともと 1個体の剥片が割れ

たものであるが， 41の上端が細かく潰れており， 42と43の接合面は上方からの加撃によるものであること

から，模形石器の製作を意図したものかも知れない。42の右側にある樋状の剥離面も模形石器通有の割れ

面に似る。44，47は剥片素材の石核に剥片が接合したものである。47は下端が潰れていることから，両極
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打撃による可能性もある。

50"-'56は，同一母岩と判断した石器類で，模形石器(50)，剥片(51"-'55) ，石核(56)である。 51，54は打

癌の発達しない剥片で，両極打撃による可能性がある。本母岩は，景iJ片，石核が一定量あるものの，いず

れも小型のものが大半で自然面を広く残すものはみられない。打面や末端部が潰れていたり，打癌の発達

しない剥片が含まれるなど，模形石器(両極打撃)に関連した資料が多いようである。

・母岩6(第24図57"-'60) 57は，模形石器2点(58・60)と剥片1点(59)の接合資料である。表面に自然面，

上面に石核素材時のものと考えられる分割面(ポジティブな面)がある。

はじめに，厚手の剥片を素材として模形石器の製作を開始したが，製作途上で二つに割れたため，それ

ぞれに対して作業を継続し，最終的に二つの模形石器を仕上げたと考えられる。

・母岩7(第24図61"-'63) 61は模形石器， 62は剥片， 63は剥片素材の石核である。接合資料，自然面を広く

残す剥片などはみられない。原石のごく一部が搬入され，小規模な剥片生産が実施されたものと考えられる0

・母岩8"-'12 (第24図64・65，第25図66"-'68)いずれも安山岩の単独母岩である。64は，不定型の剥片を用

いた模形石器である。裏面に素材の主要剥離面が広く残り，裏面の打面部と末端部に細かな剥離痕がみえ

る。65は，大型幅広の不定型な剥片を利用した使用痕ある剥片である。鋭利な右側縁に刃こぼれがみられ

る。66は，打癌の肩平な剥片，67・68は小型不定型の剥片を生産した石核である。

・母岩13(第27図84"-'90) 84は， 剥片6点(85"-'90)と石核1点(91)の接合資料である。接合資料からみた剥

片剥離工程は， ①原石を分割し，石核素材とする(本遺跡外)。②表裏を作業面として，求心的な打点移動

と交互剥離によって，小型不定型の剥片を生産する。 この過程で， 85→86→87→88→89の順で剥片が剥離

される。なお， 91の下端部をみると，掻器の刃部のように細かな剥離面が連続していることから，石器に

転用されたことも考えられる。90は， この細かな剥離面に近接して接合することから，石核としての機能

が終了する時点での剥離であった可能性が高い。

-母岩15"-'17・19・20(第25図69"-'73) 69は流紋岩の単独資料による幅広の不定型な剥片である。表面の剥

離方向は，概ね主要剥離面と一致する。70"-'73は黒曜石の石器類であるが，遺跡内において製作作業の形

跡はほとんどない。70は，不定型の剥片を用いた加工痕ある剥片である。ナイフ形石器の可能性もある

が，上下とも欠損しており形態は不明である。71は，使用痕ある剥片で，不定型な剥片の鋭利な縁辺に刃

こぼれがみられる。72は，寸詰まりの縦長剥片を素材とし，左側面に数回の小剥離を行った加工痕ある剥

片である。73は，剥片素材の石核である。表裏を作業面と， 交互剥離によって小型不定型の剥片を剥離し

ている。下半は欠損する0

・母岩21"-'29 (第25図74・75，第26図76"-'82)74"-'82は，各種石材の単独母岩による石器である。 74・76"-'

78・80・82は不定型の剥片， 79・81は不定型の剥片を利用した使用痕ある剥片である。75はホノレンフェノレ

スの削器である。やや厚手の剥片を素材として主要剥離面側に粗い調整加工を行い， 鋸刃状の刃部を作っ

ている。

・母岩32(第26図83)大型の敵石である。片手で自由に使える重さではなく，用途は不明である。ばらばら

になって出土しており，使用方法に関連するのかも知れない。
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第4節第2地点(第28""30図，第 3・4表，図版31)

1.ブロックの概要

第2地点は，調査範囲南側のF4-96グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の平坦部である。

ブロックの規模と形状は，直径2mの円形の範囲に石器5点が散漫に分布する。出土層位は四層とIX

層の境界付近で，比較的水平に包含されている(第29・30図)。

石器組成は，加工痕ある剥片2点，剥片 2点，石核 1点の合計5点で，石材は，黒曜石 1点，安山岩 3

点，珪質頁岩 1点である。

2. 母岩の特徴と内容

・母岩33 黄褐色の嶺岡産珪質頁岩である。剥片 1点(0，3g)の単独資料である。
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-母岩34:φ0.5mm以下の細かな粒が多量にみえる灰色の安山岩である。第 1地点の母岩4に似る。石器群

の内訳は，加工痕ある剥片 1点，石核 1点の合計2点(36.4g)である。

・母岩35・青みがかった黒灰色の不透明な黒曜石である。φ1mmほどの白色の爽雑物を含み，灰色の縞が

多数入る。加工痕ある剥片 1点(13.4 g )の単独資料である。

・母岩36:青みがかった黒灰色と黄灰色がまだらになった安山岩である。剥片 1点(0.3g)の単独資料である。

3. 出土遺物(第28図 1"-'3)

1は，母岩34の安山岩による加工槙ある剥片である。不定型な剥片の先端部に微細な調整加工を施し，

加工痕のない鋭利な縁辺には，刃こぼれがみられる。2は，母岩35の黒曜石による加工痕ある剥片であ

る。不定型の剥片を素材とし，左側は表裏から粗い調整を，右側は裏から細かな調整を行っている。石錐

に分類すべきかも知れない。3は，母岩34の安山岩による剥片素材の石核である。表面左側から末端側に

かけての範囲で，小型不定型の剥片を剥離している。
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第 5節第3地点 a (第31"-'33図，第 5 ・6表，図版31)

1. ブロックの概要

第 3地点 aは，調査範囲中央のF6 -28・38・39グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地中央の

平坦部である。

ブロックの規模と形状は，直径 2mの円形の範囲に，石器3点，磯50点が分布する。出土層位は困層の

中位を中心に30cmほどの高低差をもって包含されている(第22・23図)。

石器組成は，石錐 1点，模形石器 1点，剥片 1点，焼け磯50点の合計53点で，石器の石材は，チャート

1点，ホルンフェノレス 1点，メノウ 1点，礁の石材は，安山岩 3点，流紋岩4点，頁岩5点，チャート23

点，砂岩14点，石英 1点である。礁は， 12点について母岩分類が可能で， 9母岩を認識した。

2.母岩の特徴と内容

・母岩37:黒灰色に白い縞の入るホルンフェノレスである。求IJ片 1点(7.4g)の単独資料である 0

・母岩38:灰褐色の地に黄灰色の斑が入る玉髄である。石錐 1点(7.9 g )の単独資料である。

・母岩39:青灰色に黒い縞の入るチャートである。模形石器 1点(3.8g)の単独資料である。

3.出土遺物(第31図1"'3)

1は，母岩38の玉髄による石刃を素材とする石錐 1点である。表面左側に石核の側面調整痕をもっ。素

材の打面は組い調整によって除去されており，末端は左右からの細かな調整によって尖らせている。両側

縁には刃こぼれがみられる。2は，母岩39のチャートによる模形石器である。表裏の縁辺に細かな潰れが

ある。3は，母岩37のホルンフェノレスによる不定型の剥片である。表面に節理面を広く残す。主要剥離面

が大きく湾曲することから，剥片素材の石核から剥離された可能性が高い。

第 6節第3地点 b (第34・35図，第 7・8表)

1. ブロックの概要

第3地点 bは，調査範囲東側のF6 -39・F7 -30グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地東側の

縁辺部である。
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ブロックの規模と形状は，長軸3m，短軸 1mの楕円形の範囲に焼け礁9点が分布する。出土層位はE

層の中ほどで，水平に包含されている(第34・35図)。

礁の石材は，安山岩 1点，流紋岩2点，頁岩 1点，チャート 2点，砂岩3点である。礁は，母岩分類で

きたものが8点(6母岩)，母岩不明なものが 1点である。大きさは，概ね 5x3X2cmほどである。

第 7節単独出土資料(第36図，図版31)

1は， 青みがかった黒灰色不透明の黒曜石を用いた使用痕ある剥片である。不定型の剥片を利用してい

る。表面と主要剥離面の剥離方向は90度異なる。右縁辺に刃こぼれがみられる。E5 -99グリッド四層か

ら出土した。

2は，自然面が黄褐色，内部が黒灰色の珪質頁岩による使用痕ある剥片である。表面が自然面に覆われ

た不定型の剥片を利用している。右側縁に刃こぼれがある。E4-88グリッドVI層から出土している。
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4 A-245 
母岩18(Ob) 

Uf 
1.7g 

4客話P
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3 D8-32-1 
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8.6g 

61-14・15T-l
その他凶n)

D 

llO.7g 
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3は，黒色不透明で幅広の灰色の縞が入る良質な黒曜石を用いた削器である。打点が潰れてなくなって

いること，打癌が発達せず，末端に損傷がみられることなどから，両極打撃による剥片を用いた可能性が

高い。左側縁に調整加工がある。 D8-32グリッドの遺構検出面から出土している。

4は，青みがかった黒灰色不透明の黒曜石を用いた使用痕ある剥片である。裏面右側縁に刃こぼれがあ

る。第 1地点外縁部F5-03グリッドの医層から出土している。

5は，黒灰色の安山岩による模形石器である。表面は主要剥離面と同じ下方向からの剥離面が中心であ

る。上下端は潰れており，打面は線状になっている。 F6-79グリ ッドIXa層から出土している。

6は，淡褐色の安山岩にを用いた石核である。拳大の円礁を素材とし，交互剥離によって横長剥片を生

産している。

第 1表第 1地点母岩別石器組成表
母岩 ~Ka PO Es ss Gr Dr Pi Rf Uf BI Bls Mb Mc Sp Ha Anb Pe A:t.他 B C D 石器計 礁 合計

1 (An) 1 11 2 14 14 

2 (An) 1 11 1 13 13 

3 (An) 4(3) 3(1) 7(4) 7(4) 

4 (An) 2 1 31 (28) 3 3(2) 40(36) 40(36) 

5 (An) I 32(29) 4(3) 38(34) 38(34) 

6 (An) 2 2 4 4 

7 (An) 1 5 1 7 7 

8(An) l l 

9 (An) 1 1 

10(An) 1 

11(An) 1 

12(An) 1 1 

13 (Sh) 12(11) l 13(12) 13 (12) 

14(Rh) 1 

15(悶) 1 

16 (Ob) 3 4 4 

17 (Ob) l 

19 (Ob) l 

20 (Ob) 1 

21 (Ho) 1 

22 (Ho) 1 

23 (Sa) 1 l 

24 (Tu) 1 l 

25 (Ag) 1 1 1 

26 (Csh) l 

27 (Csh) l 1 l 

28 (Csh) 1 1 

29 (Csh) 1 

30 (Csh) 2 2 2 

31 (Csh) 2 2 

32 (Rh) 8(1) 8(1) 8(1) 

その他(An) 37 9 47 47 

その他6ゆ 4 4 4 
その他(αω 2 2 2 

その他(sa) 1 1 
その他Q-!o) 4 4 4 

その他(Ag) 1 l 1 
Rl-1 (Rh) 2 2 
合計 2 8 2 8 8(1) 172 (164) 13 17 (13) 230(211) 2 232 (213) 

第2表 第 1地点石材別石器組成表
石材 ~ Th ~ fu Es ss ~ Dr ~ Rf W m ~ ~ ~里p Ha Anb Pe A:t.他 B C D 石器計 礁 合計

黒曜石ωb) 2 3 7 7 
安山岩(An) l 8 5 134(127) 12 15(11) 175(164) 175 (164) 
所紋岩仮}古 8(1) 2 10(3) 2 12(5) 
頁岩(Sh) 16(1) 17(16) 17(16) 

珪質頁岩(Cs日 2 7 10 10 
凝灰岩σu) l 1 
砂岩(Sa) 2 2 2 
ホレン7ェルス刷 1 5 6 6 
メノウ(A耳 2 2 2 
合計 2 8 2 8 8(1) 172 (164) 13 17 (13) 230 (211) 2 1232(213) 
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第 3表 第 2地点 母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Mb Mc So Ha Anb Pe Ax他 B C D 石器計 事襲 合計

33 (Csh) l l 1 
34(An) 2 2 
35 (Ob) 1 l 
36(An) 1 
合計 2 2 5 5 

第4表 第 2地点 石材別石器組成表
石材 Kn n~fu EsSs ~llih Rf llilli~~~~&~~ Ax他 B C D 石器計 礎 合計

黒曜石(0凶 1 1 1 
安山岩仇n) 3 3 
珪顕岩(Csh) l 
合計 2 2 5 5 

第 5表 第 3地点a 母岩別石器組成表
母岩 Kn n ~ fu Es ss ~ lli h Rf lli lli ~ ~ ~ ~ & Anb ~ Ax他 B C D 石器計 礁 合計

37 (Ho) l I 
38 (Ag) 1 l 1 
39 (Ch) l 
R2(An) 2 2 
R3(Rh) l l 
R4(Rh) 1 1 
R5(Sa) 2 2 
R6(Sa) l 1 
R7(Sa) 1 l 
R8(An) l 
R9(Qは) l 1 
R10(Sh) 2 2 
その他仮h) 2 2 
その他(sω 3 3 
その他(Chl 23 23 
その他(sa) 10 10 
合計 1 1 1 3 50 53 

第 6表 第 3 地~a 石材別石器組成表
右材 ~n~fu~ Ss ~lli~rullilli~~~~~~~ Ax他 B C D 石器計 事畢 合計

安山岩(An) 3 3 

織措側 4 4 
頁岩 (Sh) 5 5 

チャート(ch) l l 23 24 

砂岩(Sa) 14 14 

ホルン7ェル'AG制 l 1 l 

メノウ(AiJ 1 

石英(Qu) l 

合計 l 1 3 50 53 

第 7表 第 3地点b 母岩別石器組成表
母岩 Kn Tr Ka PO Es ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls Mb Mc So Ha Anb Pe Ax他 B C D 石器計 礁 合計

R10(Sh) l l 

Rll (Rh) l 1 

RI2(Ch) 1 1 

RI3(Ch) 1 

RI4(Sa) 3 3 

R15(貼) 1 

その他仇n) l 

合計 9 9 

第 8表 第 3地点b石材別石器組成表
石材 IKn Tr Ka PO ~ ss Gr Dr Pi Rf Uf Bl Bls ~ Mc 50 Ha Anb Pe Ax他 B C D 

安山岩仇n)

機措剛

頁岩 (Sh)
チャー卜(ch)

砂岩(Sa)

合計

針
一1
2
1
2
3
-
9
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第 3章 縄文時代

縄文時代で検出された遺構は，陥穴と炉穴である。竪穴住居跡や土坑などは確認されていない。炉穴の

309と316が比較的近接しているが，それ以外は単独の遺構が距離をおいて検出されており，まとまりはな

い。陥穴は，時期を確定できる出土遺物はないが，周辺の遺跡の類例などから縄文時代草創期から早期に

かけての時期が想定される。古墳時代以降の遺構が密集して存在しているため，すでに削平されている遺

構もあると思われるが，出土遺物も周辺の遺跡に比べれば少ない。遺構やグリッドから出土した縄文土器

のうち図示できたのは20点ほどである。石器は，石嫉や磨石 ・敵石などがわずかに出土している。狭長な

範囲の発掘調査という制約はあるが，本遺跡での縄文時代の遺構 ・遺物の分布は全体に稀薄である。

第 1節検出された遺構

1 陥穴

3基が台地の縁辺部寄りから検出された(第37図，第 9表，図版 6)。調査区の南側で229・239，東側で

は236が，それぞれ位置している。周辺の縁辺部には，多くの陥穴が存在していた可能性が高いと思われ

る。平面形態はいずれも溝形である。断面はV字形で， 239のように長軸方向に底面が挟られている陥穴

もある。底面はほぼ平坦で，ピットは設けられていない。長軸方向は，斜面の等高線に沿うものと，直交

するようなものがあり 一定ではない。

遺構番号

229 

236 

239 

2 炉穴

052 (第37図，図版 6)

第9表陥穴一覧

長軸長×短軸長 (m)

(105) x 105 

2.45 x 0.65 

(3.15) x 0.60 

( )は現存値

備考

調査区の北東， D 8グリッドに位置する。上面を大きく削平され，中央部に撹乱も受けており，遺存状

態、は良好ではないが， 7か所に炉床をも っている。

平面形態は，長楕円形の炉穴を南北に複合したような不整形を呈している。長軸長3.5m・短軸長1.8m，

深さ 5cm'"" 18cmを測る。7か所の炉床(A'""G)のうち， G (51cm x 60cm)は炉穴の範囲から出ているが，こ

の周辺にも別の浅い掘込みが存在していたと思われる。北側に位置する A(40cm x 42cm)・B(48cm x 60cm) 

の炉床は， BがAを削平して設けられている。中央部は撹乱を受けており，炉床は検出されていない。南

側では4か所に炉床がつくられている。C(45cm x 50cm)・D(43cm x 46cm)・E(43cm x 66cm)は直線的に南

北に並んでいるが， F (35cm x 53cm)は西側に設けられている。各炉床の底面はよく被熱し，数回の作り替

えが行われていたと考えられるが，新旧関係が判明したのはA'Bだけである。遺物は少なく， B. Eな

どから茅山下層式土器片が出土しているが，図示できるものはない。
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309 (第37図，図版6)

調査区の南端， H4グリッドに位置する。南西側を溝状遺構293に削平されている。

平面形態は楕円形で，規模は1.05mx 1.27mを測る。緩やかに38cm掘込まれ，焼土が全体に充満してい

る。南側では炭化物を多く含む黒色土が堆積している。出土遺物はないが，炉穴であろう。

316 (第37図，図版6)

調査区の南端， H5グリ ッドに位置する。南側は調査区域外にかかる。

平面形態は楕円形と考えられ，長軸の検出できた長さは64cm，短軸長は67cmである。緩やかに掘込ま

れ，確認面からの深さは33cmで、ある。焼土が13cmの厚さに堆積し，炉床の底面はよく被熱され硬化してい

た。出土遺物はないが，周辺から早期の土器片が出土していることから炉穴と考えられる。

第2節遺構外出土遺物

確認調査時や，遺構に伴わずに出土した遺物をまとめて報告する。

縄文土器(第38図，図版32) 1は条痕文系土器の胴部である。両面に条痕が施文されている。早期茅山

下層式である。 2は前期諸磯b式土器である。波状口縁で，半載竹管による爪形文が施文されている。3

は諸磯c式土器である。半載竹管による細い沈線文が斜位に施され，癌状の貼り付けが2か所にみえる。

4は諸磯式から浮島式の土器である。横位に細い沈線文が施文されている。5・6は浮島 I式土器で同一

欝議，o'答電事。器Q

軒

y馨r
Jf。釦

日可判

連lZ脅す記

J 
。 10cm ( 1 /3) 

第38図 遺構外出土縄文土器
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個体であろう。横位の隆帯に接して，半載竹管による平行沈線が撚糸文の地文の上に施文されている。隆

帯には斜位の刻みがみられる。 7""' 14は浮島E式土器である。7は半裁竹管による押引文が連続的に施文

されている。 8""' 14は半裁竹管による沈線と押引文が大きく施文されている。15・16は興津式土器で，同

一個体である。やや胴部が張るような器形であろう。波状口縁を呈し，口縁部外面は半裁竹管による刻み

が施されている。胴部には半載竹管による平行沈線と押引刺突文がみられる。 17は中峠式か。太い横位の

沈線で隆帯を区画し，隆帯には細い刻みを加えている。 18""'20は中期加曽利E1式土器である。18・19は

同一個体で，口縁部区画内に隆帯を貼り付けている。いずれも地文はLRである。21も加曽利E式土器で

あるが， RLの地文である。22""'24は早期子母口式土器の尖底部分である。胎土には繊維を含んでいる。

石器(第39図，第10表，図版32) 1は頁岩製の石鍛で，凹基式の無茎鯨である。 2""' 15は磨石類であ

る。形状や使用痕から， 2""'8は磨石， 9 ""' 15は敵石とした。石材は安山岩製が多く，砂岩や泥岩も使用

されている。なかには璃瑠製(3 )や花岡岩製(4)もある。磨石は両面にくぼみをもち，周縁の一部をよく

使用しているものが多い。 4は周縁を研磨されている。敵石は両端や側縁に敵打痕がみられる。 15の表面

には，台石にも使用したような痕跡がある。 16は白雲母花園岩製の石皿片である。

第10表縄文時代石器計測表
)現存値

挿図番号 器種 遺物番号 石材 最大長(mm)最大幅 (mm)最大厚(mm) 重量(g) 備 考

1 石嫉 199A-62 頁岩 30. 7 (21. 4) 3. 5 1. 28 

2 磨石 271-1 安山岩 (62. 0) 64. 1 34. 1 169. 55 

3 磨石 66-34 チャート 76. 0 61. 0 40. 1 256. 54 

4 磨石 184-5 花関岩 78. 1 67. 0 42. 5 274.32 周縁研磨

5 磨石 80-137 叱7叶7、耳山ゴ (69.0) 85. 8 52. 4 417.52 

6 磨石 173 安山岩 108. 0 97. 0 46. 5 750. 98 

7 磨石 203-46 安山岩 (74. 1) 91. 9 52. 4 450. 05 

8 磨石 6F-69 安山岩 (71. 0) (58. 3) 42. 5 217.47 

9 敵石 016-1 砂岩 71. 8 69. 0 45. 7 348. 87 

10 敵石 027-1 泥岩 73. 0 57. 7 42. 0 230.01 

11 敵石 271-120 tマー、Jメ、耳"'ゴl 72. 0 45. 0 52. 3 215. 89 

12 敵石 E7-22-54 砂岩 70. 0 53. 7 43. 6 211. 13 

13 敵石 214A-57 安山岩 99. 0 55. 0 43. 7 359. 79 

14 敵石 214A-34 安山岩 113.5 64. 0 48. 1 472.02 
15 敵石 020-5 安山岩 160. 1 105.0 77.7 207. 38 台石にも使用

16 石皿 006-16 白雲母花岡岩 (59目 0) (67. 0) 52. 1 141. 41 

つ臼
「
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第 4章 弥生時代

弥生時代の遺構は，竪穴住居跡 1軒 ・溝状遺構 1条と員を包含したピットである。いずれも調査区の南

側に位置している。それ以外の遺構は現状では確認できなかったが，遺構の状況から他に存在していたと

思われる。東南部地区では弥生時代の遺構の検出例は稀少で，中期まで遡る遺構は，有吉遺跡の第4次調

査で検出された須和田式終末期の壷 1点を伴う竪穴住居跡 1軒のみである。有吉遺跡は，赤塚支谷を挟ん

で本遺跡の北に位置しており，この周辺には弥生時代の遺構がさらに存在していた可能性は高い。

第 1節検出された遺構

1 竪穴住居跡

298 (第40図，図版 6)

調査区の南西端， G4グリッドに位置する。上面がすでに失われ，南西側も古墳時代後期の住居跡307

に大半を削平されている。炉だけが検出されたが，その内側から弥生時代中期末の土器片が出土したこと

から当該期の竪穴住居の一部であることが判明した。

平面形態は不明であるが，これまで検出された類例から判断して，長軸方向を北西一南東方向にとる楕円

形か隅丸方形と考えられる。柱穴は検出されず規模も不明であるが，炉が住居の北西寄りに位置していた

とすると，短軸長は 5m前後で、あろう 。

炉(径80cmX95cm，深さ16cm)は楕円形を呈する地床炉で，焼土が多く堆積し炉壁と炉床面はよく被熱し

ていた。聾片が炉の内側を囲うように一部残存している。炉の覆土は，黒褐色土と暗褐色土を主体に，焼

土粒やローム粒を混入している。

出土遺物は，炉内から出土した 1・2の費である。 1は奮の口縁部で，口唇部は棒状工具により波状に

押捺されている。頚部が屈曲し，口縁部が大きく開く形態で，体部外面は刷毛で仕上げられている。炉の

中央からの出土である。2は炉の内側から出土した警の口縁部片である。口唇部が小さく外反する器形

で，口唇部は棒状工具により押捺されている。器面はよくナデで仕上げられ，煤が付着している。

2 溝状遺構

207 (第40図，図版 6)

調査区の南東， F 7グリッドに位置する。南北方向に走る溝状遺構であるが，南側を206(古墳時代前

期)，北側を204C(奈良時代)の竪穴住居跡にそれぞれ削平されているため，性格や規模等の詳細は不明で

ある。直線上の範囲では溝状遺構は検出されていないことから，方形周溝墓の一部である可能性もある。

検出された長さは， 4.0mである。幅は，上端で1.0m'""1.2m，下端で、は0.6m'""0.8mを測る。緩やかに

掘込まれ，深さは26cm'""30cmで、ある。底面は平坦で，やや軟弱である。覆土は，ロームブロックを含む暗

褐色土である。

遺物は，底面直上から 3の査が出土した。長い頚部と丸みをもっ体部が残るが，口縁部と体部下半を欠

損する。器面は刷毛で仕上げられた後にミガキやナデを施し，外面は赤彩されている。南側で重複する古

墳時代前期の住居跡206から出土した4の査の底部は，本遺構に本来は伴うものなので，ここに記載した。

外面は二次焼成を受けており，煤が付着している。
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3 ピット

P6 (第40図)

調査区の南側， G 6 -36に位置するピットである。周辺には時期不明の多数のピットが存在するが，配

列は分散しており特に遺構を形成するようなまとまりはない。P6は貝が充満しているピットで，弥生土

器片がわずかに含まれていることから，弥生時代のピットと判断した。円形を呈し，規模は径36cmX 

40cm・深さ46cmを測る。貝類はピット上面から検出され， ピットの中心に35cmの厚さでブロック状に堆積

していた。埋土は，焼土粒を多く含む黒褐色土である。員類の分析結果は付章に記載した。

第 2節遺構外出土遺物

確認調査時や，遺構に伴わずに出土した遺物をまとめて報告する(第41図)。

1は鉢， 2は査の口縁部である。折り返し状の口縁部に文様が施文されている。1の口縁部はRLとLR

の羽状縄文が充填され，口唇部にも RLの細い縄文が施文されている。下端には刺突による刻みがみられ

る。内面は赤彩され，ミガキで仕上げられている。2の口縁部はヘラ状工具による疑似羽状文が沈線とし

て施文されている 。 3~6 は査の胴部である 。 細い沈線で区画し，そのなかを 3 はRL ， 4はLRの縄文

を充填している。無文部は赤彩されている。3は沈線の外側に刺突具による列点がみられる。5は細かい

LR縄文を施文している。6は細い半載竹管による波状の沈線文で施文され，器面は赤彩されている。

7・8は壷の底部である。7の外面には木葉痕が残る。9は査の口縁部である。大きく外反する折り返し

の口縁で，外面は刷毛で調整されている。古墳時代前期の五領式に近い時期であろう 。

、
4 

5 

こどf
( 1 /3) 10cm 。

(1/2) 5cm 。

第41図遺構外出土弥生土器
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第 5章 古墳時代

古墳時代の遺構は，竪穴住居跡132軒(前 ・中期52軒，後期80軒)・古墳1基 ・周溝1条で構成されてい

る。これらの遺構は，台地の平坦部を中心に，ほぼ全域に分布していた可能性が高い。集落は，出土土器

からみると，古墳時代前期初頭から竪穴住居が構築されはじめ，中期へと次第に集落が形成されていった

と考えられる。後期になると台地全域から最も住居跡が多く検出され，集落としての最盛期を迎える。そ

の後は奈良 ・平安時代まで集落は継続している。ここでは，古墳時代前期から中期と，古墳時代後期に便

宜上わけて，検出された遺構について報告を行う。調査区の南側では円墳の周溝が検出されたが，墳丘は

すでに大きく削平されており，埋葬施設も確認できなかった。

なお，本遺跡では狭長な範囲の調査のため，多くの遺構は調査範囲外まで広がっており ，その全容を把

握することは困難である。しかも複雑に重複しており，床面・柱穴 ・炉など一部が漸く検出できた遺構も

多い。なかには，わずかな床面と出土した土器から住居跡と判断したものもある。このような遺構も，そ

の性格が判断可能なものについては，それぞれの種別に含めて報告する。また， 一部のみの検出で出土遺

物もないために時期の特定ができない遺構については，各章で適宜報告することとした。

第 1節 古墳時代前期から中期の遺構

1 竪穴住居跡

この時期の竪穴住居跡は，台地中央部から東側にかけての範囲に主に分布している。大別すると，中央

部から北西側斜面にかけて分布するグ、ノレープと，東側に主に展開するグ、/レープにわけられる。台地の南側

や北側では分布は稀薄になる。

001 (第42図)

調査区中央， F 5グリッドに位置する。住居跡105・107A . B (後期)に東側2/3を削平されているが，

西側1/3に炉や柱穴の一部が遺存していた。
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平面形態は方形を呈し，コーナーはわ

ずかに丸みをもっ。規模は西壁長4.0mを

測るが，壁は外側へやや張出しながら東

側にすすみ，遺存している範囲での最大

幅は4.4mである。主軸方位はN-67"-W

である 。壁は垂直に掘込まれ，壁高は

15cm前後である。床面は平坦で，炉の周

辺がよく踏み固められ堅鍛である。遺存

している柱穴は 2本で，床面南西側から

P1が， 107の床面からP2の一部が，それぞ

れ検出された。P1は径12cmx 14cm・深さ

42. 5cmと細いっくりである。P2は撹乱の

ため一部が確認された程度である。



炉(径58cmx 70cm，深さllcm)は楕円形で，住居の北西側に設けられている。炉床面の周囲がやや低くつ

くられ，全体によく被熱されている。

遺物は覆土中から土器片が出土しているが，図示できるものはない。

003 (第43図，図版33)

調査区中央やや西寄り， E 5グリッドに位置する。南東側2/5を住居跡002(後期)に削平されており，南

壁・東壁は一部の遺存である。

平面形態は方形を基本とするが，南壁が南東方向に延びており，不整方形を呈すると思われる。規模

は，北壁長3.86m・西壁長3.12mである。長軸方向はほぼ西方向である。壁は垂直に掘込まれ，壁高は

13cm~20cmで、ある 。 床面は平坦で，中央部に硬化面が広がっている 。 床面から落ち込みが検出されたが，

いずれも木根による撹乱である。炉や柱穴は検出されなかった。覆土は，黒灰色土を主体にローム粒を混

在する。

遺物は覆土中層から下層にかけて， 1~4 の土師器小型鉢・鉢・柑・聾が出土している 。 1 は小型の鉢

で，底部が小さくつくられ堅轍である。2は口縁部が大きく開く形態の鉢である。3は大型の土甘で，口径

は14.2cmもある。内外面に赤彩が施され，全体によく磨かれている。

006 (第44図，図版7・33)

調査区中央やや西寄り， E 5グリッドに位置する。上面を全体に削平されていたが，重複する遺構もな

く，遺存状態は良好である。中期に属する土器が出土しているが，カマドが南壁に設けられている。

平面形態、は正方形を呈し，規模は3.96mx3. 98mを測る。各コーナーはわずかに丸みをもっ。主軸方位

はN-2T-wである 。 壁は垂直に掘込まれ，壁高は東側では26cm前後で、あるが，西側は12cm~16cmと次第
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に低くなっている。床面はやや凹凸があり，カマド前面から中央部や西寄りの広い範囲に硬化面が広がっ

ている。壁溝は認められない。柱穴と考えられるピットは，床面をさらに掘下げて確認したが検出できな

かった。西壁際中央の床面に 4基のピットがまとまって検出されたが，このうちPl，，-，P3は連結している。

P3が51cmと最も深く，カマドの対面ではないが，連結した出入り口施設に伴うピットの可能性がある。カ

マドの北東側には，楕円形の貯蔵穴(径58cmX60cm)が付設されている。深さは5cm程度とかなり浅いっく

りであるが，埋土には砂質粘土や焼土が多く堆積している。カマドと貯蔵穴に挟まれた南東コーナー床面

には，カマドの構築材である砂質粘土が流出していた。住居覆土は，焼土粒・炭化粒を若干含む暗褐色土

が主体である。
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カマドは南壁中央東寄りに，壁を10cmほど掘込んで設けられている。遺存状態はあまり良好ではなく，

すでに天井部は崩落し，右袖部は撹乱のため失われている。左袖部も砂質粘土が周囲に流失しているよう

16cm掘窪められている。赤化した内壁の砂質粘土や焼土が堆積していた。な状態である。火床は楕円形で，

1は内外面に赤彩が施されてい1 . 2は杯である。土師器杯・高杯・費・査が出土している。遺物は，

7・8の脚部は直立し，下部に稜をもっ。3"-'6は高杯の杯部で，3"-'8は赤彩された高杯である。る。

内部は中空である。11は査の短い口頚部で二重口縁である。

図版7・33・34・60)007 (第45・46図，

E5グリッドに位置する。中期の大型の住居跡であるが，東側の大半が調査区調査区中央やや西寄り，

西側1/2と北東コーナー付近を調査した。南北の壁際の床面から焼土ブロックをそれぞれ検

出した。南壁際からは炭化材が若干出土している。

域外のため，
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平面形態は正方形を呈し，規模は完掘できた西壁長で8.9m，一部を調査した北壁長は8.8mを測る。西

壁を基軸とした主軸方位はN-260-wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は18cm"-'32cmを測り東側がやや

高くなっている。床面はほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が広い範囲で検出された。調査範囲からは，直

線的に並ぶ4本のピットを検出した。このうち主柱穴はP1(径60cmx 76cm，深さ90cm)・P2(径104cmx 

110cm，深さ80cm)である。P3. P4はP1. P2に比較して，径が34cm"-'46cmと小さく，深さも44cm"-'57 cmと浅

いことから，補助的な柱穴であろう。楕円形の貯蔵穴(径92cmx 100cm，深さ117cm)が南コーナー付近に設

けられ，周辺からは 2個体の高杯の杯部(10・11)が出土した。貯蔵穴の埋土は，明黄灰色土を主体に黒色

土・暗黄灰色土を混入する。住居の覆土には，暗黄褐色土の上に暗褐色土が堆積している。

炉(径72cmX88cm，深さ16cm)は不整楕円形で， P1に隣接して住居の北西側に設けられている。炉床面は

よく被熱し，焼土が堆積していた。

約1/2の調査であったが，出土遺物は多い。北西コーナーからP1周辺の範囲に堆積している焼土中を中

心に，須恵器蓋，土師器杯・高杯・聾・壷・躍や石製紡錘車などが多数出土している。1は須恵器蓋で，

覆土中からの出土である。3から 8は杯である。内外面が赤彩されているものが多い。3はへラケズリで

平底をっくりだしている。9"-' 13は高杯である。9を除いて内外面が赤彩されている。杯部の下部に稜を

もち，脚部は中空である。14は土師器の躍である。外反する口縁部と短い口頚部をもっ。口縁部から体部

下半にかけての外面には，丁寧なミガキが施されている。17は無頚査であろう。内外面が赤彩されてい

る。20・21は石製紡錘車である。20は滑石製で一部を欠損し，住居中央の床面直上から出土した。径上面

3.7cm・下面2.4cm，厚さ1.1cm，孔径7mmを測る。下面には12本の沈線が，組雑に放射状に巡っている。21

は蛇紋岩製で，北壁際の床面からの出土である。やや肩平な形態で，径上面3.8cm・下面2.2cm，厚さ

O. 9cm，孔径7mmを測る。側面と下面に放射状に沈線が施されている。

009 (第47図，図版34・60)

調査区中央やや西寄り， E 5グリ ッドに位置する。中期の大型の住居跡と思われるが，北側の大半が調

査区域外にかかり，しかも東側を住居跡008(後期)に，中央部上面を中近世の溝状遺構011にそれぞれ削平

されている。そのため調査できたのは，住居の南壁周辺の一部である。

平面形態は方形を呈し，検出できた南壁の現存長は7.4mである。主軸方位は推定でN-250-wである。

壁は垂直に掘込まれ，壁高は27cm "-' 33cmである。検出した範囲での床面は，平坦であるがやや軟質であ

る。床面北東側から， 008に一部削平されているが柱穴を検出した。P1(径70cmX94cm，深さ89cm)とP2(径

40cm X 56cm，深さ31cm)の2本の柱穴が設けられているが，この うち主柱穴はP1であろう。覆土は，暗黄

褐色土の上に暗褐色土が堆積している。

遺物は少ないが，床面や覆土中から 1"-'3， 6・7の土師器高杯・査や石製紡錘車，土玉が出土している。

4・5は016からの出土である。 1は高杯の杯部で，内湾気味に立上がる。内外面が赤彩され，下部に稜

をもっ。6は土玉で， 1/2の遺存である。現存径3.5cm・高さ3.2cm・孔径7mmを測る。7は肩平な形態の滑

石製紡錘車である。1/2の遺存で，現存径上面5.9cm・下面2.4cm，厚さO.9cm，孔径8.5mmを測る。

016 (第47図，図版34)

調査区中央西寄り， E 5グリッドに位置する。中期の住居の南西側の一部が検出できたが，大半は調査

区域外に延びている。北西側は住居跡008(後期)に，南東側を007(中期)に，それぞれ削平されている。柱

穴1本を確認できただけで，住居としての詳細はほとんど不明である。

-61 -



平面形態は，直線的に延びる南西壁の一部から方形に近い形態と思われる。西壁は1.2mの長さでわず

かに遺存している程度である。壁は垂直に掘込まれ，壁高は32cmで、ある。床面はほぼ平坦で，硬化面は確

認されていない。床面から柱穴(径42cmX46cm，深さ66cm)と考えられるピットが検出された。

遺物は，壁際や床面から土師器杯・鉢・査などが出土した。このうち図示できたのは5の鉢と，混入し

た4の平安時代の黒色土器である。5はほぼ完形で内外面が赤彩されている。
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010 (第48図)

調査区中央やや西寄り， E 5グリッドに位置する。整地のため壁や床面の大半はすでに削平され，東側

を住居跡007(中期)に，西側を溝状遺構011に大きく破壊されている。炉と硬化した床面や柱穴が検出され

たことから，住居跡と判断した。出土遺物から前期と考えられる。

平面形態は不明であるが，柱穴や炉などの位置から判断して，長軸方向を北北西にとる方形と考えられ

る。規模も不明であるが， P1とP2の柱間寸法は2.1mである。床面は一部が検出され，炉の東側に硬化面

が広がっている。床面と011から計4本のピットが検出されたが，このうち主柱穴と思われるのは，炉と

の位置関係からみてP1(径34cmX40cm，深さ48cm)・P2(径32cmX40cm，深さ25cm)であろう。P3. P4は，炉

やP1・P2との柱問寸法が1.Om "'" 1. 4mと短いことなどから，主柱穴とは考えがたい。

炉(径66cmX68cm，深さ11cm)は焼土が堆積し，ほぼ円形を呈して住居の南西寄りに設けられていると思

われる。

出土遺物は僅少で，図示できたのは 1の器台の破片のみである。

012 (第48図)

調査区中央やや西寄り， E 5グリッドに位置する。南西側の1/2を，後期や奈良時代の住居跡013""'015

に削平され，床面北側には後世の撹乱を受けている。出土遺物から中期の住居跡と考えられる。

平面形態は方形になると考えられる。規模は，北東壁長4.9m，部分的に検出できた北西壁・南東壁の

現存長は，それぞれ2.1m . 3. Omである。北東壁を基軸とした主軸方位はN-410-Wである。壁は垂直に

掘込まれ，壁高は19cm""'28cmで、ある。床面は平坦で，壁際近くまで硬化面が広がっている。東コーナー付

近には黄灰色の粘土が堆積していた。主柱穴は，床面からP2(径32cmX34cm，深さ70cm)とP3(径36cmx

40cm，深さ74cm)が検出されたが， 014と013の床面にはP1(径40cmX 42cm)とP4(径42cmX56cm)がそれぞれ

遺存しており，柱穴聞の寸法は， 2. 8m "-'3. Omで、ある。P5(径36cmX46cm，深さ27cm)は位置的にみて，出

入り口施設に伴うピットであろう。また，南東壁中央近くのピット(径60cm)は72cmと深く，貯蔵穴の可能

性もある。覆土は，暗黒褐色土を主体に黒褐色土が混入している。炉は検出されていない。

遺物は，土師器杯・高杯・聾などが住居南側を中心に散漫に出土している。2・4は杯である。4の底

部には線刻がある。3は高杯の杯部である。いずれも赤彩が施されている。

018 (第49図，図版34)

調査区中央西寄り， E 4グリッドに位置する。住居の西側1/4は調査区域外である。後期と奈良時代の

住居跡017・019・022と重複し上面の大半を削平されているが，これらの住居跡の床面を除去すると， 018 

の床面が現れてくる。北コーナ一周辺の狭い範囲が，削平されずに壁も遺存していた。北西側の床面には

焼土の堆積がみられた。出土遺物から中期の住居跡であろう 。

平面形態は方形を呈し，規模は北東壁長で8.1mを測る。北コーナー付近では壁はほぼ垂直に掘込まれ，

壁高は33cmで、ある。床面はわずかに凹凸があるが， P2とP3の外側の範囲を除いて全体に堅績である。床面

からは多数のピットを検出した。このうち主柱穴はP1""'P3の3本で， P4は調査区域外に位置している。P1

(径36cmX 40cm，現存の深さ37cm)は022の床面から， P2 (径26cm，深さ74cm)とP3(径36cmX 50cm，深さ

41cm)は床面からそれぞれ検出された。覆土は，暗黄灰色士や暗褐色土が主体である。

遺物は少なく，北コーナ一周辺の床面から土師器杯・高杯・聾などが出土している。 1は杯である。内

外面に赤彩されている。2・3は鉢である。2は体部外面に横方向のミガキが施されている。3は口縁部
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を欠損するが，体部外面が赤彩されている。

020 (第50図， 図版7・34)

調査区中央西寄り， F4グリッドに位置する。南東コーナー付近で住居跡024(後期)と接し， 西側上面

が削平されているが， 遺存状態は概ね良好で，全体を調査することができた。西壁中央寄りの床面から炭

化材が 1点出土し，少量の焼土が床面の数か所で検出されている。

平面形態は方形を呈し，規模は5.76m x 5. 60mを測る。主軸方位はN-150 -Wである。壁は垂直に掘込

まれている。壁高は，東側では16cm"'-'23cmを測るが， 西側にすすむに従って低くなり， 西壁ではわずかに

2cm"'-'4cmほどになる。床面は部分的に凹凸があり， 中央部には硬化面が広がっている。主柱穴は4本検出

されたが，いずれもやや壁寄りに設けられている。楕円形が多く，掘方の径は45cm"'-'70cmと較差がある。

深さは， Pl(径60cm)"，-，P3 (径45cmX52cm)が35cm"'-'45cmであるが， P4(径68cmX 70cm)が56cmと最も深い。出

入り口施設に伴うピット(径22cm，深さ31cm)は，南壁中央寄りの床面に設けられている。

炉(径76cmX 110cm)は長楕円形で，床面中央のやや北寄りに設けられていた。炉ではないが，床面が焼

成を受けて赤化している部分が中央の 3か所にまとまっている。

遺物は，東側の壁際の床面から土師器士甘・器台・聾・査などが大量に出土している。 1・2は土甘であ

る。 1は小さめの体部に大きく開く口縁部をもっ。口縁部の内外面には丁寧なミガミが施されている。器

壁が薄く， 丁寧に削られている。住居中央の床面から出土した。 3は口縁部がやや開く小型の鉢で、あろ

う。南壁際からの出土である。4は高杯で脚部を欠損する。口縁部が大きく外反する形態で， 内外面は赤

彩されミガキが施されている。杯部と脚部は貫通している。床面に散在して出土した。 5"'-'7は小型査で

ある。住居東側からの出土である。5・6は内外面が赤彩され， 6は外面にミガキが施されている。8は

鉢である。体部外面に刷毛目が残り， 内外面が赤彩されている。主に炉内から出土している。10"'-'12は査

である。12は複合口縁の査で口縁部と底部を欠損する。口頚部内外面から体部外面が赤彩され，全体にミ

ガキが施されている。P3周辺の床面や覆土下層からの出土である。

021 (第51図)

調査区中央やや西寄り， F5グリッドに位置する。後期の住居跡005の南西にあり， 遺物がまとまって

出土した。この地点では落ち込みのようなプランが確認され， 土坑や貯蔵穴の存在も考えられるが判然と

しない。 1 . 2の土師器聾は，

。

いずれも内面を上に向けて出土し，全体に被熱のため脆弱である。

/.  
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028A (第52・53図，第18表，図版7・8・34・35・58)

調査区の北西， D 5 グリッドに位置する 。 狭い調査範囲のなかに028A~028C の 3 軒の住居跡が北東方

向に重複している。北側は調査区域外まで遺構が延びており，しかも028B'028Cに削平されているた

め，調査できたのは南側の1/2である。出土遺物から中期の住居跡、と考えられる。

平面形態は方形である。規模は，検出できた南壁長で5.9mを測るため，各壁長も6m前後であろう 。南

壁から推定した主軸方位はN-130-wである。壁はやや緩やかに掘込まれ，壁高は南壁側で27cm前後で、あ

る 。 床面は平坦で，中央部に硬化面が広がっている 。 壁溝(幅16cm~20cm ， 深さ 10cm前後)は，検出された

範囲では全周している。床面南側からは2本の柱穴(P1・P2)と，出入り口施設に伴うピット (P3)を検出し

た。P1(径36cmX50cm，深さ68cm)・P2(径50cmX56cm，深さ83cm)とも掘込みは深く，位置的にみて主柱穴

であろう。P3(径18cm~22cm，深さ 16cm) の前面には土堤状の高まりが見られる 。 この高まりの北側に焼土

の堆積がみられる。不整楕円形の貯蔵穴(径50cmX56cm，深さ30cm)は，南東コーナーに設けられ，埋土に

は暗褐色土や黒褐色土が堆積していた。住居覆土は，ローム粒を含む暗褐色土が主体である。

遺物は，土師器杯 ・高杯・査 ・蓋，石製模造品(剣形品)などが南西コーナー付近を中心に多く出土して

いる 。 1 は杯である 。 内外面が赤彩されている 。 2~7 は高杯である 。 3 の杯部は口縁部が大きく外反

し，明瞭な稜をもっ。内外面が赤彩されている。6の脚部は中実である。5は貯蔵穴内からの出土であ

る。8は台付墾の台部である。刷毛で仕上げられている。覆土中から出土した。9は複合口縁の査の口縁

部である。口唇部に沈線をもっ。 1O~12は費である 。 11は南壁際からまとまって出土した。 13は土玉で，

1/2の遺存である。現存径3.7cm・高さ3.1cm・孔径6mmを測る。14は剣形の石製模造品である。滑石製で，

表面に錆がみられる。南壁寄りの床面からの出土である。

028B (第52図，図版7・8)

北側3/4が調査区域外で，北東側を028Cに削平されている。

平面形態は方形になると考えられる。規模は，検出できた南壁長で4.4mで、あることから，各壁長は4.5

m前後で、あろう 。南壁から推定した主軸方位はN-140-Wと， 028Aと同方位である。壁は垂直に掘込まれ

ている 。 壁高は，南壁では14cm~21cmを測るが，東壁側にすすむに従って低くなり，東壁では3cm~7cm と

低くなっている。床面はほぼ平坦で，硬化面は認められない。床面から数基のピットを検出したが，主柱

穴と考えられるピットは確認できなかった。P2(径34cmX 50cm，深さlOcm)は出入り口施設に伴うピットで

あろう 。覆土には，暗褐色土を主体に黄褐色土や部分的にロームブロックが堆積していた。028Aよりは

新しい遺構であるが，遺物が出土していないので正確な時期は判然としない。

028C (第52図，図版8)

大半が調査区域外のため，南東コーナーがわずかに検出できた住居跡である。コーナーはやや丸みをも

つが，平面形態は方形と思われる。コーナーは垂直に掘込まれ，壁高は11cmで、ある。覆土には暗褐色士が

堆積していた。028Bを削平して構築されているが，出土遺物がないため時期は不明である。

034 (第54図，図版35・60)

調査区の北東， D 7グリッドに位置する。北壁の1/2から西壁にかけての範囲が調査区域外であるが，

全体の3/4を調査できた。床面中央は平安時代の土師器焼成土坑056により掘下げられている。南壁際の貯

蔵穴周辺の床面からは，炭化材や焼土がわずかに検出されている。
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平面形態は方形である。規模は，検出できた東壁長で6.3mを測るため，各壁長は概ね6.5m前後であろ

う。主軸方位はN-3 o_wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は18cm"'29cmを測り，南東コーナ一周辺が

深くなっている。床面は平坦であるが，全体にやや軟弱である。調査範囲の床面からは， P2 (径62cmX

68cm，深さ7lcm)とP3(径54cmx 60cm，深さ65cm)の2本の主柱穴が検出された。南東コーナーには方形の

貯蔵穴(54cmx 68cm，深さ42cm)が設けられている。貯蔵穴の東側の床面からは員ブロックがまとまって検

出されており，分析結果は付章に記載した。覆土は暗褐色土を主体に，黒褐色土が混在している。

炉はP2の西側床面から検出されたが， 056に削平されており詳細は不明である。

遺物は，土師器杯・器台・器台・壷・警などが，貯蔵穴周辺に集中して出土している。 1は杯である。

P2の上面から出土した。2は器台である。ほぼ完形で，脚部は柱状に立上がる。裾部の下部に円形の透孔

をもっ。P3の南側から出土した。 3"'5は高杯である。3は杯部で，直線的に聞いている。内外面が赤彩

されている。5は直立する脚部で，中実である。外面が赤彩されている。ともに貯蔵穴周辺からの出土で

ある。6は鉢， 7は査である。7は内外面が刷毛で仕上げられている。貯蔵穴の西側床面から出土した。

9は土玉で，径3.0cm・高さ2.9cm・孔径5mmを測る。

038 (第55・56図，第四表，図版8・35・58・59・60)

調査区の北東， C 7グリッドに位置する。北壁の一部で保存樹木のため未調査区域がある。南側は調査

区域外であるが，全体の4/5の調査を行った。セクションからみると，重複する遺構も存在したようであ

るが判然としない。中期の良好な遺物がまとまって出土している。

平面形態は方形を呈し，北壁長は8.5mを測る。東壁長・西壁長は，現存でそれぞれ8.2m . 3.9mであ

る。主軸方位はN-80-Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は北壁中央周辺が1.5cmとかなり低くなって

いるが，それ以外の箇所では13cm"'49cmで，東壁側が高くなっている。床面は貼床(黄褐色土)が施され，

全体に凹凸がある。壁溝(幅12cm，深さ8cm)は，東壁の一部に巡っている。床面からは多数のピットが検

出されたが，このうち柱穴と考えられるのはPl"'P7で， Pl(径40cmx 42cm，深さ34cm)とP2(径42cmx 47cm， 

見斗ムヨ
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深さ 48cm) は主柱穴であろう 。 P2~P6は直線的に柱穴が並んでいる 。 P6は深さが24cm と浅いが， P3~P5は

深さが52cm~68cm と比較的深く掘込まれている 。 P4 ・ P6は貼床除去後に検出された。 覆土は，暗黄褐色土

と暗褐色土が主体であるが，全体にローム粒を多く含んでいる。

炉(径90cmx 120cm)は不整楕円形で，床面中央北寄りのPlとP2の聞に設けられていた。皿状に10cm掘窪

められ，炉床面はよく被熱され焼土が堆積していた。

遺物の出土は多く住居全体に分布しているが，主な遺物は東壁側に集中している。床面と覆土上面な

と離れた位置の遺物が接合している。土師器杯・高杯・奮や，石製模造品(有孔円板)，管玉などが出土

している。 1・2は赤彩された杯である。3は内外面に赤彩が施された高杯で，脚部の下部に円形の透孔

をもっ。5は縁色凝灰岩製の管玉である。暗灰繰色を呈し，表面は丁寧に研磨されている。長さ22mm・径

4mmX5mm，重量は0.78gである。片側から穿孔され，孔径は1凹 x2mmである。西壁下からの出土である。

6~8 は滑石製の有孔円板である 。 双孔で両面が研磨されている 。 床面に散在して出土した。 9 は土玉

で，径3.4cm・高さ3.3cm・孔径7mmを測る。

046A・B (第57図，図版35・59)

調査区の北東， E 7グリッドに位置する。北側は調査区域外，南側は住居跡046(後期)と溝状遺構045に

大きく削平されているため，規模や形態、等の詳細は不明であるが，中期の住居跡であろう 。

046B ⑥ 〆 ¥ 4 / 
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第57図 046A. B及び出土遺物
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046Aは，壁高12cmほどの南壁の一部と，踏み固められた床面を検出したことから，住居であることが

判明した。柱穴等は確認されていない。遺物は僅少で，土師器杯(1)・査(2 )と石製模造品の勾玉(3 )が

床面から出土した。2は口縁部を欠損するが，査であろう 。3は滑石製の勾玉で，肩平な形態である。両

面を研磨され，長径2.5cm，腹部径O.4cm x 1. 1cm，孔径1mm""2mmを測る。重量は2.67gである。

046Bは，046Aの床面を除去した際に検出された遺構である。壁溝(幅14cm""18cm，深さ4cm""8cm)の一

部と硬化した床面を確認できた。出土遺物は，土師器高杯脚部(4)と聾(5 )である。

054B (第58図，第17表，図版58)

調査区の北東， D 7グリッドに位置する。054の南東

に隣接し，遺構に伴わずに正位の土師器柑と石製模造

品(剣形品)が共伴して出土した。中期の住居跡が存在

していた可能性がある。 1は比較的大型の吋で，口縁

部が大きく外反し，体部内面にミガキが施されている。

底部外面がくぼんでいる。2は剣形の石製模造品であ

る。滑石製で，下部を欠損する。上部は方形につくら

れ，錨がみられる。

063 (第59図，図版8・35・60)

調査区の東， E 7グリッドに位置する。上面は大きく削平されており，北西側が調査区域外であった

回lm
。 (1/4) 10cm 0 (1/2) 5cm 

第58図 054B出土遺物

が，全体の3/4を調査した。火災を受けた住居で，図示していないが床面から多量の炭化材や焼土を検出

した。

平面形態は方形を呈し，規模は南西壁長で3.6mを測る。現存長で北西壁・南東壁は，それぞれ2.4m.

3.1mである。主軸方位はN-300-Wである。壁高は2cm""3cmを測り，わずかに壁の立上がりを確認でき

た。床面の中央には凹凸のある硬化面が広がっている。P2以外の 3本の主柱穴(径35cm"" 48cm ，深さ

50cm""76cm)を検出した。P1は長方形を呈している。P5(径34cm，深さ49cm)は補助的な柱穴であろう。P4

に隣接しているP6(径38cmX40cm，深さ39cm)は，規模や位置からみて貯蔵穴ではなく，これも補助的な柱

穴と考えられる。覆土は黒褐色土を主体に，炭化粒・焼土粒，暗褐色土や暗黄褐色土などが混在してい

る。炉は確認できなかった。

遺物は，床面や覆土中から中期の土師器土甘・聾・甑，土玉などが出土している。 1は増であろう 。内外

面が赤彩されている。2の甑は特異な形状で，底部に多数の小孔が穿たれている。口縁部内外面や体部外

面は，組い刷毛で仕上げられている。4は聾で，口縁部から体部にかけては刷毛目が残る。いずれも覆土

上層からの出土である 。 5は刀子の茎部分であろう 。現存長3cm・幅O.8cmを測る。 6は土玉で，径

3.2cm・高さ3.3cm・孔径6mmである。3は混入した緑軸陶器の椀である。猿投窯の製品であろう 。

066B (第60図)

調査区中央やや北東寄り， E 6グリッドに位置する。住居跡066A・069D(後期)に，上面や北側を削平

され，北西側は調査区域外に延びている。保存樹木のため中央部は調査できなかった。066Aと重複して

いるが，これよりも深く掘込まれているため，床面は確認できた。

平面形態は方形を呈し，遺存している南東コーナーはやや丸みをもっ。規模は検出できた南壁長で4.2 

mを測る。主軸方位はN-2'-Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は遺存している東壁で5cm""8cmであ

「
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第59図 063及び出土遺物

る。床面は平坦で，中央には硬化面が広がっている。床面からはピットを検出したが，主柱穴と考えられ

るのは066Aの柱穴と重複しているが， Pl(径53cmX67cm，深さ24cm)である。

炉(現存長30cmX52cm)は床面北側中央に設けられているが， 069Dに北側を削平されている。

出土遺物は少なく，土師器土甘などがわずかに出土している。遺物は，重複する066Aの土器と混在して

取り上げており，第 2節の066Aの項でまとめて説明する。

069D (第60図，図版35)

調査区中央やや北東寄り， E 6グリッドに位置する。北東側は住居跡069A(後期)に削平され，北側の

大半は調査区域外に延びているため，調査できたのは南側1/3である。

平面形態は方形を呈し，南壁長は4.2mを測る。主軸方位は概ねN-lo_Wである。壁は垂直に掘込ま

れ，壁高は6cm""16cmを測り，東壁側が深くなっている。床面は凹凸があり，硬化面が南側まで広がって

いる。主柱穴は検出されていないが，南東コーナーの 2基が連結したピット(深さPl: 41cm， P2: 26cm)が

柱穴に該当する可能性もある。覆土は，黒褐色土やローム粒を含む暗褐色土が堆積している。

遺物は，土師器土甘や査などが出土している。 1は口縁部が大きく開く形態の柑である。2は口縁部と底

部を欠損しているが，査である。口頚部内面から体部外面にかけて赤彩されている。体部外面には丁寧な

-76 -
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第60図 066B， 069D及び出土遺物

ミガキが施されている。ともに壁際の床面からの出土である。

071 (第61図，図版8・60)

調査区の北西， D 5グリッドに位置する。北西側の大半は調査区域外で，南東側の一部の調査である

が，東壁南側でカマドを検出した。出土遺物から中期の住居跡と考えられる。

平面形態は方形を呈し，検出した規模は，東壁長3.9m・南壁長3.7mで、ある。カマドを中心とした主軸

方位はE-200 -Sである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は南壁側で32cm前後であるが，東壁では北側にすす

むに従って15cm~23cm と低くなっている 。 床面はやや凹凸があり，カマド周辺が部分的に固く踏み締めら

れている。主柱穴は確認されていない。楕円形の貯蔵穴(径59cmX64cm，深さ54cm)は，カマドの南側に設

けられている。覆土は，暗褐色土を主体に明黄褐色土・黒灰色土・褐色土などが混在している。

カマドは東壁南寄りに，壁をわずかに掘込んで設けられ，煙道部や緩やかに立上がっている。天井部は

すでに崩落し，袖部が撹乱を受けており，全体に遺存状態は良好ではない。火床の掘込みはほとんどなく

焼土も堆積していないが，底面は30cmx35cmの範囲がよく被熱されていた。

遺物は，カマド周辺や南壁中央寄りから土師器高杯・聾や土錘などが散漫に出土している。 1は高杯の

杯部で，杯部下部に稜をもち，口縁部が大きく外反する。 2・3は聾の破片である。4は管状の土錘で，

面を形成し両端の一部を欠損する。明赤褐色を呈し，長さ5.8cm・径3.1cm X 3. 2cm .孔径1.1cmを測る。

091 (第62図，第四表，図版8・35・36・58・60)

調査区の西， F 4グリッドに位置する。東側は調査区域外にかかり，北側は後期の住居跡090に削平さ

れているが，北壁の一部がわずかに残る。西側を中心に全体の1/2の調査である。

平面形態は方形を呈し，南北方向の長さは7.6mを測る。炉を検出していないが南北方向に主軸をとる

司
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第61図 071及び出土遺物

と，主軸方位はN-190-Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は7cm "-' 16cmで、南側が高くなっている。床面

は平坦で，中央部に硬化面が広がっている。壁溝は検出されていない。床面から数基のピットを検出した

が，このうち主柱穴は， P1(径32cmX34cm，深さ36cm)・P2(径32cmX34cm，深さ47cm)・P3(径19cmX21cm，

深さ46cm)である。P6・P7は確実に掘込まれているが，別の遺構の柱穴であろう 。南壁中央では，床面が

現状で、95cmX185cmの範囲で、6cm"-'11cm高く構築されている。東側が調査区域外のため判然としないが，こ

の部分にはP4(径26cmX 27cm，深さ25cm)とP5(現存径58cm，深さ4cm)が設けられており，出入り口施設の

可能性も考えられる。覆土は，黄褐色土の上に黒褐色土が堆積している。

出土遺物は少ないが，中期の土師器杯・高杯・聾，石製模造品(有孔円板)，石製紡錘車などが床面や覆

土中から出土している。1の杯， 3・4の聾， 6の有孔円板は，北壁中央寄りの床面からまとまって出土

した。2は高杯の杯部で，杯部下部に明瞭な稜をもち，口縁部は大きく外反する。住居南側の床面や覆土

下層から出土した。5の有孔円板はP3の北側の覆土中からの出土である。7は絹雲母片岩製の紡錘車であ

る。扇平な形態で，径上面4.1cm・下面3.Ocm，厚さ0.7cm，孔径7mmを測る。
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79 

。

第62図

(1/4) 



092B (第63図，図版36)

調査区の南西， F 4グリッドに位置する。南西側の2/3が調査区域外に延びており，北東側も奈良時代

の住居跡092に削平され，調査できたのは南東側の1/5程度である。

平面形態は，南東コーナーの形態から隅丸方形と考えられるが，検出できた東壁長 ・南壁長は，現存で

1.9m・1.4mである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は40cm前後である。床面は全体にやや堅轍で，焼土が堆

積していた。調査範囲からは，柱穴や炉などは検出されていない。覆土は，暗黄褐色土や暗黄灰色士が混

在している。

遺物は，床面に投棄されていた焼土の中から，土師器高杯 ・壷などが集中的に出土している。 1は特殊

な形態で，口縁部が装飾された高杯の杯部である。杯部は直立気味に立上がり，上部で大きく外反する。

幅広の口縁部を設け，そのなかに櫛描波状文を充填させ，口縁部内面にも同様の文様を施している。2・

3は高杯である。大型の杯部に，高さの低く裾部が広がる形態であろう。4は完形の査である。5・6は

台付聾である。5は内外面に丁寧なナデが施されている。

101 (第64図，図版8・36)

調査区中央やや西寄り， F 5グリッドに位置する。北西側の1/2が調査区域外である。

平面形態は方形を呈し，南東壁長は4.4mを測る。北東壁長は2.0m，南西壁長では2.9mをそれぞれ検

出した。北西寄りに炉が設置されているとすると，主軸方位はN-480-wである。壁は垂直に掘込まれ，

壁高は19cm'" 38cmで東側が高くなっている。床面は平坦で，中央部から南東壁際にかけて硬化面が広がっ

ている。壁溝(幅10cm'"17cm，深さ7cm'" 10cm)は調査範囲内では全周する。主柱穴は南東壁側に寄って 2

本(Pl径43cmX49cm・深さ59cm，P2径40cmX45cm・深さ65cm)検出された。北東壁側の床面には焼土が堆積

している。覆土は，暗黄褐色土や暗褐色土を主体に，黒褐色土や暗黄灰色土が混在している。

下ぷ

⑨ 
092A 

A' 

A A' 
-・24.0m

5 

ぷ比
。 ( 1 /80 ) 4m 。 (1/4) 10cm 

第63図 092B及び出土遺物
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遺物は住居北東側の床面や覆土中から，土師器高杯・警などが出土した。 1は高杯で，杯部を欠損す

る。遺存している部分では，内外面が赤彩されている。2は器面が荒れており調整は判然としないが，胎

土や色調から駿東型空と判断した。覆土中層からの出土である。3・4は蓋の底部である。4は縦・横方

向のミガキの後にナデで仕上げられている。
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II一
1黒褐色土表土
2暗褐色土 ローム粒を少量含む
3 暗褐色土 ロームプロックを吉む

4 黒褐色土
5 黄褐色土
6黄褐色土 ロームブロックを少量含む
7 黒褐色土 ロームプロックを少量含む
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第64図 101及び出土遺物
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図版8・36)110 (第65図，

E5グリッドに位置する。大半は保存樹木下や調査区域外に延びており，南西壁側も住居調査区中央，

跡107(後期)と重複する。調査できたのは，南西壁際と南東壁際の一部である。

平面形態は方形である。規模は，南西壁長7.1m・南東壁長6.7mを測る。主軸方位は南西壁を基軸とす

N-420 -wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は45cm前後で、ある。床面は平坦で，全体に堅徽であると，

る。壁溝(幅10cm"-'18cm，深さ7cm前後)は，調査範囲では南西壁側を中心に巡っている。北西壁際の西側

床面から小規模な焼土ブロックが検出された。柱穴などは確認できなかった。

1は須恵器長頚瓶の口縁部片である。遺物は，土師器高杯などが壁際の覆土中に散漫に出土している。

3のミガキが施されている。2は杯部で，2"-'4は高杯である。床面直上から出土したが混入であろう 。

内面は赤彩されている。覆土中の出土である。杯部は，外面が黒色処理で，

図版36)115 (第66図，

F5グリ ッドに位置する。南東側は調査区域外にかかり，南西側は撹乱を受調査区中央やや南西寄り，

けている。北西側2/5の調査である。出土遺物から中期の住居跡であろう 。

平面形態は方形を呈し，北西壁長は7.0mを測る。北東壁長2.8m・南西壁長3.6mを検出した。壁は垂

主柱穴の周囲直に掘込まれ，壁高は9cm"-'12cmである。主軸方位はN-350 -wである。床面は凹凸があり，

に硬化面が部分的に広がっている。壁溝は検出されていない。主柱穴は，北西側で 2本 (P1径62cmX 

2本とも柱のあたり痕が残っている。

⑧ 

68cm・深さ76cm，P2径77cmX79cm・深さ78cm)検出した。
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炉(径62cmx 100cm，深さ7cm)は長楕円形で，北西側に寄った主柱穴聞に設けられている。焼土が堆積

し，炉床面はよく被熱されていた。

遺物は少なく，赤彩された土師器杯・高杯などが床面から出土している。 1は杯である。底部は平底を

意識して，へラケズリでつくりだしている。2'"'-'4は高杯である。2は杯部で，明瞭な稜をもっ。

121 (第67図，第18表，図版8・9・36・37・58・59)

調査区の南西， F 4グリッドに位置する。東壁の南半から南西コーナーにかけての範囲は調査区域外で

ある。西壁の中央で122(後期)と，北東コーナー付近では116(後期)と，それぞれ重複し一部を削平されて

いる。西壁側を中心に炭化材が床面から検出されており，火災を受けた中期の住居である。

平面形態は不整長方形を呈し，北壁長は5.4mを測る。西壁長は6.4mと推定される。北東コーナーは重

複のため判然としないが，東壁の北側がやや曲線的になっている。主軸方位はN-140 -Wである。壁はほ

ぼ垂直に掘込まれ，壁高は13cm'"'-'30cmで北東側が高くなっている。床面はほぼ平坦で，全体に堅徽であ

る。壁溝は検出されていない。床面から 3本の主柱穴(P1径30cmX 35cm・深さ57cm，P2径28cmX 40cm・深

さ31cm，P3径58cmX 73cm・深さ72cm)が検出された。確認できなかった 1本は，調査区域外に位置してい

ると思われる。覆土は，黄褐色土と暗褐色土を主体に，黒灰色土・黄灰色土が混在する。
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炉(径58cmx 85cm，深さ14cm)は長楕円形で，住居北寄りの主柱穴聞に設けられている。

遺物は，床面から土師器杯 ・高杯・聾や石製模造品(有孔円板)，勾玉などが出土し， 2"'5・7・8・

11は南西コーナ一周辺に集中している。1・2は内外面が赤彩された杯で，底部は平底である。1は北壁

際の床面から出土した。3・4は高杯である。4はほぼ完形で，内外面が赤彩されている。体部の稜はあ

まり明瞭ではない。5は鉢で，底部は平底である。6は内外面が赤彩された査の口縁部である。7"'9は

警である。7は内面に刷毛目の痕跡が残る。10の滑石製有孔円板は，やや方形で一部が欠損している。覆

土中からの出土である。11は滑石製の勾玉である 。淡緑色を呈し，片側から穿孔されている。長径

2.2cm・短径1.3cm，腹部径O.6cm x O. 7cm，孔径2mmを測る。重量は2.19gである。

138 (第68図)

調査区の南， G5グリッドに位置する。大半が調査区域外のため，北東壁側の一部の調査である。

平面形態は方形を呈し，北東壁長は5.5mを測る。壁は垂直に深く掘込まれ，壁高は71cm"'79cmである。

床面は凹凸があり，やや軟弱である。壁溝(幅10cm"'25cm，深さ3cm"'9cm)は，南側から中央にかけては明

瞭であるが，北側では判然としなくなる。柱穴などは確認されていない。覆土は，黄褐色土や黒褐色土を

主体に暗褐色土や黄灰褐色土が混在している。

遺物は，北コーナー付近で中期の土師器高杯(1)や，聾の底部(2 )などがわずかに出土している。

142 (第69・70図，第17・18表，図版9・37・58・59・61)

調査区の北東， D 8グリッドに位置する。北側は平安時代の住居跡141と重複し，北西側が調査区域外

である。上面を全体に削平され，南東側1/4が壁溝まで検出されたが遺存状態は悪い。なお，昭和63年度

に調査された039と同一の遺構であることが判明したため，出土遺物は142に含めてある。

平面形態は方形を呈し，規模は6.3m x6. 5mと推定される。主軸方位を西方向にとり，概ねW-1f-N

である。南東側の壁は垂直に掘込まれているが，壁高は5cm"'16cmである。床面は，南東側でわずかに硬

化面が遺存している。壁溝(幅8cm'"11cm，深さ6cm"'9cm)は南東側で検出したが，ほかの壁での状況は不

明である。根太痕跡の溝が，南壁と東壁の中央の壁溝からそれぞれ延びている。床面から多数のピットを

Xo'dOj 

⑧ 

×ぷ
A A' 

一一・ 25.2m

第68図 138及び出土遺物
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検出したが，このうち主柱穴はP1"'P4である (P1径28cmX 39cm・深さ84cm，P2径30cmx31cm'深さ85cm，

P3径44cmX 62cm・深さ42cm，P4径45cmX 47cm・深さ91cm)0 P3とP4の底面には，柱のあたり痕が認められ

る。円形の貯蔵穴(径65cmX67cm，深さ99cm)は，南東コーナーに設けられ，土師器聾片が出土している。

炉(径53cmX67cm)は楕円形で，住居西側の主柱穴聞に設けられ，炉内には焼土が堆積していた。

遺物の出土は多く，南東側を中心に中期の土師器杯・高杯・鉢・聾や石製模造品(剣形品・有孔円板)， 

鉄製品(鑑)が出土している。 1"'5は杯である。2を除いて，内外面が赤彩されている。浅いっくりで，

平底が多い。 6"'9は鉢や椀である。7の鉢は内外面に赤彩が施されている。10・11は高杯である。12は

体部が大きく張り出した査である。刷毛目をナデで消している。13は大型の鉢で，全体に粗雑なっくりで

ある。覆土中から出土した。14'"16は聾である。17は範(現存長11.9cm)である。方形の茎部(現存長

4.6cm・幅O.4cm X O. 4cm)は次第に細くなるっくりで，先端を欠損する。刃部(長さ2.8cm・幅1.1cm・厚さ

0.3cm)は，鏡化のため稜線は不明瞭である。棒状部(長さ4.5cm・幅0.9cm・厚さ0.4cm)は，幅の広いっ く

りである。床面中央の南寄りで出土した。18は臼玉で，径4.5mm・厚さ1.2mm・孔径1.5酬を測る。滑石製
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の石製模造品 (19~25) は，炉周辺や床面中央付近を中心に出土している 。 19~22は有孔円板， 23・24は剣

形品である。25も滑石製品であるが，小片のため形態は判然としない。勾玉の破片の可能性もある。現存

値で長さ1.1cm，幅1.1cm，厚さ3.5mm，重量は0.87gである。

162 (第71図)

調査区のやや北西寄り， E 5グリッドに位置する。南西コーナ一周辺は調査区域外である。167の柱穴

と一部が重複する。上面を削平され，南側の遺存状態は良好ではない。

平面形態は長方形を呈し，規模は2.5m x3.1mである。長軸方位はN-80 -Wである。壁はやや緩やか

に掘込まれ，壁高は3cm~6cmで、ある 。 床面は平坦であるが，全体に軟弱である 。 炉や柱穴等は検出されて

いない。床面の 2か所に焼土が堆積していた。覆土は，暗褐色土を主体に暗黄褐色土が混在する。

遺物は，覆土中から土師器片がわずかに出土したが，図示できるものはない。

163 (第71図，図版 9)

調査区中央， E 5グリッドに位置する。南西側は調査区域外で，北東側2/5の調査である。

平面形態、は方形を呈し，北東壁長は4.4m を測る 。 壁はやや緩やかに掘下げられ，壁高は10cm~18cmで

ある。床面は凹凸があり，硬化面が壁際を除いて広がっている。床面からは3基のピットを検出した。西

側のP1(径35cmx 41cm，深さ 12cm)と東側のP2(径39cmx 48cm，深さ 16cm)は，浅い掘方である。P3(径

33cm X43cm，深さ64cm)は炉に隣接して位置している。覆土は，褐色土を主体に黒褐色土や暗褐色土が混

在している。

炉(現存径50cm，深さ5cm)は，住居中央のやや北寄りに設けられ， 1/2が調査区域外にかかっている。炉

床面はよく被熱されている。

遺物は少なく，土師器杯片や不明土製品が出土している。3は土製品で，断面は楕円形である。表面に

2本の沈線がみられる。用途は不明である。現存長12.2cm・幅8.4cm・厚さ3.3cmを測る。

166B (第71図)

調査区中央， E 5グリッドに位置する。南西壁の一部を検出したが，ほとんどは調査区域外で，上面は

後期の住居跡166Aに削平されている。平面形態は方形と考えられ，南西壁長は4.3mで、ある。壁は，壁高

3cm程度がわずかに残っている。壁溝は検出されていない。覆土は黒褐色土である。遺物は，中期の土師

器高杯(1・2)の小片が出土している。

170A (第72・73図，図版37)

調査区の北東， C 7グリッドに位置する。北側は緩斜面で調査区域外にかかり，南側112の調査である。

170Bと中央部で重複し，上面を削平している。出土遺物から中期の住居跡であろう 。

平面形態は方形を呈し，南壁長は4.5mを測る。検出できたのは東壁長2.5m・西壁長2.1mで、ある。南

北方向に主軸をとるならば，主軸方位はN-1T -E である 。 壁はやや緩やかに掘込まれ，壁高は10cm~

18cmである。床面は平坦で，壁際まで硬化面が広がっている。壁溝は検出されていない。南側の床面か

ら， 2本の柱穴(Pl径24cmx30cm・深さ18cm，P2径35cmX40cm・深さ27cm)を検出した。いずれもコーナー

付近に寄った位置である。覆土は，黒褐色土を主体に暗褐色土が混在している。

炉(現存径68cm)は中央に位置しているが，北側は調査区域外である。セクションから観察すると，焼土

が堆積し炉床面はよく被熱されていた。
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遺物は少なく，土師器杯(1)・鉢(2 )が出土している。2の鉢は大型の体部に外反する口縁部をもっ。

西壁際の床面からの出土である。

172A (第72・73図，図版9・37)

調査区の北東， C 6・C7グリッドに位置する。北西側は斜面で調査区域外にかかるため，南東側3/5

を検出したが，この範囲も斜面の整地のために削平されており，壁や床面は判然としない。十分に検出で

きたのは，南東側1/3である。出土遺物から中期の住居跡と考えられる。

平面形態は方形を呈し，南東壁長は5.65mを測る。北東壁長は3.8m，南西壁長は2.0mを検出できた。

主軸方位は概ねN-290 -wである。壁はやや緩やかに掘込まれ，壁高は比較的遺存状態の良好な南東壁で
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56cm "-'64cmである。床面は凹凸があり，硬化面が壁際を除いた範囲に広がっている。壁溝(幅10cm"-'17cm， 

深さ7cm"-'9cm )は，調査範囲内では全周する。南側の床面から， 2本の主柱穴 (P1径27cmx 29cm・深さ

82cm， P2径31cmx 33cm・深さ78cm)が検出された。P1はやや斜面にかかっている。方形の貯蔵穴 (62cmx 

64cm，深さ52cm)は，南コーナーに設けられ，埋土中から 3の高杯と 7の聾が出土した。埋土は黒褐色土

が主体である。住居覆土は黒褐色土が堆積している。

出土遺物は少ないが，土師器高杯・聾などが床面や貯蔵穴から出土している。3"-'5は高杯で，いずれ

も中空の脚部である。6"-'8は警である。7は堅轍な焼成で，口縁部に刷毛目が残る。

172B (第72図，図版9)

調査区の北東， C 7グリッドに位置する。北側に170A.B，西側に172Aが隣接している。南側が調査

区域外にかかり，上面を大きく削平されており，柱穴と貯蔵穴の存在から中期の住居跡であることが判明

した。平面形態や規模等は判然としないが，柱穴の配置等から一辺 5m前後の方形の住居跡と考えられ

る。2本の柱穴(P1径37cmX45cm・深さ42cm，P2径40cmX52cm・深さ59cm)のうち， P2は底面に柱のあたり

痕が確認されている。不整円形の貯蔵穴(60cmX 65cm，深さ35cm)は， P1の北西に隣接して設けられてい

る。北西コーナーに貯蔵穴をもっタイプの住居跡である。出土遺物はない。
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170B (第74図，図版9・37・38・60)

住居跡北側の大半は調査区域外にかかり，西側の上面を170Aに削平されている。南側1/5の調査である。

平面形態は方形を呈し，南壁長は9.85mを測る大型の住居跡である。東壁長2.2m・西壁長2.1mを検出

した。主軸方位は概ねN-70 -Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は遺存状態の良好な東側で45cm"-' 

54cmである。床面は平坦で，全体に堅微である。壁溝(幅15cm"-'25cm，深さ3cm"-' 7 cm)は，各壁に部分的に

巡っている。床面からは2本の主柱穴を検出した。P1(現存径87cm，深さ 111cm)は，北側が調査区域外に

かかっているが，複数の柱痕をもっている。P2(径65cmX87cm，深さ104cm)は東側に配置されている。円

形の貯蔵穴(径72cmX74cm，深さ89cm)は，南西コーナーに設置されている。覆土は，暗褐色土を主体に黒

褐色土が混在している。炉は検出されていない。

遺物は， P1や貯蔵穴の周辺の床面から，中期の土師器杯・高杯・費や石製紡錘車が出土している。 1"-'

5は杯である。 1"-'4は内外面が赤彩され， 2・3のように底部が平底に削り出されているのものもあ

る。5は大型の杯で，底部は平底を意識してへラケズリを行っている。7は歪であるが，内外面が赤彩さ

れている。器面には刷毛目の痕跡が残る。覆土上層から出土した。 9は滑石製の紡錘車である。径上面

4.3cm・下面2.2cm，厚さ1.Ocm，孔径6mmを測る。南壁の立上がり際からの出土である。

181 (第75図，図版9・38)

調査区中央， F 6グリッドに位置する。北東側の大半が調査区域外のため，南西側1/3の調査である。

平面形態は方形を呈し，南西壁長は5.4mを測る。壁は垂直に掘込まれているが，壁高は7cm前後と浅

い。床面は凹凸があり，中央部寄りがやや堅徴である。床面からは5基のピットが検出されたが，このう

ち主柱穴は，埋土の状態からPl(径18cm"-'22cm，深さ47cm)であろう 。ほかのピットの埋土は，しまりがな

く軟弱である。覆土は，褐色土を主体に暗茶褐色土・暗黄褐色土・黒褐色土・黒色土が混在している。

遺物は少なく，土師器鉢・土甘・高杯・聾などが床面から散漫に出土している。 1は完形の鉢である。小

さい平底の底部から体部が直線的に聞いている。口縁部内面に刷毛目の痕跡が残る。2は士甘で，内外面が

赤彩されている。外面と口縁部内面はよくミガキが施されている。4の警の底部は穿孔されている。

184" 185 (第75図，図版10・38)

184は調査区中央， F 6グリッドに位置する。北東側が調査区域外のため，南西fJlJJ1/3の調査を行った。

床面に炭化材や焼土が検出されており，火災を受けた住居である。

平面形態は，南コーナーの形態から隅丸方形を呈しており，南西壁長は5.0mを測る。壁は垂直に掘込

まれ，壁高は13cm"-'16cmで、ある。床面は凹凸があり，中央部に硬化面が広がっている。壁溝(幅6cm"-' 

16cm，深さ2cm前後)は，南西壁に巡っているが，ほかの壁へは連続していない。方形の主柱穴 (40cmX 

45cm，深さ58cm)が， 1本検出されている。覆土は，暗褐色土を主体に褐色土が混在している。

遺物は，床面から土師器鉢・査などが出土している。6はほぼ完形の鉢で，南西コーナー付近から出土

した。底部は平底で，体部は内湾しながら立上がっている。7は査で，口縁部を欠損する。体部下半はミ

ガキが施されている。主柱穴の上面からの出土である。

185は184の南東側に隣接する。大半は調査区域外にかかり，南西コーナ一周辺の南壁長2.05mと東壁長

は0.5mをわずかに検出した。平面形態は隅丸方形であろう 。壁は垂直に掘込まれ，壁高は8cm前後で、ある。

床面は平坦で，壁際のため硬化面は検出されていない。覆土は暗褐色土が主体である。出土遺物はない。
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191 (第76図，図版38)

調査区の北東， E 7グリッドに位置する。南東側が調査区域外で，北東側は道路状遺構192に削平され

ている。南西側も上面が削平されており，遺存状態は良好ではない。中央部から北側の範囲に，焼土が堆

積し，南西壁寄りの床面からは炭化材が検出された。

平面形態は方形と考えられ，北西壁長は現存で3.6mである。北西壁は垂直に掘込まれ，遺存している

壁高はllcm"-'15cmである。床面は凹凸があり，全体に軟弱である。柱穴や炉などは確認されていない。覆

土は，黒褐色土を主体に黒色土や焼土粒が混在している。

遺物は，北西壁際周辺から土師器土甘・台付費などが出土している。 1は柑で，内外面が赤彩され，底部

はやや窪んでいる。2は小型の台付窒で，刷毛目の痕跡が残る。 3は査の口縁部である。口縁部には横方

向のミガキがみられる。

197 (第77図)

調査区の北東， E 7グリッドに位置する。平安時代の土坑208に壁の一部を削平されている。大半は調

査区域外にかかり，検出できたのは北西壁長は4.6mである。平面形態は，コーナーが丸みをもっ方形で

あろう 。壁は垂直に掘込まれ，壁高は6cm"-'llcmで、北側が低くなっている。床面は平坦で，やや軟弱であ

る。柱穴などは確認されていない。覆土は，暗褐色土と黒褐色土が混在する。出土遺物はない。

198C (第77・78図，図版59)

調査区の東， E 7グリッドに位置する。北西側は調査区域外にかかり，南東側の一部を検出した。上面

をすでに大き く削平されているが，東壁の一部を確認した。
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平面形態は方形と考えられるが，規模等は不明である。検出した東壁の一部は，やや緩やかに掘込ま

れ，壁高は20cm'"'""25cmで、ある。床面は全体に軟弱で，柱穴・壁溝は検出されていない。床面の 2か所から

貝ブロックを検出した。分析結果は付章に記載した。覆土には黒褐色土が主に堆積している。

遺物は，調査区域外との境付近を中心に，土師器・高杯・査などや管玉が出土している。 1・2は高杯

である。 1は杯部で，やや内湾しながら立上がっている。4は緑色凝灰岩製の管玉である。明緑色を呈

し，表面は丁寧に研磨されている。長さ22mm・径4mmX4mm，重量は0.60gである。両側から穿孔され，孔

径は2mm'"'""3mmで、ある。調査区域外の土層断面の上層から出土した。

198D (第77・78図，図版38・61)

調査区の東， E 7グリッドに位置する。上面をすでに大きく削平されており，西壁の一部と床面をわず

かに検出できた。南東側の床面には，時期不明の土坑21O(径70cmX 106cm，深さ28cm)が存在している。

平面形態は方形と考えられるが，規模や主軸方位等は不明である。遺存していた西壁は，垂直に20cm掘

込まれている。床面は全体に軟弱で， 2基のピットを検出したが，このうちP1(径28cmX34cm，深さ22cm)

は柱穴の可能性がある。炉は検出されていない。

遺存状態の悪い住居跡であるが，遺物の出土は多く，床面中央から土師器高杯・士甘・壷 ・警などがまと

まって出土した。5は土甘である。口縁部内面から体部外面にかけて赤彩されている。体部内面には刷毛目

の痕跡が残る。6'"'""8は高杯の脚部である。外面が赤彩されている。9・10は赤彩された椀である。丸み

のある体部に短い口縁部がついている。覆土中層からの出土である。11の査も赤彩され，住居中央の床面

から出土した。12の警は北壁寄りの床面から破片となって出土している。14は土玉で1/2の遣存である。

現存径3.1cm・高さ2.8cm・孔径8mmを測る。15は鉄製鎌で，基部が遺存していた。基端部の折り返しは鋳

化のため判然としない。現存長5.5cm・幅3.2cm・厚さ2mmを測る。覆土上面からの出土である。

199B (第77・78図)

調査区の東， E 7グリッドに位置する。東側が調査区域外で，北側は平安時代の住居跡199Aと土坑192

に削平されている。西壁側から南西部にかけて， 1/4の範囲の調査である。

平面形態は隅丸方形を呈し，西壁長は5.2mである。主軸方位はN-120
- Eである。壁は垂直に掘込まれ

ているが，壁高は6cm'"'""10cm程度で、ある。床面は凹凸があり， P2の北側はやや堅轍である。西側の床面か

ら主柱穴 2本を確認できた。Pl(径45cmX60cm，現存の深さ55cm)は199Aの調査後に， P2(径64cmX84cm，

深さ63cm)は床面から，それぞれ検出された。覆土は，黒褐色土や暗褐色土が堆積している。

遺物は，土師器高杯・壷などが住居の北側から出土している。16・17は高杯の脚部である。19は二重口

縁の壷である。口頚部は短く，体部はへラケズリ後にナデで仕上げられている。

200C (第79図，図版10・38・39・59)

調査区の東， E 7・F7グリッドに位置する。東コーナ一周辺は調査区域外である。北西壁から南西壁

にかけての範囲が，住居跡200A• B (後期)に削平されている。

平面形態は方形を呈し，規模は4.7m X4. 9mを測る。東西方向に長い形態である。主軸方位はN-310
-

Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は概ね17cm'"'""20cmで、あるが，南コーナー付近はlOcm前後と低くなっ

ている。床面は凹凸があり，中央部には硬化面が広がっている。床面から 4本の主柱穴 (P1径47cmX

49cm・深さ73cm，P2径47cmX 60cm・深さ72cm，P3径52cmX63cm・深さ71cm，P4径43cmx47cm・深さ70cm)

を検出した。柱間寸法は，南北方向は2.4mであるが，東西方向では2.7m前後とやや長くなっている。長
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一部が調査区域外にかかっているが，南東壁の東壁際に設け楕円形の貯蔵穴(40cmX78cm，深さ71cm)は，

黒褐色土と暗褐色土が堆積している。られている。覆土は，

2基の炉が炉(長径170cm，短径32cm~66cm) は，住居中央のやや北側に設けられている 。 長楕円形で，

複合したような形態である。

円形の1は器台で，土師器器台・炉器台 ・聾・査や管玉などが床面から散漫に出土している。遺物は，

3は台付費の台部である。席IJ

4は炉器台で，脚部を一部欠損する。器受部と脚部の境は指頭痕が残る。床面や

2は高杯の脚部の破片である。透孔がみえる。西壁際の床面から出土した。

毛で仕上げられている。
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7は緑色凝灰岩製の管玉である。相リ5は査の口頭部で，刷毛目の痕跡が残る。覆土中からの出土である。

面を一部欠損する。明灰緑色を呈し，表面は研磨されている。長さ24mm・径6mmX7mm，重量は1.82 gであ

E
H
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目

・

1
1

、口

る。両側から穿孔され，孔径は3mmである。住居南側の床面直上から出土した。
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202 (第80図，図版10・39・59・61)

調査区の東， F 7グリッドに位置する。南西側は溝状遺構203(中期)に大きく削平されている。東コー

ナー付近は調査区域外で，溝状遺構201にも上面を削平されている。

平面形態は正方形を呈し，規模は推定で5.Om x5. Om前後である。炉の位置から想定される主軸方位

は， N-50o-Wである。壁は，遺存している北西壁から北東壁にかけての範囲では，ほぼ垂直に掘込まれ，

壁高は9cm'""19cmで、北東壁側が高くなっている。床面は凹凸があり，中央部に硬化面が広がっている。主

柱穴(径30cm'"" 56cm，深さ39cm'""71cm)は4本検出され， P3・P4の掘込みは70cm前後と深くなっている。P3

の南東に隣接して貯蔵穴(深さ20cm)が位置しているが，調査区域外にかかるため1/2の検出である。大き

さは推定で， 40cm x70cmであろう 。なかから，土師器高杯脚部(3 )・聾(4)が出土した。埋土は，黒褐色

土を主体に暗褐色土が混在する。住居覆土は，ソフトローム粒や焼土粒を若干含む黒褐色土である。

炉(径56cmX88cm)は浅い掘込みで， P1とP2の中間に設けられている。上面から 5の鉄製品が出土した。

遺物の出土は少ないが，覆土下層から土師器器台や管玉などが出土している。 1は器台で，脚部の 3か

所に円形の透孔がみられる。器面はミガキが施されている。 2は高杯の大きな杯部である。下端に稜をも

っ。内外面にミガキがみられる。4は小型の聾で，器面はナデでよく仕上げられている。 5は用途不明の

鉄製品(現存長10.2cm)である。先端部(幅1.8cm・厚さ1mm)は幅広で，薄いっくりであるが刃部ではない。

茎のような部分(幅1.Ocm・厚さ3mm)は，断面が長方形である。6は緑色凝灰岩製の管玉である。鈍い明灰

色を呈し，表面はよく研磨されている。長さ33mm・径9.2mm x 9. 5mm，重量は5.51gである。両側から穿孔

され，孔径は3mm'""4聞で、ある。住居中央の覆土上層から出土した。

206 (第81図，図版10)

調査区の東， F 7グリッドに位置する。西側が調査区域外のため，北東から南東にかけての1/2の範囲

の調査を行ったが，中央部に大きく木根が入り込み，遺存状態は良好ではない。

平面形態、は方形を呈し，北東壁長は2.6 

mで、ある。南東壁長も2.5mほどであり，

概ね一辺2.5m前後の規模で、あろう 。壁は

ほぼ垂直に掘込まれているが，壁高は

5cm '"" 16cmで、北コーナー付近がやや深く

なっている。床面は，撹乱を多く受けて

いるため全体に軟弱である。柱穴や炉等

は確認されていない。南コーナー付近の

床面から，砂質粘土がまとまって検出さ

れた。覆土には黒褐色土が堆積している。

遺物は少なく，土師器片が出土してい

る。住居の形態等から古墳時代前期と想

定した。弥生土器の底部が北コーナー付

近の床面から出土したが，これは弥生時

代中期の溝状遺構207に本来は伴うもので

ある。

7tu 
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212 (第82図)

調査区の南東， F 6グリッドに位置する。西側の3/5が調査区域外にかかる。上面を床面まで大きく削

平されており，検出できたのは2本の柱穴と貯蔵穴である。これらの配置から，平面形態は方形で規模は

一辺6.5m前後と推定される。柱穴は円形で， P1(径63cmX71cm，深さ27cm)は北側に， P2 (径45cmX 53cm， 

深さ30cm)は南側に配置されている。楕円形の貯蔵穴(径86cmX 97cm，深さ24cm)は，南東コーナーに設け

られていたと考えられる。

遺物は，P1の埋土から 1の鉄製品が出土している。両端を欠損し，端部が折れ曲がっている。用途は不

明である。現存長4.5cm，断面は長方形(3mmX6mm)である。

217 C， 187， 218 (第83図，図版10)

調査区の南東， G 6グリッドに位置する。北西側は調査区域外である。重複する住居跡は多く，南東側

の上面は217B(後期)，東コーナー付近は平安時代の住居跡217A，北東側は216(後期)，南西側は218(時

期不明)に，それぞれ削平されている。隣接する時期不明の住居跡187と218をあわせて報告する。

平面形態は方形を呈し，南東壁長は推定で8.6mである。北東壁長は2.1mを検出しており，規模は一辺

8.5m前後であろう 。主軸方位は概ねN-400 -wである。壁は垂直に掘込まれている。壁高は，遺存状態の

比較的良好な北東壁側で36cm"'49cmである。床面は凹凸があり，全体に堅微で、中央部に硬化面が広がって

いる。壁溝(幅23cm"'32cm，深さ2cm"'5cm)は，幅が広く遺存状態の良好な箇所で、は巡っている。北東側の

壁溝から根太痕跡の溝が柱穴に延びている。床面から複数のピットが検出されたが，このうち主柱穴はP1

(径九cmX 92cm，深さ85cm)， P2 (径67cmX 87cm，深さ89cm)と，調査区域外にかかるP3(現存径49cm，深さ

76cm)である。P1とP2の底面には柱のあたり痕が確認されている。P4(径55cmX 62cm，深さ38cm)は補助的

な柱穴であろう。 P5(径45cmX66cm，深さ48cm)は出入り口施設に伴うピットである。覆土は，暗褐色土の

上に暗黒褐色土や黒褐色土が堆積している。

遺物の出土は少なく，中期の土師器杯などが覆土中から出土している。 1はミニチュア土器で，口縁部

が小さく開いている。2は杯で，器形の低い形態である。床面直上から出土した。

187は217Cの南西に位置し，住居の東側の一部である南東壁長1.6m，北東壁長O.4mを検出した。壁は

ほぼ垂直に掘込まれ，壁高は35cmで、ある。覆土は暗黒褐色土や暗褐色土が堆積している。出土遺物はない。
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218は217Cの南西側に位置し，上面を一部削平している。南コーナー付近は木根による撹乱を受けてい

る。住居の南東側1/5を検出した。南東壁長は推定で2.8mである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は17cmで、あ

る。覆土は，暗褐色土と黒褐色土を主体に暗黄褐色土が混在している。出土遺物はない。

267B (第84図)

調査区の北端， B 7グリッドに位置する。東側は調査区域外にかかる。すでに上面を大きく削平されて

おり，床面と思われる範囲を図示した。柱穴は確認できなかったが，炉を検出した。ただし，炉と床面の

範囲の整合性が不明陳で，規模等は推定できない。東西方向に主軸方位をとる可能性もある。炉(径

35cm X40cm，深さ5cm)は円形で，焼土が全面に堆積している。炉床面はよく被熱されている。出土遺物は

ないが，前期から中期の時期であろう 。
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306 (第84図)

調査区の南西端， G4グリッドに位置する。南東側は大半が調査区域外である。北東側に307(後期)が隣

接する。北西壁長4.9mを検出できたが，コーナーは丸みをもち平面形態は判然としない。壁は緩やかに

掘込まれ，壁高は26cID'"'"'33cIDである。床面は平坦で，やや堅鍛である。柱穴等は検出されていない。覆土

は，ローム粒を多く含む褐色土の上に暗褐色土が堆積している。遺物は少なく，覆土中から赤彩された土

師器高杯片が出土しているが，図示できなかった。

-h-7-44 

A'一一

A 

267B 

267 

第84図 267B，306 

2 周溝

203 (第85・86図，図版39)

。

-4245m 

l 暗褐色土 ローム粒を含む
2 暗褐色土 ローム粒を含む
3褐色土 ソフトローム主体

( I 180) 4m 

306 

調査区の東， F 7グリッドに位置する周溝の一部である。南東コーナー付近を中心とした範囲を検出し

たが，周辺の調査区では周溝の部分が検出されていないので，性格 ・規模等の詳細は不明である。

平面形態は方形の周溝と考えられ，調査範囲での外縁長は，東壁9.0m'南壁7.4mである。南コーナー

はやや丸みをもっ。周溝の上端幅は，東壁1.9m .南壁3.9mと南壁側が幅広につくられている。溝底幅

は，東壁O.7m'"'"'1. Om ・南壁2.8m，深さは31cID'"'"'45cIDで、ある。南壁側の溝底は一定の幅を保っているが，

東壁側では広狭がある。周溝の掘込みは緩やかであるが，溝底面はやや凹凸があり，小ピットが内側の立

上がりや溝底面から検出された。覆土は，黒褐色土と暗褐色土が堆積している。

遺物は，東側とコーナー付近の 2か所の範囲で，覆土中層から上層にかけて，中期の土師器杯 ・高杯 ・

聾などが出土している。 lは内外面が赤彩された杯である。平底の底部をもっ。3は小型斐で，底部外面

が窪んでいる。4は査であろう 。球形の体部外面は赤彩されている。 5'"'"'9は聾である。 5の口唇部には

工具により押捺痕がみられる。口縁部内面から体部外面にかけて赤彩され， ミガキが施されている。
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この時期の竪穴住居跡は，台地のほぼ全域に展開していたと考えられる。大きくは中央から西側に分布

するグ、ノレープと，北東側に分布するグ、ノレープにわけることができる。南側での分布は稀薄である。

002 (第87図，第18表，図版10・39・58)

調査区中央やや西寄り， E 5グリッドに位置する。カマド周辺と，中央部は園路の幅で調査できたが，

北東壁側と南側の大半は調査区域外である。住居跡004と西壁の一部で重複し，削平されている。

平面形態は方形を呈し，規模は主軸長(南北方向)で5.8mを測る。東西方向の規模は推定で6.0mであ

る 。 主軸方位はN-500 -Wである 。 壁は緩やかに掘込まれ，壁高は28cm~41cmを測る 。 床面は凹凸がある

が全体に堅徴で，カマドから南東壁にかけての範囲に硬化面が広がる 。 壁溝(幅20cm~30cm，深さ 5cm~

l1cm)は，検出した範囲ではカマド部分を除いて全周する。2本の主柱穴を検出したが， P2は調査区域外

にかかっている。P1(径54cmx 60cm，深さ91cm)は，掘込みも垂直に深くつくられている。楕円形の貯蔵穴

(径66cmX80cm，深さ84cm)は，カマドの北東側でP1のすぐ北西に設けられ，埋士は暗褐色土と暗灰褐色土

である。住居覆土は，炭化粒・焼土粒を含む黒灰色土と黄褐色土が混在している。

カマドは，北西壁中央に壁を25cm掘込んで設けられている。煙道部は角度をもって立上がる。天井部は

すでに崩落し，左袖部の遺存もあまり良好ではないが，右袖部が比較的よく残っていた。火床は12cmほど

皿状に掘窪められ，底面はよく被熱されていた。カマド内からは， 5・6の杯が出土している。
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遺物は，カマド内や住居北側を中心とした範囲から，須恵器杯や土師器杯 ・高杯・聾・甑，石製模造品

(有孔円板)などがまとまって出土している。 1. 2は須恵器杯である。1の杯はカマド左袖部脇， 2の蓋

は南東壁際の，それぞれ覆土下層から出土した。3"-'8は杯である。内外面が赤彩されているものが多

い。4はカマド右袖部脇からの出土である。9は椀で， P1周辺や北コーナー付近の床面に散在している。

12は甑で，内外面とも粗いミガキが施されている。P1周辺から出土した。13は滑石製の有孔円板である。

住居中央の床面直上から出土した。

004 (第88・89図，図版10・11・39・40・61)

調査区中央やや西寄り， F 5グリッドに位置する。北西壁のカマド周辺と，柱穴の一部や貯蔵穴を検出

したが，南側は調査区域外である。西コーナー付近で住居跡005と重複している。

平面形態は方形を呈し，北西壁長は現存で5.5mで、ある。主軸方位はN-540 -Wである。壁は垂直に掘込

まれている。壁溝は8cm"-'17 cmを測り，北コーナー付近がやや深くなっている。床面は調査した範囲では，

硬化面は確認されていない。壁溝(幅14cm"-' 20cm，深さ5cm"-' 9cm)は，調査した範囲ではカマド部分を除い

て巡っている。床面からは2本の主柱穴を検出した。P1(径116cm，深さ89cm)は調査区域外にかかってい

るが，柱を抜き取ったような痕跡が認められる。P2(径60cmX86cm，深さ50cm)は楕円形で，底面には径

7cmほどの柱のあたり痕が確認されている。P2の北東側に隣接して，貯蔵穴(径92cmX 102cm，深さ56cm)が

設けられているが，底面は凹凸がある。埋土は，暗黄褐色土や黒褐色土の上に，砂質粘土と焼土を含む黄

褐色土が堆積している。床面の 3か所に小規模な焼土の集積がみられる。住居覆土は，暗褐色土に明黄灰

色土(砂質粘土を含む)や暗黄灰色土が混在している。

カマドは北西壁に設けられ，壁を35cm掘込んでいる。煙道部の立上がりは緩やかである。天井部は崩落

していたが，両袖部の遺存状態は良好である。火床は皿状に8cm掘窪められ，底面はよく被熱され赤化し

ており，焼土が堆積していた。カマド内からは，土師器奮と支脚が出土している。警は住居内に広く分布

し，ほかの破片と接合している。

遺物は，北コーナ一周辺の床面を中心に，須恵器蓋，土師器杯・警などが出土している。また，小片の

ため図示していないが，緑紬陶器の破片が混入している。 1は須恵器蓋である。返蓋の形態で，内面のか

えりは口縁部よりも下方に短く内傾して突出している。つまみの形状は不明である。2・3は杯で，やや

深めの椀に近い形態をとる。4は混入した平安時代の杯である。5"-'7は聾で， 7は特に長胴である。8

の支脚は壁溝内からの出土である。9は用途不明の板状の鉄製品で， P1北側の床面直上から出土した。上

端が次第に聞き，下部を欠損する。刃部はない。現存長8.8cm・最大幅5.2cm・厚さ3mmを測る。

005 (第88・89図，図版10・11・40)

調査区中央やや西寄り， F 5グリッドに位置する。北西壁のカマドを中心とした範囲，約1/5の調査で

ある。南側の大半は調査区域外である。北東壁側で住居跡004と重複し，上面を削平されている。

平面形態は方形を呈し，北西壁長は6.4mを測る。主軸方位はN-540-Wである。壁はほぼ垂直に掘込ま

れ，壁高は25cm"-' 28cmで、ある。床面は凹凸があるが，カマド全面から北側の範囲では硬化面が認められ

る。壁溝(幅16cm"-'24cm，深さ5cm"-'13cm)は，北東壁から北西壁の一部にかけて巡っているが，カマドの

南西側では認められない。床面からピットを検出したが，いずれも浅く柱穴は確認されていない。方形の

貯蔵穴(46cmX 54cm，深さ60cm)は，カマドの北東側に設けられている。覆土は，暗褐色土や黒色土を主体

に，暗黄褐色土や黄灰色土などが堆積している。
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カマドは，北西壁の中央やや南西寄りに設けられている。壁を17cm半円形に掘込み，角度をもって立上

両袖部の遺存状態は良好である。袖部の内壁やがる煙道部を形成する。天井部はすでに崩落していたが，

カ火床の底面は，被熱のため赤化している。火床は皿状に12cm掘窪められ，炭化粒や灰が堆積していた。

マド右袖脇から 3の土師器費が出土している。

カマド周辺の床出土遺物も少ない。土師器杯(10)・護(12)・支脚(13)が，調査可能な範囲が狭いため，

面から出土している。警は長胴で，体部下半に最大径をとる。

図版40・61)008 (第90図，

E5グリッドに位置する。住居跡009・016(中期)と重複している。大半は調

査区域外で，調査範囲は南コーナ一周辺の約1/4である。

調査区中央ぞや北西寄り，

I~ 9 

5cm (1/2l 。
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平面形態は方形を呈し，調査範囲での壁長は，南東壁3.2m・南西壁3.4mで、ある。北側の拡張区ではカ

マドの構築材である砂質粘土が検出され，カマドは北西壁に設けられていたと考えられるので，主軸方位

は概ねN-460 -Wである 。 壁は緩やかに掘込まれ，壁高は35cm~40cmである 。 床面は凹凸があるが，中央

部は南東壁下までよく踏み固められて堅徴である。壁溝(幅20cm，深さ5cm)は，調査範囲内では全周して

いる。床面からは 3基のピットを検出した。このうちP1(26cm x 32cm，深さ40cm)・P2(径24cmx 30cm，深

さ55cm)は，不規則な配置ではあるが柱穴であろう 。P3(径70cmX84cm，深さ89cm)は，形態的には貯蔵穴

と考えられるが，不安定な位置に配されている。埋土には，暗黄灰色土(ロームブロックを多く含む)や黒

褐色土・暗褐色土が堆積している。南東壁の南寄りには，砂質粘土や焼土が堆積している箇所があるが，

構造的にカマドとは認められず，構築材を投棄したものであろう。

カマドは，砂質粘土の散布状況から，北西壁に設けられていると考えられるが詳細は不明である。

遺物は，須恵器躍，土師器杯や鉄製品などが覆土中層から上層に散漫に分布しいる。 1は須恵器躍の口

縁部である。口縁部と頚部外面には，櫛状工具による波状文が施されている。暗灰色を呈し，堅搬な焼成

である。覆土上層からの出土である。 2はミニュチュア土器であろう 。3は蓋で，外面が赤彩されてい

る。逆台形状のつまみがつく 。5は高杯の杯部である。覆土上層から出土した。6は紡錘車の軸であろ

う。両端を欠損，下部は次第に幅を減じている。現存長12.7cmを測り，断面(3mmX5mm)は長方形である。

014 (第91図，図版40)

調査区の北西， E 4グリッドに位置する。大型の住居跡であるが，北側の大半が調査区域外である。住

居跡012(中期)・ 015を削平し，南東側で奈良時代の住居跡013に上面を削平されている。

平面形態は方形を呈し，南東壁長は8.7mを測る。北西壁にカマドが設けられていると想定して，主軸

方位はN-500 -Wである 。 壁は垂直に掘込まれ，壁高は22cm~48cmで南西壁側が低くなってい る 。 床面は

凹凸があるが，全体に堅績である 。 壁溝(幅18cm~24cm，深さ 7cm~12cm) は，調査範囲では全周している 。
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南東側の床面からは 2本の主柱穴， Pl(径90cmx 106cm，深さ76cm)・P2(径94cmx 104cm，深さ75cm)を検出

した。Plの南東側の床面には炭化物がまとまって検出された。主柱穴の埋土にも，周囲から流れ込んだ炭

化物を含む黒褐色土が層状に堆積している。これらは，住居を廃絶する際に柱を抜き取り，不用な部材を

床で焼却して発生した炭化物の可能性もある。覆土は，暗褐色土とロームブロックを主体とする層に黒褐

色土や暗褐色土・黄灰色土などが混在している。

遺物は，東コーナー付近にややまとまりがあるが，全体に散漫な出土である。須恵器蓋，土師器杯など

が出土したが，図示できたのはわずかある。 1は蓋のつまみである。2は杯で，内外面が黒色処理されて

いる。ともに床面からの出土である。4は管状土錘である。現存長3.3cm・径3.8cm・孔径7mmを測る。南

東壁際の覆土中層から出土した。

015 (第91図，図版40)

調査区の北西， E 4グリッドに位置する。014と奈良時代の住居跡013にほとんど削平され，南と東の

コーナー付近と北東壁の一部を部分的に調査した。

平面形態は方形と考えられ，南東壁長は推定で6.5mである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は南コーナー

で31cmである。床面の状態は不明であるが，調査範囲では壁溝は巡っている。カマド・柱穴・貯蔵穴等は

確認されていない。

遺物は，北東壁の壁溝内から 1の土師器査が出土した。球形の体部をもち，外面が赤彩されている。

019 (第92図，図版11・40)

調査区の西， E 4 . F 4グリッドに位置する。南西壁側が調査区域外にかかっているが， 全体の90%を

調査できた。北東側で住居跡018(中期)を削平している。

平面形態は方形を呈し，北東壁長は5.9mを測る。北西壁長・南東壁長は現存で，それぞれ5.8m. 5.9 

mである。主軸方位はN-490
- Eである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は18cm"-'43で、北東壁側が高くなって

いる。床面は凹凸が激しく，カマド前面から南西壁に至る中央部に硬化面が広がっている。壁溝(幅16cm，

深さ2cm前後)は，カマドの南東側から南東壁下に巡っている。4本の主柱穴 (Pl径140cmx 144cm・深さ

60cm， P2径150cmx 160cm・深さ90cm，P3径100cmx 146cm・深さ109cm，P4径108cmx 120cm・深さ67cm)を検

出したが，いずれも掘方上部が大きく聞いている。これらの主柱穴の周囲には，床面あるいは床面直上

に，表面が被熱のため変色したような多量のロームブロックが残存していた。また，主柱穴の埋土の中層

には，炭化物を多く含む黒褐色土が層状に堆積している。以上のことから，柱を抜き取った際の残土を柱

の周囲に積んだままにしておき，不用な部材を焼却したことが考えられる。住居覆土は，暗褐色土 ・暗黄

褐色土・黄褐色土 ・黒色土などが混在している。

カマドは北東壁中央に，壁を35cm掘込んで、設けられている。煙道部はほぼ直角に立上がる。天井部は崩

落していたが，袖部は良好に遺存していた。火床の掘込みは浅く，底面の被熱は弱い。

遺物は，中央部付近を中心に，土師器杯・鉢 ・高杯 ・警などやスラグが出土している。 1は高杯の脚部

で，覆土下層からの出土である。2は鉢である。カマド左袖脇から細かく割れた状態で出土した。

022 (第93図)

調査区の西， E 4グリッドに位置する。住居跡018(中期)の一部と重複しているが，上面を奈良時代の

住居跡017に削平されている。大半が調査区域外にかかるため，南東側1/5の調査である。
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平面形態は方形と考えられ，南東壁長は現存で6.2mである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は東コーナー

付近で28cmである。床面は凹凸があり，主柱穴の聞を中心に硬化面が広がっている。壁溝(幅12cm"-'18cm， 

深さ4cm"-'9cm)は南東壁の一部と北東壁の検出された範囲に巡っている。床面から多数のピットが検出さ

れたが，このなかには重複する遺構のものも含まれており，主柱穴はPl(径70cmX86cm，深さ78cm)と，調

査区域外に一部がかかるP2(現存径72cm，深さ73cm)である。覆土は，暗褐色土・暗黄褐色土が主体である。

遺物の出土は少なく，須恵器蓋，土師器杯 ・聾などの破片が出土している。このうち図示できたのは

1の須恵器蓋である。南東壁際の床面から出土した。

024 (第93図，図版40)

調査区中央西寄り， F 4グリッドに位置する。住居跡020(中期)と接している。壁の一部(壁高22cm)を

検出し，土師器杯などが出土したため，後期の住居跡であることが判明した。ほとんどが調査区域外にか

かり，ごくわずかな範囲の検出であるため，詳細は不明である。遺物は，土師器杯・費 ・手担ねが出土し

たが，図示できたのは2の手担ねである。

029 (第93図，図版40)

調査区の北西， D 5グリ ッドに位置する。南側の大半が調査区域外にかかるため，カマ ドがある北壁側

1/5の調査である。木根による撹乱を多く受けている。

平面形態は方形を呈し，北壁長は6.0mを測る。主軸方位は概ねN-240 -wである。壁は垂直に掘込ま

れ，壁高は24cm"-' 28cmである。調査範囲では壁溝は検出されていない。床面は平坦で，硬化面や壁溝は確

認されていない。北側の床面から柱穴を 1本(径50cm，深さ61cm)検出したが，調査区域外に1/2がかかっ

ている。覆土は，暗褐色土を主体に暗黄灰色土が混在している。

カマドは，北壁中央やや東寄りに設けられている。壁を半円形に20cm掘込み，角度をもって立上がる煙

道部を形成する。天井部は崩落し，袖部も先端が残っている程度で，全体に遺存状態は悪い。内壁は被熱

され，赤化した袖部のブロックが堆積している。火床は円形に11cm掘窪められているが，被熱は弱く焼土

の堆積も少ない。

遺物は，北壁際を中心に，須恵器杯・蓋，土師器杯などが出土している。4は須恵器小型椀の底部であ

ろう 。北東コーナー付近の覆土中層から出土した。 6は土師器杯で，内面に放射状の暗文が施されてい

る。北西コーナー付近の覆土中層からの出土である。

036 (第94図，図版11)

調査区の北東， C 7グリッドに位置する。平面形態が判然としなかったため，サブトレンチを設定し精

査した。その結果，明瞭な床面を検出し， 住居跡であることが判明した。東側は大半が調査区域外にかか

り，北壁と西壁は立上がりは判然としない。南壁は比較的明瞭であるが，南コーナー付近は保存樹木のた

め未調査である。

平面形態は方形を呈し，南東壁長は現存で2.3mで、ある。推定で一辺7m前後の比較的大型の住居跡で、あ

ろう 。南壁は垂直に掘込まれ，壁高は25cmである。床面は平坦で，全体にやや軟弱である。壁溝は検出さ

れていない。床面から数基のピットを検出したが，この うち主柱穴は配置からみて， Pl(径40cmX46cm， 

深さ38cm)とP2(径36cm，深さ36cm)である。覆土には暗褐色土が堆積している。

遺物は，土師器椀 ・費などが出土している。 1は内外面が赤彩された椀である。底部は平底を意識して

つくられている。南壁際やP2内から出土した。2は聾の口縁部である。
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040 (第95図，図版40)

調査区の北東， D 8グリッドに位置する。東壁側は調査区域外にかかり，上面は後世に整地されている。

溝状遺構041や撹乱により床面の一部も削平されているが，壁やカマドの一部と 2本の柱穴を検出した。

平面形態は方形と考えられ，壁の一部とカマドや柱穴から推定して，規模は一辺6m前後と恩われる。

主軸方位はN-580-Wである。壁は北コーナー付近が一部遺存し，壁高は現存で、3cm"-'lOcmである。床面は

整地されており，本来の状態は不明である。床面からは数基のピットを検出したが，このうち主柱穴はP1

(径30cmx 35cm，深さ38cm)・P2(径30cmx 35cm，深さ41cm)・P3(径23cmx 26cm，深さ35cm)である。覆土

は，暗褐色土を主体に黄褐色土や茶褐色土が混在する。

カマドは西壁に設けられているが，大きく削平されており，左袖部の一部と火床を検出した。火床面は

平坦であるが，よく被熱されていた。カマド内からは 1の高杯の脚部が正位で出土した。

出土遺物は多く，須恵器蓋，土師器杯・高杯壷・警などが出土しているが，本遺構に伴わないものも含

んでいる。 1の高杯の脚部は，外面が赤彩されている。2は査の口縁部で，小片であるが直立気味に立上

がる短い口縁部をもっ。北コーナー付近の覆土下層からの出土である。
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042 (第95図)

調査区の北東， D 8グリッドに位置する。大半が調査区域外にかかり，調査した範囲も上面を床面まで

削平されており，南東コーナー付近の壁溝が部分的に遺存しているにすぎない。

平面形態は方形になると考えられるが，規模や柱穴等は不明である。壁溝(幅20cm，深さ5cm前後)は，

北東壁側で3.3m，南東壁側では1.1mが遺存している。南東側の壁溝と重複しているピット(径46cm，深

さ93cm)は，すでに削平されたほかの竪穴住居跡の柱穴であった可能性もある。

遺物は， 4の土師器杯が北東側の壁溝内から出土した。

043， 048 (第96図，図版40・60)

調査区の北東， E 7・E8グリッドに位置する。043は，南東側は調査区域外にかかり，調査できた範

囲も整地のため上面をほとんど失われており，カマドの下部や壁・柱穴の一部のみの検出である。048は，

本来は043を削平しているほかの住居の貯蔵穴であるが，整地されているため詳細は不明である。

043の平面形態は方形になると考えられる。わずかに遺存している北壁から， 一辺 8m前後の規模が推

定される。北壁は7cm前後の高さで遺存している。カマドの前面に残る床面は，平坦でやや堅撤である。

カマドの南西側に壁溝が一部遣存しているが判然としない。床面から検出されたピットのうち，主柱穴は

P1 (径88cmx 104cm，深さ54cm)とP2(現存径18cmX28cm，深さ67cm)であろう 。P2は撹乱のため，上面が削

平されている。

遺物は，土師器聾片などがわずかに出土しているが，図示できたのは 1の土玉である。肩平な形態で，

径3.8cm'高さ2.4cm'孔径5叩 "'8mmを測る。

~-~ニJ8 ⑧ 
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048は，円形の貯蔵穴(径80cm，深さ34cm)で，周囲は撹乱のため上面が削平されている。南東に位置し

ているP3(径62cmx66cm，深さ53cm)は， 048が付設されていた竪穴住居跡の柱穴であった可能性がある。

遺物は，覆土中層から土師器片などが出土した。2は土師器杯で，内外面が赤彩されている。

044 (第97図)

調査区の北東， E 7グリッドに位置する。整地のため，上面がすでに削平されている。北西コーナー付

近をわずかに検出できたが，大半は調査区域外である。

平面形態は方形になると考えられる。規模やカマド等の付属施設については不明である。北西コーナー

付近の壁は5cm前後の高さで遺存している。東側に砂質粘土の集積があり，その下から硬化した床面が検

出された。ピット(現存径70cm，深さ35cm)は，本住居に伴う柱穴であることも考えられる。

遺物は，土師器片がわずかに出土したが，図示できるものはない。

046 (第97図，第17表，図版58・60)

調査区の北東， E 7グリッドに位置する。北西側が調査区域外にかかり，中央部を溝状遺構045に，南

西壁側は整地のため，それぞれ削平されている。南西側で住居跡046A(中期)と重複する。

平面形態は方形を呈し，南東壁長は推定で5.6mで、ある。主軸方位は概ねN-580 -Wである。壁は垂直に

掘込まれ，壁高は9cm"-'15cmで北東壁側がやや高くなっている。床面は，南西側が045により大きく削平さ

れているが，そのほかの範囲は全体に堅轍である。壁溝は検出されていない。3本の主柱穴が検出され

た。このうち， P1 (現存径86cm，深さ45cm)とP2(径100cmx 104cm，深さ54cm)は，周辺部が削平されている

が，柱の抜き取りにより上端が大きく開いている。P3(径66cmX78cm，深さ86cm)の南側に，炭化材が検出

された。カマドは，調査区域外の北西壁に設けられたと考えられるが，詳細は不明である。覆土は，暗褐

色土を主体に明褐色土が混在している。

遺物の出土は比較的多く，土師器高杯，石製模造品(剣形)や土玉などが出土している。 1. 2は高杯の

杯部と脚部である。ともに赤彩が施されている。3は滑石製の剣形品である。両面を研磨され，表面には

錆がつくられている。南西壁際の床面から出土した。4"-'7は土玉である。P3周辺の床面や覆土中からの

出土である。5以外は1/2の遺存である。5は径3.5cm・高さ2.5cm・孔径7凹"-'10凹を測る。

054 (第98図，第18表，図版11・40・58・60)

調査区の北東， D 7グリッドに位置する。住居中央を南北方向に溝状遺構055に，南東床面を平安時代

の有天井土坑051に，それぞれ削平されている。西壁と南壁の一部は，保存樹木のため未調査である。

平面形態は方形を呈し，規模は5.5m X5. 8mを測る。主軸方位はN-go-Wである。壁は垂直に掘込ま

れている。壁高は7cm"-'33cmを測り，西側にすすむに従って低くなっている。床面は平坦で，カマド前面

から南壁にかけての範囲が踏み固められて堅績である。壁溝(幅12cm"-'22cm，深さ5cm"-'9cm)は，東壁中央

から北壁の東側にかけて部分的に巡っている。4本の主柱穴が本来は配置されていたが， P3は051内に底

面を残してほとんど削平されている。検出された主柱穴(P1径80cmx 105cm .深さ96cm，P2径79cmx90cm・

深さ73cm，P4径80cmx102cm・深さ93cm)はいずれも掘方上部が大き く聞いており ，柱を抜き取った症跡と

考えられる。方形の貯蔵穴(45cmx 63cm，深さ47cm)は，カマドの東側に付設されている。埋土は，黒褐色

土と茶褐色土である。住居覆土は，黒褐色土を主体に暗黄褐色土が壁際に堆積している。

カマドは，半円形に壁を15cm掘り込んで北壁中央に設けられている。直角に立上がり，煙道部を形成す

る。天井部は崩落し，両袖部の下部が遺存している。袖部の内壁は，部分的に被熱のため赤化していた。
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火床は平坦で，底面の被熱は弱い。

遺物は，住居北東側から南西側にかけての範囲から，土師器杯・警や土玉，石製模造品(有孔円板)など

が出土している。1・2は杯である。 1は内外面が赤彩され，貯蔵穴内から出土した。3の警はカマド左

袖部脇の壁際床面からの出土である。4は滑石製の有孔円板で，表面が部分的に剥離している。P2と貯蔵

穴の中間の床面から出土した。5は土玉である。径3.7cm・高さ3.1cm・孔径8mmを測る。

057 (第99・100図，第17表，図版58・59・61)

調査区の北東， D 7グリッドに位置する。南東コーナー付近を中心に検出したが，北側から西側の大半

が，調査区域外や保存樹木のため未調査である。南壁の西側は住居跡061Bに削平されている。
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平面形態は方形を呈し，検出できたのは東壁長3.7m・南壁長4.6mである。壁はやや緩やかに掘込ま

れ，壁高は33cm前後で、ある。床面は平坦で，南西側で硬化面がわずかに検出された。壁溝(幅20cm，深さ

4cm前後)は，東壁から南壁東側にかけて巡っている。床面から検出されたピットのうち，主柱穴はP1(径

55cmX 62cm，深さ30cm)である。P2(径30cmX 33cm，深さ26cm)は，出入り口施設に伴うピットの可能性が

ある。床面には広い範囲に焼土が堆積しており，火災を受けたことによるものであろう。覆土は，黒褐色

土を主体に暗褐色土や赤褐色土が混在している。

遺物の出土は比較的多いが，図示できたのは土師器杯，石製模造品(勾玉・剣形品)，鉄製品である。 1

は内外面が赤彩された杯である。東壁際の床面から出土した。7の剣形品と 8の勾玉は滑石製で，両面は

よく研磨されている。勾玉は比較的大型品であるが，腹部の挟りが弱く，半円形に近い形態である。長径

3.7cm，腹部径O.4cm X 1. 9cm，孔径1.8mmを測る。重量は5.27gである。P1周辺の床面からの出土である。

剣形品は明瞭な稜をもち，覆土上層から出土した。9の棒状の鉄製品は，紡錘車の軸であろう 。上部を欠

損する。現存長12.9cmを測り，断面(2mmX4mm)は方形である。P2周辺の床面からの出土である。

058. 059 (第99・100図，図版11・40)

調査区の北東， D 7グリッドに位置する。南東側の大半が調査区域外で，カマドの西側は保存樹木のた

め未調査である。西側で時期不明の住居跡059を削平している。

平面形態は方形を呈し，検出できたのは北壁長4.7m・西壁長3.4mで、ある。主軸方位はN-6 o_Wであ

る。壁は垂直に掘込まれ，壁高は46cm""'59cmで、北壁側が高くなっている。床面はほぼ平坦で，カマド周辺

から中央部に硬化面が広がっている。壁溝(幅10cm""'18cm，深さ5cm""'9cm)は，北壁のカマド東側と西壁の

一部に巡っている。検出できた主柱穴(径98cm，深さ62cm)は1本で，カマドの南西に配置されている。掘

方の上部が大きく開いていることや埋土の観察から，柱は抜き取られたと考えられる。覆土は，暗黄褐色

土(ローム粒やロームブロ ックを多く含む)の上に，黒褐色土や暗褐色土が堆積している。
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カマドは北壁に設けられている。壁を24cm掘込み，直角に立上がる煙道部を形成している。天井部は崩

落していたが，両袖部が遺存していた。袖部の内壁は被熱のため赤灰色に変色している。火床は7cm皿状

に掘窪められ，底面はよく被熱し焼土が堆積していた。

遺物は比較的多く，土師器杯 ・聾などが床面や覆土中から出土している。 2'"'-'4は杯である。3・4は

内外面はよくミガキが施されている。2は床面から， 3・4は覆土中層から上層にかけて，それぞれ出土

した。5の聾は覆土中からの出土である。

059は，南側や東側が058の削平や調査区域外のため，調査できたのは南西コーナー付近の一部である。

平面形態は方形を呈し，検出できたのは北壁長1.1m ・西壁長1.7mで、ある。壁は垂直に掘込まれ，壁高は

6cmである。床面は凹凸があり，全体に軟弱である。柱穴や壁溝は，調査範囲からは検出されていない。

ピット(径33cm，深さ35cm)が北コーナーに位置しているが，本住居に伴うかどうかは判然としない。遺物

は，土師器片が出土したが，図示できたのは6の手裡ねである。体部上面の 2か所に小孔をもっ。

061B (第99図)

調査区の北東， D 7グリッドに位置する。南東コーナー付近の調査で，大半は調査区域外である。南東

側上面を平安時代の住居跡061Aに，南西側は溝状遺構064にそれぞれ削平されている。

平面形態は方形になると考えられ，検出できたのは東壁長2.6m，南壁長1.8mで、ある。壁は垂直に掘込

まれている。壁高は現状では22cmで、あるが，セクションでは40cmの高さが確認できた。床面は平坦で，西

側に硬化面が遺存しており，住居中央部から壁際まで、広がっていたと思われる。壁溝は確認されていな

い。主柱穴と考えられるピット(径48cmx 52cm，深さ63cm)を1本検出した。覆土は，黒褐色土と暗褐色土

が混在しながら堆積している。

遺物は土師器片がわずかに出土したが，図示できるものはなかった。

066A (第101図，図版11・40)

調査区中央やや北東寄り， E 6グリ ッドに位置する。 北西コーナー付近は調査区域外，中央部と西壁南

側が保存樹木のため未調査である。住居跡066B(前期)と重複し， 069Aに北側を削平されている。上面を

整地されており，カマドも砂質粘土の範囲が確認できた程度で，遺存状態は良好ではない。

平面形態は方形を呈し，規模は4.85m x5. 60mを測る。カマドは東壁に設けられ，主軸方位はE-40
_ 

Nである。現存の壁高は5cm'"'-'10cmで、ある。床面は凹凸があり，硬化面はカマドの前面を中心に広がって

いる。壁溝(幅12cm'"'-'20cm，深さ3cm前後)は，南壁と東壁の南側に巡っている。床面から数基のピットを

検出したが，主柱穴と考えられるのは， P1(径24cm，深さ52cm)とP2(径53cmX67cm，深さ32cm)である。P3

(径27cmx 30cm，深さ38cm)はカマドの対面に位置しており，出入り口施設に伴うピットであろう 。カマド

からは離れているが南東コーナー付近から，貯蔵穴と思われる楕円形の土坑(径58cmx 70cm，深さ36cm)が

検出された。遺構確認面から焼土や炭化材が床面から検出されており，火災を受けた住居である。

カマドは東壁に設けられているが，すでに大きく削平されており，砂質粘土や焼土が残存している程度

で詳細は不明である。上面からは土師器聾片が出土している。

出土遺物は重複する066Bと混在しており，ここでまとめて説明する。 1'"'-'3は土師器杯である。3は

内外面がよくミガキが施されている。 2. 3はやや上層からの出土である。4は内外面が赤彩された鉢で

ある。床面から出土しているが， 066Bに伴う遺物であろう。5は土甘である。体部外面が赤彩されている。
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069A (第102・103図，第18表，図版12・40・58・60)

調査区中央やや北東寄り， E 6 グリッドに位置する 。 069A~069Eがほかの遺構と重複しながら位置し

ている。北西側の大半は調査区域外にかかるため，南東壁側の一部の調査を行った。住居跡069D(前期)

と069B・069Cを削平している。

平面形態は方形を呈し，南壁長は6.8mを測る。壁は垂直に掘込まれ，壁高は遺存のよい東壁の北側で

は30cm前後である 。 床面は凹凸があり，南壁や東壁の壁際まで硬化面が広がっている 。 壁溝(幅14cm~

18cm，深さ2cm前後)は，南壁の西側から東壁にかけて巡っている。主柱穴(現存径60cm，深さ79cm)を1本

検出したが，南西側が調査区域外のため1/2を調査した。覆土は，黒褐色土と暗褐色土が堆積している。

遺物は，須恵器器杯・蓋や石製模造品(有孔円板)などが出土している。 1は須恵器杯で，平坦な底部を

もっ。覆土上層からの出土である。2は須恵器蓋のつまみである。床面から出土した。21は滑石製の有孔

円板で，表面を研磨されている。東壁下の壁構内からの出土である。
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069B (第102・103図，第18表，図版12・58)

住居中央部は，保存樹木のため未調査である。北壁西側は069Aに，南西コーナー付近を065土坑(時期

不明)にそれぞれ削平され，南側は調査区域外にかかる。北東側で069Cを削平している。

平面形態は方形を呈し，規模は東西長6.4m，南北長は推定で6.3mである。主軸方位はN-130-wであ

る。壁は垂直に掘込まれている。壁高は12cm""'26cmで，東側が全体に低くなっている。床面は平坦で，住

居中央のカマド前面から南壁方向にかけての範囲に硬化面が広がっている。壁溝(幅12cm""'23cm，深さ

4cm""'9cm)は，調査範囲内では全周する。主柱穴のうち，南東の 1本を除く 3本が検出された。P1(径

63cm x 74cm，深さ79cm)とP3(径60cmx 65cm，深さ75cm)の掘方上部は小さく聞いているが， P2 (径91cmX

132cm，深さ77cm)の掘方上部は南東側に大きく聞き，いずれも柱を抜き取った痕跡と考えられる。P1周辺に

は焼土や炭化物が堆積しており，柱を抜き取った後に不用な部材を焼却ことが考えられる。P3の周囲には，

抜き取った際の残土であるロームフゃロックが堆積していた。カマドの東側には，方形の貯蔵穴(55cmX 85cm， 

深さ48cm)が設けられている。覆土は，暗褐色士の上に黒褐色土が堆積し，黄褐色土が混在している。

カマドは，北壁中央に設けられているが，煙道部側を069Aに削平されている。現存で、は壁を15cm掘込

み，直角に立上がる煙道部を形成している。天井部はすでに崩落し，両袖部が遺存している程度である。

火床は皿状に8cm掘窪められ，底面は被熱され焼土が堆積していた。

遺物は土師器などが出土したが，図示できたのはP2周辺の覆土中から出土した土師器杯(3)・高杯の脚

部(4)・警の口縁部(5 )などである。22は滑石製の有孔円板で，壁際の覆土から出土した。

069C (第102"'"104図，図版12・40・41)

住居の北 ・東コーナー付近は調査区域外にかかっている。北西側と南西側は069A'069Bに削平されて

おり，調査できたのはカマドから南東にかけての範囲である。

平面形態は方形を呈し，規模は主軸方向の長さで7.5mを測る。主軸方位はN-400-wである。壁はやや

緩やかに掘込まれ，壁高は比較的遺存のよい北東壁で、30cm~37cmで、ある 。 床面は凹凸があり，主柱穴で固

まれた範囲に硬化面が広がっている。壁溝(幅15cm""'25cm，深さ2cm""'8cm)は，北東壁と南東壁の調査され

た範囲では巡っているが，北西壁のカマド北東側では検出されていない。 2本の主柱穴 (P1径65cmX 

73cm・深さ78cm，P2径86cmX 91cm・深さ88cm)は東側の床面に配置され， P3 (現存径50cmX 60cm，深さ

78cm)は重複する069Bの床面から検出された。カマドの北東側には，不整方形の貯蔵穴(88cmx 96cm，深

さ55cm)が設けられている。覆土は，黒褐色土と暗褐色土(ローム粒を多く含む)が堆積している。

カマドは北西壁に，壁を12cm掘込んで設けられ，緩やかに立上がる煙道部を形成している。天井部は崩

落し，左袖部は069Aに削平されていたが，遺存状態は比較的良好である。袖部は砂質粘土と黒褐色土で

構築され，内壁はよく被熱されて赤灰色に変色していた。火床は7cm掘窪められ，焼土が5cmの厚さに堆積

し，底面は被熱していた。カマド内からは，支脚が出土している。

出土遺物は多く，土師器杯・高杯・鉢 ・聾 ・ミニチュア土器や土玉などが出土している。6""'9は土師

器杯である。6は内外面が黒色処理されている。10は大型の杯で，内外面が赤彩されている。刷毛目がわ

ずかに残る。6""'9は覆土下層， 10は覆土上層から出土した。11・12は高杯の脚部である。脚部の 2か所

にそれぞれ円形の透孔が穿たれているが， 11は貫通していない。ともに床面直上からの出土である。13は

鉢， 14""'16は費である。17は鉢か椀のような形態のミニチュア土器である。ほぼ完形で，ナデで仕上げら

れている 。 23 ・ 24は土玉である 。 23は径3. 8cm ・ 高さ 3.5cm ・ 孔径8mm~12mm， 24は径3.1cm・高さ2.7cm . 
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第104図 069C遺構外出土遺物

孔径6mmを測る。ともに覆土中層からの出土である。25'"'-"27は，遺構外のカマドの北側から出土した土師

器である。本遺構には伴わないが，まとめて記載した。

069E (第102・103図，図版12・41)

住居の北東と南東側は，調査区域外や保存樹木のため未調査である。北西側は069Cに，南東側は063

(中期)と重複する。北西端で、は平安時代の土坑068に，北西側上面を平安時代の住居跡067・070に，それ

ぞれ床面を削平されている。上面は整地されており，硬化した床面の存在から住居であることが判明した。

平面形態・規模等や，カマドなどの施設は不明である。南東側で5cm程度の段差を確認したが，これが

南東壁の下端に該当すると思われる。床面は平坦で，硬化面が北東から南西みかけて広がっている。壁溝

は検出されていない。床面から数基のピットを検出したが，このうち柱穴と考えられるのは， P1 (径

51cm x 54cm，深さ43cm)とP2(径40cmX45cm，深さ86cm)である。

遺物は，わずかに土師器片が覆土下層や中層から出土している。18は土師器杯で，内外面が黒色処理さ

れている。20は蓋の口縁部である。19は平安時代の土師器杯で，混入品である。

073 (第105図，図版60)

調査区の北西， D4グリッドに位置する。北西側が調査区域外にかかり，北西一南東方向に走る溝状遺

構011に上面を削平されている。南西側では074と重複し，住居の南東側1/2の調査である。

平面形態は方形を呈し，南東壁長で5.2mを測る。調査範囲で，北東壁長3.3m・南西壁長2.1mを検出

した。主軸方位は概ねN-390-wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は31cm'"'-"58cmと東側が高くなってい

る。床面は溝状遺構011に削平されているが，遣存している中央部の床面は，南東壁際まで堅績である。

壁溝(幅14cm'"'-"30cm，深さ4cm前後)は調査した範囲では全周する。P1(径78cmX 92cm，深さ71cm)は北東側

の主柱穴で，南西側の主柱穴は溝底を精査したが検出できなかった。P2(径52cmX59cm，深さ25cm)は，出

入り口施設に伴うピットである。覆土は，暗褐色土を主体に暗黄褐色土が混在している。カマドは，北西

壁に設けられていると考えられる。

遺物はわずかで，図示できたのは床面から出土した，土師器高杯(1)と土玉(2)である。1は高杯の脚

部である。2の土玉は1/2の遺存で，径3.5cm・高さ2.7cm・孔径10聞を測る。

074 (第105図，図版41)

調査区の北東， E 4グリッドに位置する。南側は調査区域外で，北東側では073と重複している。北側

から西側では075を削平している。調査は北壁中央から南西側にかけての範囲である。
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平面形態は方形を呈し，検出できたのは北壁長4.65m・西壁長2.5mで、ある。主軸方位は概ねN-27"-W

である 。 壁は垂直に掘込まれ，壁高は遺存の比較的良好な西壁で12cm~18cmである。床面は軟弱で凹凸が

ある 。 壁溝(幅15cm~25cm， 深さ2cm~6cm) は，東壁から北壁にかけて一部巡っている 。 調査範囲からは主

柱穴が2本検出された。P1は2/3が調査区域外にかかるため， 詳細は不明である。P2(径68cmX84cm，深さ

42cm)は不整円形を呈し，埋土中から 4の土師器杯が出土した。北壁の西寄りの壁際には，投棄された赤

灰色に変色した砂質粘土が堆積している。

カマドは，北壁に設けられている。壁を50cm大きく掘窪め，煙道部は直角に立上がる。天井部は崩落し

ていたが，両袖部が遺存していた。袖部は，黄灰色粘土の土台の上に砂質粘土で構築している。火床は

4cmほど浅く掘窪められ，底面の被熱は弱い。

遺物は，土師器杯 ・費や玉類などが出土している。4・5は杯である。5はカマド前面の床面から出土

した。 6~8 は費である。 8 はカマド前面の床面や覆土中層から散在して出土している。 3 の須恵器蓋は

覆土上面からの出土で，混入品であろう。9は土製の玉である。黒色を呈し， 径1.1cm・高さ1.2cm・孔径

1mm~3mmを測る。カマ ド左袖の上面から出土した。

075 (第105図)

074の北側から西側にかけての範囲に，軟弱な床面と柱穴が検出された。住居跡の範囲は，遺構の重複

や南北の調査区域外のため，詳細は不明である。 北側で検出された柱穴(現存径36cm，深さ73cm)の住居内

での配置は判然としない。カマド等の施設は検出されていない。

遺物は，土師器聾などがわずかに出土しているが図示できるものはない。

080 (第106・107図，第18表，図版12・41・58・60)

調査区の北西， E 4グリッドに位置する。南東側の大半は調査区域外にかかり ，北西壁西寄りは保存樹

木のため未調査である。南西側は，082と平安時代の住居跡081Aに削平され，壁は不明瞭である。

平面形態は方形を呈し，北東壁長は推定で4.4mで、ある。主軸方位はN-420 -Wである。壁は垂直に掘込

まれ，壁高は比較的遺存の良い北東壁で、45cmである 。 床面は平坦で，軟弱である。壁溝(幅15cm~21cm ，

深さ 7cm~12cm) は，調査範囲内では全周する。主柱穴は 2本検出され，このうちP2(径122cmX 131cm，深

さ113cm)は，掘方上部の径が大きく柱を抜き取った可能性もある。 P1(現存径82cm，深さ75cm)は，上部の

南西側が082に削平されている。北東壁には砂質粘土が検出されているが，これは上部に位置する住居の

カマドであろう。覆土は，暗黄褐色土や暗褐色土・黄灰色土が堆積している。

カマドは，北西側の未調査区域周辺に堆積している砂質粘土からみて，北西壁に設けられていたと考え

られる。本体は保存樹木の下に位置しており ，詳細は不明である。

遺物は，床面や覆土中から第107図 1~19の須恵器杯，土師器杯・高杯・聾や石製模造品(有孔円板)， 

土玉などが出土している。 1の須恵器高台付杯は，覆土上面から出土した混入品である。 3~10は土師器

杯である 。 5~8 は内外面が黒色処理されている。 3 ・ 4 以外は床面や床面直上からの出土である。 11は

高杯脚部，12は手担ねであろう。 13・14は奮の一部である。 15は滑石製の有孔円板で，床面から出土し

た。 16の鉄製品は刃部はないが，鎌の基部付近の可能性もある。現存長3.1cm・最大幅2.6cm・厚さ2mmを

測る。17は須恵器片を転用した砥石である。側面に擦痕が認められる。 18・19は欠損した土玉である。 18

は現存径3.1cm・高さ3.4cm・孔径3mm，19は現存径3.8cm.高さ3.8cm・孔径6mmをそれぞれ測る。
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082 (第106・107図，第17表，図版12・41・58・60)

080の西に位置している。北西側は調査区域外である。080・083を削平しているが，東コーナー付近の

上面には平安時代の住居跡081Aが位置し，下部は撹乱を受けている。

平面形態は方形を呈し，規模は一辺6.0m前後と推定される。カマドが北西壁に設けられていると想定

して，主軸方位はN-37"-Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は北東壁側で27cm前後で、ある。床面は凹

凸があり，中央部に硬化面が広がっている。壁溝(幅12cm"-'22cm，深さ6cm前後)は，撹乱や判然としない

箇所もあるが，調査範囲内では巡っている。南東壁側で2本の主柱穴を検出した。P1(径96cmx 113cm，深

さ68cm)・P2(径84cmx 94cm，深さ89cm)は，ともに掘方の上部が大きく開いており，柱を抜き取った可能

性もある。覆土は，暗褐色土の上に黄灰色土を主体とする土層が堆積している。

遺物は，第107図20"-'27の須恵器杯・蓋，石製模造品(剣形品)，土製玉類，土玉などが出土している。

20"-'22は須恵器杯である。 20は完形品で，底部外面にへラ記号が残る。覆土上面から出土した。21は肩平

なタイプの杯である。口縁部の立ち上がりは短い。床面直上からの出土である。23は土師器高杯の脚部で

あろう。24は滑石製の剣形品である。稜は明瞭ではない。東コーナー付近の覆土中層から出土した。25・

26は土製の玉類で，ともに完形である。25は球形で褐色を呈し，孔が中心からはずれた位置に穿たれてい

る。径1.9cm・高さ1.9cm・孔径2mmを測る。東コーナー付近の覆土上層からの出土である。26は下部がや

や広い管状で，黒色を呈している。穿孔の位置が，上面と下面では大きくずれている。長さ2.7cm・径

1. 3cm"-' 1. 7 cm・孔径1.5mmを測る。24の近くで出土した。27は土玉で，一部を欠損する。径3.3cm・高さ

2.5cm・孔径9mmを測る。覆土下層からの出土である。

083， 093 (第106・107図，図版12)

083は082の南東に位置している。周辺の遺構に大半を削平されており，壁の一部や硬化した床面から，

住居の存在が判明した。形態・規模や，カマドなどの施設についての詳細は不明である。なお， 083の南

西に重複する093もあわせて説明する。

南西壁は現存長4.3mが検出された。壁は垂直に掘込まれ，壁高は33cm"-' 45cmで、ある。床面は平坦で，

硬化面が広がっているが，平安時代の住居跡081A.Bと重複するため明確な範囲は不明である。南西壁

側の壁溝(幅17cm "-' 30cm，深さ5cm"-'10cm)を検出したが，対応する壁溝は確認できなかった。床面からは

ピット(径38cmX43cm，深さ102cm)が1基検出されている。

出土遺物は少ない。図示できたのは，覆土中から出土した第107図28(須恵器杯)・29(土師器杯)である。

29は内外面が赤彩されている。

093は083の南西に位置している。東側は調査区域外にかかり，北側で093と重複し削平されている。084

溝状遺構が住居北側の上面を走っている。壁と床面の一部を検出できた。

平面形態は方形を呈し，北壁長3.0m・西壁長2.8mを検出できた。西壁はやや北側に湾曲している。壁

は垂直に掘込まれ，壁高はわずかに3cm前後で、ある。床面は平坦で，中央部に硬化面が残る。柱穴や壁溝

は検出されていない。遺物は少なく，図示できたのは30の土師器聾の底部で，覆土下層からの出土である。

086 (第108図，図版12・41)

調査区の西， E 4グリッドに位置する。西側の1/2は調査区域外で，中央部や北壁の一部は保存樹木の

ため未調査である。東西中央に走る溝状遺構085で，東壁中央から中央部が削平されている。
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カ一辺6.5m前後と想定される。平面形態は方形である。規模は，検出した東壁長6.4mから判断して，

主軸方位は不明である。壁はほぼ垂直に掘込まれている。壁高マド等の施設が検出できなかったため，

は，比較的遺存の良い南東コーナー付近で、は18cm~24cmであるが，北壁で、はわずかに3cm~7cm と低くなっ

ている。床面は凹凸があり，南東側の床面に硬化面が遺存している。壁溝は検出されていない。東側床面

2本の主柱穴(P1径25cmx29cm・深さ26cm，P2径23cmX25cm・深さ77cm)が検出された。覆土は，からは，

暗褐色土の単一層である。

1 . 2は土師器遺物は，北壁側と南壁側の床面や覆土下層から土師器杯・聾・手握ねが出土している。

3は手裡ねである。ほぼ完形で，北壁際の床面から出土した。

4はくの字に屈曲する聾の口縁部で，昂Ij毛で口頚部外面を調整している。
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090 (第109・110図，図版13・41・60)

調査区の西， F 4グリッドに位置する。東西両側は調査区域外で，南側では中期の住居跡091を削平し

ている。北側は保存樹木の未調査区域が広がり，北壁側では木根により撹乱されている。そのため住居の

明確な範囲は判然としないが，ローム面の観察から範囲を想定した。調査できたのは，中央部から南コー

ナーにかけての範囲で，南東壁と南西壁の一部を検出した。

平面形態は方形と考えられ， 一辺10m前後を想定している。壁はほぼ垂直に掘込まれ，壁高は比較的遺

存の良い南西壁側で;34cm~38cmで、ある 。 床面は平坦で，硬化面が中央部から南東壁際まで広がっている 。

壁溝(幅12cm~20cm，深さ 8cm~11cm) は，明確に検出できた範囲では巡っている 。 床面から数基のピット

を検出したが，主柱穴は南側床面のP1(径57cmX73cm，深さ72cm)である。ほかの主柱穴やカマドは検出さ

れていない。覆土は，黄褐色土の上に暗黄褐色土が堆積している。

出土遺物は比較的多く，須恵器杯，土師器杯・聾 ・鉢や石製紡錘車，土玉などが調査範囲のほぼ全面か

ら出土している 。 1~3 は須恵器杯である 。 1 ・ 3 は床面から， 2 は覆土中層からの出土である 。 4~9

は土師器杯で， 8 ・ 9 は大型品である 。 6~8 は内外面がよくミガキが施されている 。 いずれも床面直上

から出土した。10は高杯の脚部である。11は底部を欠損しているが，鉢であろう。南コーナ一周辺の床面

から散在して出土した。13は滑石製の紡錘車で，ほぼ完形である。肩平な形態をもち，側面に工具痕が残

る。径上面5.4cm・下面3.2cm，厚さ1.Ocm，孔径8mm~9剛を測る 。 南東壁際の覆土上層から出土した。

14 . 15は土玉である。ともに1/2の遺存で， 14は現存径3.2cm ・高さ 2.9cm ・孔径4mm~6剛， 15は現存径

3.1cm・高さ2.9cm・孔径6mmをそれぞ‘れ測る。14は覆土下層から出土した。
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095B (第111・112図，図版13・41)

調査区の南西， F 4・G4グリッドに位置する。南東壁中央が張り出し，貯蔵穴が設けられている。西

側のコーナー付近L 北東側の一部を除いて調査区域外にかかっている。カマドの南西から西コーナーま

では奈良時代の住居跡095Aに削平され，南西壁中央では095Cと重複する。カマドから南東壁にかけての

範囲を中心とした，約2/5の調査である。なお，住居の北東側は現地では123として調査を行ったが，その
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後の精査で095Bと同一の住居跡の一部であることが判明したので， 095Bとして掲載する。

平面形態は方形を呈し，規模は8.8m X9. 1mを測る。主軸方位はN-380-wである。壁は垂直に掘込ま

れ，壁高は遺存の良い北西壁と南東壁で、35cmである。床面は平坦で，硬化面は北東側を除いてほぼ全面に

広がっている。壁溝(幅15cm"'-'25cm，深さ7cm"'-'11cm)は，調査範囲では南西側を除いて巡っている。主柱

穴は，重複する095Aの床面下からPl(現存径65cmX68cm，深さ81cm)が，南側床面からP2(径72cmX79cm，

深さ88cm)の2本が検出された。貯蔵穴(110cmX 160cm，深さ64cm)はやや丸みをもっ方形で，南東壁張出

部に設けられ，前面は土手状に6cmほど高くなっている。覆土は，暗黄褐色士(ロームブロックを多く含

む)と黄灰色土の上に，暗褐色土や黒褐色土が堆積している。

カマドは北西壁に設けられ，壁を32cm掘込んで、直角に立上がる煙道部を形成する。天井部は崩落し，右

袖部もほとんど失われ遺存状態は良好ではない。火床は円形に10cmほど掘窪められ，焼土が堆積していた。

遺物は，カマド周辺や西側lから，土師器杯・聾，土製玉類，土玉などが出土している。 1"'-'4は土師器

杯である。 1"'-'3は内外面が赤彩されている。床面や床面直上からの出土である。5は須恵器査の口頚部

である。 7"'-'9は聾である。8・9は長胴の器形で，胴部はへラケズリで調整している。いずれもカマド

周辺から集中して出土している。10"'-'12は土玉で， 1/3"'-' 1/2の遺存である。10は現存径2.8cm・高さ

2.5cm・孔径5mm，11は現存径3.1cm・高さ2.7cm・孔径6mm，12は現存径2.8cm・高さ2.3cm・孔径6mmをそれ

ぞれ測る。13は土製の玉である。黒褐色を呈し，径9mm・高さ8mm・孔径1mmを測る。

095C (第111・112図)

095A' Bに大半を削平され，南西コーナ一周辺の南壁と西壁の一部を検出した。

平面形態はやや丸みをもっ方形と考えられる。検出できたのは南壁長2.7m・西壁長0.9mである。壁は

垂直に掘込まれ，壁高は15cmで、ある。検出した床面は，平坦であるが全体に軟弱である。カマド・柱穴 ・

壁溝等は検出されていない。

遺物は，覆土中から14の土師器杯が出土した。内外面を赤彩されている。
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096A (第113・114図，図版13・41)

調査区の南西， G4グリッドに位置する。096Bと重複し，南東側を大きく破壊されている。南西壁側

は調査区域外である。上面を全体に削平されており，壁高は低い。

平面形態は方形を呈し，北西壁長は推定で3.4mである。主軸方位は概ねN-460-Wである。壁は垂直に

掘込まれ，壁高は7cm前後と浅い。床面は凹凸があり，カマド前面から中央に硬化面が広がっている。柱

穴や壁溝は検出されていない。覆土は黄灰色土の単一層である。

カマドは北西壁中央に設けられている。壁への掘込みはなく，煙道部は緩やかに立上がる。上面を削平

されているため天井部は崩落し，両袖部が低く遺存していた。火床の掘込みは浅く，被熱も弱い。

遺物は土師器高杯(3・4)などが，カマド周辺の床面直上から出土している。3は丸みのある杯部をも

っ高杯で，杯部の内面はミガキが施されている。

096B (第113・114図，図版13・41)

北東壁側と南西壁側は調査区域外である。北西側で096Aと，南東側では097と，それぞれ重複し破壊し

ている。上面は全体に削平され，壁高はやや低くなっている。カマド前面と床面中央に撹乱を受けてお

り，全体の4/5の調査である。

平面形態は方形を呈し，主軸長は5.9mを測る。主軸方位はN-420 -Wである。壁はほぼ垂直に掘込まれ

ている。壁高は，遺存状態の良好な南東壁の南側で32cm前後である。床面は凹凸があり，硬化面がカマド

前面から南東壁際まで広がっている 。 壁溝(幅17cm~24cm，深さ 4cm~7cm) は，調査範囲ではカマド部分を

除いて巡っている。4本の主柱穴を検出した。P4(径72cmX87cm，深さ76cm)以外は調査区域外にかかって

いるため，正確な規模の測定はできないが，概ね径80cm ・ 深さ 53cm~61cmで、ある 。 いずれも掘方上部が聞

き，柱を抜き取った可能性がある。P5(径25cm)は出入り口施設に伴うピットである。覆土は，黄褐色土

(ローム粒を多く含む)の上に暗褐色土が堆積している。

カマドは北西壁に設けられている。前面に撹乱を受け，両袖部と火床の一部が削平されている。壁を

33cm大きく掘込み，煙道部は緩やかに立上がる。上面を削平されているため，天井部や袖部の遺存は良好

ではない。火床の状態は不明であるが，埋土内に赤化した内壁の一部が堆積していることから，全体によ

く被熱されていたと考えられる。

遺物は，床面や覆土下層から須恵器杯，土師器警などが出土している。 1は須恵器杯， 2は須恵器蓋で

あろう 。5・6は土師器聾である。5は長胴の形態で，口頚部と体部との境に緩い稜を形成する。

097 (第113・114図，図版60)

北東側の大半は調査区域外にかかり，北西側は096Bに削平されている。南西壁側1/4の調査である。

平面形態は方形を呈し，壁や柱穴から推定した規模は一辺7.6mで、ある。主軸方位は概ねN-580-Wであ

る 。 壁は垂直に掘込まれ， 壁高は31cm~37cmである 。 床面は平坦で，柱穴聞を中心に硬化面が広がってい

たと考えられる。調査範囲からは壁溝は確認されていない。2本の主柱穴を確認したが，このうちP1(径

84cm X 89cm，深さ74cm)は096Bの南東壁下から検出された。掘方上部が聞き，周囲の床面にはロームブ

ロックが堆積していることから，柱を抜き取った痕跡と考えられる。P2(現存径58cm)は，調査区域外にか

かるため詳細は不明である。カマドは確認されていない。覆土は，黄褐色土・暗褐色土 ・黒褐色土が混在

している。

遺物の出土は少なく，土師器杯や土玉が出土した。7は体部下半に稜をもち，外面が赤彩されている。
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第114図 096A' B， 097出土遺物

。 (1/4) 10cm 

。 5cm (1/2 ) 

器面が磨滅しており判然としないが，内面も赤彩されていた可能性がある。8・9は土玉である。8は現

存径3.3cm'高さ2.8cm・孔径7mm，9は径3.9cm・高さ3.3cm・孔径4馴 "-'9mmをそれぞ、れ測る。

100 (第115図，図版41)

調査区の北西， D4グリッドに位置する。精査の結果，床面の平坦な硬化面の広がりや砂質粘土の検出

し，土師器片の分布状況を確認して，住居跡の存在を想定した。周辺の整地のため全体を大きく削平され

ており，住居跡としての実態は不明である。この範囲から数基のピットを検出したが，このうち柱穴と考

えられるのは， Pl(径74cmX93cm，深さ 18cm)とP2(径55cmX 74cm，深さ54cm)であろう 。

遺物は，土師器聾や砥石などが出土した。 1. 2は土師器聾である。P1の南側からまとまって出土し

た。 1は長胴の形態で，口縁部が短く外反する。3は凝灰岩製の砥石で，下半と裏面を欠損する。現存長

4. 5cm'幅4.1cm・厚さ5mm"-'12mmを測る。

102 (第116図，図版41)

調査区中央やや南西寄り， F 5グリッドに位置する。南東側が調査区域外にかかり，全体の1/2の調査

である。カマドや前面の床面は木根により撹乱を受けている。

平面形態は方形を呈し，北西壁長は3.85mを測る。北東壁長2.8m，南西壁長は1.1mをそれぞれ検出し

た。主軸方位はN-5T-wである。壁は，西側では垂直に掘込まれているが，北側ではやや緩やかである。

壁高は13cm"-' 29cmを測り，北東側が高くなっている。床面は凹凸があり，硬化面は西コーナー付近などの

一部を除いて広がっている。壁溝(幅1Ocm "-' 22cm，深さ4cm前後)は，北東壁から北西壁の一部まで巡って
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いる。柱穴は検出されていない。覆土は，暗黄褐色土の上に暗褐色土が堆積している。

カマドは北西壁中央に設けられている。木根による撹乱を受け，遺存状態は悪い。砂質粘土が集積して

いたが，袖部の形状等も判然としないので想定できる範囲を図示した。壁への掘込みはなく，火床の底面

は被熱でわずかに硬化していた。カマド内からは支脚が出土している。

遺物の出土は少なく，土師器杯・高杯・聾などが覆土下層や中層から出土した。 1は土師器杯， 2・3

は高杯， 4は聾である。2は杯部の内面が黒色処理されている。器面が二次焼成を受けており，カマドの

上面から出土した。3と同一個体の可能性もある。5の支脚は，カマド右袖脇からの出土である。

103 (第117・118図，図版13・41・42)

調査区中央， F 5グリッドに位置する。南東側は，調査区域外や保存樹木の未調査範囲である。北東側

を105や平安時代の住居跡104に削平されている。住居西側を中心とした調査である。

④ 
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第115図 100及び出土遺物
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2 黄灰色土

3暗褐色土 ローム粒を含む

4 貨褐色土

5 黄褐色土 ロームプロックを多く含む 。

6 

6暗褐色土 ロームプロックを少量含む

7 黄灰色土

8 黄灰色土 ロームプロックを多く含む

9暗褐色土

10黄灰色土

( 1 180) 4m 

第116図 102及び出土遺物

。 (114 ) 10cm 

平面形態、は方形を呈し，北西壁長は現存で5.45m，南西壁長は3.9mを検出した。一辺8.5m前後の規模

が想定される。主軸方位はN-320-wである 。 壁は垂直に掘込まれ，壁高は18cm~31cmで、北側が次第に高

くなっている。床面は平坦で，カマド前面から南東側中央の広い範囲によく踏み締められた硬化面が広

がっている 。 壁溝(幅13cm，深さ 5cm~9cm) は，調査範囲ではカマドの西側から南西壁にかけて巡ってい

る。主柱穴は3本(P1径58cmX 75cm・深さ67cm，P3径46cmx65cm・深さ69cm)が検出され，いずれも柱のあ

たりを確認した。このうちP2(現存径65cm，深さ62cm)は， 105に一部削平されている。方形の貯蔵穴

(62cm X 88cm，深さ55cm)は，カマドの西側に設けられている。周囲を床面より 3cmほど下げて段をっくり，

平場を形成している。覆土は，黒褐色土(ローム粒やロームブロックを多く含む)に暗褐色土が混在している。

カマドは北西壁に設けられ，平安時代の土坑128に左袖部の一部を破壊されている。壁を14cm掘込んで，

緩やかに立上がる煙道部を形成する。天井部は崩落し，両袖部の遺存状態もあまり良好ではない。火床の

掘込みは浅いが，底面はよく被熱していた。

出土遺物は少なく， 1 ~10の土師器杯や土玉が覆土中から出土している 。 1~4 は土師器杯である 。 内

外面が， 1・2は赤彩， 3・4は黒色処理されている。3・4は覆土上面からの出土である。5は混入し

た平安時代の高台付杯である 。 6 の椀は東側の床面から出土した。 7~1Oは土玉である 。 カマド周辺の床

面や覆土中層から出土している。 7は径3.3cm・高さ2.6cm・孔径6mm， 8は径3.8cm・高さ3.2cm・孔径

9mm~12mm ， 9は径3.9cm・高さ3.2cm・孔径8mm，10は径4.2cm・高さ3.7cm・孔径7mmをそれぞれ測る。
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105 (第117"'-"119図，図版13・42・61)

調査区中央， F 5グリッドに位置する。北側の一部は保存樹木のため未調査である。 001・103と重複し

ているが，南側は106や104に削平されている。全体の4/5の調査である。

平面形態は正方形を呈し，規模は6.4mX6. 4m前後と推定される。主軸方位はN-430-wである。壁は

垂直に掘込まれている。壁高は，遣存のよい東西のコーナー付近で、39cm"'-"48cmである。床面は平坦で，硬

化面はカマド前面から南東壁にかけての柱穴聞に広がっている。壁溝(幅14cm"'-"29cm，深さ4cm"'-"9cm)は，

調査範囲内では全周する。床面から 3本の主柱穴(P1径98cmX 114cm・深さ78cm，P2径82cmX 121cm・深さ

65cm， P3径117cmX 128cm・深さ62cm)を検出した。いずれも掘方上部が大きく聞いており，柱を抜き取っ

た可能性がある。検出されなかった 1本は保存樹木下であろう 。焼土が北東壁側の 3か所に堆積してい

る。覆土は，黒褐色土を主体に暗褐色土が混在している。

カマドは北西壁中央やや西寄りに設けられている。壁を40cm掘込み，緩やかに立上がる煙道部を形成す

る。天井部の砂質粘土は崩れてはいたが，上部に位置している。両袖部は側面が流れていたが，下部は比

較的良好に遺存していた。火床の掘込みは浅いが，底面から煙道部にかけてよく被熱されていた。

出土遺物は多く， 11"'-"22の土師器杯・高杯・蓋や鉄製品，土玉などが住居全面から出土している。11・

12は土師器杯である。11は小型品で，内面は黒色処理されている。13"'-"16は高杯である。13は高杯の杯部

戸 ぺ j 211Q 

くH9 Vm
18 

ビ」一三、ーヨ--~イ

， 27 。

17~22 ''' 105 

23~29 "106 

(1/4) 

己28

10cm 

第119図 105， 106出土遺物(2)
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であろう 。内外面が赤彩されている。17・18は聾である。18は南西壁下の壁溝から出土した。19・20は鉄

鉱の茎であろう 。20は端部が残る。19は現存長5.9cm・幅4肌 "-'5mm・厚さ3mm，20は現存長6.4cm・幅3mm"-'

5mm・厚さ2mm"-'3.5mmをそれぞれ測る。21はボタン状の土製品である。暗褐色で楕円形を呈し，上面に細

い管状の工具による 5か所の刺突がみられる。側面には 7か所に細かい刻みが施されている。長径

134mm・短径114mm・厚さ3.4mmを測る。22は土玉である。1/2の遣存で，現存径2.9cm・高さ3.1cm・孔径

7mmを測る。

106 (第117・119図，図版13・42・60)

南東側の3/4が調査区域外である。北西側で105と重複している。カマドのある北西壁側を中心に， 1/4 

を調査した。

平面形態は方形を呈し，北西壁長は4.55mを測る。全体では一辺4.5m前後の規模が想定される。主軸

方位はN-360 -wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は26cm"-' 35cmである。床面は凹凸があり，全体にや

や堅徽である。壁溝(幅14cm"-'20cm，深さ5cm"-'9cm)は，調査範囲内ではカマド周辺を除いて全周する。柱

穴等は検出されていない。

カマドは北西壁中央に設けられている。壁を15cm掘込んで，角度をもって立上がる煙道部を形成する。

天井部は崩落し，袖部の遺存状態もあまり良好ではない。火床の掘込みは浅く，被熱は弱い。

遺物の出土は少なく， 23"-'29の須恵器蓋，土師器高杯・聾や土玉などが覆土中から出土している。 23は

須恵器蓋， 24は須恵器高台付杯である。25は高杯の杯部で，下端に稜をもち内外面が赤彩されている。

26・27は土師器歪である。27は長胴の形態で，口縁部が短く外反する。 28・29は土玉である。28は完形で，

径2.7cm・高さ2.4cm・孔径7mmを測る。29は一部を欠損しており，現存径4.0cm・高さ2.6cm・孔径伽mを測る。

107 (第120・121図，第18表，図版13・42・58・59・60)

調査区中央， E 5 . F 5グリ ッドに位置する。南西側は105に大き く削平されている。 110(中期)と北東

側で重複しているが，深度のある110を先行して調査を行ってしまったため，この部分は失われている。

平面形態は方形を呈し，主軸長は8.5mを測る。規模は8.5mx8. 8mと想定される。主軸方位はN-490
-

Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は24cm"-'34cmで、南東側が高くなっている。床面は平坦で，中央部を

除くカマド側と南東側に硬化面が広がっている。壁溝(幅10cm"-'22cm，深さ12cm"-'17 cm)は，調査範囲内で

は全周し，比較的深くつくられている。主柱穴は，北東側の床面から 2本 (P1径57cmx 77cm・深さ95cm，

P2径77cmX 86cm・深さ 112cm)が検出された。P1には柱のあたりが認められる。P3(径30cmX 35cm，深さ

32cm)出入り口施設に伴うピットである。方形の貯蔵穴(74cmX 117cm，深さ61cm)は，カマドの北東側に設

けられている。周囲の床面から8cmほど下げて段をつくり，平場(幅10cm"-'20cm)を形成している。

カマドは北西壁中央やや西寄りに設けられている。壁を22cm掘込み，直角に立上がる煙道部を形成す

る。天井部はすでに崩落し，左袖部の遺存状態もあまり良好ではない。火床の掘込みはほとんどなく，被

熱も弱い。カマド内からは支脚が出土している。

遺物はカマド周辺を中心に，土師器杯・高杯 ・饗，管玉，石製模造品(有孔円板)，土玉などが，床面や

覆土下層から出土している。 1・2は土師器杯で，丁寧なミガキが施されている。2は内外面が黒色処理

されている。 1は北西壁下の壁溝から出土した。3は椀である。貯蔵穴周辺の床面からの出土である。

4・5は高杯で，外面は赤彩されている。4の杯部は下部に明瞭な稜をもち，内面が黒色処理されてい

る。 6"-'9は聾である。いずれもカマド左袖の周辺からまとまって出土した。長胴の形態が多いが， 9は

- 149 -



-回

。。

0<;; 

oc;> 

.t:<!. ' ';T_ 

ム占日自泊』 圭中己助ラ員

ill 

105 

1/( I 

2 . 

× 

/ 

B' 

10 3 

/ 

。
P3 ..-， 

¥ 

。

A ⑨ 

110 

ノ

/ 

1 
ノ

、-~

~--._ 

百 5 . 
L 

10 
• 

/ 

A' 

( 1 /80 ) 

1¥ J ¥ ~ 
~_lf， 

-150 -

× 
ぐら

4m 



口径が広く，体部が丸みをもっ形態である。10は緑色凝灰岩製の管玉である。淡灰緑色を呈し，表面は丁

寧に研磨されている。長さ37mm・径6mmX7mm，重量は4.08gである。両側から穿孔され，孔径は2mm"'-'4聞

である。P2北側の床面直上から出土した。11は滑石製の有孔円板である。双孔で両面を研磨されている。

12・13は土玉である。12は径3.3cm・高さ3.2cm・孔径8mm，13は現存径4.6cm・高さ4.2cm・孔径9mmをそれ

ぞれ測る。12はP2の埋土上面から出土した。 14の支脚はカマド内からの出土である。

111 (第122図，図版13・42)

調査区中央， E 6 . F 5グリッドに位置する。南東側の4/5が調査区域外である。カマドのある北西壁

側を中心とした1/5の調査である。

平面形態は方形を呈し，北西壁長は5.2mを測る。全体では一辺 5m規模の住居が想定される。主軸方

位はN-380-Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は29cm"'-'38cmで北側が高くなっている。床面は平坦で，

カマド前面に硬化面が認められる。壁溝(幅10cm"'-'16cm，深さ4cm"'-'9cm)は，調査範囲内ではカマド部分を

除いて全周する。柱穴等は検出されていない。部分的に炭化材や焼土が堆積している。覆土は，黄褐色土

と暗褐色土を主体に黄灰色土や黒色土が混在している。
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カマドは北西壁中央に設けられている。壁を52cm長楕円形に細長く掘込み，角度をもって立上がる煙道

部を形成する。煙道部は被熱のため側面が赤化していた。天井部は崩落していたが，袖部は比較的良好に

遺存していた。火床は楕円形に6cm掘窪められ，底面はよく被熱していた。

遺物は，土師器高杯(1)・肇(2)などが壁際から出土している。 1は高杯の杯部で，内面がよくミガキ

が施されている。北西壁際の覆土中層から出土した。聾と支脚(3 )は，西コーナー付近の床面直上や覆土

下層からまとまって出土した。
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9 暗褐色土
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114 (第123図)

調査区中央， E 6グリッドに位置する。奈良時代の住居跡112と重複し，大半は調査区域外と保存樹木

のため，調査できたのは南東壁側の一部である。

平面形態は方形を呈すると考えられ，南東壁の長さ1.75mの部分を検出した。壁はやや緩やかに掘込ま

れ，壁高は33cmである 。 床面は平坦で，調査範囲では硬化面は認められない。 壁溝(幅8cm~12cm，深さ

4cm前後)が検出されている。P1(径25cmX35cm，深さ18cm)は出入り口施設に伴うピットであろう 。

遺物は少なく，覆土中から土師器杯(1)と高杯の脚部(2)が出土している。

116 (第123図，図版14・42)

調査区の南西， F 5グリッドに位置する。住居の南西側を，北西壁一南コーナ一方向に走る近世の溝状

遺構117に削平され，南西壁側で121と重複している。上面が大きく整地されているが，住居のほぼ全体を

調査することができた。

平面形態はほぼ正方形を呈し，規模は5.6m X5. 7mを測る。主軸方位はN-500 -Wである。壁は垂直に

掘込まれているが，壁高は3cm~9cm と全体に低くなっている 。 床面は平坦で，硬化面は住居北側や南西側

に部分的に認められる 。 壁溝(幅5cm~20cm，深さ 10cm前後)は，南コーナーと東コーナーを中心とした範

囲に限定的に巡っている。住居北側では確認されていない。住居のやや内側に寄った位置で， 4本の主柱

穴(P1現存径50cm・深さ34cm，P2径38cmX 48cm・深さ41cm，P3径33cmX 39cm・深さ39cm，P4径31cmX 

52cm・深さ22cm)を検出した。P5(径38cmX43cm，深さ19cm)は出入り口施設に伴うピットである。不整円

形の貯蔵穴(径67cmX 74cm，深さ66cm)は，カマドの北東側に隣接して設けられている。埋土にカマドの砂

質粘土が多く流れ込み，土器片の出土も多かった。

カマドは北西壁中央に設けられている。上面を大きく削平され，遺存していた袖部の基底部から，その

範囲を確認できる程度である。火床は，楕円形に8cmほど掘窪められているが，被熱は弱い。

遺物はカマド周辺を中心に出土しているが，全体での出土量は少ない。主に床面から土師器杯・警など

が出土している 。 3~8 は土師器杯である 。 3 ・ 6 は内外面が丁寧なミガキが施されている 。 6 は体部下

半に稜をもち，口縁部は大きく開く形態である。7・8は平底に近く，体部はヘラケズリやナデで仕上げ

られている。9は聾の底部， 10は支脚である。

118 (第124図，図版42)

調査区の南西， F 5グリッドに位置する。北東側1/2が調査区域外である。南西壁の 2か所に掘立柱建

物跡の柱穴が位置している。

平面形態は方形を呈し，南西壁長は3.75mを測る。規模は一辺3.8m前後と推定される。主軸方位は

N-560 -Wである。壁はやや緩やかに掘込まれ，壁高は10cmである。床面は凹凸があり，カマド前面から

中央にかけて硬化面が広がっている 。 壁溝(幅12cm~19cm，深さ 3cm~8cm) は，調査範囲内では全周する 。

南西側の床面から， 2本の主柱穴(P1径23cmX27cm・深さ44cm，P2径23cmX29cm・深さ39cm)を検出した。

覆土は，暗黄褐色土と黒褐色土の上に黄灰色土が堆積している。

カマドは北西壁に設けられている。煙道部の一部に撹乱を受け，右袖部は調査区域外である。壁を20cm

円形に掘込み，緩やかに立上がる煙道部を形成する。天井部は崩落し，遺存状態はあまり良好ではない。

火床は円形に10cm掘窪められ，底面はよく被熱されていた。

遺物の出土は少なく， 1の浅い半球形の体部をもっ土師器杯が， P1西側の床面から出土した。
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119， 120 (第124図)

調査区の南西， F 5グリッドに位置する。2軒の住居が重複しているが，南東側と南西側が調査区域外

であり，住居のわずかな範囲を調査した。

119は方形の住居跡で，南東側を120に削平されている。北コーナー付近を中心に，北東壁2.4mを検出

した。北西壁側に砂質粘土が確認されており，この周辺にカマドが存在している可能性がある。壁はやや

緩やかに掘込まれ，壁高は27cmで、ある。床面は軟弱で，柱穴や壁溝は検出されていない。覆土は，暗褐色

土と黒褐色土の上に黄灰色土が堆積している。出土遺物はない。

120は住居の北西側1/5を検出した。北西コーナ一周辺で検出できたのは，北壁長1.7m・西壁長2.0mで、

ある。方形の住居跡で，西壁の南側にカマドの一部を確認した。壁はほぼ垂直に掘込まれ，壁高は29cmで、

ある。床面はコーナー付近を除いて硬化面が広がる。壁溝(幅10cm"-'15cm，深さ6cm)は，調査範囲内では

全周する。柱穴は検出されていなし、。覆土は，暗黄褐色土を主体に焼土粒や黄灰色土が混在している。

遺物は，覆土中層から土師器杯 ・高杯の破片が出土している。2の杯の内面は，丁寧なミガキが施され

ている。3は高杯の杯部で，下端に明瞭な稜をもっ。

.;" 

i国 B・

⑧ 

119 
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p・σヨA 。、

寸耳 1 黒褐色土
.;" 

2 暗黄褐色土 ローム粒を少量含む
4ト込3 、

3 暗黄褐色土 ロームプロックを少量含む
E -b 

118 
4 黄灰色土

5 黄灰色土

6黄褐色土 ロームプロックを多く含む

7 暗褐色土 。
8 暗褐色土 砂質粘土を少量吉む

9 黒褐色土
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122 (第125図，図版14・42・43)

調査区南西， F 4グリッドに位置する。北西側の3/5は調査区域外にかかり，東側では121(中期)と重複

している。

平面形態は方形を呈し，南東壁長は5.75mを測る。規模は一辺 6m前後と推定される。壁は垂直に掘込

まれ，壁高は26cmで、ある。床面は凹凸があり，北東壁と南西壁の壁際を除いた中央部には硬化面が広がっ

ている。壁溝(幅12cm""18cm，深さ5cm""8cm)は，調査範囲内では全周する。南東壁の壁溝とP1を，根太痕

跡の溝が結んでいる。南東側の床面から 2本の主柱穴(P1現存径62cm・深さ35cm，P2現存径47cm・深さ

33cm)が検出されたが，いずれも一部が調査区域外にかかっている。カマドは，北西壁に設けられている

と考えられる。

遺物は床面や覆土中から，土師器杯・高杯 ・翠などが出土している。1・2は杯である。2はやや丸底

の底部をもち，口唇部はわずかに外反する。3は混入した平安時代の杯で，内面の黒色処理は雑である。

4は高杯の杯部下端から脚部にかけての部分である。5""7は聾の口縁部と底部の破片である。

A 

レ J
。

7ーベ

@ 

121 

A' 
-・ 24.0m

三d

己五三
~ ドイ

yf 

可トir7一予ベ

ク;

( I /80 ) 4m 

，?(l!L~ 
。 (1/4 ) 

第125図 122及び出土遺物

156 

5 

10cm 



124 (第126図，図版14・43)

調査区中央やや北東寄り， E 6グリッドに位置する。北側は調査区域外にかかり，南西コーナー付近か

ら中央部にかけての範囲に，保存樹木のための未調査区域が延びている。東側では125と重複し，全体で

は2/5の調査である。

平面形態は方形である。南壁長は推定で5.4m，検出できた東壁長は3.7mである。規模は， 一辺5.5m

前後と推定される。主軸方位は概ねN-160 -Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は49cm'"'-'54cmである。

床面は凹凸があり，硬化面が中央部に広がっている。壁溝(幅20cm'"'-'29cm，深さ8cm前後)は，調査範囲内

では全周する。幅が広く特徴的である。主柱穴は，南東側の床面から 1本(径50cmX67cm，深さ72cm)が検

出された。カマドは，北壁に設けられていると考えられる。中央部床面に焼土が堆積している。覆土は，

暗褐色土を主体に黒褐色土や明褐色土が混在している。

出土遺物は多く，北側を中心とした範囲の覆土中層から，須恵器杯・蓋，土師器杯・高杯・聾などが出

土している。1・2は須恵器杯， 3・4は蓋である。4は天井部にへラ記号が残る。南壁際の床面から出

土した。5'"'-'8は土師器杯である。7は内外面が赤彩されている。南壁際の床面直上からの出土である。

9・10は鉢， 11は高杯の脚部である。12・13は聾である。12は底部中央が内面から穿孔されている。14は

査の口縁部である。二重口縁のような稜をもち，内外面は丁寧にミガキが施されている。

125 (第126図，図版14)

北西側は大半が調査区域外にかかり，南西側は124に削平されている。東コーナーを中心とした南東側

の一部を調査した。方形の住居跡で，検出できたのは北東壁長1.Om .南東壁長2.8mである。壁は垂直に

掘込まれ，壁高は17cmである。床面は凹凸があり，硬化面が壁際まで広がっている。壁溝は確認されてい

ない。床面からは2基のピットが検出された。P1(現存径40cm，深さ64cm)は， 124に西側を削平されてい

るが柱穴であろう 。P2(径47cmX 52cm，深さ42cm)は，柱穴よりは出入り口施設に伴うピットの可能性が高

い。覆土は暗褐色土が堆積している。土師器高杯片が 1点出土したが，図示できなかった。

126A・B (第127・128図，第17表，図版14・43・58・60・61)

調査区中央やや北東寄り， E 6グリッドに位置する。南東側は調査区域外にかかり，北 ・西コーナ一周

辺は保存樹木のため未調査である。北側は129と，南西側では127と，それぞれ重複している。

平面形態は方形を呈し，北西壁長は推定で6.4mである。全体の規模は，一辺6.5m前後であろう 。主軸

方位はN-290-wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は最も遺存状態の良好な箇所で44cmで、ある。床面は

凹凸があるが，全体に堅徴である。壁溝(幅12cm'"'-'20cm，深さ2cm前後)は，調査範囲内では全周する。南

西壁中央では，根太痕跡の溝が床面に延びている。 2本の主柱穴 (P1径53cmX 62cm・深さ55cm，P2径

66cm X 69cm .深さ60cm)が，北西寄りの床面から検出された。方形の貯蔵穴(56cmX 73cm，深さ67cm)は，

カマドからやや離れた北東側に設置されている。焼土ブロックが壁際の床面直上の 3か所に， 7cm前後堆

積しているが炭化材の検出はない。覆土は，暗褐色土を主体に黒褐色土が混在している。

カマドは北西壁中央に設けられている。壁への掘込みはわずかで，煙道部は直角に立上がっている。天

井部は崩落していたが，袖部が比較的良好に遺存していた。火床の掘込みは5cmと浅いが，焼土が7cmの厚

さに堆積している。左袖部の外側から支脚が出土した。

遺物は床面や覆土中層から，須恵器杯 ・蓋，土師器杯・高杯・聾や石製模造品(剣形品)などが出土して

いる。 1・2は須恵器杯・蓋である。 1は口縁部のたちあがりが短く内傾し，受部は上方にのびる。P2周
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辺の床面から出土した。3"-'6は土師器杯である。3は内外面がよくミガキが施され， 4は内外面が赤彩

されている。7"-'9は高杯である。7の杯部と 8の脚部は外面が赤彩されている。10は鉢である。丸みを

もっ体部に短く外反する口縁部がつき，内外面が赤彩されている。11の聾は住居中央の床面から出土し

た。15は滑石製の剣形品である。肩平なっくりで稜はなく，表面はよく研磨されている。P1周辺の床面か

ら出土した。17"-'19は土玉である。17は径2.6cm・高さ2.0cm・孔径5mm"-'7肌， 18は径3.8cm・高さ3.6cm・

孔径8mm"-'12mm， 19は大形で径4.1cm・高さ4.0cm・孔径9mmをそれぞれ測る。20は肩平な形態の土製品であ

る。文様はない。1/2の遺存で，現存径3.5cm・高さ1.5cm .孔径6mmを測る。21の支脚は左袖上面から出土した。

126Bは，大半が126Aに削平され，カマドと北東壁の一部(2.7m)が遺存している。規模や主軸方位等

は不明である。壁はやや緩やかに掘込まれ，壁高は50cmである。壁溝(幅14cm"-' 26cm，深さ3cm"-'7cm)が検

出されたが，上端が曲線的な部分がある。検出された範囲での床面は凹凸がある。 2本の主柱穴 (P3径

21cm X24cm・深さ24cm，P4径25cmX27cm・深さ15cm)が， 126Aの床面から検出された。方形の貯蔵穴(現

存長97cm，深さ55cm)が，カマドから離れた北コーナー付近に設けられているが，保存樹木下に大半が位

置しているため詳細は不明である。覆土は，明褐色土の上に暗褐色土が堆積している。

カマドは129の覆土を掘込んで，北西壁に設けられていた。袖部の一部が検出されたが，遺存状態は悪

い。緩やかに立上がる煙道部を確認した。

遺物は，土師器聾(12)と刀子(16)が壁際の覆土上層から出土した。16の刀子は一部欠損するが，完形に

近い。全長15.0cmを測る。身部(長さ10.2cm・幅15剛 ・厚さ2mm)は，刃部の一部と刃関の部分を欠損する。

棟関は明瞭に遺存している。茎(長さ4.8cm・幅8醐・厚さ3mm)の先端は，やや丸みをもっ。

127 (第127・128図)

南東側は調査区域外にかかり，北東側は126Aに大きく削平されている。西コーナーを中心とした北西

側の一部を調査した。方形の住居跡で，検出できたのは北西壁長1.5m・南西壁長1.7mである。壁はやや

緩やかに掘込まれ，壁高は14cm"-'19cmで、ある。床面は平坦で，硬化面や壁溝は検出されていない。床面か

ら2基のピットを検出したが，このうち柱穴はP1(径22cmX 24cm，深さ27cm)であろう 。覆土は，暗褐色土

と明褐色土が堆積している。

遺物は，須恵器や土師器片などが出土しているが，図示できたのは13の須恵器杯である。

129 (第127・128図，図版43)

北西側は調査区域外にかかり，南東側は126A.Bに削平されている。住居の中央部の調査である。方

形の住居跡と考えられ，検出できたのは北東壁長1.0m・南西壁長0.8mで、ある。壁は緩やかに掘込まれ，

壁高は18cmである。床面は平坦で，中央に硬化面が広がっている。床面から 2基のピットを検出したが，

位置からするとP1(径25cmX27cm，深さ21cm)が柱穴であろう 。覆土は，暗褐色土が堆積している。

遺物は，土師器片がわずかに出土している。14は土師器椀で，内外面が赤彩されている。

161B (第129図，図版14・43)

調査区の北西， E 5グリッドに位置する。この範囲は狭長ではあるが遺構の密集度が高く， 161A (平安

時代)と 161D(奈良時代)を含めて， 161 B "-' 161 Lまでのほぼ同時期の住居跡が複雑に重複している。

南西側は調査区域外にかかり， 161 G . 1と重複する。北東側1/2の調査である。平面形態は方形を呈

し，北東壁長は4.7mを測る。検出できたのは北西壁長2.4m・南東壁長2.6mで，規模は一辺5m前後と推

定される。カマドは検出されていないが，北西壁側に設けられていると考えられ，主軸方位は概ねN-390
-
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Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は南西壁側で、45cmである。床面はやや凹凸があ り，硬化面が中央部

を中心に南北の壁際まで広がっている。壁溝(幅8cm""18cm，深さ8cm)は，南西壁側で検出された。北東側

の床面から，2本の主柱穴(P1径61cmX77cm .深さ56cm，P2径62cmX 81cm・深さ67cm)を検出した。いずれ

も底面に柱のあたり痕が認められる。覆土は，暗褐色土を主体に褐色土が混在している。

遺物はP1周辺の床面を中心に，1""6の土師器杯 ・肇や支脚が出土している。 1は土師器杯である。口

縁部外面と内面にミガキが施されている。2は高杯の脚部で，南東コーナー付近の覆土上層から出土し

た。3は須恵器高台付杯である。底部が高台よりわずかに突出している。床面直上からの出土である。

4・5は聾である。5はP1周辺に散在して出土した。 6の支脚はP1の埋土上面からの出土である。

161E (第129図，図版14)

161Bの北西に位置する。南西側は調査区域外にかかり， 161D・I・Jと重複する。

平面形態は方形を呈し，北東壁長は4.6mを測る。検出できたのは北西壁長2.3m・南東壁長1.4mで，

規模は一辺5m前後と推定される。主軸方位はN-25'-Wである。壁はやや緩やかに掘込まれ，壁高は比

較的遺存状態のよい東コーナ一周辺で39cm""46cmで、ある。床面は凹凸があり ，硬化面が壁際の一部を除い

て広範囲に広がっている。壁溝(幅15cm""19cm，深さ6cm""9cm)は，調査範囲内では全周する。北東側の床

面から， 2本の主柱穴(P1掘方径50cmx64cm・深さ41cm，P2掘方径54cmX 57cm・深さ61cm)を検出した。い

ずれも床面で、の検出時には径が15cm"" 22cmと小さく，底面に柱のあたり痕が認められる。覆土は，暗褐色

土と黒色土を主体に褐色土が混在している。

カマドは北西壁に，壁をわずかに掘込んで設けられているが，右袖部側が調査区域外である。左袖部の

遺存状態、も悪く ，火床に堆積していた焼土を検出した。

遺物の出土は少なく， 7・8の土師器杯が床面から出土している。

161G (第130・131図，第四表，図版14・43・58)

北東側は調査区域外にかかり，南西側の上面を161Bに削平されている。北西・南東側で， 161H. J . 

K.Lとそれぞれ重複しており，全体の2/5の調査である。

平面形態は方形を呈し，南西壁長は6.8mを測る。全体の規模は一辺 7m前後と推定される。カマドが

北西壁に設けられているとするならば，主軸方位は概ねN-430-Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は

北西壁側で、31cmで、ある。床面は凹凸があり，硬化面は確認されていない。壁溝(幅12cm""20cm，深さ4cm""

8cm)は，検出された範囲内では全周する。床面からは重複する住居跡の柱穴も含めて，複数のピットが検

出されている。このうち本住居の主柱穴は， P1(現存径75cm，深さ93cm)とP2(現存径74cm，深さ70cm)であ

る。いずれも底面に柱のあたり痕が認められる。焼土が西壁コーナー付近の床面に堆積している。覆土

は，暗褐色土と褐色土を主体に赤褐色土と黄灰色砂土が部分的に混在している。

遺物の出土は少なく， 1""4の須恵器杯，土師器高杯などや， 19の石製模造品(有孔円板)が床面や覆土

下層から出土している。1・2は須恵器杯で，覆土中から出土した。3の土師器高杯の脚部は南側床面直

上からの出土である。4は手担ねである。 19は滑石製の有孔円板である。 P1東側の床面から出土した。

161H (第130・131図，図版14・43・59)

北東側は調査区域外にかかり，上面を161A(平安時代)に，北西側は161Gに，それぞれ削平されてい

る。住居南西部の部分的な調査である。平面形態は方形の住居跡で，検出できたのは南東壁長1.8m・南

西壁長3.6mである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は30cm"" 35cmで、ある。床面は凹凸があるが，全体に堅徴
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である。壁溝(幅15cm"-'25cm，深さ6cm"-'l1cm)は，調査範囲内では全周する。主柱穴は床面からP4(径

55cm x 65cm，深さ83cm)が，検出された。P3(現存径81cm，深さ84cm)は161Gの床面下から確認された。焼

土が北西側の床面に堆積している。覆土は暗褐色土が主体である。

出土遺物は比較的多く ，5 "-' 12の須恵器蓋，土師器杯や18の滑石製勾玉が，住居南側の床面やP1周辺か

ら出土している。5・6は須恵器蓋である。7"-'11は土師器杯である。内外面が， 7・8は黒色処理，

10・11は赤彩されている。18の勾玉は尾部を欠損する。片側穿孔で，孔の周囲は円形にくぼんでいる。現

存の長径2.3cm・短径1.3cm，腹部径O.60cm x O. 85cm，孔径2mmを測る。重量は2.18gである。
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161 J • K・L(第130・131図)

北東側と南西側は調査区域外にかかり，北西側と南東側は重複する住居跡に大きく削平された狭長な範

囲に， 3軒の住居跡が遺存していた。住居跡の平面形態や規模等は判然としないが，浅い壁と柱穴や焼土

の堆積などから，それぞれの住居を判断した。

161 Jは中央に位置し， 161K・Lとは4cm，.......，8cm程度の浅い壁で区画される。軟弱な床面から浅いピット

(P5径30cmx 34cm，深さ16cm)を検出したが，掘方が浅いことから柱穴の可能性は低い。遺物は少なく，

13・14の須恵器杯・蓋の破片が出土している。

161Kは北東側に位置し，焼土が床面に若干堆積していた。床面から 2基のピット (P6径33cmx37cm・深

さ41cm，P7現存径58cm・深さ47cm)を検出した。出土遺物は少なく，図示できたのは15の内外面が赤彩さ

れた土師器杯で，口縁部が直立している。

161 Lは南西側に位置し，床面から方形の柱穴を検出した(P8・52cmx 56cm，深さ103cm)。出土遺物は少

ないが，土師器杯(16)・聾(17)や土玉が床面から出土している。17の聾はP8周辺から散在して出土した。

20の土玉は覆土中層からの出土である。1/2の遺存で，現存径3.4cm・高さ2.7cm・孔径9mmを測る。

164A・B・C(第132図，図版15・43・44)

調査区中央， E 5グリッドに位置する。3軒の住居跡が重複し，北西側は大半が調査区域外である。新

旧関係は， 164C (旧)→164B→164A(新)の順である。

164Aは， 164Bの内側に入り込むように位置している。方形の住居跡で，南西壁長は4.9mを測る。壁

の掘込みは判然としないが，北側での壁高は39cmである。床面は凹凸があり，検出した範囲では硬化面が

ほぼ全面に広がっている。壁溝は検出されていない。南コーナー付近の床面からピット(径29cmX33cm)を

検出したが，掘込みは6cm程度と浅い。164Aのものではないが，位置的に164Cの柱穴の可能性もある。

覆土は，暗褐色土を主体に暗黄褐色土が混在している。

遺物は南コーナー付近の床面を中心に，須恵器杯や土師器杯が出土している。1は須恵器杯である。口

縁部のたちあがりは短く，受部はやや上方にのびる。 2. 3は土師器杯で，内外面が黒色処理されてい

る。4の警は164B出土の破片と接合するが，こちらに掲載する。

164Bは， 164Aの外側に位置する方形の住居跡で，南西壁長は5.1mを測る。壁は緩やかに掘込まれ，

壁高は18cm""""'27cmである。遺存している床面は凹凸があり，柱穴や壁溝は検出されていない。遺物は南西

壁際から， 164Aの破片と接合する 4の土師器聾片が出土している。

164Cは，南コーナー付近の一部を検出した。方形の住居跡であるが，規模等は不明である。壁はやや

緩やかに掘込まれ，壁高は7cm""""'12cmである。柱穴や壁溝は検出されていない。出土遺物はない。

166A (第132図，図版44)

調査区中央， E 5グリッドに位置する。166B(中期)と 164Aの上面を削平して構築されている。上面は

整地のため壁や床面は不明であるが，調査区域外のセクションから一辺 6m前後の規模と推定される。主

軸方位は164Aとほぼ一致しており，ほぼ同時期の住居跡であろう 。セクションには，ほぼ平坦で部分的

に硬化面がみられる床面や，垂直に掘込まれた壁(壁高27cm""""'33cm)と，壁溝(幅17cm，深さ5cm""""'8cm)が観

察される。南側の床面には焼土の薄い堆積がみられる。主柱穴は2本(P1径24cmx27cm・深さ29cm，P2径

29cmx33cm・深さ43cm)が検出された。覆土は，黒暗褐色土の上に黒褐色土が堆積している。
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5・6の平安時代の土師器杯が出土している。本住居の上

に平安時代の住居跡が存在していた可能性が高く混入品である。

遺物は，床面直上から伴うものではないが，
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地4
焼土粒を含む

焼土粒 目炭化粒 ・ロームプロックを含む

ロームプロックを少量含む
ロームプロックを多量含む

ソフトロームを含む

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土
5 暗賞褐色土

6暗褐色土

7黒褐色土

8 黒暗褐色土焼土を多く含む

166A及び出土遺物164A・B'C， 
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200A・B (第133図，図版15・44)

調査区の東， E 7グリッドに位置する。東側の200C(前期)と重複し，東側コーナー付近を削平してい

る。2軒の住居跡が重複して検出されたが，西側の大半が調査区域外にかかり，ともに東側のコーナー付

近を部分的に調査した。全体の規模は不明で，柱穴・カマド等は検出されていない。覆土は，いずれも暗

褐色士と黒褐色土が混在している。

200Aは北側の住居跡で， 200Bの北側を削平している。検出できたのは北東壁長2.2m・南東壁長3.5m

である。壁は垂直に掘込まれ，壁高は遺存状態の良好な北側で、52cmで、ある。床面は凹凸があるが，全体に

堅績である。壁溝(幅lOcm"'20cm，深さ2cm"'5cm)は，調査範囲内では全周する。

遺物は，覆土中から土師器杯などが出土した。 1"'3は土師器杯である。 1は特異な形態で，平底の底

部に木葉痕が残る。 1. 3は内外面が黒色処理されている。4は混入した平安時代の杯の破片である。

200Bは東壁長1.5m・南壁長2.3mを検出した。壁はやや緩やかに掘込まれ，壁高は南側で、51cm前後で、

ある。床面は平坦で，堅撤である。壁溝(幅8cm'"18cm，深さ7cm前後)は，調査範囲内では全周する。遺物

はわずかに出土したが，図示できるものはない。

204B (第134図，図版61)

調査区の南東， F 7グリッドに位置する。全体に上面を整地のため削平されている。南西側は奈良時代

の住居跡204Aと重複し，床面まで、失っている。北側は重複する203(中期)を先行して調査したため，カマ

ドの一部や，壁，床面等は不明である。壁は，南壁と東壁の一部で遺存している。

平面形態は方形を呈し，規模は3.9m X4. Omと推定される。主軸方位はN-190 -Wである。壁はほぼ垂

直に掘込まれ，壁高は比較的遺存状態の良好な東壁側で、21cmで、ある。床面は凹凸があり，柱穴に固まれた
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1 黒褐色土新期テフラ粒を少量含む
2 黒褐色土新期テフラ粒を多量含む
3暗褐色土 新期テフラ粒を多量含む
4 暗褐色土新期テフラ粒炭化材を少量含む
5 暗褐色士 ロームブロック ・ソフトロ ム粒を多量含む

k/「二子

6 黒縄色土炭化材を多量含む 協経緯善冨

7 黒褐色土 新期テフラ粒を少量含む ¥ 隆警三喜子フ
8暗褐色土 新期テフラ粒を多量含む T一一一ード一一'../
9 黒褐色土 炭化材を多量 .:Jフトローム粒 。ハードローム粒を少量含む " 4 
!o暗褐色土 ソフトローム粒を多量含む

A' 
一一・26.0m

、芸戸ラi

。 (1/4 ) 。 ( 1 /80) 4m 

第133図 200A' B及び出土遺物
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4暗褐色土 ロームブロックを多量吉む 9黒褐色土 ロームを吉む
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第134図 204B及び出土遺物

範囲に硬化面が広がっている 。 壁溝(幅17cm~23cm，深さ 5cm~9cm) は，南壁から東壁の一部で遺存してい

た。主柱穴の 4本のうち， P1 (径31cmx 41cm，深さ37cm)・P2(径45cmx 50cm，深さ44cm)・P3(径45cmX

50cm，深さ35cm)は床面から， P4 (現存径38cmX 48cm，深さ22cm)と出入り口施設に伴うピットP5(現存径

28cm X 35cm，深さ16cm)は204Aの床下から，それぞれ検出された。

カマドは北壁中央に設けられている。煙道部は緩やかに立上がり，袖部が開くように遺存していた。袖

部の内壁はよく被熱され赤化している。火床は円形に4cmほど掘窪められ，焼土が堆積していた。

遺物の出土は少なく，土師器杯(1 )や刀子(2・3)が出土している。 1は浅い皿状の杯で，南壁下の壁

溝内から出土した。2・3は万子の身部である。2は身部の中央で，現存長3.7cm .幅9醐・厚さ3酬を測

る 。 3 は切先と関部を欠損する身部で，現存長6.1cm ・幅7mm~12mm ・厚さ 2mmを測る 。

216， 215 (第135図，図版15・61)

調査区の南東， G 6グリッドに位置する。北西側は調査区域外にかかり，南西側で217C(中期)の上面

を削平している。住居の南東側2/5の調査である。北東に隣接する215(時期不明)もあわせて報告する。

平面形態は方形を呈し，南東壁長は5.1mを測る。北東壁長2.2m，南西壁長は1.3mを検出した。カマ

ドが北西壁に設けられていたとすると，主軸方位は概ねN-490-wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は
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216 
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A A' 
一一・25.2m
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2 l褐色土 ローム粒砂2暗褐色土 粒を少量含む
3暗褐色土 ロローームム粒 ロ ムブロックを少量含む

4褐色士 ロー を多量、ローム粒を吉む 1 
ムプロックを多量吉む

B B' 
一 ・25.2m

。 (112 ) 5cm 

。 ( 1/80) 4m 

第135図 216， 215及び出土遺物

22cm""'27cmである。床面は凹凸があるが，全体に堅徽である。壁溝(幅12cm""'17cm，深さ4cm前後)は，重

複する南西側で不明瞭になるが，そのほかの箇所では全周する。南東側の床面から，長楕円形の 2本の主

柱穴(P1径62cmX96cm・深さ77cm，P2径69cmX95cm・深さ79cm)を検出した。P3(径33cmX38cm，深さ44cml

は，出入り口施設に伴うピットである。覆土は，暗褐色土を主体に茶褐色土が混在する。

出土遺物は少なく，土師器聾片や鉄鉱が覆土上層から出土している。 1は鉄鉱である。餓身の先端と茎

の下半を欠損する。嫉身の形態が判然としないが，鍛身関部が山形関に近いかたちを呈することから，柳

葉銀群に含まれるであろう 。現存長は5.9cmを測る。嫉身は両丸造で現存長3.1cm・幅1.4cm・厚さ3.5rnrn， 

茎は断面方形で現存長2.8cm・幅5mrn・厚さ5mmを測る。東コーナー付近の覆土上層から出土した。

215は216の北東側に隣接し，南東側の一部を検出した。方形の住居跡で，南東壁長は3.4mを測る。壁

は垂直に掘込まれ，壁高は5cmである。床面は凹凸があり，柱穴等は検出されていない。出土遺物はない。

222 (第136図，図版44)

調査区の南， G6グリッドに位置する。上面がすでに整地のため削平されている。南東壁の上面が調査

区域外にかかり，西コーナー付近は木根による撹乱を受けている。

平面形態は方形を呈し，規模は3.7m X4. 05mである。主軸方位はN-4r-wである。壁はやや緩やかに

掘込まれ，壁高は遺存の比較的良好な箇所でも15cm程度である。床面は凹凸があり全体に堅1徴で，特に中

央部はよく踏み固められている。壁溝(幅14cm"'" 29cm，深さ3cm"'" 7 cm)は全体に幅が広く，カマド部分を除

いて検出した範囲内では全周する。床面から複数のピットを検出したが，このうち主柱穴はP1""'P4であ

る。P1(径42cmX 70cm，深さ36cm)， P2 (径52cmX80cm，深さ42cm)， P3 (径60cmX92cm，深さ49cm)は，いず

れも長楕円形で底面の形態が方形である。P4(現存径35cmX40cm，深さ58cm)は，浅い土坑内に位置してい
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222及び出土遺物第136図

出入り口施設に伴うピットであろう 。覆土は，暗褐色土と黒褐色土深さ8cm)は，る。P5(径:28cmX 42cm， 

が混在している。

カマドは北西壁中央に設けられている。壁を10cm掘込んで，緩やかに立上がる煙道部を形成する。煙道

部の内壁には上面からピットが掘込まれている。天井部は崩落し，袖部の遺存状態もあまり良好ではな

い。火床の掘込みは浅いが，焼土が堆積していた。

1の杯は北コーナー付近の覆土中層からの遺物は南東側を中心に，土師器杯 ・聾などが出土している。

3はP3周辺の覆土下層からそれぞれ出土した。2は南東壁下の壁溝内，2・3は聾である。

(第137図)

出土である。

225C・D

西側は平安時代の住居G6グリッドに位置する。225Cは南東側は調査区域外にかかり，調査区の南，

跡225Bに削平されている。北コーナーを中心とする住居の北東側を部分的に調査した。平面形態は方形

と考えられ，検出できた北東壁長は1.7mである。壁はほぼ垂直に掘込まれ，壁高は12cmである。床面は
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9黒褐色上

~ 
五

B 
- P250m 

225A 2258 コ古とこナ
l黒褐色土表土
2暗褐色土 山砂・ロームプロックを含む

、 ¥

B 

。 ( 1 /80) 4m 

225C 

、¥

'8' く十「一一次
。 (1/4 ) 10cm 

第137図 225C' D及び出土遺物

凹凸があり，全体に軟弱である。柱穴や壁溝は検出されていない。覆土は黒暗褐色土が堆積している。遺

物は， 1の須恵器杯などが覆土中から出土している。

225Dは北西側が調査区域外にかかり，南東側は225Bに削平されている。中央部で縄文時代の陥穴239

を削平している。東コーナ一周辺と西側の一部を調査した。平面形態は方形で，北西壁を部分的にL6m

検出できた。推定で一辺3.4m前後の規模で、あろう 。壁は垂直に掘込まれ，壁高は20cmである。床面はほ

ぼ平坦である。床面からピットが検出されたが，柱穴ではない。覆土は，暗黒褐色土 ・暗黄褐色土を主体

に，黒色土やローム粒が混在する。出土遺物は少なく，図示できるものはない。

253 (第138図，第17・18表，図版15・44・58)

調査区の北， C 7グリッドに位置する。住居跡の西側は調査区域外にかかり ，東側2/5の調査である。

平面形態は方形を呈し，東壁長は4.3mを測る。北壁長L2m，南壁長2.8mを検出し， 一辺4.5m前後の

規模が推定される。主軸方位を南北方向にとる。壁はやや緩やかに掘込まれ，壁高は19cm"'̂36cmで、南側が

高くなっている。床面は凹凸があり，全体に堅撤である。壁溝(幅lOcm"'̂14cm，深さ4cm"'̂8cm)は，調査範

囲内では全周する。東側の床面から 2本の主柱穴 (P1径38cmx 46cm・深さ51cm，P2径39cmx 43cm・深さ

55cm)を検出した。 2基の楕円形の貯蔵穴は，住居の 2か所のコーナーに設けられている。北東コーナー

の貯蔵穴(径51cmx 58cm，深さ39cm)は， P1と連結している。埋土には，暗褐色土を主体に黒褐色土が混在

する。底面や埋土下層から，土師器聾片などが出土した。南東コーナーの貯蔵穴(径61cmx 72cm，深さ

58cm)は，ハードロームを多く含む黒褐色土が堆積している。埋土上層からは，土師器杯が出土した。住

居覆土は，暗褐色土を主体に黒色土がわずかに混在する。
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遺物は多く，東壁側の床面直上から土師器杯や聾を中心に出土している。滑石製の石製模造品(剣形

品・有孔円板)は覆土中からの出土である。 1""'4は土師器杯である。 1は全体をナデで調整している，

手担ねのような杯である。2は内外面が赤彩されている。4は丁寧なミガキが内外面に施されている。

5 ""' 12は聾である。9""'11のように柱穴周辺や中間の床面から，まとまって出土しているものが多い。

7・11の口頚部は，体部から直立し口縁部が小さく外反する形態である。11の器面はタテ方向にナデが加

えられている。8の口頚部も短く，全体に雑なっくりである。10は長胴のタイプで，口縁部はくの字状に

外反する。13の剣形品は，両端の一部を欠損する。両面が研磨され，表面には低い稜が形成されている。

覆土上層からの出土である。14も平滑に研磨されている。床面直上から出土した。

257 (第139図，図版15・44)

調査区の北， C 7グリッドに位置する。東側は調査区域外にかかり，北側は奈良時代後半の住居跡258

に削平されている。北西コーナ一周辺は撹乱を受けており，調査できたのは住居南西の2/5である。

平面形態は方形を呈し，西壁長は推定で5.0mで、ある。南壁長は部分的に2.7mを検出しており，住居跡

の規模は一辺 5m前後であろう 。壁は，ほぼ垂直に掘込まれている。壁高は2cm""'19cmを測り，北側にす

すむに従って低くなっている。床面は平坦で，全体に軟弱である。壁溝(幅1Ocm ""' 16cm，深さ3cm前後)は，

調査範囲内では全周する。住居西側から 2本の主柱穴を検出した。南西側の床面からはP2(径52cmX54cm，

深さ36cm)を検出したが， P1(現存径29cmX 33cm，深さ9cm)は258の床面に下部が遺存していた。覆土は，

ローム粒を含む暗褐色土が堆積している。

遺物は南側の床面から，須恵器杯，土師器杯・聾などが出土している。1は須恵器杯である。やや内傾

する短い口縁部のたちあがりと，水平にのびる受部をもっ。2は内外面が赤彩された土師器杯である。と

もにP2の北側床面から出土している。3""'8は平安時代の土器で混入品である。

261 (第139図，図版16)

調査区の北， C 7グリッドに位置する。西側は調査区域外にかかるため，東側2/5の調査である。

平面形態は方形を呈し，東壁長は4.4mを測る。北壁長2.6m・南壁長1.1mを検出できた。規模は，

辺4.5m前後と推定される。主軸方位はN-250 -Wである。壁はほぼ垂直に掘込まれている。壁高は，

12cm""'34cmで東壁側を除いては低くなっている。床面は平坦で，カマド周辺から柱穴に固まれた範囲は堅

績であるが，壁際周辺はやや軟弱である。壁溝(幅12cm""'18cm，深さ3cm前後)は，北コーナーで一部途切

れているが，そのほかは調査範囲内では全周する。2本の主柱穴 (P1径46cmX 60cm・深さ44cm，P2径

42cm X54cm・深さ32cm)が，東側で検出された。覆土は暗褐色土が主体である。住居中央の覆土中層に，

砂質粘土が投棄されて堆積している。

カマドは北壁に設けられているが，左袖部は大半が調査区域外にかかっている。壁への掘込みは6cm程

度と浅く，煙道部の立上がりは緩やかである。天井部は崩落し，右袖部が遺存していた。火床は皿状に

8cm掘窪められ，灰や焼土が堆積していた。

遺物は少なく，土師器杯などが出土している。9は土師器杯で，内外面が赤彩されている。P1周辺の覆

土下層から出土した。10は混入した奈良時代の須恵器杯の底部である。

271E (第140図，第17・18表，図版58・61)

調査区の北端， B 6グリッドに位置する。西側は緩斜面で調査区域外にかかり，平安時代の住居跡271

A""'Gが複雑に重複している区域である。住居の東側1/3の調査である。
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第140図 271E及び出土遺物

平面形態、は，南東コーナーが丸みをもっ方形である。東壁長は3.4mを測り ，南壁長は1.5mを検出し

た。規模は一辺3.5m前後と推定される。壁は緩やかに掘込まれ，壁高は65cm"'71cmである。床面は平坦

で，全体に堅績である。壁構(幅l1cm"'21cm，深さ2cm"'5cm)は，幅が広く調査範囲内では全周する。2本

の主柱穴(P1現存径41cm・深さ31cm，P2径37cmX42cm.深さ51cm)が検出されたが， P1は西側が調査区域外

にかかっている。P1の南側の床面には粘土ブロックがlOcmの厚さで堆積していた。覆土は，ソフトローム

粒を多く含む暗褐色土が主体である。

遺物は住居全面から，土師器聾，石製模造品(剣形品・有孔円板)，鉄嫉などが出土している。 1の聾は

長胴で口縁部がわずかに外反する。北壁際の覆土中層から出土した。 2"'4は剣形品， 5は単孔の有孔円

板である。表面を研磨されているが，っくりは全体に雑である。剣形品は，柱穴問の覆土中層にまとまっ

て出土している。6は鉄鉱の鍛身で， 先端と下部を欠損する。片丸造である。現存長2.2cm・幅0.9cm・厚

さ1mmを測る。形態から長頚錬群の鉄鎖であろう。東壁際の床面直上から出土した。

283 (第141図，図版16・44・45)

調査区の南西， G4グリ ッドに位置する。 北東側に098の周溝が巡っているが重複はなく ，住居跡全体

を完掘できた。

平面形態は方形を呈し，規模は3.05m X 3. 15mである。主軸方位はN-4r-wである。壁は北東壁では

垂直に掘込まれているが，そのほかの掘込みは緩やかである。壁高は26cm'" 35cmで北側が高くなってい

る。床面は凹凸があり ，南西側を除いた広い範囲がよく踏み固められ堅轍である。壁溝(幅8cm'"17cm，深

さ4cm前後)は，カマド部分を除いて全周する。柱穴は確認できなかったが，出入り 口施設に伴 うピット
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(径20cmX24cm，深さ13cm)を南西壁際から検出した。このピットの北西側に隣接して，浅い楕円形の土坑

(径38cmX 70cm，深さ7cm)が設けられ，軽石 1点が出土した。住居の中央から北東壁にかけての範囲に，

焼土が広く堆積していた。焼土は床面から10cmほど上の覆土中層から堆積しており，住居廃絶後に周辺か

ら投棄されたと考えられる。また，東コーナー付近には焼土の下から砂質粘土のブロックが検出された。

覆土は，褐色土を主体に暗褐色土が混在している。

カマドは北西壁中央に設けられている。壁を15cm小さく掘込み，煙道部は緩やかに立上がる。遺存状態

は比較的良好で，左袖部の上部にわずかではあるが天井部の痕跡も残っている。左袖部の側面にはローム

を固く締めて貼り付けている。火床は10cmほど掘窪められ，底面はよく被熱されていた。土師器聾がなか

から出土している。

出土遺物は多く，住居北東側の床面から焼土中にかけて，須恵器杯，土師器杯・聾などが出土してい

る。 1は須恵器杯である。口縁部のたちあがりは短く内傾している。受部はやや上方にのびる。底部外面

にへラ記号が残る。 北東壁際の覆土上層からの出土である。 2"-'7は土師器杯である。 4"-'6は内外面が

黒色処理されている。 7は器面が磨滅しているため判然としないが，黒色処理されていた可能性もある。

4はほぼ完形で，住居中央の覆土中層から出土した。8の器台は混入品である。受部から貫通孔が通る。

脚部には円形の透孔が三方に設けられている。9・10は高杯の杯部である。丸みをもって立ち上がり，中

位で稜を形成し口縁部は外反する。内外面はミガキで仕上げられている。 11"-' 14は聾である。11は住居中

央に散在して出土した。13は器面に斜方向のミガキが施されている。

286 (第142図，図版16)

調査区の南， G6グリッドに位置する。北東側の大半が調査区域外にかかり，南西壁側をわずかに検出

した。南西壁の北側の一部を，溝状遺構280に削平されている。

平面形態は方形になると考えられ，南西壁長は4.4mを測る。北西壁長1.0mを検出できた。壁は，北側

では垂直に掘込まれているが，南側では緩やかである。壁高は23cm"-' 26cmで、ある。床面は凹凸があり，や

や軟弱である。壁溝(幅14cm"-'23cm，深さ4cm)は，南西壁の南側に巡っている。柱穴は検出されていない。

覆土は，褐色土と暗褐色土を主体に暗黄褐色土が混在する。

遺物は，北側の床面から須恵器杯 ・聾片などがわずかに出土しているが，図示できるものはない。

287 (第142図，図版16)

286の北西に隣接する。北東側は調査区域外にかかり，壁や床面の一部を，重複する平安時代の土坑

292・318・319に，それぞれ削平されている。

平面形態は方形を呈し，南西壁長は3.3mを測る。北西壁長2.7m，南東壁長は1.8mを検出できた。規

模は，一辺3.5m前後と推定される。主軸方位はN-420-wである。壁は，部分的にやや緩やかに掘込ま

れ，壁高は17cm "-' 32cmで西側が高くなっている。床面は凹凸があり，全体に堅轍で特に中央部には硬化面

が広がっている。壁溝(幅10cm"-'19cm，深さ4cm"-'8cm)は， カマド部分を除いて調査範囲内では全周する。

柱穴は検出されていないが，出入り口施設に伴うピット(径32cmX 33cm，深さ9cm)が，南東壁際中央の床

面から検出され，底面にあたり痕が確認された。覆土は，暗褐色土に黒色土や暗黄褐色土が混在する。

カマドは北西壁に付設されている。上面は土坑318に削平されており，遺存状態は良好ではない。天井

部は崩落し，両袖部がわずかに遺存していた。壁を17cm掘込み，煙道部はほぼ直角に立上がる。両袖聞は

56cmと幅広で，火床部が広く設けられている。火床の掘込みは浅いが，焼土が広く堆積していた。カマ ド
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第142図 286， 287及び出土遺物

内からは，図示できなかったが土師器費片が出土している。

出土遺物は少なく，土師器杯 ・聾などが出土している。2は土師器杯である。口縁部と体部との境に段

が形成されている。口縁部は開くように立上がる。内面はミガキで仕上げられている。3は聾の底部であ

る。2・3はカマド火床周辺の床面から出土した。 1の須恵器杯片は混入品である。

307， 326 (第143・144図，第18表，図版16・45・58)

調査区の南西， G4グリッドに位置する。南西側は次第に緩斜面になっている。南東側は調査区域外に

かかり，住居の北西側1/2の調査である。調査範囲の中央を北東一南西方向にケーブルの埋設による撹乱を

受けている。北西側は326(後期)と重複しており，あわせて報告する。

平面形態は方形を呈し，北西壁長は9.3mを測る。北東壁長4.5m，南西壁長4.4mを検出できた。規模

は，一辺9.5m前後と推定される。主軸方位はN-47" -Wである 。 壁は垂直に掘込まれ，壁高はllcm~38cm

を測り，南西側が高くなっている。床面はほぼ平坦で，堅微な面はほとんど確認されていない。壁溝は調

査範囲では検出されていない。主柱穴は北西側の床面から 2本 (P1現存径42cmx 58cm・深さ69cm，P2現存

径84cm・深さ62cm)が検出されたが，ともに上部が撹乱を受けている。方形の貯蔵穴(75cmx 104cm，深さ

84cm)は，カマドの北東側に設けられている。内部からは土師器杯・聾がまとまって出土した。カマドの
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第144図 307， 326出土遺物

南西側から南西壁にかけての壁際と北西壁中央に，焼土が投棄されたように堆積していた。覆土は，ロー

ムブロックを多く含む暗褐色土が主に堆積しており，埋戻されたような状況である。

カマドは北西壁中央に設けられている。壁を15cm小さく掘込み，ほぼ直角に立上がる煙道部を形成す

る。天井部はすでに崩落していたが，両袖部は良好に遺存していた。袖部内壁の火床側から煙道部にかけ

ての範囲は，よく被熱され赤化している。火床は8cm皿状に掘、窪められ，底面は被熱していた。カマド内

からは土師器護片などが出土している。

遺物は，南西側を中心に 1~12の土師器杯・窒や手裡ね，石製模造品(有孔円板)が出土した。 1~7 は

土師器杯である。器面にミガキが施されているものが多い。7は内外面が赤彩されている。3は貯蔵穴や

周辺の覆土下層から， 4はカマド右袖上からの出土である。8は手担ねである。9は護の体部下半で，貯

蔵穴内から出土した。 10は弥生土器の査の底部である。外面を赤彩されている。貯蔵穴内に混入してい

た。 11の支脚はカマド左袖上から出土した。

326は北西側が調査区域外にかかり，南東側の大半が307と重複し削平されている。調査は，その聞の帯

状の区域と，南西コーナ一周辺について行った。平面形態は方形を量し，南壁長は5.3mと推定される。

壁はやや緩やかに掘込まれ，壁高は南西側で35cm~40cmである。床面は凹凸があるが，堅績である 。 壁溝

は検出されていない。検出された主柱穴のうち， P1 (現存径45cm，深さ 104cm)とP2(現存径42cm，深さ

89cm)は，調査区域外に北西側が入り込んでいる。 P3(径35cmX37cm，深さ75cm)は307の床下から検出され
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た。床面には，中央部から北東壁にかけて炭化材が分布している。焼土の検出は少ないが，火災を受けた

住居であろう 。覆土は，暗褐色土(ソフトロームを多く含む)を主体に黒褐色土が混在している。

出土遺物は少なく，土師器杯・聾片が覆土中からわずかに出土している。このうち図示できたのは， 13 

の土師器杯である。内外面を赤彩されている。

308 (第145図，図版16・45)

調査区の南西， G4グリッドに位置する。北コーナー付近を310に削平されている。南東側はほとんど

調査区域外にかかっている。北西壁側の遺物が多く出土したカマド周辺を中心に，調査を行った。

平面形態は方形を呈し，北西壁長は6.4mを測る。主軸方位は概ねN-460-wである。壁は垂直に掘込ま

れ，壁高は27cm~31cmで、ある 。 カマド前面の床面は，ほぼ平坦で堅微である 。 柱穴や壁溝は検出されてい

ない。覆土は，暗褐色土を主体に黒色土が一部混在する。

カマドは，北西壁中央に壁を30cm縦長に掘込んで設けられ，煙道部はほぼ直角に立上がる。天井部は崩

落していたが，両袖部は比較的良好に遺存し内壁は被熱していた。火床の掘込みは浅く，被熱は弱い。カ

マドの内部から前面や右袖部にかけての範囲に，土師器費や高杯などが集中して出土している。

遺物はカマド周辺から， 1 ~7 の須恵器蓋や土師器杯・高杯・椀・奮が出土している 。 1 は須恵器蓋で

ある。天井部は平坦にへラケズリされている。カマド左袖脇の床面から出土した。2の土師器杯は， 282 

溝状遺構と重複する位置からの出土である。カマドの前面からは，高杯(3 )，椀(4)，聾(5・6)がまと

まって出土した。7の聾は，カマド右袖に沿うような出土である。

317 (第145図，図版45)

調査区の南西， G4グリッドに位置する。南西側が調査区域外にかかる。調査時には，住居跡の西コー

ナー付近にあたる部分を検出したと考えていた。しかし，北コーナーが丸みをもって南東方向に延びてい

ることや規模から，貯蔵穴である可能性が高い。周辺にはこれに該当する住居跡は検出されていない。

平面形態は，北コーナーが丸みをもっ方形になると考えられる。北西側は0.96mを測り，規模は0.8

m X 1. Omと推定される。ほぼ垂直に掘込まれ，深さは50cmである。底面は平坦である。埋土は，暗褐色

土が主に堆積している。下層ではローム粒やロームブロックを多く含み，締まりも弱いことから，埋戻さ

れたと考えられる。底面の10cm上から，底部を欠損した土師器聾(8 )が出土した。

2 古墳

098 (第146図，図版17・45)

位置と現況

調査区の南西， G4グリッドに位置する。支谷を南に臨む台地の平坦地である。南側は調査区域外にか

かり，北西側の上面を平安時代の住居跡313と溝状遺構282に削平されている。調査は，昭和63年度に北東

側1/4を，西側は平成4年度に実施している。主に周溝の調査であり，埋葬施設は調査区域外の墳丘内に

存在していると思われる。

墳形と周溝

円墳である。南西側の周溝の一部が，幅が狭く直線的になるほかは，やや楕円形を呈している。

周溝は全周すると考えられ，外縁径 ・内縁径は東西で11.3m . 9. 1mを測る。南北は10m前後で，東西

に長い楕円形と推定される。上端幅はO.65m~ 1. 35mを測り，北側から北東側が広くなっている。溝底幅

はO.4m~0. 95mで、北東側が最も広いが，北側から南西側にかけては次第に狭くなっている。底面はほぼ
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~5・

4m 

平坦である 。 掘込みは全体的に緩やかで，深さは12cm~28cmで、ある 。 西側が比較的深いほかは，全体に浅

くなっている。覆土は，暗褐色土と黒褐色土を主体に褐色土や暗黄灰色土が混在している。

周溝の出土遺物

遺物は，周溝内から土師器杯・聾の破片がわずかに出土している。1は，西側周溝の覆土中から出土し

た土師器杯である。内外面が赤彩されている。2・3は混入した警や甑の底部である。

第 3節遺構外出土遺物

確認調査時のトレンチ，城ノ台行人塚の盛土や，遺構に伴わずにグリッドから出土した遺物をまとめて

報告する(第147~149図，第17 ・ 18表，図版46 ・ 58~60) 。
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天1は須恵器蓋である。天井部はやや丸みをもち，1 "-'14は古墳時代前 ・中期に属する土器類である。

2・3は土師器杯で，底部が口縁部はやや聞いている。井部と口縁部との境は，突出して稜を形成する。

5・6は4は椀である。平底で口縁部がわずかに外反する。2は内外面が赤彩されている。平底である。

7は大きく開く口縁部をもっ鉢である。外面と口縁部の内5は口縁部内外面に刷毛目が残る。柑である。

口縁部や体部上半は刷毛で調整8"-'11は聾で，面は，局Ij毛で調整された後にミガキで仕上げられている。

中位に段を形されている。12"-'14は壷である。12は口縁部に刷毛目が残る小型査である。13の口縁部は，

口縁部を貼り付けている。成している。14は二重口縁で，

口縁部のたちあがりは15"-'26は後期に属する土器類である。15"-'17は須恵器杯である。肩平な形態で，

短く内傾し，受部はやや上方にのびる。15"-'21は杯である。21は口縁部と体部との境に段が形成されてい

る。22"-'24は手担ねやミニチュア土器である。23は壷のミニチュア土器で，指頭により成形されており ，

部分的に指頭痕が残る。24は小型鉢であろう 。25は聾，26は甑である。

27 "-'44は滑石製の石製模造品である。内訳は，剣形品(27"-'36)・有孔円板(37"-'43)・勾玉(44)である。

36は基部に穿孔もみられず，両面が研磨されていないことから，未成品と考えられる。形剣形品のうち，

態的には，基部が台形を呈し，身部との境が明瞭で錆の稜線が形成されているもの(28・31・35)，基部が
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方形で身部との境が不明瞭だが錆の稜線が明瞭なもの(32・34)が多いが， 30のように基部は台形だが身部

との境が不明瞭なものや，形態が変化し組雑なっくりで鏑の稜線のないもの (27・29)もある。有孔円板は

いずれも双孔で，両面を研磨されている。形態は円形であるが， 41のように楕円形を呈しているものもあ

る。大きさは，径3cm(37)から径1.7cm (43)までと不揃いである。44の勾玉は完形である。肩平なっくりで

両面を研磨されている。長径3.2cm・短径1.7cm，腹部径O.5cm x 1. 2cm，孔径1.5聞を測る。重量は3.91g 

である。45は滑石製の勾玉で，全体に丸みをもっ。両面は粗く研磨されている。長径2.1cm・短径1.3cm， 

腹部径O.55cm x O. 80cm，孔径2凹を測る。重量は1.84 gである。46・47は緑色凝灰岩製の管玉で，淡灰緑

色を呈している。46は完形で，長さ26mm・径4剛 X5mm，重量は1.05 gである。両側から穿孔され，孔径

2. Omm "" 2. 5mmである。表面の研磨はやや組い。47は一部を欠損するが，表面は丁寧に研磨されている。長

さ23mm・径4.Omm X 4. 5mm，重量は0.85gである。両側から穿孔され，孔径2.5mm""3. Ommで、ある。48は滑石

製の紡錘車で，側面の一部を欠損する 。肩平な形態で，径上面3.2cm・下面1.7cm，厚さ0.7cm，孔径

7.5mm""8.5mmを測る。49は滑石製の臼玉である。径1.3cm・高さ7mm・孔径4.5mmを測る。

50""53は土玉である。50は径3.2cm・高さ3.0cm・孔径5mm，51は径3.6cm・高さ3.0cm・孔径5mm，52は径

4.1cm・高さ3.3cm・孔径6mm，53は径4.3cm・高さ4.0cm・孔径7.5mmをそれぞれ測る。54""56は管状土錘で

ある。54は卵形に近い形態で， 一部を欠損する。長さ4.6cm・径3.2cm X 3. 4cm・孔径7聞を測る。55は円筒

状を呈し，長さ3.7cm・径3.7cm X 3. 9cm・孔径14mmを測る。56は細い管状で，両端を欠損する。現存長

3.9cm・径1.4cm X 1. 5cm・孔径4.5mmを測る。57・58は砥石である。ともに凝灰岩製である。57は下部を欠

損する。全面がよく研磨されている。現存長6.4cm・幅4.3cm・厚さ1.8cmを測る。58は上端と下部を欠損

する。側面がよく研磨され， 一部が二次焼成を受けている。現存長11.2cm・幅7.4cm・厚さ5.5cmを測る。
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第 6章 奈良・平安時代

奈良 ・平安時代の遺構は，竪穴住居跡55軒 ・掘立柱建物跡5棟 ・地下式土坑2基 ・粘土採掘坑6基 ・土

師器焼成坑 6基 ・土坑18基などで構成されている。これらの遺構は，台地の北端から南側にかけての台地

縁辺部を中心に分布している。集落は古墳時代後期から引き続いているが，遺構数は次第に減少する。こ

れらのなかで特に注目されるのは，同一遺跡内から土器生産に関連する土師器焼成坑と粘土採掘坑が検出

されたことである。また，複数の遺構から緑紬陶器の破片が出土しており，未調査の範囲に重要な遺構が

存在していたことも考えられる。

なお，前章でも記載したように，本遺跡では狭長な範囲の調査のため，床面 ・柱穴・炉など一部が漸く

検出できた遺構についても，その性格が判断可能なものは，それぞれの種別に含めて報告する。

第 1節奈良時代の遺構

1 竪穴住居跡

この時期の竪穴住居跡は15軒と少ないが，台地中央部から東側にかけての範囲に主に分布している。大別

すると，中央部から北西側斜面にかけて分布するグ、ループと，東側に主に展開するグ、ループにわけられ

る。台地の南側や北側では分布は稀薄になる。

013 (第150図，図版17・46)

調査区中央やや北西寄り， E 4グリッドに位置する。上面が全体に削平されており，特に北西側では壁

が低くなっている。住居跡012・014・015(古墳時代)と重複し，各遺構を削平している。

平面形態は横長の方形を呈している。規模は5.4m x6. 2mを測り，主軸方向が短くつくられている。主

軸方位はN-61 0 -Wである 。 壁は垂直に掘込まれている 。 壁高は20cm~37cmを測り ， 北東側が比較的良好

に遺存し高くなっている。床面は平坦で，カマド前面から南東壁際までの中央部に硬化面が広がってい

る 。 壁溝(幅14cm~20cm，深さ 5cm~8cm) は，南東壁から南西壁までは全周しているが，北東壁では東側の

一部まで、巡っている。北西壁では検出されていない。床面から検出された主柱穴は，深さが一定している

P1からP4である (P1径7lcmX75cm・深さ70cm，P2径55cmX 60cm・深さ72cm，P3径cm67X 78cm・深さ76cm，

P4径69cmX 74cm・深さ72cm)0 P5 (径38cmX 53cm)は，出入り口施設に伴うピットであろう 。主柱穴の埋土

は一様で，ロームブロックを多く含む黄灰色土の上に暗褐色土が堆積している。住居の覆土は，暗褐色土

を主体に暗黄灰色士や黒褐色土が混在する。

カマドは北西壁中央に設けられているが，上面を削平されており赤化した袖部内壁が露呈している。壁

を12cmほど円形に掘込んで，緩やかに立上がる煙道部を形成する。天井部は崩落し，袖部も裾が押し潰さ

れたように左右に広がっている。火床は8cm掘窪められ，被熱で赤褐色に変色した内壁や黒灰色土が堆積

していた。

遺物は，須恵器杯 ・蓋，土師器杯(7)・費(8 )や鉄製品が，床面直上や覆土中から出土している 。 1 ~

3は須恵器葦である。 1は完形で，宝珠形の低いつまみをもっ。南東壁際の床面から 8の聾とともに出土

した。 3 は内側にかえしが付いている 。 口縁部の下方までは突出していない。 4~6 は須恵器高台付杯で

ある。底部が高台とほぼ同じ高さにつくられている。高台の断面形は方形に近い形態である。底部は全面

- 188 -



E
h
円

N

・l
l

符

:二¢時三弘二お7m

1 砂質暗褐色土

2黒灰色土

3赤褐色土

4赤褐色土焼土粒を多く含む

5砂質黄灰色土
6 赤褐色砂質粘土

⑧ 

014 

015 

012 

(2) 

匂

旬 、「J

(Q)J 

B. 

m
 

54・t
d主主主三三塾、

(1/40 ) 。

B' 
-一・24.0m

A' 

人止区
B 

メ三云~ 、、h
ば

一一・24.0m
A 

』二三~3L 
4m ( 1 /80) 。

or::コ二

￥三主二ゴ¥ャーとj

KJニ1-..ヌヒゴ二y

9 

。 5cm (1/2) 。
一、

10cm 

013及び出土遺物

189 

(1/4 ) 

第150図

。



回転へラケズリである。床面直上から覆土上層にかけて分布している。 9の支脚はカマド左袖部の上面か

らの出土である。10・11の鉄製品はP2に隣接して出土した。10は棒状の工具の一部で，両端を欠損する。

現存長5.0cm・断面は正方形(9mmx 9mm)である。11は刀子の茎の一部であろう 。身部側を欠損している。

現存長3.1cm・幅6剛 ""'8mm・厚さ3mmを測る。

017 (第151図，図版17)

調査区中央やや北西寄り， E 4グリッドに位置する。北西側が調査区域外にかかり，カマドの構築材で

ある砂質粘土が調査範囲内の床面まで流出している。018・022と重複し一部を削平しているが， 018の覆

土中に南東壁と南西壁が構築されているため，壁の範囲等は判然としない。

平面形態は方形を呈し，北東壁長3.8mが検出で、きた。南東壁長は現存で3.7mであろう 。規模は， 一辺

4.5m前後と推定される。主軸方位は概ねN-400-wである。北東壁は垂直に掘込まれ，壁高は17cm前後で

ある。床面はやや凹凸があり，硬化面が中央部から南東壁にかけて検出された。特に南東壁側では東西に

広がっている。壁溝は検出されていない。主柱穴と思われるピットは，南東側で 2基 (P1径18cmx21cm ' 

深さ52cm，P2径15cmx 18cm・深さ23cm)が検出されたが，北西側では確認できなかった。覆土は，暗褐色

土を主体に暗黄褐色土や暗黄灰色土が混在する。カマドは北西壁に設けられているが，詳細は不明である。

出土遺物は少なく，図示できたのは須恵器高台付杯(1)と土師器聾(2 )である。 1は体部下端に稜をも

ち，高台は断面方形である。床面直上からの出土である。2は聾の口縁部片で，床面から出土した。
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092A (第152図)

調査区の南西， F 4グリッドに位置する。南西側は調査区域外にかかり，南東側で092Bを削平してい

る。調査できたのは住居の北東側3/5である。カマドが北西壁と北東壁の 2か所から検出されたが，北西

壁側のカマドAの方が新たに付設されたものである。

平面形態は方形を呈し，北東壁長は5.6mを測る。北西壁長2.9m・南東壁長3.4mを検出した。規模は，

一辺5.5m前後と推定される。主軸方位はN-440-wである。壁はほぼ垂直に掘込まれ，壁高は36cm'"'-'39cm

である。床面は凹凸があり，中央の東側を除いて硬化面が広がる。壁溝(幅8cm'"'-'21cm，深さ8cm'"'-' 12cm) 

は，カマド部分を除いて調査範囲内では全周する。主柱穴は，北東側で 2本 (P1径44cmX 51cm・深さ60cm，

P2径75cmX95cm・深さ69cm)が検出された。覆土は，暗黄灰色土を主体に暗黄褐色土や黒褐色土が混在する。

カマドは2か所に付設されていた。カマドAは北西壁に設けられているが，南西側が調査区域外にかか

るため，右袖側を調査した。壁を20cm掘込んで，角度をもって立上がる煙道部を形成する。天井部は崩落

し，右袖部が残っているが遺存状態はあまり良好ではない。火床の掘込みは浅く，被熱は弱い。カマドB

は，北東壁中央に壁を35cm大きく掘込んで付設され，直角に立上がる煙道部が遺存していた。袖部はすで

に除去されており，皿状にlOcm掘窪められた火床が確認できた。

遺物は，住居のほぼ全面から出土しているが，特に須恵器躍，土師器聾，土玉などが北コーナ一周辺に

まとまっている。 1は須恵器杯である。住居南側の床面から出土した。2は須恵器躍の口縁部であろう 。

明灰色を呈し，内面に自然紬がかかっている。3・4は聾である。4は長胴のタイプで，口縁部は大きく

外反する。5は土玉である。1/2の遺存で，現存径3.4cm・高さ2.8cm・孔径7rnmを測る。

095A (第153図，図版17・46)

調査区の南西， F 4グリッドに位置する。北西側は調査区域外にかかり，南東側は095Bと重複する。

平面形態は方形を呈し，北東壁長4.55m・南東壁長4.35mを測る。北西壁長は2.85mを検出した。規模

は， 一辺4.5m前後と推定される。主軸方位はN-390 -Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は遺存の良い

北コーナ一周辺で34cmである。床面は平坦で， P1から南東側に硬化面が広がっている。壁溝は検出されて

いない。主柱穴は，北東側から 2本(P1径51cmX 64cm・深さ61cm，P2径40cmX48cm・深さ57cm)と，南西側

からP3(径71cmX72cm，深さ52cm)が検出された。P1とP3の底面には柱のあたり痕が確認されている。

カマドは北西壁に設けられている。壁を13cm小さく掘込み，緩やかに立上がる煙道部を形成する。天井

部は崩落していたが，袖部が遺存していた。内壁も崩れており遺存状態は良好ではない。火床はlOcm掘窪

められ，黒灰色土が堆積していた。カマド煙道部上面からは土師器警(5 )が出土している。

遺物はカマド周辺から，土師器聾を中心に出土している。 1は球形の体部をもっ口径15cm前後の中型の

聾で，口縁部と体部との境には明瞭な稜が残る。カマドの東側から出土した。 2'"'-'5は口径21cm前後の長

胴の聾である。くの字状に外反する口縁部をもっ。4は，体部の器面に凹凸が著しい。カマド前面の床面

から出土した。カマド煙道部上面から出土した 5は，薄い器厚のっくりである。

112 (第154図，図版17・46・60)

調査区中央， E 6グリッドに位置する。北西壁の西側が保存樹木のため未調査である。114と西側で重

複し，一部を削平している。カマドが北西壁と北東壁の 2か所から検出されたが，北西壁側のカマドAの

方が新たに付設されている。
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第152図 092A及び出土遺物

。 (1/4) 10cm 

平面形態は正方形を呈し，規模は3.60m x 3. 65mで、ある。主軸方位はN-380 -wである。壁はやや緩や

かに掘込まれ， 壁高は34cm~38cmで、ある。床面は凹凸があり ， 中央部が良く踏み固められ堅1徴である。壁

溝(幅13cm~23cm，深さ 5cm~12cm) は，比較的幅が広くつくられており ， カマドAの部分を除いて調査範

囲内では全周する。柱穴は検出されていない。南西壁際中央の床面から，弧状を呈する5cmほどの浅い窪

みが検出された。これは旧カマドBの対面に位置していることから，当初の出入り口施設に伴うピットで

あろう。覆土は，黒褐色土を主体に暗褐色土や黄暗褐色土が混在する。
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カマドは 2か所に付設されていた。カマドAは，北西壁中央のやや北寄りに設けられている。壁を27cm

円形に大きく掘込み，緩やかに立上がる煙道部を形成する。天井部は崩落していたが，両袖部が遺存して

いた。袖部内壁の一部は被熱で赤化している。火床の掘込みは浅く，被熱も弱い。底面には炭化粒と砂質

粘土が堆積していた。カマドBは，北東壁やや南寄りに設けられていた。カマドAと同様に，壁を30cm円

形に大きく掘込み，緩やかに立上がる煙道部を形成している。火床は壁溝に削平されていたが，よく被熱

した底面が確認された。

遺物は，土師器杯 ・聾，土製丸玉などが住居の北東側を中心に出土している。 1は完形に近い杯であ

る。底部はやや丸みをもつが，平底を意識してへラケズリされている。カマドB前面の床面直上からの出

土である。2の警は，口縁部と体部との境に明瞭な稜をもっ。カマドA周辺から出土した。3は土製の丸

玉で，両端が平坦なっくりである。明褐色を呈し，径2.2cm・高さ1.7cm・孔径5mmを測る。

161C・D(第155図，図版17・46)

調査区の北西， D 5グリッドに位置する。各時代の住居跡が狭長な範囲に密集している。北東壁と南西

壁は調査区域外にかかり ，北側で161C (時期不明)に削平されている。南東側では161E. J . Kと重複す

る。161Cは出土遺物がないため正確な時期は不明であるが，ほぼ同時期か平安時代の住居跡である。重

複しているので，あわせて報告する。

161Dの平面形態は方形を呈し，北西壁長2.4m・南東壁長1.5mを検出できた。規模は，一辺4.0m前後

と推定される。主軸方位は概ねN-380-wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は20cm""'30cmである。床面
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第155図 161C . D及び出土遺物

は凹凸があるが，全体に堅徴である。壁溝(幅10cm""14cm，深さ2cm""5cm)は，検出した範囲で、は巡ってい

る。主柱穴は4本(P1径50cmX 53cm・深さ58cm，P2径45cmX48cm・深さ43cm，P3径50cmX54cm・深さ51cm，

P4径55cmX 64cm・深さ72cm)が検出できた。P4の底面に柱のあたり痕が確認された。覆土はローム粒を多

く含む暗褐色土が主体である。

カマドは北東壁に設けられている。壁をわずかに5cm掘込み，楕円形の煙道部を形成している。煙道部

は底面から段をっくりながら，角度をもって立上がる。天井部は崩落し，内部から被熱で赤化した内壁の

破片が検出された。袖部は良好に遺存しており，内壁は被熱している。火床は8cm掘窪められ，底面はよ

く被熱されて焼土が堆積していた。左袖部の内壁寄りに出土した土師器奮の口縁部(3 )は， 161Aの砂質

粘土中から出土した破片と接合した。

遺物は，カマド周辺から土師器杯などが出土している。1・2は土師器杯で，カマド内から出土した。

1は平底に近い底部から，明瞭な稜を形成しながら口縁部が立上がる。2は平底の底部を大きく削りだし

ている。3の聾の口縁部は，端部が折り返されてような形態である。

161Cは161Dの北側に位置している。北東側の大半は調査区域外で，南西側1/4の調査である。平面形

態はコーナーがやや丸みをもっ方形を呈し，南西壁長は3.2mを測る。規模は一辺3.3m前後と推定され，

小型の住居跡で、ある。壁は垂直に掘込まれ，壁高は15cm""18cmである。床面は平坦で，全体に堅徴であ

る。壁溝(幅lOcm""13cm，深さ3cm"" 8cm)は，検出された範囲内では全周する。2本の主柱穴 (P1現存径

45cm・深さ32cm，P2現存径55cm・深さ24cm)が検出されたが，いずれも調査区域外にかかっている。覆土

は，黒色土を主体に暗褐色土が混入する。出土遺物はない。

- 195 -



204A (第156図，図版18・46・47)

調査区の南東， F 7グリッドに位置する。北西コーナーの一部が調査区域外である。西壁の大半は同時

期の204Cに削平されている。204Bと北側で重複し，削平している。カマドを南東コーナーにもつ特異な

住居跡である。

平面形態はコーナーが丸みをもっ方形を呈し，東壁長3.25m ・南壁長3.3mを測る小型の住居跡である。

壁は垂直に掘込まれ，壁高は23cm"-'27 cmである。床面は平坦で，全体に堅徴である。壁溝(幅13cm"-'23cm，

深さ5cm前後)は，検出された範囲ではカマド部分を除いて全周する。床面から 3基のピットが検出され

た。連結しているPl(径46cm，深さ17cm)とP2(径42cm，深さ12cm)は，カマドの対面に位置しているが，い

ずれも浅い。P3(径13cmX15cm，深さllcm)は，出入り口施設に伴うピットであろう 。カマドの前面の床面

から，厚さ17cmの砂質粘土のブロックが検出された。覆土は，黒褐色土と暗褐色土が堆積している。

カマドは南東コーナーに設けられている。煙道部の一部にピットによる撹乱を受けている。壁を20cm張

出すように，直角に立上がる煙道部をっくりだしている。内壁が被熱で赤化した天井部は崩落していた

が，袖部はよく遺存していた。火床の掘込みは浅く，被熱も弱い。カマド内からは須恵器杯(2 )と土師器

護(4)が出土し，カマド周辺の破片と接合している。

遺物の出土は少なく，南側から須恵器杯 ・蓋，土師器聾などが出土している。 1は須恵器蓋で，胎土に

雲母を多く含む。2は須恵器杯である。底部を回転へラ切り後，多方向の手持ちへラケズリを行っている。

4は土師器聾で，口縁部がくの字状に外反し，小さめの底部がつく 。器厚が全体に薄いっくりである。

204C (第156図，図版18)

北西側の大半は調査区域外にかかり，東壁長2.4mと南壁長1.9mを検出した。壁は垂直に掘込まれ，壁

高は24cm"-' 28cmである。床面は，凹凸があり堅徴である。壁溝は検出されていない。柱穴(径21cmX 27cm， 

深さ29cm)は西寄りに 1本のみ検出された。覆土は，褐色土と黒褐色土を主体に暗褐色土が混在する。

出土遺物は少なく，図示できたのは 3の須恵器杯の破片である。

214A. 238 (第157図，図版18・47・61)

調査区の南東，F 6グリッドに位置する。南東側は調査区域外である。3軒の住居跡が重複し，北西側

で214Cを削平している。北側で同時期の214Bと重複し，壁の上面を削平されているが，壁構や床面は遺

存していた。住居の北西{JlJJ1I3の調査である。貼床下から検出された土坑238もあわせて報告する。

平面形態は方形を呈し，南西壁長は5.7mを測る。検出できた北東壁長はO.7m，南西壁長は2.7mであ

る。主軸方位はN-400 -Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は遺存状態の良好な西コーナー付近で52cm

を測る。床面は凹凸があるが，全体に堅織である。壁溝(幅14cm"-' 25cm，深さ4cm"-' 7 cm)は，カマド部分を

除いて調査範囲内では全周する。床面から 2本の主柱穴を検出した。P1(径83cmX 102cm，深さ50cm)は完

掘できたが，P2 (現存径77cm，深さ58cm)は1/2が調査区域外にかかっている。覆土は，暗褐色土を主体に

暗灰褐色土と黒褐色土が混在する。

貼床除去後に，カマド前面から土坑238(長径1.7m，深さ20cm)を検出した。浅い土坑で，東側が調査区

域外へ延びている。北西寄りにさらに方形の土坑(52cmX 70cm，深さ28cm)をもっ。カマドの前面に位置す

ることになるため，貯蔵穴の可能性は低いと思われる。

カマドは，北西壁中央に214Cの覆土を40cm掘込んで設けられている。天井部は崩落していたが，袖部

は良好に遺存し内壁は一部被熱のため赤化している。火床の掘込みは浅く ，焼土ブロックを含む黒褐色土
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1 暗褐色土 ローム粒 ー焼土粒を少量含む

2 黒褐色土 ローム粒を少量・焼土粒を含む

3 黒褐色土 ローム粒を少量含む

4 時褐色土 ロームプロックを多量含む

5黒褐色土 ローム粒を多量含む

6 黒褐色土 ロームプロックを微量含む

7 ロームプロック

8暗茶褐色土

9 暗茶褐色土新期テフラを含む

10黒褐色土 ロームプロックを含む

11褐色土 ロームプロックを少量含む

12褐色土 ロームプロック ・ハードローム粒を多く含む

13褐色土 ロームプロック ・ローム粒を含む

14暗褐色土 ローム粒を含む

15黒褐色土 ローム粒を少量含む

16暗褐色土 ローム粒を含む

17黒褐色士+暗褐色土 ローム粒を多く含む

18暗褐色土

19黒褐色土 ロームを多く含む

20黒褐色土

21暗黒褐色土 ロームプロックを多く含む

4 

B 

21 

。 ( 1 /80 ) 4m 。 (1/4 ) 10cm 

第156図 204A・C及び出土遺物

が堆積している。カマド内から 1の須恵器蓋の破片が出土した。

遺物は，須恵器杯 ・蓋，土師器杯 ・椀 ・聾，鉄製品などが覆土中から出土している。 1は須恵器蓋で，

宝珠形のつまみがつく 。2は土師器杯， 3は椀の底部である。4の奮の口縁部はくの字状に外反し，器厚

は薄い。カマド煙道部付近から出土した。 5は不明鉄製品である。現存長3.7cm・幅2.5cm・厚さ7mmを測

る。 6は鉄鉱の箆被から茎の部分である。接合はしないが，同一個体である。現存長は 2個体で9.5cm'

幅4mm"""6mm・厚さ3mm"""4mmを測る。覆土中層から上層にかけての出土である。
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214B (第157図，図版18・47)

214Aの北側に位置し，重複する 3軒の住居跡のなかでは最も新しいが，南西側は214A・Cを先行して

調査したため，壁や床面の状況などは不明である。南東側は調査区域外にかかり，検出できたのは北側の

1/4である。

平面形態は方形と考えられる。北西壁は214Cのカマドの東側を削平していることから，推定で長さ3.3

mである。規模が一辺3.5m前後の比較的小型の住居跡と想定される。主軸方位はN-360 -Wである。北側

の壁は垂直に掘込まれ，壁高は39cmで、ある。床面は平坦で，カマド前面から中央部にかけて硬化面が遺存

している。柱穴や壁溝は確認されていない。覆土は，黒褐色土を主体に暗褐色土が混在する。

カマドは北西壁中央やや北寄りに設けられている。壁を25cm掘込み，徐々に立上がる煙道部を形成す

る。天井部は崩落していたが，両袖部が遺存していた。袖部の内壁は被熱のため赤化している。火床の掘

込みは浅いが，底面はよく被熱していた。カマド内からは須恵器杯が出土している。

出土遺物は少なく，須恵器杯や土師器聾(8 )・甑(9 )などが，カマド周辺の床面直上から，わずかに出

土している。7の須恵器杯は，口径に対して底部が大きいっくりで，底部全面と体部下端は回転ヘラケズ

リで仕上げられている。明灰色を呈し，内外面に火樺痕が残る。カマド左袖付近からの出土である。

214C (第158図，図版47)

調査区の南東， F 6グリッドに位置する。北東側と南西側を214A.Bと重複し，それぞれ削平されて
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9 黒褐色土 ローム粒を多く含む

1 . 

。 ( 1 /80) 

E
∞刊
VN
---
偲

b b' 
ーー・24.8m

~年~
l黒褐色土黒色土粒主体 6 赤褐色砂質プロック
2 黒褐色土 ソフトローム粒吉む 7黒褐色土焼土粒を含む

3黒褐色土炭化材焼土粒含む 8赤褐色土焼土粒・灰主体
4 黒褐色土 ロ ム粒を含む 9 暗褐色士 ロームプロックを含む

5 黄褐色砂質プロック

4m (1/40 ) 1m 。

、手三ぞゴ '---_ __j_ - (， 
¥ / ¥ / / 
¥'" / / / 
¥/ 一 一-， /' / 
""'---- ドーー一一-/ 0 

---...__こ三;:___j一一_______ 2 

第158図 214C及び出土遺物

- 199 -

(1/4 ) 10cm 



いる。北東側はカマドの右袖部上面まで削平されているが，壁の下部や壁溝，床面は遺存していた。住居

の北西側1/3の調査である。

平面形態は方形を呈し，北西壁長は4.5mを測る。検出できた北東壁長は1.6m，南西壁長は1.4mであ

る。主軸方位はN-330-wである。壁はほぼ垂直に掘込まれている。壁高は，遺存状態の良好な北西壁側

で、51cm"-'56cmで、ある。床面は平坦で，全体に堅徴である。壁溝(幅8cm"-'15cm，深さ6cm"-'10cm)は，調査範

囲内では全周する。2本の主柱穴(P1径50cmX 58cm・深さ79cm，P2径45cmX 62cm・深さ90cm)は， 214Aと

重複する位置で検出した。覆土は，黒褐色士を主体に暗褐色士が混在する。

カマドは北西壁中央に，壁を40cm大きく掘込んで設けられ，ほぼ直角に立上がる煙道部を形成してい

る。中央から北東側は214Bに上面を削平され，右袖部は基部が残存している程度である。左袖部の内壁

はよく被熱され，赤化している。火床は4cm皿状に掘窪められ，焼土が堆積していた。

遺物の出土は少ない。1は須恵器杯である。底部は，へラ切り後に体部下端から底部全面を回転へラケ
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ズリで調整している。北西壁際の覆土中層から出土した。カマド前面の床面からは， 2の土師器椀が出土

している。丸みのある体部に短い口縁部が直立する。

217B (第159図，図版18・47)

調査区の南東， G 6グリッドに位置する。南東側は調査区域外にかかり，北西側では古墳時代中期の住

居跡217Cと重複し上面を削平している。南東側は北東一南西に走る近世の溝状遺構189に床面まで削平さ

れている。住居の北西側3/5の調査である。

平面形態は西コーナーが丸みをもっ方形を呈し，北西壁長は5.5mを測る。北東壁長3.3m，南西壁長は

3.5mを検出した。主軸方位はN-520 -Wである。壁は垂直に掘込まれている。壁高は遺存状態の良好な北

側で、36cm~40cmで、ある 。 床面は平坦で，全体にやや軟弱である 。 壁溝(幅llcm~27cm，深さ 5cm前後)はカ

マド付近を除いて，調査範囲内では全周する。南西側の壁溝から根太痕跡の溝がP1の近くまで延びてい

る。北西側の床面から 2本の主柱穴(P1径77cmx84cm・深さ49cm，P2径77cmx 105cm・深さ46cm)を検出し

た。いずれも底面に柱のあたり痕が認められる。覆土は，黒褐色土を主体に褐色土が混在している。

カマドは北西壁中央やや南西寄りに設けられている。壁を37cm大きく掘込んで，角度をもって立上がる

煙道部を形成する。天井部は崩落していたが，袖部は比較的良好に遺存していた。火床はlOcmほど掘窪め

られ，焼土粒や焼土ブロックを含む層が堆積していた。

出土遺物は多く，床面から覆土上層まで土師器杯などが出土しているが，図示できるものは少ない。

1・2は土師器杯である。内面に丁寧なミガキが施されている。覆土中層から出土した。2は浅く肩平な

形態、の杯である。北西壁下の壁溝内からの出土である。

258 (第160図，図版18・47・61)

調査区の北， C 7グリッドに位置する。東側は調査区域外にかかり，中央部が保存樹木のため未調査で

ある。南側では257と重複している。西側1/2の調査を行った。

平面形態は方形を呈し，西壁長は3.6mを測る。北壁長1.5m・南壁長1.7mを検出できた。規模は推定

で一辺3.7m前後で、あろう 。主軸方位はN-2f-Wである。壁はほぼ垂直に掘込まれ，壁高は30cmで、ある。

床面は平坦で，全体にやや軟弱である 。 壁溝(幅12cm~22cm，深さ 3cm~8cm) は比較的幅が広く，カマド部

分を除いて調査範囲内では全周する。柱穴は検出されていない。覆土は，ロームブロックを多く含む暗褐

色土が主に堆積している。

カマドは北壁に設けられているが，東側の1/2が調査区域外である。壁を10cm掘込んで、角度をもって立

上がる煙道部を形成する。天井部は崩落し，遣存状態の良好な左袖部を検出できた。袖部の内壁は被熱の

ため上部が赤化している。火床は5cmほど楕円形に掘窪められているが，焼土の堆積はない。カマド内か

らは土師器杯の破片が出土している。

遺物は，床面直上や覆土中から須恵器蓋や土師器高台付椀・聾，鉄製品が出土している。 1は須恵器蓋

である。宝珠形のつまみがつく 。床面直上からの出土である。3は手担ねである。4・6は聾である。6

の口縁部は全体に器厚が薄いっくりである。 2の高台付椀と 5の蜜の底部は，覆土上面から出土しており，

混入であろう。7は万子の身部で，両端を欠損する。現存長5.8cm・幅O.6cm ~O. 8cm・厚さ2mmを測る。

262 (第161・162図，図版18・47)

調査区の北， B 7・C7グリッドに位置する。南西側の1/10が調査区域外である。北東コーナーにカマ

ドが付設されている。
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第160図 258及び出土遺物

平面形態は方形を呈し，規模は南北長2.5m，東西長は推定で2.6mの小型の住居跡で、ある。壁は垂直に

掘込まれ，壁高は27cm""'39cmを測り南側が高くなっている。床面は凹凸があり，中央部がやや堅徴であ

る。壁溝(幅15cm""'20cm，深さ3cm前後)は幅が広く，カマド部分を除いて調査範囲内では全周する。柱穴

は検出されていない。カマド前面から中央部にかけての範囲の床面に，焼土や炭化粒のブロックが堆積し

ていた。覆土は，暗褐色土に黒褐色土(焼土粒や炭化粒を含む)が混在する。

カマドは北東コーナーに設けられている。壁を20cm長楕円形に掘込んで，緩やかに立上がる煙道部を形

成する。遺存状態は良好ではなく，右袖部が残存している程度である。火床の掘込みは浅いが，底面はよ

く被熱していた。

小型の住居跡で、はあるが，出土遺物は多い。須恵器杯，土師器杯・聾などが床面や焼土中から出土して

いる。 1""'3は須恵器杯である。 lは器高が低く，底部が全面回転へラケズリである。灰白色を呈し，内

外面に火樺痕が残る。2の底部は，回転へラ切り後に底部全面と体部下端を手持ちへラケズリで調整して

いる。 3は胎土に長石や雲母を多量に含み，底部全面と体部下端は手持ちへラケズリである。焼成が甘
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第162図 262， 263出土遺物 (2)

く，暗灰茶褐色を呈する。4は土師器椀である。やや丸みのある底部に，内湾しながら立上がる体部をも

っ。内外面はミガキが施されている。5は須恵器高盤あるいは高杯の脚部で， 3方に透孔が長方形に切り

取られている。6は台付警である。台部は低く，全体に雑なっくりである。 7"-' 12は土師器聾である。

9 "-' 12は同タイプの警で，口縁部がくの字状に短く外反し，体部下半にヘラミガキが施されている。住居

中央の床面から破片の状態でまとまって出土した。

263， 260 (第161・162図，図版18)

調査区の北， B 7グリッドに位置する。北東側が調査区域外にかかり，南東側2/5を調査したがカマド

は検出されていない。南東側で重複している260(時期不明)は，ここで報告する。

263の平面形態は方形を呈し，南西壁長は2.6mを測る。北西壁長0.9m，南東壁長1.3mを検出できた。

規模は一辺2.8m前後と推定される小型の住居跡である。壁は，南西壁では垂直に掘込まれているが，北

東壁では緩やかである。壁高は26cm"-' 30cmで、ある。床面は凹凸があり，全体に軟弱である。壁溝(幅8cm"-'

18cm，深さ3cm)は，南西壁で途切れているが，そのほかでは巡っている。柱穴は検出されていない。覆土

は，焼土粒や炭化粒を若干含む暗褐色土の上に，ハードローム粒を多く含む暗褐色土の層が堆積している。
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遺物は少なく，土師器杯(13)・聾(14)が床面直上から出土している。

260は，南コーナー付近から南西壁の一部を検出できた。方形の住居跡で，検出できた南西壁長は1.95 

mである。壁は垂直に掘込まれているが，上面を削平されているために，壁高は3cm"-'5cmが遺存してい

た。床面は検出範囲では軟弱である。柱穴や壁溝は検出されていない。出土遺物はない。

第2節平安時代の遺構

この時期の竪穴住居跡は39軒で，台地の東側を中心に分布している。大きくは北東から北側のグ、ループ

と南側のグノレープにわけられる。特に北側では，粘土採掘坑と土師器焼成坑が検出され，明確な痕跡は確

認できなかったが，周辺の住居跡が土器生産の工房として使用された可能性が高い。

1 竪穴住居跡

035 (第163図，図版19)

調査区の北東， D 7・D8グリッドに位置する。

すでに上面を大きく削平されており，壁溝の検出により，住居跡の存在が判明した。

平面形態は方形を呈し，規模が

一辺2.7m前後の小型の住居跡と

推定される。床面は南側で一部確

認され，硬化面がわずかに遺存し

ている。柱穴は検出されていな

い。壁溝(幅8cm"-'16cm，深さ3cm

前後)は，検出できた範囲内では

南壁中央を除いて巡っている。こ

の南壁中央部に砂質粘土がまと

まって検出されていることから，

カマドがこの部分に存在していた

可能性もある。出土遺物はない。

037 (第164図，図版19・47・48)

調査区の北東， C 7グリッドに

位置する。重複する遺構もなく，

完掘できた住居跡である。

D8、与

A 

⑨ 

A' 
ー ・26.0m

。 (1/80 ) 

第163図 035

そ;きト

4m 

平面形態は方形を呈し，規模は3.05m x 3. 10mである。カマドが西壁に設けられ，主軸方位はW-180
-

Sである。壁は多くは垂直に掘込まれているが，部分的に緩やかな箇所もある。壁高は13cm"-' 43cmを測

り，北側が削平されて次第に低くなっている。床面は平坦で，全体に堅徴である。特に，中央部では固く

踏み締められている。壁溝(幅20cm"-'25cm，深さ15cm"-'20cm)は全周し，幅が広く比較的深くつくられてい

る。一部には壁の板材の痕跡も確認されている。主柱穴は検出されていない。出入り口施設に伴うピット

は3基である。P1(径26cmX34cm，深さ16cm)は浅い溝状の窪み(23cmX 104cm，深さ4cm)の中央に設けら，

P2(径13cmX 14cm，深さ9cm)は， Plと壁溝の聞に位置している。P3(径23cmX 27cm，深さ39cm)は壁構内に
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穿たれ， P2・P3はカマドを通る中心線上に配置されている。P4(径30cmX43cm，深さ20cm)は，北西コー

ナーに設けられ，埋土中から土師器杯・聾片が出土している。埋土には，砂質粘土や灰が堆積しており，

貯蔵穴の可能性もある。P5(径70cmX80cm，深さlOcm)は，カマド前面の浅い土坑である。覆土は，黒褐色

土が厚く堆積し，暗褐色土や黄褐色土が混在する。

カマドは西壁中央に設けられている。壁を33cm掘込んで，煙道部は緩やかに立上がっている。天井部は

崩落していたが，両袖部が遺存していた。袖部の内壁は，被熱のため赤化している。火床の掘込みは浅い

が，底面は広く被熱していた。カマド内からは，土師器杯(1)・費片などが出土している。

出土遺物は多く，カマド周辺や南東側コーナー付近の床面から，土師器杯，須恵器聾などが散在して出

土している。 1'"'-'5は土師器杯で，底部は回転糸切り無調整である。6'"'-'8は須恵器聾で，体部はタタキ

後にナデで仕上げられている。9は滑石製の臼玉である。径5.5剛・高さ1.5mm'"'-'2. 5mm・孔径2mmを測る。

060 (第165図，図版19・48)

調査区の北東， D 7グリッドに位置する。南西壁の北側から西コーナーにかけての範囲は，保存樹木の

ため未調査である。同時期の061Aと北西側で重複している。

平面形態は方形を呈し，規模は2.60m X 2. 65mで、ある。主軸方位はN-590
- Eである。壁はやや緩やか

に掘込まれ，壁高は9cm'"'-'24cmを測り西側は次第に低くなっている。床面は平坦で，中央部に硬化面が広

がっている。壁溝(幅8cm'"'-'15cm，深さ3cm前後)は，カマド部分と南西壁の一部を除いて巡っている。主柱

穴は確認できなかったが，出入り口施設に伴うピットP1(径24cmX 25cm，深さ20cm)を検出した。床面中央

には土坑(径81cmX84cm，深さ50cm)が設けられ，セクションの観察等から本住居に伴うものであることが

判明した。埋土の中層には硬化した床面の一部が堆積していることから，土坑の立上がり部分は貼床が施

され，住居廃絶時に硬化面を一部壊したものと考えられる。埋土は，締まりの弱い黄褐色土の上に黒褐色

土が堆積している。住居覆土は，黒褐色土と暗褐色土を主体に暗黄褐色土が混在する。

カマドは北東壁中央に設けられ，壁を20cm掘込んで、緩やかに立上がる煙道部を形成する。天井部は崩落

し，左袖部の遺存状態も悪い。火床の掘込みはないが，底面はよく被熱されていた。カマド内からは， 2 

個体の小型の聾や支脚が出土している。

遺物はカマド周辺の床面を中心に，土師器杯・聾が出土した。 1'"'-'4は土師器杯である。 lは底部は回

転糸切り後に周縁と体部下端に回転へラケズリを行っている。2・3の底部と体部下端は手持ちへラケズ

リである。4は体部をへラケズリで調整している。5・6は小型聾の体部である。口縁部を欠損する。

7'"'-'9は聾である。9は器高に比べて底径の大きな形態で，体部はへラケズリで仕上げられている。

061A (第165図，図版19・48)

061B (古墳時代後期)の調査中に，上部で硬化した床面を検出した。そのため，周辺を精査したところ

東側で袖部の痕跡や焼土を検出し，本住居跡の存在が判明した。南東側を060に削平されている。

平面形態や規模等は不明である。柱穴も検出されていない。カマドは東壁に設けられ，両袖部の基部に

使用された砂質粘土の痕跡を検出した。火床の掘込みはなく，被熱も弱い。焼土ブロ ックの堆積範囲が火

床であろう。

遺物は，カマド周辺から土師器杯(10)・高台付杯(11)，須恵、器甑(12)などがわずかに出土している。12

は底部を欠損しているが，孔部は五孔の形態であろう 。
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⑧ 
062 (第166図)

D7・E7グリッド調査区の北東，

に位置する。上面を大きく削平され，

北側を除いた範囲が調査区域外にかか

--iE7-04 

、、ム
/t¥}  
白、、-' 、

/一 . 、 、 〆 、 、
， 、、，、〆

る。中央部を053溝状遺構が横断する。

平坦な硬化面と遺物の出土から住居跡

の存在が判明したが，規模・柱穴・カ

l 
¥ 
¥一一一 一

マド等の詳細については不明である。

遺物は床面からわずかに出土してい
、=ゴ空三訂1

図示できたのは 1の高台付杯でるが，
10cm (1/4) 4m 0 ( 1 180 ) 。

内面によくミガキが施されていある。

062及び出土遺物第166図る。

図版19・48)067， 070 (第167図，

E7グリ ッドに位置する。複雑な重複から上面を大きく削平してしまい，南西側の一部調査区の北東，

は調査区域外にかかる。硬化した床面とカマドの砂質粘土から，概略の範囲を想定した。069Eの上面に

重複している。なお，南側で重複し床面のみが検出された070(時期不明)もここで報告する。

067の平面形態は正方形を呈し，規模は3.05m x 3. 10mと推定される。主軸方位はN-10-Wである。壁

の状態はセクションで観察する限り，やや緩やかに掘込まれ壁高は25cmである。壁溝は検出されていな

い。床面は凹凸があり，硬化面が中央部に不整形に広がっている。調査時に柱穴は確認できなかったが，

このうち， P1 (径45cmx 50cm，深さ16cm)は

本住居の柱穴の可能性がある。覆土は明褐色土が堆積している。

下面に重複する069Eの床面から数基のピットが検出された。
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カマドは，北壁中央に壁を68cm大きく掘込んで設けられている。袖部は掘込みの内壁に遺存していた。

カマド内からは，支脚(3 )と右袖部の内壁から高台付椀火床の掘込みはなく，被熱も確認されていない。

( 2 )が出土している。

2は高台付椀の高杯の脚部と考えられる。1はミニチュア土器である。形態から，出土遺物は少ない。

大きく開く体部である。底部に糸切り痕がわずかにみえる。

その存在が判明した。南西側は調査区域070は， 067の南側に接して硬化した床面が検出したことから，

セクションには067に削平された070の床面が明瞭に観察される。正確な時期は不明であるが，外であるが，

古墳時代後期の069Eよりは新しいことがわかる。覆土には黒褐色土が堆積している。出土遺物はない。

図版48)(第168図，081A 

カE4グリッドに位置する。081Bや古墳時代の住居跡082などと複雑に重複している。調査区の北西，

遺物も出土したことから住居跡の存在が判明したが，上面をすでに削平しており住居の規マドを検出し，

模や床面の状態等は不明である。南側は081Bと重複し，調査区域外にかかっている。

一辺4m前後と推定される。壁の状態は不明で，柱穴等は確認されていな平面形態は方形と考えられ，

両袖部の基部の砂質粘土が遺存していた。火床の状態は不明である。カマドは北壁に設けられ，レ、。

1~5 は土師器杯，須恵器聾や鉄製品などが出土している。カマドの南側や西側の床面から，遺物は，

5の体部外面には線刻があるが，半Ij読回転糸切りで切り離したままの無調整である。杯である。底部は，

7は鉄鉱の茎であろう。現存長2.8cmを測り，5の奮は体部外面にタタキ目がわずかに残る。不明である。
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図版48)(第168図，081B 

カマドの検出から住081Aの南側に位置し，南東側の大半は調査区域外である。081Aと同様の状態で，

居跡の存在が判明した。

カマドの位置から，主軸方位は081Aよりは一辺4.5m前後と推定される。平面形態は方形と考えられ，

カマドは北西壁に設けられ，袖部に使用された砂質粘土がわずかに遺存して大きく西方向に振れている。

いた。火床は掘込みは浅いが，底面は被熱していた。

カマド袖部から 8~10の土師器杯が出土している 。 いずれも小型の肩平な形態で，底部は回転遺物は，

口径10.4cm~10. 9cm.底径4.5cm~4. 8cm .器高2.6cm~3. Ocmとまとまって糸切り無調整である。法量は，

8の底部は高台を意識してっくりだされており，小皿により近おり，杯と小皿の中間的な大きさである。

い形態をとっている。杯から小皿へ変化する過渡的な時期の様相が考えられる。

104 (第169図)

F5グリッドに位置する。南東側は調査区域外にかかり，古墳時代の住居跡103・105の上調査区中央，

面に構築されている。カマドの砂質粘土と硬化した床面の検出から，住居跡の存在が判明した。上面はす

正確な様相は不明である。でに大きく削平されており，

カマドや床面の位置か一辺2.5m前後と推定される小型の住居跡で、ある。平面形態は方形と考えられ，

カマドは主軸方位は東に大きく振れている。床面は，硬化面がカマド前面から南側に広がっている。ら，

北東壁に設けられ，構築材の砂質粘土が遺存し，火床の被熱部分もわずかに確認できた。

図示できたのは 1の須恵土師器杯 ・聾，須恵器聾の破片が出土しているが，遺物はカマドや床面から，

10cm (1/4 ) 。
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104及び出土遺物第169図

図版48)(第170図，113A・B

カマドの砂質粘土とE6グリッドに位置する。上面を大きく削平された狭長な範囲から，調査区中央，

2軒の住居跡の存在が判明した。調査区域外まで住居跡は延びて

211 

硬化した床面の検出や遺物の出土から，

いるが，全容は不明である。
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第170図 113A' B及び出土遺物

113Aは方形の住居跡で，規模は一辺 3m前後と推定される。カマドや床面の位置から，主軸方位は東

に大きく振れている。床面は，カマドから中央部に硬化面が広がっている。セクションの観察から壁溝が

巡っていたことがわかる。カマドの両袖部の砂質粘土が比較的長く延びており，掘方内壁の部分も含んで

いる可能性もある。煙道部の下部は被熱されていたが，火床は判然としない。

遺物はカマドや床面から，土師器杯，須恵器聾や須恵器転用砥石などが出土している。1・2は土師器

杯である。底部は回転糸切り無調整である。2はカマド内から出土している。6は須恵器聾の体部の破片

を転用した砥石である。断面が擦られた痕跡が残る。3は遺構外から出土した，古墳時代後期の土師器高

杯の杯部である。体部下端に明瞭な稜をもっ。

113Bはセクションの観察から， 113Aの上面を削平して構築されていることがわかる。方形の住居跡

で， 一辺5.5m前後と推定される。カマドを南東壁に付設した，主軸方位を南東方向にもつ住居である。

カマド、前面の床面には硬化面が広がっている。セクションには浅い壁溝が観察される。カマドの砂質粘土

が半円形に広がり，袖部の基部は観察できるが，煙道部の立上がりは不明である。火床は7cmほど掘窪め

られているが，被熱は弱い。

遺物はカマドや床面から，土師器杯・聾などがわずかに出土しているが，図示できたのは 5の土師器聾

の口縁部の破片である。

一 212



141 (第171図，第17・18表，図版19・49・58)

調査区の北東， D 8グリッドに位置する。上面を全体に削平され，古墳時代中期の住居跡142と重複し

ている。さらに北側の2/5が削平されており，遺存状態は悪い。

平面形態は方形を呈し，東西3.1mを測る。規模は一辺 3m前後と推定される。カマドが西壁に設けら

れ，主軸方位はW-70 - Sである。壁の掘込みや床面の状態は，判然としない。壁溝(幅8cm""'13cm，深さ

3cm ""' 9cm)は，南東コーナーでは途切れているが，そのほかでは巡っている。床面や周辺からは多数の

ピットを検出したが，柱穴と考えられるピットは確認できなかった。

カマドは，西壁を浅く掘込んで設けられている。遺存状態は悪く，両袖部の砂質粘土がわずかに確認で

きた程度である。火床は8cm掘窪められ，底面は被熱されていた。

遺物は床面から，土師器杯・費，須恵器聾などが出土している。3点の石製模造品は混入品である。

1""'5は土師器杯である。口径は12.6cm前後で，底部は回転糸切り無調整である。カマド周辺の床面から
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第171図 141及び出土遺物
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出土している。 7は須恵器護である。体部はタタキ後にナデで仕上げられ，内面にあて道具の痕跡が残

る。焼成が十分でないため， 色調は褐色系である。 8~10は滑石製の有孔円板と剣形品である 。 両面を研

磨され， 10の表面には縞がみえる。

161A (第172図，図版20)

調査区の北西， E 5グリッドに位置する。複雑に

重複する住居跡群の南端に位置し，古墳時代後期の

住居跡161Hを削平している。北東側は調査区域外

にかかり，調査は全体の2/3である。

平面形態は方形を呈し，北壁側が重複のため判然

としないが，規模は一辺3.2m前後と推定される。

壁はほぼ垂直に掘込まれ，壁高は19cm~23cmで、あ

る。床面は凹凸があり，北東側から中央部にかけて

の範囲に硬化面が広がる。特に中央部の一部はよく

踏み固められている。壁溝(幅10cm~15cm，深さ

2cm~5cm) は，調査範囲内では全周する 。 柱穴は検

出されていない。覆土は，暗褐色土を主体に暗黄褐

色土が混在する。北東側の床面から流失した砂質粘

土が検出されたが，カマドの位置は不明である。

出土遺物は少なく，土師器高台付杯 ・聾などが床

面直上から出土している。なお，砂質粘土中から出

土した聾の口縁部片は， 161D出土の破片と接合し

た。実測図は161Dに掲載しである。 1は高台付杯

の底部である。内面は丁寧にナデで仕上げられている。

198A (第173・174図，図版49・60・61)

調査区の東，E 7グリッドに位置する。古墳時代前期の住居跡198Cや198Bの上面を削平している。調

込 ¥ 長室

1610-3 
と接合

161A 

4- 16104 -4M1m 

一九 品川
。 4m ( 1 /80 ) 

豆
一己

。 (1/4) lOcm 

第172図 161A及び出土遺物

査時に床面を掘下げてしまったため，壁や床面の状態は判然としない箇所が多い。

平面形態は方形を呈し，規模は3.Om x3. 1mと推定される。カマドは東壁に設けられ，主軸方位はE-

30
_ S である。壁はセクションの観察から ， ほぼ垂直に掘込まれ，壁高は32cm~37cmである 。 壁溝(幅

14cm，深さ3cm)は，北東コーナ一周辺で巡っている。床面からは複数のピットが検出されたが，このうち

主柱穴は， P1 (径23cmX24cm，深さ15cm)， P2 (径32cmX35cm，深さ16cm)， P3 (径37cmX 39cm，深さ48cm)で

ある。 P4(径37cmX47cm，深さ22cm)は，出入り口施設に伴うヒ。ットである。覆土は黒褐色土が堆積している。

カマドは東壁中央に設けられている。壁を72cm大きく掘込んで，徐々に立上がる煙道部を形成する。天

井部は崩落していたが，袖部は掘込みの内壁によく遺存していた。袖部の内壁は被熱で赤化している。火

床は5cm掘窪められ，底面は被熱していた。カマド内からは，土師器杯 ・聾が出土している。

出土遺物は少ないが，土師器杯，須恵器聾のほか，緑紬陶器・ 灰紬陶器の皿や椀の破片が，主に覆土中

層から出土している。また， 北西壁に掘り込まれた土坑からは，鉄鉱や鎚などの鉄製品が出土した。 1~
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198A' B， 第173図
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第174図 198A， 199A出土遺物 (2)

3は土師器杯で，底部は回転糸切り無調整である。4は足高高台付椀の体部で，直線的に大きく開いてい

る。5・6は灰紬陶器の体部片である。5は皿， 6は椀であろう 。5の施軸は漬け掛けである。光ヶ丘窯

の製品であろう。7は緑粕陶器の椀である。体部と底部は接合はしないが，同一個体であろう 。高台は角

高台で， トチンの跡が内面にみえる。淡灰緑色を呈し，施紬はハケ塗りで徴密な胎土である。9世紀末か

ら10世紀初頭の猿投窯の製品であろう 。9は須恵器の費で，器面にタタキ目が残る。10-----13は鉄鉱であ

る。10は長頚錬で，鍛身から箆被にかけての部分である。鍛身(鍛身長1.6cm・身幅009cm・身厚1.5mm)は，

両丸造りである。鍛身関部は不明瞭で，箆被(断面1.5mm X 7mm)へ連続する。現存長700cmを測る。11は茎

の一部で，矢柄の木質が付着している。現存長508cm，断面(3mmX 5mm)は方形である。12・13は茎の一部

であろう。12は現存長701cm・断面305mm X 4mm， 13は現存長208cm・断面3mmX4mmを測る。14は錐である。

先端を欠損している。全長は現存で2506cmであるが，端部から中央部までは現存で1306cmを測る。断面

(4mm X 5mm)は方形である。15は土玉である。完形で，径207cm.高さ202cm.孔径4mmを測る。

198B (第173図)

198Aの南側に位置し，上面を削平されている。南東コーナーは調査区域外である。

平面形態は方形を呈し，規模は南北302m，東西は推定で305mである。カマドの痕跡が北壁で検出さ

れ，主軸方位はN-IO -Wである。壁はセクションでは垂直に掘込まれ，壁高は30cmで、ある。床面は凹凸

があり ，北壁から南東側の範囲に硬化面が広がっている。壁溝(幅18cm-----25cm，深さ6cm-----11cm)は幅が広

く，西壁から南壁の東側まで、巡っている。柱穴は確認できなかったが，南壁際の床面から出入り口施設に

伴うピット(径37cmX40cm，深さ22cm)を検出した。覆土は暗褐色土と黒褐色土が混在する。

カマドは，北壁中央やや西寄りに設けられている。砂質粘土と焼土が検出された程度で，正確な状態は

不明である。平面図には概略の範囲を図示した。出土遺物は少なく，図示できるものはない。

199A (第173・174図，図版20・49)

調査区の東， E 7グリッドに位置し， 198A. Bの南西1.0mに隣接する。南東側の一部は調査区域外に

かかるが，住居の4/5を調査した。古墳時代前期の住居跡199Bの上面に位置し，北側は上面を整地のため

削平されている。床面の南西側に同時期の土坑192が設けられている。

- 216 -



平面形態は方形を呈し，北西壁長は3.0mを測る。検出できたのは北東壁長2.5m，南西壁長2.6mで、あ

る。規模は， 一辺3.1m前後と推定される。調査範囲内でカマドが検出されていないが，南東壁側か南・

東コーナーに設けられていたと思われる。壁は，遺存している箇所で、はほぼ垂直に掘込まれている。壁高

は10cm"'-'31cmを測り，北東側が高くなっている。床面は平坦で，全体に軟弱である。柱穴や壁溝は検出さ

れていない。

出土遺物は少なく，覆土中から 1・2の土師器小皿などが出土している。いずれも底部は回転糸切り無

調整で，器高は2.6cm前後と浅い形態である。

211 (第175図，図版20・49)

調査区の南東， F 7グリッドに位置する。中央部に撹乱を受けている。北東壁から南東壁にかけての東

側部分は調査区域外にかかり，調査できたのは住居の3/5である。

平面形態は方形を呈し，北西壁長2.6m・南西壁長2.4mを測る。壁は垂直に掘込まれ，壁高は16cm"'-'

26cmである。南側が次第に低くなっている。床面は平坦で軟弱である。壁溝(幅9cm"'-'14cm，深さ4cm)は，

調査範囲内では全周する。柱穴は検出されていない。カマドは検出されていないが，東側に設けられてい

たと思われる。覆土はローム粒を含む暗褐色土である。

出土遺物は少なく，南側の床面から 1の土師器杯が出土している。杯の底部は回転糸切り無調整である。

219A・B，234 (第175図)

調査区の南東， G6グリッドに位置する。出土遺物がわずかなため時期の特定は判然としないが，形態、

等から平安時代の住居跡と思われる。隣接しているので合わせて報告する。
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219A. Bは，壁の形状から 2軒の住居が重複している。南東側が調査区域外にかかり，床面は整地に

よる削平を受けている。北側は溝状遺構231に削平され，検出できたのは西側の壁と床面の一部である。

平面形態は，ともに方形になると考えられる。規模等は不明である。壁は垂直に掘込まれており，遺存し

ている壁高は7cm "" 11 cmで、ある。床面は平坦で，特に硬化した面は検出されていない。床面には炭化材が

わずかに遺存していた。遺物は，覆土中から土師器片がわずかに出土したが，図示できるものはない。

234は北西コーナ一周辺をわずかに検出した。大半は調査区域外にかかり，南側は235溝状遺構に削平さ

れている。平面形態は方形と考えられる。壁は垂直に掘込まれ，壁高は5cm前後が遺存している。床面は

平坦である。覆土は，褐色土や暗褐色士 ・暗黄褐色土が混在している。出土遺物はない。

217A (第176図，図版49)

調査区の南東， G 6グリッドに位置する。カマドが設けられている北西壁と南西壁の一部を検出できた

が，大半は調査区域外である。
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平面形態は方形を呈し，北西壁長4.2m，南西壁長は1.2mを検出した。規模は， 一辺5.2m前後と推定

される。主軸方位は概ねN-400-wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は遺存状態の良好な北西壁側で

50cmで、ある。床面は平坦で，セクションの観察では貼床が施され，調査範囲内は全体に堅轍である。壁溝

(幅lOcm'"'-'14cm，深さ7cm)は，カマドの南側から南西壁にかけて巡っている。南西側の床面から主柱穴(現

存径53cm，深さ65cm)が1本検出されたが， 一部は調査区域外にかかっている。覆土は，暗褐色土を主体

に暗灰褐色土や黒褐色土が混在する。

カマドは，北西壁を42cm大きく掘込んで設けられている。煙道部の立上がりは緩やかである。天井部は

崩落していたが，内壁が被熱で赤化した袖部は良好に遺存していた。火床は浅いが，広範囲に被熱されて

いる。カマド内からは支脚(7 )が置かれたままの状態で出土した。

狭長な範囲であるが，出土遺物は比較的多い。須恵器杯，土師器杯・聾などが，床面やカマド周辺の覆

土中から出土している。 1は須恵器杯である。底部全面と体部下端は手持ちへラケズリで仕上げられてい

る。覆土上層からの出土である。4'"'-'6は土師器聾である。4は小型聾で，口縁部と体部との境に明瞭な

稜をもっ。6は器壁が薄く，武蔵型空であろう 。覆土中層から上層にかけて出土した。

224A・B (第177図，図版20・49)

調査区の南側， G6グリッドに位置する。2軒の住居跡が重複し，ともに北西側は調査区域外にかかる。

224Bは， 224Aの南西側を掘込んで構築されている。平面形態は方形を呈し，南西壁長は3.2mを測る。

検出できた北東壁長は1.05m，南西壁長は0.95mである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は17cmである。床面

は凹凸があり軟弱で，柱穴や壁溝は検出されていない。カマドは北西壁に設けられていると考えられる。

遺物は，床面から土師器杯(1 )や須恵器聾(2 )などの破片が，わずかに出土している。

224Aは方形で、掘込みが4cm程度と浅く， 224Bと重複する南側からは壁も判然としなくなる。床面も軟

弱で，柱穴や壁溝は検出されていない。時期は不明である。

⑥ 
t..!-- 〉色々

A 

Lご乙ゴ土三三三三町
一一一-ー←ーミ乙二ミ 4/"6-:=ーーー一一一一一一一二二二コ ¥1 黒色腐植土t~ー一 3 2茶褐色土

3 暗褐色土 ローム粒を少量含む

4 黒褐色土 ロームプロックを含む

5 暗褐色土 ローム粒を含む
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225A (第178図，図版20・0 ・61)

調査区の南， G 5グリッドに位置する。南東側は調査区域外にかかり， 225Bと重複している。北東側

の壁は重複のため判然としない。

平面形態は方形を呈し，規模は推定で3.8m x4. Omである。主軸方位はN-50'-Wである。遺存してい

る西側の壁は緩やかに掘込まれ，壁高は30cm""36cmで、ある。床面は凹凸があり，カマド周辺から中央部に

硬化面が狭い範囲で検出された。壁溝(幅15cm，深さ8cm)は，カマドの南西側で、部分的に巡っている。柱

穴は，北西側の床面から 2本 (P1径44cmX48cm・深さ43cm，P2径48cmx55cm .深さ41cm)が検出された。覆

土は，暗褐色土を主体に褐色土が混在する。

カマドは，北西壁を35cm半円形に掘込んで設けられている。煙道部は緩やかに立上がる。天井部は崩落

していたが，両袖部が遣存していた。袖部の内壁は被熱で赤化している。火床の掘込みは浅いが，底面は

被熱し焼土が堆積していた。カマド内から前面にかけて，土師器杯 ・聾などがまとまって出土している。

遺物は，住居の床面直上や覆土中のほぼ全面から，須恵器杯 ・皿・ 聾，土師器警や，鉄製品などが出土

している。 1は須恵器皿である。ほぼ完形で，底部は回転糸切り無調整である。覆土中層からの出土であ

る。 2. 3は須恵、器杯である。2は部分的な破片であるが，底部は一定方向の手持ちへラケズリ，体部下

端は手持ちへラケズリである。3はカマド右袖部上から出土した。器面の磨滅が著しく，調整は判然とし

ないが，底部は回転糸切り無調整である。4の須恵器聾は，カマド内から前面にかけての範囲に散在して

出土した。 5""7は土師器寵である。 5. 7は口縁部に緩い段をもち，口唇部がわずかに立上がる。8は

穂摘具である。円形の孔が 1か所あるが，釘は脱落している。1/2の遺存で，現存長5.3cm・幅2.1cm・厚

さ1.5mmを測る。北コーナー付近の覆土中層からの出土である。 9は不明鉄製品である。先端部はわずか

に折れ曲がっている。現存長6.2cm.最大幅2.0cm・厚さ1mmを測る。覆土中層から出土した。

225B (第179図，図版20・0 ・61)

225Aの下部に重複し，古墳時代後期の住居跡225C. Dを削平している。南東側が調査区域外である。

平面形態、は横長の長方形を呈し，規模は推定で4.7m x5. 6mである。主軸方位はN-56'-Wである。壁

の掘込みは緩やかで，壁高は北東壁側で45cmで、ある。床面は凹凸があり，全体に堅轍である。壁溝は検出

されていない。床面からは複数のピットが検出されたが，主柱穴はP1からP4の4本である (P1径48cmx

54cm・深さ39cm，P2径58cmX 64cm・深さ60cm，P3径53cmX 68cm・深さ63cm，P4径41cmX 52cm・深さ42cm)。

覆土は，黒暗褐色土の上に暗褐色土が堆積している。

カマドは北西壁に設けられている。壁を37cm掘込んで，煙道部は緩やかに立上がる。天井部はすでに崩

落し，カマドの構築材である砂質粘土が掘込みの内側から袖部に遺存している。火床の位置から考える

と，袖部は床面側にさらに延びていたと思われる。火床の掘込みは浅いが，底面はよく被熱されていた。

カマド内からは，土師器費や須恵器費などの破片が出土している。

出土遺物は少ないが，須恵器杯・聾，土師器警などが床面や覆土中から出土している。銅製鋳帯金具の

巡方はP3近くの床面から，鉄製鎌は覆土中からの出土である。 1は須恵器蓋， 2""4は須恵器杯である。

2・4の底部から体部下端は，手持ちへラケズリが施されている。5は須恵器聾の底部で，タタキ目がよ

く残る。 6・7は土師器牽で，カマド周辺の床面や覆土中層から出土している。8の鎌は刃部が湾曲し，

先端を欠損する。全体に細身のっくりである。現存長17.1cm・幅1.5cm""2. 2cm・厚さ3mmを測り，基端部

に折り返しをもっ。覆土上層からの出土である。9は巡方の表金具である。裏金具は出土していない。上
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辺がわずかに弧をえがいており，山形巡方の系統であろう 。上辺側の横幅がやや狭いっくりである。周縁

は斜めに面取されている。透孔(4mmx 16mm)をもち，寸法は横幅2.90cm""'"' 3. 05cm・縦幅2.05cm""'"'2. 35cm • 

高さ3mm・厚さ1mmで、ある。内面は粗面のままで，透孔下端の横幅方向に 2足，上部に 1足の計3足の鋲足

を鋳出する。鋲足(長さ4mm)の先端は欠損している。P3周辺の床面から出土した。

226， 227 A (第180図)

226は調査区の南， G 5グリッドに位置する。北側は調査区域外にかかる。西壁側が判然としないが，

平面形態は方形と考えられる。規模は一辺2.6m前後と推定される。壁はほぼ垂直に掘込まれ，東側の壁

高は17cm""'"'21cmである。床面は平坦であるが，硬化面は認められない。カマドや柱穴等は検出されていな

い。覆土は，暗褐色土を主体に黒褐色土が混在する。出土遺物はわずかで，図示できるものはない。

227Aは226の西側に位置する溝状遺構である。上辺の一部を226に削平されている。調査範囲の中央で

は南北方向に走るが，南側では西方向に方向を変えている。幅1.04m""'"'1. 7mを測る。逆台形状に掘込ま

れ，溝底面は平坦で，深さ28はcmである。士師器聾片が出土したが，図示できるものはない。

~B 

A 1 A' 
・ー ~ 一・24.6m
キ七二ミー2τヰて~/

1 暗褐色土ソフトロ ムを含む

2 暗褐色土 ハードローム ・ロームプロックを含む

3黒褐色土ハードローム粒を吉む

B 

l 茶褐色土 ローム粒を含む

2黒褐色土 ロームを含む

3黒褐色土 ローム粒 ロームプロックを含む

4 暗禍色土 ロームを含む

5暗褐色土 ロームプロシクを含む

第180図 226，227A 
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240 (第181図)

調査区の南東， F 6グリッドに位置する。表土除去中に，緑粕陶器片が出土したため周辺を精査した

が，出土遺構の平面形態は確認できなかった。隣接する調査区域外の断面に落ち込みを検出し， 240の遺

構番号を付して，縁紬陶器が帰属する遺構とした。遺構の種別は，住居跡か土坑であろう 。覆土は，暗褐

ワア1

色土と黒色土が堆積している。暗褐色土には焼土ブロックや砂質粘土が混在する。

1は緑軸陶器の口縁部片である。透明感のある緑色を呈し，部分的

に斑点状の粕の溜まりがみえる。へラで押さえた輪花が認められ，輪

花椀であることが判明した。器形は直線的に開く体部をもち，口縁部

はやや外反する。9世紀末頃の猿投窯を中心とした東海地方の製品で

あろう。

。 10cm (1/4 ) 

第181図 240出土遺物

255 (第182図，図版21・49)

調査区の北， C 7グリッドに位置する。東側は調査区域外にかかり，北壁の上辺を土師器焼成坑256に

削平されている。住居の2/5の調査である。

平面形態は方形を呈し，西壁長は3.0mを測る。検出できたのは，北壁長1.2m・南壁長1.0mである。

カマドは検出されていないが，北壁側に設置されていたと考えられ，その場合の主軸方位は概ねN-190

Wである。壁は垂直に掘込まれ，壁高は32cm"'41cmで、ある。床面は，壁際を除いて硬化面が広範囲に広

がっている。壁溝(幅9cm'"16cm，深さ5cm'"8cm)は，調査範囲内では全周する。床面からは 2本の主柱穴

(P1径25cmx27cm・深さ36cm，P2径32cmx34cm・深さ54cm)が検出された。P2の北側の床面直上には，焼土

の堆積がみられる。覆土は，ローム粒を含む暗褐色土が主に堆積している。

出土遺物は多く，特に南西コーナー付近の床面直上から，土師器杯・椀がまとまって出土している。ま

た，南西コーナー付近から出土した土師器椀(3 )は， 256で焼成された椀と接合している。床面からは

38cm上の覆土上層からの出土である。 1・2は杯で，底部は回転糸切り無調整である。 4は聾の口縁部

で， くの宇状に外反する。 P1に隣接して出土した。3は256にも掲載しである。

B 

256土師器焼成坑
E
C
X日

記ま 4 。-
P1 

1俄弘
; 略語l

lt2て3
'3 P2 

B'lA 〈

1 暗褐色土表土
2 暗褐色士

3暗褐色士 ローム粒 ー炭化粒を含む

4暗褐色土 ローム粒を吉む

E
C

甲円引 てご」二Z ワゴ

「

守

ド 三:三
') --，--1 

国・

5時褐色土 ローム粒を含む
6暗褐色土焼士粒・炭化粒を含む

7 暗褐色土焼士・焼士粒を含む

自暗褐色土 ローム粒 ・ロームを吉む

。 ( 1 /80) 4m 
。 10cm (1/4) 

第182図 255及び出土遺物
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264 (第183図)

調査区の北端， B 7グリッドに位置する。西側

は調査区域外にかかる。西側2/5を検出できたが大

きく撹乱を受けており，遺存状態は良好ではない。

平面形態は方形を呈し，東壁長は2.65mを測る。

北壁長・南壁長は，それぞれ0.95m・0.55mを部

分的に検出した。壁はほぼ垂直に掘込まれ，壁高

は6cm"-'18cmを測り北側が低くなっている。床面は

凹凸があり，全体に軟弱である。柱穴や壁溝は検

出されていない。カマドは東壁に設けられていた

と考えられるが，撹乱のため焼土がわずかに確認

できた程度である。覆土は，黒褐色土が堆積して

いる。

遺物は少なく， 1の土師器聾などが覆土中から

A 

・;，. "' @ 

1 

.;，. A' 

rト雪Q、コ o 
( 1 /80) 

1 表土

2 黒灰色土 ソフトローム粒 ・ハードローム粒を含む

3 黒灰色土 ハードローム粒を含む

¥卦二J。 (1/4 ) 10cm 

出土している。 第183図 264及び出土遺物

266 (第184図，図版21・49・50・60)

4m 

調査区の北端， B 7グリッドに位置する。東側は調査区域外にかかる。上面を整地のため削平され，南

側と北側は267・269によりそれぞれ破壊されている。壁の一部や床面を確認したが，カマドや柱穴等は検

出されず，全体に遺存状態は悪い。

平面形態は方形になると考えられ，南壁長3.5m・西壁長3.9mを検出したが，正確な規模は不明であ

る。壁は5cm"-'9cmの高さで遺存している。床面は平坦で，中央部にやや堅轍な部分が広がり，焼土ブロ ッ

クが堆積している。北西側の床面に貯蔵穴と思われるピット(径63cmx 65cm，深さ26cm)が設けられ，埋土

下層からは土師器杯(1)・足高高台付椀(4)や聾の底部(5 )などがまとまって出土した。覆土は暗褐色土

と黒褐色土が堆積している。

出土遺物は少ないが，床面から土師器杯 ・聾や土製品などが出土している。 1"-'3は土師器杯である。

1・3は堅f徴な焼成で，底部は回転糸切り無調整である。 2は黒色土器で，内面が黒色処理されている。

底部は回転糸切り無調整で，体部下端は手持ちへラケズリである。4は足高高台付椀の体部である。口唇

部が短く外反し，体部はやや丸みをもっ。9は球状の土製品で，穿孔はない。径2.4cm・高さ2.0cmを測る。

267 (第184図，図版21・50・61)

調査区の北端， B 7グリッドに位置する。東側は調査区域外にかかる。266・268(溝状遺構)を削平して

構築されている。南壁側の床面には土坑265が配置されている。カマドは北壁で検出されていないので，

東壁側に設けられていると考えられる。全体の7/10の調査である。

平面形態はコーナーがやや丸みをもっ方形を呈し，西壁長は4.1mを測る。検出できたのは北壁長3.15 

m ・南壁長1.9mで、ある。規模は， 一辺4.5m前後と推定される。カマドが東壁に設けられている場合，主

軸方位はN-590
- Eである。壁は垂直に掘込まれている。壁高は，遺存状態の良好な北壁側で28cm"-' 35cm 

を測る。床面はほぼ平坦で，硬化面が広範囲に広がっている。壁溝(幅lOcm"-'20cm，深さ5cm"-' 8cm)は，調

査範囲内では全周し，北壁側と南壁側に計3基の小ピット(径14cm"-'20cm，深さlOcm"-'17 cm)が穿たれてい
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l暗闇主上 ソ7トロ ム粒を古む

2黒惜色土佐土並を吉む

3暗闇色土ハードロームプロックを吉む

4暗暗色土 ソフトローム粒ハードローム粒を古む

5黒褐色土 ソ7トローム粒を含む

6黒褐色土
7暗褐色士 ソ7トローム担を多〈含む

B暗闇色土 ソフトローム粒ハードローム粒を多く吉む
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る。主柱穴は西側の床面から 2本検出された。P1(径40cmX41cm，深さ57cm)は，不整方形で単独の柱穴で

ある。P2(径54cmX 75cm)は長楕円形で，底面には 2本の柱痕(深さ49cm，深さ51cm)が確認された。覆土

は，黒褐色土の上に暗褐色土(ソフト・ハードローム粒を多く含む)が堆積している。

遺物は，床面から土師器杯・聾片や鉄製品が出土しているが，図示できたものは少ない。7は内面が黒

色処理された土師器杯である。底部をほとんど欠損しているが，体部下端は手持ちへラケズリである。覆

土上層から出土した。8は完形のミニチュア土器で，口径と底径の差がない。10は板状の鉄製品で，刃部

はない。現存長4.9cm・幅1.7cm・厚さ2.5mmを測る。8・10は床面直上からの出土である。

271A・B・C・D・F・G(第185・186図，第17・18表，図版21・50・51・58・61)

調査区の北端， B 6グリッドに位置する。古墳時代後期の住居跡271Eをはじめとして， 7軒の住居跡

が複雑に重複している区域である。西側は緩斜面で，調査区域外にかかっている。各住居跡の基本的な平

面形態は方形を呈し，規模等の数値は遺存し検出できた範囲のものである。また，出土遺物の帰属は地点

やレベノレなどの分析を基にしているが，重複している部分では判断が困難な遺物もある。新旧関係は判然

としない部分もあるが，概ねC. D(旧)→B→G→F→A(新)の順と考えられる。

271Aは，規模が一辺3.3m前後と推定される。東壁は垂直に掘込まれ，壁高は40cmである。床面は平坦

で，全体に堅1徴である 。 壁溝(幅10cm~17cm，深さ 3cm) は，東壁と南壁の一部に巡っている 。 南側の壁溝

は，重複する271Fの床面を先行して調査したため確認できなかった。柱穴は検出されていない。カマド

は形態から，壁を掘込まずに東壁の内側に設けられていたと考えられる。砂質粘土が半円形に巡り，掘込

みの浅い火床に焼土が堆積している。火床の底面はよく被熱されていた。カマド内からは，土師器杯

(9・13・14)や聾(26)などが出土している。出土遺物は多く，カマド周辺や東壁際から土師器杯・聾など

がまとまって出土した。

271Bは北コーナ一部分を検出した。壁溝(幅10cm"-'14cm，深さ4cm)が巡っている。コーナーには貯蔵穴

(径58cmX 61cm，深さ31cm)が設けられ，埋土から土師器高台(30)や聾片が出土した。遺物は，貯蔵穴周辺

や床面から土師器杯・警などや鉄製品が出土している。36の石製模造品は混入品である。

271Cは南東コーナ一部分を検出した。壁は垂直に掘込まれ，壁高は28cm"-' 34cmで、ある。柱穴や壁溝は

検出されていない。出土遺物はない。

271D は，東壁の一部2.6m と壁溝(幅lOcm~17cm，深さ 5cm) を検出した。 壁高は43cmである 。 北側では

古墳時代後期の住居跡271Eと重複し，床面の状態等は判然としない。出土遺物はない。

271Fは271Aの西側に位置し，南壁の一部やカマドの火床等を検出できた。271Aと重複しており，カ

マドの袖部も削平されていることから271Aが後出する住居と思われる。壁はやや緩やかに掘込まれ，遺

存状態の良好な箇所で壁高は31cmで、ある。床面は凹凸があるが，全体に堅績である。壁溝(幅8cm"-'15cm，

深さ3cm"-'6cm)は，検出できた範囲ではカマド部分を除いて全周する。柱穴は検出されていない。カマド

の南側に円形の貯蔵穴(径59cmX 63cm，深さ25cm)が検出され，内部には焼土が堆積していた。カマドは袖

部はすでに削平されていたが， 10cmほど掘窪められよく被熱した円形の火床が検出された。

271Gは， 271Bの床面で検出した2cmほどの段差から，南東コーナ一部分を検出し平面形態の一部が確

認できた住居跡である。出土遺物はない。

各住居跡から出土した遺物は第185・186図に掲載した。 1"-'26， 35・37は271Aから， 27"-'34・36は271

Bからそれぞれ出土したが，271Aは271Fと重複しており遺物が混在している可能性がある。また，時期
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の異なる周辺の遺構から混入した遺物も含まれているが，まとめて記載した。

2 "-"13は土師器杯である。口径に比較して器高の低い形態のものが多い。底部は静止糸切り無調整がほ

とんどである。このようなタイプの杯は土師器焼成遺構256から多く出土しており，その関連性が注目さ

れる。6・8は体部下端から底部全面を手持ちへラケズリしており，ほかの杯とは技法が異なっている。

12・16は高台付椀の体部である。高台部分が剥落している。15は椀である。小型で、あるが，形態的には

256出土の椀と類似する。16は皿のような肩平な形態であるが，底部に高台が剥離した痕跡がみられるこ

とから，足高高台付椀であろう 。底部は静止糸切り痕無調整で，体部下端は手持ちへラケズリで仕上げら

れている。18・19は椀や杯の高台部分である。体部との接合部分に糸切り痕が残る。20は鉢， 21"-"26は聾

である。費は，頚部の内面を粗い刷毛で調整しているものが多い。須恵器杯(1 ) ，滑石製の有孔円板

(35)・剣形品(37)は混入品である。

27の土師器杯は堅f徴な焼成で，体部下半に稜を形成する。底部は回転糸切り無調整である。28・29は黒

色土器である。内面が黒色処理されている。底部は静止糸切り無調整で，体部下端は手持ちへラケズリで

仕上げられている。30は高台付椀の高台， 31は警の口縁部である。30は貯蔵穴内から出土した。32"-"34は

鉄製品である。32は刀子の身部片である。現存長3.4cm・幅0.9cm・厚さ3mmを測る。33は鉄嫉の茎部であ

ろう 。現存長1.9cm，断面(3mmx 3mm)は正方形である。34は鉄鉱である。嫉身の先端と茎部を欠損する。

鏡化のため鍛身の形態は判然としないが，長頚嫉群の長三角形鍛に近い形態であろう 。現存長7.4cmを測

る。箆被は5.8cmで，断面(4mmX5mm)は方形である。聞を角関につくる。

272 (第187図，図版21・51)

調査区の北端， C 6・7グリッドに位置する。北側に焼成土坑289が隣接する。

平面形態は正方形を呈し，規模は3.15m X 3. 20mである。主軸方位はN-480
- Eである。壁は垂直に掘

込まれている。壁高は4cm"-"47cmで，西コーナー付近が上面を削平され低くなっている。床面は平坦で，

カマド前面から中央部に硬化面が広がっている。壁溝(幅6cm"-"16cm，深さ3cm前後)は，カマド部分を除き

住居の北東側に巡っている。柱穴等は検出されていない。覆土は，暗褐色土を主体に黒褐色土が混在する。

カマドは，北東壁中央やや東寄りに設けられている。壁を円形に32cm大きく掘込み，煙道部は緩やかに

立上がる。天井部は崩落していたが，両袖部が良好に遺存していた。袖部の内壁は，よく被熱されて赤化

している。火床は6cm掘窪められ，焼土粒や炭化粒を多く含む層が堆積していた。カマド内からは土師器

警などが出土している。

遺物はカマド前面の床面を中心に，須恵器杯や土師器杯・聾などが出土している。全体に器面が荒れて

いる。 1・2は須恵器杯である。 1は底部は全面多方向の手持ちへラケズリが施され，外面にはへラ記号

が残る。3の土師器杯は，底部全面から体部下端にかけて回転へラケズリが施されている。4"-"6は土師

器聾である。4は口径11.5cm前後の小型聾で，口唇部が短く立上がる。 5・6の聾の口縁部はコの字状

で，器厚の薄いっくりである。いずれもカマド前面の床面から覆土下層にかけて出土した。

275. 276 (第188図，図版21・61)

調査区の南端， H 6グリッドで，東向きの緩斜面上に位置する。北東側は調査区域外で， 276 (時期不

明)の上面に重複しており， 276もあわせて報告する。全体の2/3を調査できた。

275の平面形態は方形を呈し，南西壁長は3.3mを測る。検出できた北西壁長は2.1m，南東壁長は2.3m

である。規模は一辺3.5m前後と推定される。主軸方位はN-590-wである。壁は垂直に掘込まれている。
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第187図 272及び出土遺物

壁高は20cm""'41cmを測り，遺存状態の良好な北西側が高くなっている。床面は凹凸があり，南西壁側の柱

穴聞がよく踏み固められ堅徴である。壁溝(幅12cm""'22cm，深さ3cm""'6cm)は，カマド部分を除いて調査範

囲内では全周する。南西側の床面から主柱穴が2本検出され，ともに底面に柱のあたり痕が確認された。

P1(径44cmX53cm，深さ45cm)は単独で北西側に配置されているが， P2(径25cmX27cm，深さ26cm)は浅い土

坑 (58cmX 84cm，深さ 19cm)内に設けられている。床面からはわずかに焼土と炭化材が検出された。覆土

は，暗褐色土を主体に褐色土や暗黄褐色土が混在している。

カマドは，北西壁を15cm掘込んで設けられている。煙道部は緩やかに立上がる。天井部はすでに崩落し

ていたが，両袖部が遺存していた。内壁はよく被熱され，特に右袖側の上部は赤化していた。火床は9cm

掘窪められ，底面はよく被熱されていた。カマド内からは2の鉄鉱や土師器聾片が出土している。

出土遺物は少ないが，カマド南側の床面から鎌や穂摘具が出土している。1は滑石製の臼玉で，暗灰褐

色を呈する。両面は研磨され，径2.1cm・高さO.4cm""'O. 6cmを測る。両側から穿孔され，孔径3mm""'4mmを
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測る。2は三角形嫉(現存長10.8cm)であるが，鏡化のため遺存状態は良好ではない。嫉身が広がり，嫉身

幅(3.2cm)が鎌身長 (2.7cm)より長い形態である。逆刺は認められず，鋳化のため鍛身の造りは判然としな

い。箆被(長さ4.0cm・幅7mm・厚さ4mm)と茎(現存長4.2cm・幅4mm・厚さ4mm)が遺存し，関は角関である。

3は穂摘具である。右側の端部を欠損する。方形の孔が2か所に認められるが，釘は脱落している。現存

長11.1cm・幅1.9cm・厚さ 1mmを測る。4は鎌で，刃部の先端を欠損する。刃部は直線的に延び，先端付近

で内湾する。基端部に折り返しをもっ。現存長17.2cm'幅1.9cm~3. 6cm・厚さ3mmを測る。

276は北側が調査区域外で，上面は275に大きく削平されている。方形の住居跡で，南壁長は3.8mを測

る。西壁は，わずかに0.7mの長さを検出できたが，東側は斜面にかかるため判然としない。壁は，南西

コーナーでは緩やかに掘込まれ，壁高は21cmである 。 床面の状態は不明である 。 壁溝(幅10cm~17cm，深

さ 3cm~7cm) は明瞭に検出された範囲で、は巡っている 。 主柱穴は南壁側の 2 本である 。 P1(径40cm X45cm， 
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第188図 275， 276及び出土遺物
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深さ21cm)は， 275の床面下から検出された。P2(現存径55cm，深さ54cm)は， 275の南東壁に一部削平され

ている。覆土には暗褐色土が堆積している。出土遺物はない。

277， 278， 279， 325 (第189図，第11表， 図版22・59)

調査区の南端， G6.H6グリッドに位置する。南西側は調査区域外である。北端の上面を溝状遺構

'280に削平され， 中央部の床面には土坑325が位置し，南東側で279(時期不明)と重複している。279と325

4 . 2 

もあわせて報告する。南東壁の一部はピット278(径36cmx 50cm，深さ38cm)に削平されている。調査は住

居の北東側側2/5である。

B._、

A' 
・24.5m

A 

¥ チ ー
.B' 

B' 
- .25.0m 

B 

l 褐色土表土
2 褐色土焼土粒を含む
3-8暗褐色土 ローム粒を含む

9黒褐色土
10暗褐色士 ローム微粒を含む
11、12暗褐色土 ロームを含む
13暗褐色土
14暗褐色土 ローム粒 ・焼土粒を含む
15 i音褐色土 ローム粒を含む

16暗褐色土
17暗黄褐色士 ロームを含む
1目、 19暗褐色土 ローム粒 ・ロームを含む

20暗褐色土 ソフトローム粒 ー焼土粒を含む
21暗褐色土黒色土粒主体
22暗褐色土 :17トローム粒を含む
23暗褐色士ハードロームブロックを含む
24暗黄褐色土ハードロームブロック主体

25暗黄褐色土 ハードローム粒 ':17トローム粒を含む
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第189図 277， 278， 279， 325及び出土遺物
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277の平面形態は方形を呈し，北東壁長は6.0mを測る。北西壁長1.1m・南東壁長3.3mを検出できた。

カマドは検出されていないが，北西壁に設けられていると考えられる。その場合，主軸方位はN-5r-w

である。壁はやや緩やかに掘込まれ，壁高は20cm"-' 23cmである。床面は凹凸があり，特に北側はやや高く

なり凹凸が激しい。壁際は軟弱な部分があるが，全体に堅徴である 。壁溝(幅14cm"-' 30cm，深さ3cm"'"

10cm)は幅が広く，調査範囲内では全周する。床面から複数のピットが検出されたが，このうち主柱穴は

P1 (現存径74cm，深さ62cm)とP2(径82cmx 116cm，深さ62cm)である。同一の掘込み内の底面にも別の柱の

あたり症が認められることから，建替えが行われていたと考えられる。根太痕跡の溝は壁溝とP1・P2を結び，

さらに北東壁の中央から小ヒ。ツ トに延びている。覆土は，ローム粒をわずかに含む暗褐色土が主体である。

出土遺物は少なく，土師器杯(1 )・奮(4)，須恵器聾(3)などの破片や銭貨(5 )が，床面や覆土下層か

ら出土している。特に注目されるのは， 5の延喜通賓(初鋳907年)である。表面の摩耗が激しく，縁も削

り取られており，遺存常態は良好ではない。計測値は第11表に記載した。

279は西側が調査区域外にかかり，北側は277に削平されている。方形の住居跡で，東壁の一部3.7mが

遺存している。規模は一辺4.5m前後と想定される。壁はやや緩やかに掘込まれ，壁高は13cm"'"18cmで、あ

る。床面は凹凸があるが，全体に堅轍である。壁溝は検出されていない。柱穴は方形で，東側の床面から

2本が検出され，底面には柱のあたり痕が確認された。P1(27cm x 28cm，深さ34cm)は， 277の床面下から

検出され， P2 (38cm x 45cm，深さ61cm)は南東コーナーに寄って配置されている。東壁際からは焼土の堆積

が検出された。覆土は，ローム粒をわずかに含む暗褐色土に褐色土が混在する。

出土遺物は少なく，土師器片が出土しているが図示できるものはない。

325は， 277の覆土上層から掘込まれた土坑である。大半は調査区域外にかかり，北東側の一部を検出し

た。平面形態は隅丸方形と考えられ，規模は床面で検出された北東壁長は75cmで、あるが，セクションから

は東西長1.2m前後が想定される。壁は緩やかに掘込まれ，掘込みの深さは60cmで、ある。埋土は，ローム

粒をわずかに含む暗褐色土で，中層から 2の須恵器聾の口頚部が出土した。

313 (第190図，図版22)

調査区の南西， G4グリッドに位置する。上面を大きく削平され，溝状遺構282が中央部を走る。カマ

ドの袖部と床面の一部が確認できる程度で，遺存状態は悪い。

平面形態は正方形と考えられ，規模は推定で2.4mx2. 4mである。中央部に硬化面が残る。柱穴や壁溝

は検出されていない。

カマドは，右袖部の一部の遺存状態から，北西コーナーに設けられていたと考えられる。煙道部や火床

の状態は不明である。カマド内からは 1"-'3の土師器杯や4の土師器聾が出土している。2・3の底部

は，回転糸切り無調整である。 1も同様であろう 。

2 掘立柱建物跡

131 (第191図)

調査区のほぼ中央， F 5グリッドに位置する。北西側が調査区域外にかかり，柱穴の一部が古墳時代の

住居跡101・103と重複している。建物は西側に44度大きく振れているが，東西方向 3間(4.3m)，南北方

向2間以上(2.5m以上)の東西棟の側柱建物と推定される。柱間寸法は，桁行(東西)方向で1.2m ""'1. 7m， 

梁間(南北)方向では1.7m以上を測る。柱穴は径25cm""'87cmの楕円形で，深さは40cm"-' 60cmである。南隅

の柱穴は建て替えが行われており，掘方は比較的大きなっくりになっている。出土遺物はない。
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第190図 313及び出土遺物

209 (第191図)

調査区の東， E 7グリ ッドに位置する。古墳時代前期の住居跡199Bと，北側桁行方向の柱穴が重複す

る。東側が調査区域外にかり，桁行方向の柱穴が検出できなかった箇所もあるが，東西3間以上(4.0mf)，

上)，南北 2問(2.7m)の東西棟の側柱建物と推定される。桁行方向はN-190-Eである。柱間寸法は，桁

行(東西)方向で1.40m ""' 1. 55m，梁間(南北)方向では1.3m""' 1. 4mを測る。柱穴は径35cm""'62cmの楕円形

である。深さは19cm""' 58cmと差があるが， 40cm代の深さのものが多い。柱のあたり痕(径12cm""'18cm)が確

認できた柱穴も多い。掘方埋土は黒褐色土を主体に，暗褐色土がわずかに混在する。出土遺物はない。

228 (第191図)

調査区の南， G5グリッドに位置する。 北側が調査区域外にかかるため，桁行方向の柱穴は検出できな

かったが，東西 3間以上(5.9m以上)，南北 2問 (3.6m)の東西棟の側柱建物と推定される。桁行方向は

N-380 -Wである。柱間寸法は，桁行(東西)方向で1.8m""'2. Om，梁間(南北)方向では1.8mを測る。柱穴

は径60cm""' 80cmの楕円形で，深さは24cm""'56cmで、ある。柱のあたり痕は確認されていない。掘方埋土から

は，土器片や鉄製品が出土しているが，図示できたのは 1の須恵器甑である。体部はタタキしめられ，内

面はナデで仕上げられている。口縁部下に聾に掛ける台形状の突起がっくりだされている。
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233 (第192図，図版22)

調査区の南， G 6グリッドに位置する。南東側が調査区域外にかかり，北西側では224Bと隣接する。

南側桁行方向の柱穴列が検出できなかったが，東西3問(5.9m)，南北2間以上(3.3m以上)の東西棟の側

柱建物と推定される。桁行方向はN-380-wである。柱間寸法は，桁行(東西)方向で2.2m "'2. 5m，梁間

(南北)方向では1.5m"'1. 7mを測る。柱穴は，径35cm'" 58cmの楕円形や隅丸方形である。深さは30cm'"

35cmとほぼ一定している。柱のあたり痕は確認されていない。掘方埋土から土器片が出土しているが，図

示できるものはない。

323， 301， 310 (第192図，図版51)

調査区の南西， G4グリッドに位置する。古墳時代後期の住居跡308などと重複し，南東側が調査区域

外にかかる。そのため検出できたのは，東西3問(2.8m)である。南北方向は不明であるが，周辺の状況

から東西棟の建物と推定される。柱問寸法は，北側の桁行(東西)方向で1.8m '" 1. 9mである。柱穴は径

42cm'" 54cmの円形で，深さは14cm'"43cmで、ある。P4は皿状の浅い掘込みである。P1・P3には柱痕がセク

ションに残る。柱のあたり痕は確認されていない。埋土は，ソフトローム粒を含む暗褐色土である。掘方

埋土から土器片が出土しているが，図示できるものはない。

周辺からは 2基の土坑が検出されているので，あわせて説明する。301は平安時代の土坑で，北側が調

査区域外にかかるため，南側1/2の調査である。平面形態は楕円形を呈していると考えられ，長軸長側は

50cmを検出した。調査範囲での短軸長は57cmを測る。底部は外側に挟り込むように掘込まれ，ややオー

ノ〈ーハングしている。確認面からの深さは35cmで、ある。埋土は暗褐色土を主体に，黒褐色土やローム粒が

混在する。埋土中から 1"'3の遺物が出土した。 1は高台付椀の高台部である。2は高台付椀の底部であ

る。3は土玉で1/2の遺存である。現存径3.2cm・高さ2.9cm・孔径7mmを測る。310は時期不明の土坑であ

る。楕円形を呈し，長軸長は80cmを測る。掘込みは緩やかで，深さは15cmである。出土遺物はない。

3 地下式土坑

023 (第193・194図，図版22・51・50)

調査区の北側， D 6グリッドに位置する。確認面は整地のため，ハードローム上面まで削平されてい

る。西側に025が接しているが，重複はない。平面形態は長楕円形を呈し，規模は1.95m X 4. 15mを測る。

長軸方位はN-420 -E である 。 北東側から南西方向に掘込まれている 。 上面から41cm~43cm掘込まれ，平

坦面(47cmX 112cm)を形成し，さらに傾斜しながら131cm掘り下げる。そこで平坦な中場(42cmX 58cm)を再

び形成する。ここで、オーバーハングしながら241cm掘り下げ，平坦な底面に至る。底面は灰白色粘土層で

鉄分が沈着し，水分がしみ出たような痕跡が確認された。南西側はほぼ垂直に立上がる。埋土は，上層に

暗褐色土や暗黄褐色土を主体とする層が堆積し，ここから平安時代の黒色土器などの土器類が多数出土し

ている。中層は，灰褐色土やロームブロックを多く含んだ層が互層をなしている。ここでの遺物の出土は

減少する。下層は，ハードロームブロックを主体とする層と暗褐色土や灰白色粘土が混在して堆積し，遺

物の出土はわずかである。

出土遺物は多いが，覆土一括として取り上げている。 1'" 10は黒色土器杯である。内面を黒色処理さ

れ，丁寧なミガキで仕上げられている。底部の切り離し技法は，静止糸切りである。無調整のものが多い

が，底部周縁に手持ちへラケズリが施されているもの(1・2)もわずかに存在する。体部下端はすべて手

持ちへラケズリである。出土した土器の分類は第 8章に述べるが， 023では形態や径高指数から 1~3 (I
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第194図 023出土遺物

類) ・ 4~6 (1I類)・7(III類)に，それぞれ分けられる。023では 1. II類が多く ，III類の出土点数は少な

い。また，II類は，器高から5.3cm前後 (4)と5.6cm前後(5・6)のものに細分できる。11は滑石製の紡錘

車である。埋土中に混入していた。ほぼ完形で，側面に粗雑な沈線が刻まれている。径上面4.4cm・下面

2. 4cm，厚さ7mm，孔径6mmを測る。

025 (第 195~199図 ， 第18表，図版22 ・ 5 1~54 ・ 58 ・ 60 ・ 6 1 )

023の西側で，D 5グリッドに位置する。北側は調査区域外にかかる。竪坑の底面には横に掘込まれた

小規模な空間が付設されている。この施設は調査区域外まで延びており，崩落の危険があるため全体の調

査までは至らなかったが，地下式坑の主室である可能性が高いと考えられる。

主軸方位は概ねN-460
- Eである。023の長軸方位とほぼ一致している。竪坑は東西径2.58m，南北は現

状で1.95mと大きく開口している。竪坑下部の埋土にロームブロックが多く堆積していることから，上面

は崩落して広がったと思われる。竪坑の西側は角度をもって掘込まれているが，主室のある東側は垂直で

ある。深さは2.3mを測り ，底面はほぼ平坦である。開口部は幅1.1m，高さは55cm，主室底面との段差は

20cmである。主室の調査は，開口部から1.4mの地点まで掘り進んだところで終わっているので，全体の

様相は不明である。開口部付近の天井部が奥に向かうに従って次第に高くなっているので，アーチ型の形

態であったことも考えられる。埋土は，上層では黄褐色土と暗褐色土が互層をなしているが，中層以下で

は次第にロームブロックを主体とする層が多くなる。員ブロックが南側から投棄され，中層から下層にか

けて検出されている。貝類の分析結果は付章に掲載した。

出土遺物は多く，南西から北東方向に投棄されている。貝層とほぼ同じ層位から土師器杯類が多数出土

し，その直上の土層には黒色土器の杯類や椀類が多数含まれていた。土師器杯類とほかの器種には，投棄

一 240-



1 褐色士 ロームプロックを多く含む
2暗黄褐色土 ロームプロックを含む
3黄褐色土 ロームプロックを含む
4 黄褐色土 ローム粒をわずかに含む
5 黄褐色土 ロームプロックを多く含む
6 黄褐色土 ローム粒、小ロームプロックを含む
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S 黄褐色土
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の時間差がわずかにみられるが大差ではない。 1'"'-'7は土師器杯である。体部が直線的に立ち上がる杯A

(1 '"'-' 3，径高指数29'"'-'32)と，体部下位が張り出し緩い稜を形成する杯B(4'"'-' 6，径高指数36前後)に分

類できる。底部の切り離し技法は，静止糸切りがほとんどであるが， 1は回転糸切り無調整である。8は

足高高台付皿で，体部が大きく焼き歪んでいる。高台は底径9.1cm，高さ3.Ocmと比較的大きく 。中位に稜

を形成し，高台Cに類似している。出土位置が判然としないため，ほかの土器との関連性は不明である。

9 '"'-'40は黒色土器杯である。主に内面に黒色処理が施され，丁寧なミガキで仕上げられている。9は外面

も黒色処理されているが， ミガキで仕上げられていない。底部の切り離し技法は， a類の静止糸切り無調

整が多いが，切り離し後に周縁あるいは全面を手持ちへラケズリで調整しているもの (b類)もある。形態

や径高指数から，浅い形態の I類(9'"'-'18，径高指数33'"'-'35)， II類(19'"'-'30，径高指数36'"'-'39)，深椀に近

い形態のE類(31'"'-'40，径高指数40'"'-'43)に分類できる。E類の出土点数がやや多い。切り離し技法との関

連では， 1類はほとんどが a類であるが，口径14cm前後の E類ではb類が次第に増加し， ITI類になると a

類と b類の出土比率は同じになる。41'"'-'56は，黒色処理が内面に限定されている黒色土器椀Aである。ハ

の字状に開く1.5cm前後の低い高台が付けられている。体部がやや椀に近い口径13cm代の I類(41'"'-'51)と，

14cm'"'-' 15cm代の E類(52'"'-'54)に大別できるが，多くは I類に分類される。器高は口径の大きさにかかわら

ず6cm前後のものが多く，同時に出土した黒色土器杯に比較して全体に小振りにつくられていることがわ

かる。底部の切り離し技法は，静止糸切り無調整のものもみられるが，ほとんどはナデで調整されてい

る。57.58は土師器聾である。57は体部の張る小型空で，口径に比べて器高の低い形態である。58は聾 E

類としたタイプで，焼成遺構256から多く出土している。59は万子の茎である。現存長7.0cm・幅6mm'"'-'

12mm・厚さ3mmを担Ijる。60は滑石製の石製模造品(有孔円板)である。両面を研磨され， 2孔が中央に偏っ

ている。61は土玉である。径3.Ocm・高さ2.7cm・孔径8mmを測る。

4 粘土採掘坑

173， 348， 349， 350 (第200・201図，図版25・26・54)

調査区の北， D6グリッドに位置する。北西から侵入する小支谷を北側に臨む，標高23.5m前後の緩斜

面上から検出された。173の周辺からは同様の遺構である348・349・350が検出されている。南北の両側が

調査区域外にかかり限定的な範囲での調査のため，それぞれの遺構の関連性が不明である。斜面を臨む連

続した同ーの遺構の可能性もあるが，ここでは個々の遺構として説明する。これらの遺構は，斜面上から

緩やかに 2m以上掘込まれているため，安全対策上それ以上の掘削は中止しており，基底面までは検出し

ていない。白色粘土層はその下部に存在すると思われる。掘込み面や基底面の状態は不明であるが，東南

部地区では御塚台遺跡の粘土採掘坑が類似した様相であることから，本遺構も同様の粘土採掘坑と考えら

れる。埋士は，ハードロームブロックを主体とする層が中心で，人為的に排土を埋め戻したと思われる。

173は最も規模の大きな採掘坑で，東西方向の幅7.8m，奥行きは現存で6.4mである。竪坑の広がりか

らA ・B ・Cに細分したが，このうち最も奥まで長く延びているのは173Cである。西壁の一部を挟り込

みながら水平方向や下部へ採掘をすすめている。350は173Cの東側に位置しているが，調査区域外で連続

している竪坑の可能性がある。

348は173の西側に位置し，東西幅3.45m，奥行きは現状で3.2mである。南側は70cm挟り込むように掘

下げているが，東西方向の掘込みは緩やかで下部は次第に狭くなっている。
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349は348の南側で，斜面には面していない。東側で173Cと重複している。東西幅6.0m，奥行きは現状

で1.6mである。東側は段をもって掘下げられているが，西側は大きく挟り込まれている。

遺物は埋土中から， 173 ( 1 '" 6 )は須恵器高台付杯，土師器高杯・聾・甑・手担ね， 349 (7・8)では土

師器高杯，須恵器査などが，それぞれ出土している。1は須恵器高台付杯である。角張った貼り付け高台

が付く 。2は手担ねで，内面は黒色である。3・4は高杯の脚部， 5は聾である。3は外面が赤彩されて

いる。6は甑の体部下半で，内外面にミガキが施されている。7は須恵器短頚壷で，口唇部が平坦につく

られている。8は土師器高杯である。脚部の裾が大きく聞き，外面は赤彩されている。

270， 270B (第202図，図版25・26・54)

270は調査区の北端のB7グリッドにあり，支谷に張出した台地の先端部付近の緩斜面上に位置してい

る。南北の端部は検出できたが，東西側は調査区域外にかかる。3基の竪穴(採掘坑)が連続して掘削さ

れ，基底面には白色粘土層(常総粘土層)が検出されていることから，粘土採掘坑と判断した。

3基の採掘坑は不整楕円形を呈し，北側の採掘坑の北壁はやや直線的である。規模は，上面径2.5m '" 

4.0m，基底面は3.3m "'3. 5mで、ある。西側で南北に連続する 2基の竪坑は，南北側にそれぞれ挟り込ま

れている。特に南側は1.2mも大きく扶り込まれている。掘込みは，片側はやや緩やかであるが，対する

壁は垂直に近く挟り込まれている箇所もある。中央部では，白色粘土層までの確認面からの深さは1.8m

である。基底面は，部分的に掘削され凹凸があり，東側が一段掘り下げられている。埋土は，ハードロー

ムブロックを多く含む暗褐色土を主体に，明褐色土や黒褐色士が混在している。

270Bは270の北側に隣接する。北東側は調査区域外で，上面を約1/2検出した。掘下げたところ，現地

表面からは2m以上掘削されているため，途中で調査を中止した。埋土はハードロームブロックを多く含

む暗褐色土が主体で，人為的に埋め戻されていると考えられる。埋土中の粘土ブロックの存在や，途中か

ら挟り込むように掘削していることなどから， 270と同様の粘土採掘坑と判断した。270とは斜面倒で連続

している可能性がある。上面の平面形態は円形と考えられ，径2.6mを測る。北側は確認面から 1mまで
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は垂直に掘込まれているが，南側は大きく挟り込まれている。現状では2.8mの奥行きがある。

遺物は，南側の採掘坑基底面から土師器杯 ・足高高台付椀がまとまって出土している。これらの土器は

完形に近い製品もあり，粘土採掘後にこの位置に置かれており，儀礼的な行為を意味していると考えられ

る。この区域の最終的な採掘が，南側採掘坑であったことも想定される。小片のため図示できなかった

が，東側採掘坑の土器片は埋土上層からの出土である。

1""-'4は土師器杯である。杯BIIに分類した一群の土器で，体部下位が張り出し稜を形成する特徴的な

形態である。口径13.4cm""-' 14. Ocm，底径6.Ocm ""-' 7. 2cm，器高4.6cmは前後を測る。径高指数は34前後にま

とまっている。底部の切り離し技法は，回転糸切り無調整である。胎土には石英粒が多く含まれている。

5は足高高台付椀である。高台部を欠損する。体部はロクロ目が強く，口縁部が大きく外反している。6

は高台で1/2の遺存である。7は混入した古墳時代の聾の口縁部で，外面と口縁部内面が赤彩されている。

5 土師器焼成坑

320 (第203図，図版25・54)

調査区の南側， G6グリッドに位置する。ハードロームに床面をもつが，上面を削平されているため浅

い掘込みになっている。平面形態は，南北方向に長軸をとる隅丸方形を基本とし，西側の壁はやや直線的

になっている。規模は長軸長1.32m，短軸長1.06mを測る。壁の掘込みは全体的に緩やかで，現状の深さ

は最も深い中央部で、15cmである。床面は，中央から東側の範囲が広く被熱のため硬化しており，特に東側

では壁の外側の部分まで被熱されていた。床面中央から北側の壁面には焼土が堆積し，焼成した土師器片

も出土している。埋土の中央には，焼土粒を含む黒色土が赤褐色土の上に堆積していた。

1は土師器杯である。底径5.3cmの底部から，体部はやや内湾しながら立ち上がる。底部の切り離し技

法は回転糸切りで，周縁と体部下端に手持ちへラケズリを行っている。径高指数は37.7と大きく，深めの

形態である。胎土には砂粒や石英粒を含み，焼成は堅微である。第 8章の分類では，杯A 1 aとした土器

である。2・3は費の底部である。堅轍な焼成で， 3の底部は回転糸切り無調整である。

259 (第203図，図版25)

調査区の北端C7グリッドで， 256の北西6mに位置する。上面を削平され北側が撹乱を受けており，

遺存状態は良好ではない。床面の被熱状態から土師器焼成坑と判断した。平面形態は南北方向に長軸をと

る楕円形で，奥壁側はやや直線的であるが，全体に丸みをもっ。規模は，長軸方向は推定で2.0m，短軸

方向は1.5mである。皿状に浅く掘込まれ，深さは最も深い箇所で19cmで、ある。床面中央から南側の1/2が

被熱のため赤色に硬化しているが，壁面は被熱されていない。床面の焼土の上に，炭化粒がわずかに認め

られる。埋土はハードロームブロックを少量含む黒褐色土である。出土遺物はない。

289 (第203図，図版25・54)

調査区の北端， B 7グリッドに位置する。南側に平安時代の住居跡272が隣接し，西側の一部に撹乱を

受けている。平面形態は南北方向に長軸をとる楕円形で，径63cmx76cmを測る。壁の掘込みは緩やかで，

中央部の最深部でも16cm程度である。床面中央の西側に焼土粒や灰を含む黒色土が，東側には焼土が主に

堆積している。床面の中央部は楕円形に低くなっており，床面は被熱のためかなり硬化していたが，壁面

はあまり焼成を受けていない。埋土中から，焼成した土師器高台付椀・聾がまとまって出土したが，図示

できたのは4・5である。
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4は，高台付椀の体部下半から高台にかけての部分である。ハの字状に大きく聞き，底径は約9cmで、あ

る。高台の高さは2cm前後で， 256から出土した高台Bと同タイプであろう 。5は聾の口縁部で，口頭部の

屈曲は弱い。口唇部は直立気味に立ち上がり，外面が面取りされている。256から大量に出土した費類と

は，口頚部の屈曲や焼成などで相違点があるが，口唇部外面の面取りなどの細かい技法は類似している。

以上のことから， 289は256と同時期の焼成坑であろう 。

049 (第203図，図版22・54)

調査区の北東， D 7グリッドに位置する。南西コーナーを溝状遺構050に削平されている。上面は整地

されており，全体に浅くなっている。平面形態は，南北方向に長軸をとりコーナーが丸みをもっ方形を呈

し，東壁はやや外側に張り出す。規模は長軸長1.17m・短軸長1.03mを測る。壁の掘込みは緩やかで，深

さは3cm"-'6cmで、ある。床面は広く平坦である。床面の中央から北西寄りには，径63cmx九cmの範囲で被熱

された面が広がっているが，焼成は弱い。壁面は被熱されていない。遺物は，土師器小皿・黒色土器椀・

足高高台付椀の高台部などが壁際寄りから出土している。埋土には，焼土粒を含む黒色土が堆積している。

6・7は小皿で、ある。口径8cm前後 ・器高1.2cm前後の肩平な皿状の形態で，底部は回転糸切り無調整で

厚くつくられている。口唇部を斜め上方に小さく引き出し，焼成は堅y徴である。分類では小皿Aとした土

器である。8は内外面が黒色処理された黒色土器椀Bである。内面のミガキなどの処理は雑である。高台

は断面が角張った形態で，底径は6cmと小さい。口縁部を欠損しているが，体部は大きく開く形態である。

9は足高高台付椀に付く高台Dである。底径12cm・高さは5.1cmもあり，踏ん張るように開いている。

056 (第203図，図版25・54)

調査区の北東， D 7グリッドに位置する。古墳時代前期の住居跡034の床面を掘込んで土坑が構築され

ている。この土坑の上面で焼土が検出され，出土した土師器小皿や高台から，土師器焼成坑と判断した。

土坑の平面形態は楕円形で，規模は1.50m X 1. 65mを測る。壁の掘込みは緩やかで，深さは92cmで、ある。

土坑の南北側の 4か所に，焼土(厚さ6cm"-'1 Ocm)が上面に堆積したピット(径38cm"-' 54cm，深さ 11cm"-' 

43cm)が位置している。これらの焼土は，土坑埋土の上面に並んでおり，埋土内へは落ち込んでいない。

土師器が出土した中央部でも，土器片は埋土上面に止まっており，土坑が埋没してから土器を焼成した可

能性がある。そのため，土坑との関係や本来の形態は明らかではないが，焼土の分布から，楕円形の浅い

床面に複数の焼成面をもっ土師器焼成坑の存在や，焼成坑の重複関係が想定される。ほかの焼成坑とは異

なる特異な形態であり，時期差等も考慮される。遺物は，中央部の焼土内から，土師器小皿・黒色土器椀

が出土している。10は小皿で、ある。口径7cm.器高2cmの肩平な皿状の形態である。底部は回転糸切り後

に，部分的にナデで調整している。049の6と類似した形態で，小lIll.Aに分類できる。11は破片であるが，

黒色土器椀Bである。内外面が黒色処理されているが， 049の8と同様にミガキは雑である。高台の断面

は角張っており，底径は6.5cm前後である。体部との境に明瞭な稜が形成されている。

256 (第204"-'208図，図版23・24・54"-'57)

調査区の北端， C 7グリッドで東側は次第に緩斜面にかかる位置である。南側に隣接する平安時代の住

居跡255の北壁側を一部削平している。本遺跡内では，最も出土遺物の多い土師器焼成坑である。

平面形態は長楕円形で，部分的に直線の箇所もある。規模は長軸長2.85m・短軸長1.50mを測る。長軸

方位はN-780
- Eと，大きく東側に振れている。壁は緩やかに掘込まれ，深さは12cm"-' 28cmである。床面

は平坦で，ほぼ全面が被熱で硬化していたが，特に中央部から奥壁にかけての2/3の範囲が強い被熱のた
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第205図 256粘土及び赤色化ローム範囲

め赤化している。この範囲が焼成の中心部分である。埋土は，床面の直上に炭化材を主体に焼土粒を含む

黒褐色土が，また奥壁には炭化材や焼土粒 ・焼土ブロックを中心とする層が壁に沿って立上がるように，

それぞれ堆積している。奥壁面もよく被熱されていることがわかる。これらの土層の上に，灰黄色の砂質

粘土が燃焼範囲を広く覆うような状態で検出された。この砂質粘土は，径1.15m x 1. 9mの範囲に6cm"-' 

15cmの厚さで堆積している。さらにこの上には，炭化材や焼土粒をわずかに含む暗褐色土が堆積している。

大量の土師器は，この砂質粘土層と床面との問の層から出土した。器種は，杯 ・椀 ・高台付椀 ・警であ

る。このほかに，高台付杯 ・椀の高台部分のみが出土している。遺物は奥壁側1/3のo.95m x 1. 15mの範

囲に集中している。特に聾類の出土が多く，これらの破片を復元したところ，実測可能な個体数で22個体

分にもなった。ほぼ完形に復元できた製品の多いことが注目される。杯・椀類の分布は，奥壁側に集中し

聾類の縁辺に重なっている。この中で杯は主に奥壁側に多く，高台付杯・椀の高台部は中央から北寄りの

範囲に出土している。垂直分布では，聾類が主に下部に集中し，その上に杯類が位置している。土器の焼

成は，聾類は良好であるが，杯 ・椀類はやや脆弱な点が認められる。

本遺構からは一片毎に取り上げただけでも937点の破片が出土している。一括遺物として取り上げた土

器片もあり，総数は1，000点を超える。937点のうち，接合し実測できた破片は711点である。その内訳は，

杯39点 ・高台付椀4点 ・椀 2点 ・高台付杯 ・椀の高台部36点，聾類630点である。破片数では聾類が最も

多く， 一括遺物を除く全体の破片数の67.2%，接合した破片数では88.6%を占めている。

聾類の出土が圧倒的に多いことから，これを中心に焼成していたことも考えられるが，焼成の不良な杯

類や欠損した高台を残したまま，杯 ・椀類を先行して取り上げた可能性もある。この場合は，焼成の終了

した奮類が何らかの理由で，取り上げられないまま途中で廃棄されたことになる。生産された完成品が出

荷されずにそのままの状態で残っているのは，常態ではない。いずれにしても，理由は明らかではないが

何らかの緊急事態が発生し，製品を残した状態で焼成坑を放棄したものと考えられる。

出土した遺物のうち図示できたのは，土師器杯15個体，高台付椀2個体，椀 1個体，高台付杯・椀など

の高台部22個体，聾22個体である。 1"-' 15は杯である。第 8章で杯Cと分類した一群の土器で，全体に器

高が低く粗雑なっくりである。 1. 2は，杯C1と分類した杯である。口径11cm前後と小型で、あるが，径

高指数が32前後とやや器高の高い形態である。 3"-' 15は杯CIIと分類した一群である。器高が低く，体部

下位が大きく張り出し緩い稜を形成する，特徴的な器形である。これらの杯は，体部が外反しながら立ち
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静止糸切り

回転糸切り

上がるタイプ(3~5 ，径高指数25前後)と，やや直線的に立ち上がるタイプ (6 ~15，径高指数28前後)に

細分できる。底部の切り離し技法は静止糸切りが多く，大きく弧状を描くような痕跡が認められる。体部

下端のへラケズリは省略されている。16は無高台の椀Aである。南側に隣接する住居跡255出土の破片と

接合した。全体に大形で，底部から直線的に体部が立ち上がっている。17は有台の椀Bである。口径12cm

と小形の器形で，体部は丸みをもっ。内面はミガキが施されているが，黒色処理はされていない。18は黒

色土器椀Bである。内面に黒色処理が施されているが，地下式土坑025の出土品に比較してミガキはやや

雑である 。 体部が丸みをもち，低い高台が貼り付けられている 。 19~40は，杯や椀に貼り付けられていた

高台部分である。体部との接合部分に糸切り痕が残るものもあり，端部を上にして開くようにつくられて

いたことがわかる 。 形態から高台A ・ B ' C に分類し，底径から I 類~m類に細分できる 。 高台A(19~

30)は小形で、直立する形態、で，高さは1.2cm前後である。底径から I類 (6.2cm~6. 8cm， 19~25) ， II類

(7.4cm前後， 26~28) ， m類 (7.8cm~8. 4cm， 29・30)にわけられる。高台B(31 ~39) は，高さが2. Ocm~ 

2.6cmと高く，ハの字状に大きく開く形態である。中位に明瞭な稜をもつもの(36・37など)もある。底径

から I類(9cm前後， 31 ~34) ， II類(9.5cm前後， 35~37) ， m類(l1cm前後， 38・39)にわけられる。高台C

(40)は，底径に比較して3cm前後の高さをもち，形態的には高台Bに類似する。丁寧なっくりで堅微な焼

成である 。 41~61は聾である 。 やや長胴の形態で，平底の底部から粘土紐を巻き上げて成形している 。 体

部の内外面にその痕跡が明瞭な聾もある。体部下半は横位のへラケズリ，上半はナデで仕上げられてい

る。口頚部は，くの字状に短く外反し，口縁部外面が明瞭に面取りされているものもある。大きさから，

小型の I類(口径15cm前後・器高19cm前後， 41 ~43) と，大型の E 類(口径20cm前後 ・ 器高26cm前後， 44~ 

61)にわけられる。E類は類似した器形が多いが，なかには口縁部が大きく外反するもの (48)や，外反が

弱く短く直立するもの (57)もある。小型の警の出土量は少なく，ほとんど大型の E類で占められている。

6 土坑

調査区からは多数の土坑やピットが検出されているが，出土遺物から奈良・平安時代と判断できる有天

井土坑や土坑を主に掲載した(第209・210図)。出土遺物がなく時期の確定できない土坑については，形態、

や規模等から同時期と考えられるものや，それ以外の時期が判然としないものも，代表的な土坑はここに

図示した。これらの士坑は，出土遺物や形態から土坑墓と考えられるものが多いが， 195・196のように貝

が大量に投棄されている土坑もある。さらに，緑紬陶器が128からは出土しており，性格は様々である。

なお，住居跡等と重複する土坑については，その遺構の項で説明した。
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051 (第209図)

調査区の北東， D 7グリッドに位置する有天井土坑である。古墳時代後期の住居跡054を削平して構築

されている。天井部はすでに崩落しており，遺存状態はあまり良好ではない。

平面形態、は不整楕円形で，長軸長2.24m x短軸長1.93mを測る。長軸方位はN-2r-Eである。西側は

垂直に掘込まれ，確認面から64cmの位置に中段が形成されている。東側にわずかにオーバーハングした箇

所が認められる。底面は長楕円形で，中段からさらに5cm浅く掘込まれている。長径1.91m x短径0.76m，

確認面からの深さは74cmである。底面に溝は設けられていない。埋土は，暗褐色土や黒褐色土を主体に，

ローム粒やロームブロックを含む黒灰褐色土・暗黄褐色土・暗黄灰褐色土が混在する。

遺物は土師器片などがわずかに出土したが，図示できるものはない。

128 (第209図)

調査区の中央， F 5グリッドに位置する。古墳時代後期の住居跡103の北西壁とカマドの袖部を削平し

て設けられている。円形の土坑で，規模は径61cmX64cm，深さは41cmで、ある。緩やかに掘込まれ，底面は

やや硬化している。埋土中層から，土師器杯・高台付椀・聾や緑粕陶器椀の破片が出土した。 1は緑紬陶

器椀である。出土した4点破片は，複数の個体の可能性もある。体部は内湾しながら立ち上がり，口縁部

に輪花は確認されていない。付け高台で，端部は欠損している。底部は回転へラケズリである。体部内面

にトチンの跡が残る。ハケ塗りで，灰緑色を呈する。9世紀後半の，猿投窯を中心とした東海地方の製品

であろう 。覆土中層からの出土である。2は土師器皿で，底部は回転糸切り無調整である。3は高台付杯

の底部である。内面にミガキが残る。

168 (第209図，図版57)

調査区のほぼ中央， E 5グリッドに位置する。南西側が調査区域外にかかる。楕円形を呈すると考えら

れる土坑で，規模は短軸長0.94m・長軸長は現存で1.02mである 。 ほぼ垂直に15cm~26cm掘込まれ，底面

は凹凸がある。この土坑の南東寄りに埋土上面からピット(径43cmX47cm，深さS7cm)が穿たれている。こ

のピットの暗褐色土の埋土下層には，多量のロームブロックが混在している。士坑の埋土は，ローム粒や

ロームブロックを多く含む暗褐色土・暗黄褐色土・黒褐色土が混在する。遺物は，土坑底面から土師器

杯・椀・聾が出土している。4.5は土師器杯である。ともに小形で，底部は回転糸切り無調整である。

6は黒色土器椀である。口縁部がやや外反し，高台を欠損する。内面から口縁部外面の上半にかけての範

囲が黒色処理されているが， ミガキは雑である。7・8は聾である。8は口縁部が外反し，体部上位に最

大径をもっ。体部はへラケズリで調整されている。

192 (第209図)

調査区の東， E 7グリッドに位置する。同時期の住居跡199Aの南西側に設けられている。円形の土坑

で，規模は径1.15mX1. 17m，深さは37cmを測る。緩やかに掘込まれ，底面は平坦に広くつくられている。

埋土は，ローム粒を多く含む黒褐色土が堆積している。遺物は， 9の土師器杯が埋土中から出土した。

195 (第209図)

調査区の北東， E 7グリッドに位置する。北東側で溝状遺構193と重複する。貝類が充満した土坑で，

同様の土坑195は南西側O.Smに隣接する。平面形態は不整円形を呈し，南側が張り出し直線的な部分もあ

る。規模は，径1.13m X 1. 33m，深さは51cm~59cmを測る 。 垂直に掘込まれ，底面はほぼ平坦である 。 埋

土は，下層にローム粒・ロームブロックやハマグリを少量含む黒褐色土が堆積し，その上がハマグリを主
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体とする混土貝層である。貝層サンプノレは図のように30cmX 30cm X 5cmの単位で切り出し，分析結果を付

章に記載した。遺物は少量で， 10・11の土師器杯片が出土している。

196 (第209図)

195の南西に隣接する員類が充満した土坑である。平面形態は楕円形を呈し，規模は1.21m X 1. 36m， 

深さは57cm~63cmを測る 。 垂直に掘込まれているが，東側の底面付近では段をもつように緩やかになる 。

底面は平坦である。埋土は， 195と同様の堆積状況を示しており，員層のサンプノレを同じ方法で採取した。

分析結果は付章に記載した。遺物はわずかで， 12の土師器護が埋土中から出土した。

208 (第210図)

調査区の北東， E 7グリッドに位置する。住居跡197の北西壁の一部を削平して構築されている。不整

楕円形を呈し，規模は径1.37m X 1. 68m，深さは33cmを測る。皿状に緩やかに掘込まれ，底面は平坦であ

る。埋土中から13の須恵器聾の口縁部が出土した。

251 (第210図)

調査区の北， C 7グリッドに位置する。南側は調査区域外にかかり，溝状遺構252と重複する。平面形

態は長楕円形で，規模は長軸長は現存で2.4m・短軸長0.8mで、ある。長軸方向は緩やかに掘込まれ，底面

は中央部が次第に低くなっている。中央部での深さは46cmである。遺物は，埋土中から土師器杯・椀・警

が出土しているが，図示できたのは14の土師器杯片である。

288A. B (第210図，図版26・57・61)

調査区の南， G 6グリッドに位置する。2基の土坑が並列し，土坑321(時期不明)が南側に隣接する。

2基とも平面形態は円形を呈している。規模は， 288Aが径67cmX 75cm・深さ 15cm，288 Bは径53cmX 

62cm・深さ13cmである。垂直に掘込まれ，底面は平坦である。土坑聞には薄く焼土が堆積しているが，被

熱されてはいない。埋土は， ローム粒を含む暗褐色土が主体である。288Aの底面から15の土師器小皿が

出土した。周辺からは16の鉄製品なども出土しており，上面に住居などが存在していた可能性が高い。15

は小皿BII類に分類したもので，浅い皿状を呈し口唇部はやや直立気味に立ち上がる。底部は回転糸切り

無調整である。16は現存長4.5cm・幅0.9cm・厚さ3mmを測る。

318 (第210図)

調査区の南， G6グリッドに位置する。319が東側に隣接する。古墳時代後期の住居跡287の北西壁やカ

マドの上面を削平して構築されている。重複する部分は，住居跡を先行して調査したため不明である。平

面形態は，不整長方形を呈していたと考えられる。規模は，短軸長1.62m・長軸長は現存で1.37mで、あ

る。ほぼ垂直に掘込まれ，深さは15cmである。底面は平坦で，南西側に 2基のピットが位置しているが，

本土坑に伴うものではない。遺物は，埋土中から須恵器杯片が出土しているが，図示できなかった。

319 (第210図)

318の東側に隣接し， 287の北側を削平している。東側は調査区域外にかかり，西側1/2の調査である。

平面形態は小判型を呈すると考えられる。規模は長軸長1.61m・短軸長は現存で0.6m，深さは16cmで、あ

る。垂直に掘り込まれ，底面は平坦である。埋土には，ローム粒やロームブロックを多く含む暗褐色土が

堆積している。北西コーナー付近から， 17の須恵器杯が出土した。
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遺構外出土遺物第 3節

図版57・59)。確認調査時や，遺構に伴わずに出土した遺物をまとめて報告する(第211図，

1"-'8は土師器小皿である。器高が低い皿状の肩平な形態で，小1Ill.Aに分類した一群である。底部の切り

4は水平口縁部は外反するものが多いが，離し技法は回転糸切り無調整で，底部は厚くつくられている。

9は底部外面に墨書が書かれているが，判読不明である。11は9・10は杯である。に引き出されている。

口唇部にへラで押した輪花が残る。高台は角高台を貼り付けている。緑紬は全緑紬陶器の輪花椀である。

体に薄く，ハケ塗りで施粕されている。内面に爪跡が残る。猿投窯を中心とした東海地方の窯で生産され

たものであろう 。時期は9世紀後半と考えられる。12は須恵器聾である。13は平瓦である。外面に太い縄

内面には布目がつく 。目が残り，
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第 7章 中世以降

城ノ台遺跡は，西の生実城と東の有吉城の両城郭の中間に立地している。しかし，有吉城については発

掘調査の結果，明瞭に中世まで遡る遺構は土坑や溝状遺構などに限定され，出土遺物も少ないことから，

長期間にわたって重要な中世城郭として存在していた可能性は低いことが指摘されている(柴田1995)。ま

た，生実城も主郭や堀 ・土塁などの遺構は確認できるが，発掘調査は行われていないので，明確な城郭構

造や築城時期については推測の域を出ていないのが現状である。

本遺跡は，このような両遺跡に挟まれており，字名からみて城郭に関連する遺構が多く存在するものと

考えられていたが，発掘調査の結果，台地の東側を中心に虎口 ・柵列・土塁や小規模な堀，曲輸の一部と

考えられる粗雑に整地された平坦面などが，わずかに検出された程度である。簡易な普請の土塁も，台地

の縁辺部に一部が確認されているにすぎない。狭長な範囲の限定的な調査ではあるが，台地上の平坦地に

は本格的な曲輪や建物跡等の施設は確認されず，中世の陶磁器類や銭貨などの遺物も少ない。以上のこと

から，城ノ台遺跡は「発掘成果と現状の構造から見る限り，極めて臨時的に築城され，かつ短期間の使用」

であり，小弓公方足利義明が討死した天文 7年(1538)の国府台合戦直後に築造された，北条氏が「小弓城

を攻めるための拠点=陣城であったJ(柴田1995)という見解も有力な説の一つであろう 。いずれにして

も，本格的な中世城郭として長期間にわたり存在していた可能性は低いと考えられる。このようなことか

ら，本章では検出された遺構と遺物について述べるにとどめたい。

また，遺跡内から検出された溝状遺構については，部分的な調査のため本来の形態や連続性が判然とせ

ず，時期も特定できない遺構がほとんどである。台地上で各時代の集落の区域や各遺構を区画するもの，

中世城郭に伴うものも含まれている可能性もあるが，本章でまとめて報告することとした。

なお，遺跡内に所在する出羽三山供養塚である通称「城ノ台行人塚」は，第 l章第 1節で述べた経緯で移

築のための発掘調査が行われた。その成果も本章で報告する。

第 1節検出された遺構

1 虎口

147 (第212・213図，図版27)

調査区の東端， D 8グリッドに位置する。台地の周囲は急峻な斜面になっており，台地との連絡はこの

箇所に限定され，城郭の構造上，重要な位置を占めている。東側の有吉城へは細尾根が連続しているが，

そのなかでも南北からの小支谷が最も迫った細尾根から台地上への登り口に設けられている。有吉城側か

ら遺跡内への出入口にあたり，標高は27mである。虎口の両側には土塁が設けられ，台地の縁辺に沿って

延びているが，台地の周囲全体を囲うまでには構築されていない。

遺構は，両側を土塁に挟まれた通路部分を中心に，城郭の出口部分(東側)と入口部分(西側)に大きくわ

けられる。主軸方位をほぼ東西方向にとる。出口部分は，現在も道として使用されており，有吉城側から

は細尾根を通って急斜面を登り，やや北西に屈曲した緩斜面上に設けられている。ハの字状に大きく開い

ており，幅5.2m'奥行4.0mを測る。北側の土塁は東側に大きく張出しており，有吉城側から城郭の内部

へは直線的に進入できない食い違うような構造になっている。これに続く通路部分は，両側を土塁に挟ま
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れて狭くなっており，長さ9.0m・幅は1.4m '" 1. 9mである。北側は直線的で，高さ1.2mの土塁が迫るよ

うにつくられている。通路部分の西寄りからは，南側の土塁の一部を削り込んで，南北に掘込まれた浅い

溝状(長さ4.6m，幅上辺O.6m "'0. 9m・下辺O.3m "'0. 5m，深さ 14cm前後)の施設が検出された。ここで

は「門」にあたる遺構は検出されていないことから，戸のような開閉のための簡易な施設が設けられていた

可能性が考えられる。あるいは，一文字虎口のように遮蔽物を設けるための施設であったことも想定され

る。南側の土塁(高さ1.Om)では，この開閉施設の出口側が方形に形成され，幅が最も狭くなるが入口側

では聞き気味になっている。入口部分は土塁の立上がりも弱く，幅は通路で2.0m前後で、あるが，城郭の

内部へすすむに従って幅を次第に広げている。

虎口の南北に位置する土塁は，台地の縁辺に沿って一部が遺存している。北側の土塁は，現状で長さ28

m，幅3.1m"'4. 5m，高さはO.6m "'0. 7mである。虎口付近では，5. 3m x 12. 5mに東西に長くつくられ，

通路部分を圧迫するように迫っている。南側の土塁は，現状で長さ23.5m，幅4.5m"'5. 5m，高さはO.6 

m"'0.9mである。土塁は旧表土(黒暗褐色土)の上に，暗褐色土を主体とする土層やローム粒や焼土粒を

含む黒色土などを積み上げて築造している。土塁の外側に堀は検出されていないので，調査区南端の274

との関連性は弱いと考えられる。

2 *冊列

151 (第212図)

調査区の東端， D 8グリッドに位置し，南側の土塁の南西端に直交するように設けられている柵列であ

る。現状での長さは14.6m，幅O.95m "'2. 10m，深さは4cm"'36cmを測る。中央部で大きく幅を広げてい

るが，平均的には1.2m前後で、ある。底面には10個の長楕円形または長方形のピット(径O.8m"'1. 5m，深

さ24cm"'40cm)が直線的に配置されている。ピットの間隔は不統一で，中央部は50cm前後の間隔であるが，

北側で、は20cm前後と狭くなっている。

3 土塁，堀

274 (第214図)

調査区の南端，H6グリッドに位置する。南北の両側は調査区域外にかかり，園路の幅5mの部分的な

調査である。堀の内側に土塁が築造されている。東側は緩斜面に位置しており，台地の縁辺部に沿って構

築され，北東方面まで延びていたと考えられる。

堀は，調査区内では南北に直線的に延びている。規模は，上端幅1.28m'" 1. 62m・下端幅O.42m "'0. 56 

m，深さ20cm"'32cmを測る。底面はほぼ平坦である。壁の立上がりは，外側は緩やかであるが内側では土

塁に向かい角度をもって立上がっている。土塁は堀に沿って構築され，規模は現状で下端幅1.18m'" 1. 44 

m ・上端幅O.76m "'0. 88m，高さは60cm前後で、ある。堀の底面からの高さは，現状で、78cm"'86cmを測る。

盛土は，ハードロームブロックやソフトロームを主体とする黄褐色土を堀側に積み上げ，その上に堀を掘

削した際のソフトローム粒を多く含む暗褐色土・黒色土 ・褐色土を交互に積んで，土塁を構築している。

本来は，堀の底面から土塁までの比高は1.5m以上で、あったと思われる。堀の幅も狭く，土塁の構造も簡

易なっくりであることから，中世城郭の本格的な遺構とは判断できない。
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ムくももり

A 

第 2節溝状遺構

@ 
l 黒色土
2褐色土を主体に、ロームプロックを含む層

3暗褐色士 ローム粒を多く含む

4 黒褐色土

5褐色土 ローム粒を多く含む

6暗褐色土を主体に、ロームプロックを含む層

7 褐色土 ロームプロックをわずかに含む

8 褐色土 ローム粒.ロームプロックを多く含む

9暗褐色土を主体に、ローム粒を含む層

10黒色土 ロームプロァクを多く含む

11褐色土 ロームプロックを含む

12黄褐色土 ロームプロックを多く含む

。 ( 1 /80 ) 

4247m 

4m 

(1/40) 1m 

第214図土塁，堀

調査区の全域から検出されているが，調査範囲が狭長で限定的なため，その性格や用途については不明

な点が多い。形態や方向性も様々であり，なかには集落の区域や遺構を区画するものや，土器生産に伴う

もの，中世城郭の普請によるものなどもあると思われるが，ここに一括して掲載する。出土遺物も，覆土

中からのものがほとんどであり，遺構への帰属は判然としない。時期的には古墳時代から中世までの遺構

が含まれることになるが，代表的な溝状遺構を取り上げて報告する(第215図"'-'217図)。

030(第215図)

調査区の北西， D 4・D5グリッドに位置する。台地縁辺部に治って走る連続しない 2条の溝である

が，遺構番号は030とした。北側の部分は，台地整形と思われる斜面のなかを，南西から北東方向に延び

てから屈曲して東方向へ走る。現状で長さ18.1m ・幅O.2m"'-'0. 7mを測る。掘込みは浅く， 25cmである。

南側の部分は，配置からみて078と連続する可能性もある。斜面側は削平され，やや平坦な部分もある。

現状で長さ12.1m ・幅O.6m"'-'1. 6mを測る。深さは20cmで、ある。覆土中から土師器杯(1)が出土した。

031， 032， 033 (第215図)

調査区の東， C 7・D7・D8グリッドに位置する 3条の溝で，併行あるいは直交する溝もある。

031は南西から北東方向に走る北側部分(現状で長さ13.3m・幅0.5m・深さ10cm)と，南東から北西方向

に走る東側部分(現状で長さ7.8m・幅O.3m "'-'0. 9m・深さ72cm)からなる。交差する位置に他の遺構が重

複しているため，連続性は確認できていない。調査範囲内では直線的に走り，北側の掘込みは浅く緩やか
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第215図溝状遺構(1)
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であるが，東側では逆台形に掘込まれている。覆土から土師器杯片が出土した。

032は南東から北西方向に走る溝で， 031の東側部分と途中で途切れるが連続する可能性がある。現状で

長さ21.4m・幅O.4m "-' 1. Omを測る。調査範囲では緩やかな曲線的な部分もあるが，全体に直線的に走

る。逆台形に掘込まれ，深さは北側で、は20cmと浅いが，南側に進むに従って61cmと深くなっている。

033は032に併行する溝であるが，北側で北東方向に屈曲する。現状で長さ 17.6m・幅O.6m "-' 1. Omを測

る。掘込みは全体に緩やかで，深さは30cm前後で、ある。出土遺物は少なく，図示できるものはない。

078 (第215図)

調査区の北西， E 4グリッドに位置する。台地縁辺部に沿って南西から北東方向に走る溝で，古墳時代

後期の住居跡を削平している。斜面側で台地整形の一部を確認し，溝に沿って硬化面も検出されており，

中世の普請に伴う遺構の可能性もある。現状で長さ17.2m .幅O.3m "-'0. 9mを測る。逆台形に掘込まれ，

深さは45cmである。出土遺物は少なく，図示できるものはない。

186 (第215図)

調査区の南， G 6グリッドに位置する。平面形態は方形周溝になる可能性もあるが，北東側と南東側で

検出されていないため，溝として記載した。南西側の溝(長さ6.5m'幅O.5m"-'0. 7m)は西側で屈曲し，

北西側の溝に連続する。逆台形に掘込まれ，深さは25cmである。出土遺物はない。

220， 221 (第215図，図版26)

220は調査区の南， G 6グリッドに位置する。南東の台地の縁辺部から，北西方向の台地中央に向かつ

て走る，比較的幅の広い溝である。部分的な検出ではあるが，土塁を伴わない堀の可能性もある。現状で

長さ4.9m・幅2.4m "-'2. 8mを測る。逆台形にしっかり掘込まれ，深さは85cmで、ある。覆土中から流れ込

んだ須恵器杯 ・椀などが出土しているが，図示できるものはない。

221は， 220の南西2mの位置に併行して走る溝である。現状で長さ5.0m・幅O.7m "-'0. 9mを測る。掘込

みは緩やかで，深さは15cm程度である。覆土上層から須恵器蓋片が出土している。

280 (第215図)

調査区の南， G6グリッドに位置し，南西から北東方向に走る。現状で長さ4.8m・幅1.0mを測る。緩

やかなV字形に掘込まれ，深さは30cmである。覆土上層から陶器片が出土している。

117 (第216図)

調査区の南西， F 4・F5グリッドに位置し，南東から北西方向に走る。ほかの調査区内では，連続す

る同一の溝は確認されていない。古墳時代後期の住居跡116を削平している。現状で長さ8.3m・幅O.7 

m"-'1.1mを測る。逆台形に掘込まれ，深さは50cmで、ある。覆土中層から上層の範囲から，須恵器蓋(1)

や土師器杯(2 )が出土した。

135， 136， 137， 139 (第216図，図版57)

調査区の南， G 5グリッドに位置する。137・139は，古墳時代中期の住居跡138と重複する。いずれも

連続性は確認されていない。

135は南西から北東方向に走り，現状で長さ10.2m・幅1.2mを測る。逆台形に掘込まれ，深さは75cmで、

ある。覆土中から 8・9が出土した。

136は137に接する浅い溝で，現状で長さ3.0m・幅O.8m "-' 1. 2mを測る。緩やかに18cm掘込まれている。

出土遺物は多く， 3"-'6が覆土中層から上層の範囲に出土している。
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137は南北方向に走る溝で，現状で長さ4.0m・幅1.Om '"" 1. 4mを測る。掘込みは，場所により緩急の差

はあるが，ほぼ逆台形である。深さは60cmで，底面は平坦である。

139は136に併行して走る浅い溝で，現状で長さ6.7m.幅0.6m'""1.1mを測る。緩やかに掘込まれ，深

さは54cmである。 7の土師器杯が覆土中から出土した。

282 (第217図，図版60)

調査区の東， G4グリッドに位置する。調査地点は異なるが，断面の形態や溝底面のピット列が類似し

ていることから，連続性のある同ーの溝状遺構であると判断した。台地の縁辺部に沿って走るが，ほかの

調査区域では検出されていない。南側では平安時代の住居跡313を削平している。北側は現状で長さ5.1 

m ・幅O.6m '""0. 9mを測る。V字状に55cm掘込まれ，溝底面には連続して長楕円形や楕円形のピットが設

けられている。南側は現状で長さ5.3m・幅1.Om'""1. 2mを測る。50cm掘込まれ，溝底面は細く浅いピッ

トが連続する。覆土は黒色土を主体に暗褐色土が混在する。南側の覆土中層から上層にかけての範囲に，

土師器杯(1 )・聾(2 )や土玉(3 )などが出土した。 3は径4.0cm・高さ3.5cm・孔径4mm'""6mmを測る。

189， 231 (第217図)

189は調査区の南東， G6グリッドに位置する。奈良時代の住居跡217Bを削平し，西側で溝状遺構231

と重複する。南西から北東方向に走る浅い溝で，現状で長さ8.3m・幅1.Om'""1. 6mを測る。緩やかに

25cm掘込まれ，底面は平坦である。出土遺物は少なく図示できるものはない。

231は南東から北西方向に走り， V字状に70cm掘込まれている。現状で長さ5.3m・幅1.2m'"" 1. 6mを測

る。溝底面は細く，やや屈曲しながら続いている。出土遺物はない。

第 3節城ノ台行人塚(第218図，図版28)

位置と現況調査区中央のやや南西寄り， F5グリッドに位置する。標高24.5mの台地の平坦部に構築さ

れている。出羽三山供養塚で，南西側は段差をつけた簡易な階段が設けられ，頂部には寛政6年(1794)か

ら昭和51年(1976)までの 8基の供養碑が建てられていた。北東側にも同様の階段が設けられていたようで

あるが，供養碑の裏側にあたり現在では使われていない。塚に植えられた樹木により，段が部分的に崩れ

ている箇所もあるが，遺存状態は良好である。なお，この塚の沿革や民俗誌等については， I古城小弓遺

跡J(伊藤2003)に詳しく述べられている。それによれば，上総 ・下総地域では出羽三山に登拝する人々を

行人とし，登拝の記念碑を建てる塚を「行人塚」と呼ぶという 。今回の公園整備に伴い，この塚を南生実町

にある通称「天神山の塚J(古城小弓遺跡)に還座し，平成7年4月2日に開山供養が盛大に行われた。

頂部に建てられていた 8基の供養碑の位置と紀年銘は，正面に昭和51年(1976)10月31日，その後に 3列

に並んで向かつて左から順に，大正15年(1926)3月3日・昭和25年(1950)4月9日・明治11年(1878)4月

5日，さらにその奥には4列に並んで向かつて左から)1慣に，天保13年(1842)3月吉日 ・安政6年(1859)3 

月8日・寛政6年(1794)9月13日・明治35年(1902)4月8日，である。還座後も出羽三山への登拝は行わ

れており，江戸時代後期から現在まで210年余 りにわたって，この塚での供養は継続している。

形態と規模方形の三段築成の供養塚である。下段裾部での規模は14.8m x 16. Omを測り，階段をもっ

北東一南西方向がやや長く構築されている。現地表面からの高さは3.6mで、あるが，旧表土面からは3.2m

の高さとなる。長軸方向はN-480
- Eである。下段の高さは1.6mである。中段裾部は9.3mX9. 5mで，南

側裾部の階段側はやや形を崩している。高さは1.1mである。最上段は，裾部5.0mX5.1m・頂部3.4mX
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3.5mと小さくつくられ，高さもO.9mと低くなっている。各段の平場はわずかに傾斜があり，段の肩部は

崩れて丸みをもっ箇所もある。

盛土の状況 塚の築成は，まず旧表土層の中央部に暗茶褐色土や暗褐色土を交互に積み上げ，基礎にな

る下段を形成する。固く締まった土層が部分的にセクションに見いだせることから，盛土を突き固めなが

ら作業を進めていったと考えられる。中段や最上段では黒褐色土が主体となり，暗褐色土や暗茶褐色土を

混在しながら積み上げている。最後に，暗褐色土や茶褐色土で全体を覆い，形を整えている。

出土遺物 周辺の土を寄せ集めて盛土を行ったため，各遺構の遺物が盛土内から出土している。これら

の遺物は，各時代の章のなかの遺構外出土遺物の節で説明する。

第4節遺構外出土遺物

確認調査時や，遺構に伴わずに出土した遺物をまとめて報告する(第219図，第11表，図版59)。

1は瀬戸大窯期の大皿である。指頭で貼り付けた脚が， 3か所に付けられていたと考えられる。底部外面

に墨痕が残る 。 2~5 は銭貨である 。 2 ・ 3 は北宋銭で， 2は!聴寧元賓(真書)， 3は元祐通賓(行書)であ

る。4.5は寛永通費である。5は新寛永で，背に「文」の文字がみえる。6は文久永賓である。「文」と

「賓」の書体から，いわゆる「草文の類」であろう 。

番号 銭種 書体 初鋳年 W(g) 

延喜通費 907年 1. 37 

1 照寧元貿 真書 1068年 2. 22 

2 元祐通賓 行書 1086年 1. 85 

3 寛永通賓 2. 10 

4 寛永通賓 2. 57 

5 文久永賓 草文 1863年 3. 57 

参考文献

第219図遺構外出土遺物

第11表銭貨計測表

G (mm) N(mm) g(醐) n (阻)

18. 80 14. 50 7. 60 5. 60 

23. 90 18. 90 7. 30 6. 00 

21. 60 18. 80 8. 30 6. 90 

24. 50 19. 80 7. 80 7. 00 

25. 30 20. 50 7.10 6. 30 

26. 90 21. 20 8. 40 7. 50 

与"泊 、 、 ...~:o.t~à

齢二39gJ刀
'I2;M ' _A< 

。

T(皿) t (mm) 出土遺構

1. 50 1. 10 277 

1. 20 0.60 D8-38 

1. 30 1. 10 E4-15 

1. 10 0.60 D6-20 

1. 30 O. 60 C9-83 

1. 20 0.80 塚

5cm 

備考

第189図5

新寛永

柴回龍司 1995 i二つのおゆみ城一小弓城と生実城一Jr千葉いまむかし』第八号 千葉市教育委員会

伊藤智樹 2003 i古城小弓遺跡Jr千葉東南部ニュータウン26.1 (財)千葉県文化財センター
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第 8章 まとめ

城ノ台遺跡の調査は，狭長な調査範囲のため限定的に行われたが，旧石器時代から中世までの遺構 ・遺

物が多数検出され，各時代の豊富な資料を提示することができた。ここでは，その中から特に注目される

土師器焼成坑を中心とした古代末期における土器生産の様相について考察し，まとめとしたい。

1 粘土採掘坑と土師器焼成坑

城ノ台遺跡の調査成果の一つは，台地北東側を中心とした区域から，粘土採掘坑と土師器焼成坑が検出

され，本遺跡が比較的規模の大きな土器生産遺跡である可能性が明らかとなったことである。ただし，ロ

クロピットを伴う工房は不明で，土器生産工程の重要な要素である成形の実態は判然としない。また，黒

色土器が大量に出土した地下式土坑も粘土採掘坑の周辺から検出されている。焼成坑は確認できなかった

が，周辺に黒色土器の焼成坑が存在していた可能性は高い。このように，土器生産に係わるすべての工程

の遺構は検出されていないが，古代末期の様相の一端が明らかになったことは大きな成果といえよう。

粘土採掘坑 土器生産工程の第 lは，土器の素地になる良質の粘土を確保することである。原材料であ

る粘土は，台地上に堆積している粘土層を採掘することによって採取される。この粘土層は，東京軽石層

(T P)の下位に堆積している常総粘土層で，火山灰が粘性化した粘土層を主体に構成され下部に細砂層を

含んでいる。東南部地区のムコアラク遺跡周辺では，法面に現れた層厚約2mの常総粘土層が確認されて

いる。本遺跡の粘土採掘坑は，台地の北端で北側に舌状に張出した部分の東側縁辺部(270・270B)と，こ

の張出した部分の基部の西側で北向きの緩斜面上(173・348"""350)の2か所で検出された。狭長な範囲の

調査のため全体の様相は不明であり，採掘の方法などは明らかではない。周辺の遺跡では，台地の斜面側

から台地側に向かつて水平に掘削する方法と，緩斜面の肩部付近から垂直に掘込んで斜面を挟り込むよう

に掘り進む方法が確認されている。いずれも掘り当てた粘土層を採掘しながら掘り進んでいる。

本遺跡で検出された採掘坑のうち北西に位置する173や348は，斜面側から台地側に向かつて雑然と掘削

している様子がわかる。特に173では，北側の斜面から水平に掘込み，さらに粘土層を求めてA"""Cの3

方向に大きく掘り進み，部分的に挟り込んでいる箇所もある。348も北側から南側へ掘込んでおり，この

2基の採掘坑は斜面側では連なっており，並行して作業を進めていたと考えられる。349は斜面には面し

ておらず，台地平坦面に位置している。台地側が調査区域外にかかっているため，全体の形状は不明であ

るが，東側は段を形成しながら掘削されている。斜面側からではなく，台地上から掘下げられた可能性が

高い。東側で斜面側から掘削された173Cと重複し，その上面を削平している。349は，ほかの採掘坑との

連続性は不明であるが，単独の採掘坑であろう。この新旧関係で見る限りでは，斜面側からの掘削後に台

地平坦面の採掘が行われたと考えられる。安全対策上，粘土を掘削した基底面までは掘り下げていない

が，常総粘土層の下位までは掘削したものと思われる。

これに対し，北端の270・270Bは円形の採掘坑が遺存し，形態からは北西の採掘坑よりは比較的整然と

掘削されていることがわかる。台地縁辺部から平坦面にかけて位置しており，斜面側の状況が不明のため

採掘の方法は断定できないが，斜面側からの掘削だけではなく，台地上から垂直に掘下げられた可能性も

考えられる。この掘削により粘土層を掘り当てた後は，さらに周辺を挟り込みながら採掘を進めている。

この採掘坑では粘土層まで検出できたが，まだ下部に粘土は堆積しており十分に掘り尽くしてはいない。
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粘土は良質の白色粘土であり，土器製作の素地としては十分な素材である。

南側採掘坑の基底面直上からは，杯や足高高台付椀などがまとまって出土しており，何らかの行為が行

われた可能性が高い。東京都八王子市の南多摩窯跡群(服部ほか1992)では，採掘坑に完形の須恵器費など

が意識的に置かれたような状態で出土しており，粘土採掘後に祭問的な行為が行われたことを示唆してい

る。本遺跡では，何らかの理由で粘土の採掘を途中で中断することになり，白色粘土が露呈している基底

面に土器類を置いて儀礼的な行為を行ったと考えられる。

出土した土器類のうち，足高高台付椀は破片であるが，口縁部が大きく外反する形態である。これらの

土器は，おおよそ10世紀末から11世紀前半を中心とした時期が想定できょう。北端の粘土採掘坑は，この

時期まで、は採掘を行っており，周辺の土師器焼成坑との密接な関連性を窺い知ることができる。

土師器焼成坑 粘土採掘坑で採取された粘土は，水と十分に担ねられて可塑性に富んだ均質の素地に仕

上げられる。素地は一時的に保管され，必要に応じた形に成形される。素地の粘土がまとまって出土した

小見川町妙見堂遺跡(中野ほか1989)では， r練りたて状態の粘土Jが京句 6kgも集積していた。土器の製作に

はロクロを使用する方法と，ロクロを使用せずに粘土紐などを巻上げるなど他の手順で器形を成形する方

法がある。本遺跡では製作に関する遺構は検出されていないので，この工程についての様相は不明であ

る。周辺では千葉市坂ノ越遺跡(倉田1993)などで，成形を行うためのロクロピットを伴う住居跡が検出さ

れており，本遺跡でも同様の工房が存在していた可能性が高い。成形された土器は，十分に乾燥させてか

ら焼成を行う 。城ノ台遺跡ではこの工程の遺構として， 6基の土師器焼成坑が検出されている。

分布は，台地の北端(256・259・289)，東側(049・056)，南端(320)に大別される。このうち，北端と東

側では周辺に粘土採掘坑も存在しており，土器生産の中心的な区域を形成していたことがわかる。

全国的に土師器焼成坑(以下，焼成坑と略す)の分類を行った望月精司(望月 1997)は， r焼成坑の機能面

と焼成の違いを反映」している「被熱の痕跡と形態的特徴」から，焼成坑を 3つの類型にわけている。この

うち B類とした焼成坑は， r床面のみ被熱」され「被熱度合いは弱く，規模もやや小型のもの」が多くみら

れ，平面形態の特徴としては「円形を基調とし，直線的な面を形成しない」形態のものである。特に，壁面

に被熱痕跡が見あたらないことが重要な要素となっている。県内 8遺跡・ 145基の焼成坑を集成し，望月

の基準に従って分類した半津幹雄(半津1997)によると，このB類は91%にも及び，県内の焼成坑の中心と

なっている。とりわけ， r焼成坑内に奥と手前の位置関係をもっ I類」が全体としては54.4%を占めている

という 。このB1類のなかでも， 9世紀前半代では手前に張り出し構造をもっタイプや，被熱痕が偏在し

ているものが多く検出されている。それが 9世紀末葉以降になると，妙見堂遺跡や袖ヶ浦市永吉台遺跡

(豊巻ほか1985)などの焼成坑にみられるように， r奥と手前の位置関係がないJB II類が増加する傾向が認

められ，これは焼成坑が「構造の簡略化の方向へ進んた、結果」とみている。

以上のような，これまでの研究成果を踏まえ，比較的遺存状態の良好な焼成坑について検討してみた

い。なお，類型については前述の望月分類の基準で行っている(第12表)。

049は被熱面が中央から北西寄りに偏在しているが，焼成は弱く壁面までは被熱されておらず，土坑の

床面は広く平坦である，などの特徴をもっ。望月分類では， r一定した被熱箇所や被熱面をもたず，総体

的に被熱度合いの弱いJC類のなかの，方形を基本とし「床の一部が被熱するJC 1 2類の焼成坑となるが，

被熱面が壁際まで偏在していることから「床と壁の一部が被熱するJC 1 1類に近いタイプとも考えられ

る。生産器種として，供膳具の小皿・黒色土器椀や足高高台付椀の高台部の破片が壁際寄りから出土して
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いる。小皿は焼き歪みが認められ，黒色土器椀は内外面に黒色処理されている。

056は複数の焼成面が検出されたが，平面形態や各焼成面の関連性が明確でないため，分類は不可能で

ある。永吉台遺跡でも複数の焼成坑が重複しており，同様の状況で、あった可能性も考えられる。中央の焼

成面からは， 049と形態の類似した小皿と黒色土器椀が出土している。

最も出土遺物の多い256は，規模も大きく長楕円形を呈し，奥壁よりも前壁がやや直線的になっている。

床面中央部から奥壁にかけて強く被熱されているが，前壁側では被熱の度合いが次第に弱くなっており，

被熱範囲の偏在性が確認できる。望月分類でA類とした焼成坑は，床面と壁面の焼成が最も強く，床面で

は奥壁寄りに被熱面が偏在し，前部は焼成を受けないタイプのものである。特に，床面よりも奥壁の上半

分のほうが，よく被熱されているという。平面形態では，奥壁が明瞭で直線的につくられる方形 ・逆台形

などが主体的であるなどの特徴をもち， 1"奥と手前の関係が明瞭Jである。256の奥壁は北側が丸みをもち，

直線的につくられてはいない。また，逆台形・逆三角形のように前壁側がすぼまり，緩やかに立上がるよ

うな形態でもなく， 1"奥壁を軸に土坑形成している」とも考えられない。「逆長台形」に近い形態とも考えら

れるが，被熱痕跡からはA類に含まれる。その場合は， 1"縦長指向型」の「超縦長タイプで，平面形態も焼

成坑の中では最も大型」な， A II C類に分類できょう 。また，燃焼範囲を覆うように砂質粘土が検出され

ている。奥壁側では砂質粘土と壁面との聞にわずかな空間を形成し，炭化粒・焼土粒を含む層が堆積して

いる。この空間が煙り出しの機能をもっていた可能性もある。土器は側壁近くからも出土しており，大量

に積み上げて焼成されていたと考えられる。砂質粘土は，これらの土器を覆うように置かれており，焼成

方法が「覆い焼きJであったことを示唆している。生産器種は，土師器杯 ・椀・高台付椀・黒色土器椀・高

台 ・護などで，これらが一括して焼成されている。

259は楕円形を呈し，被熱面が南寄りに偏在している。床面は焼成の度合いは強いが，壁面までは被熱

されていない。北側が撹乱されているため，張り出しの有無は不明であるが， B 1類に分類される。出土

遺物がないので時期の特定はできないが，類型から289とほぼ同時期であろう 。

289は楕円形の小規模な焼成坑で，床面中央部がよく被熱されている。焼土が東側に偏在しているが，

壁面はあまり焼成を受けていない。全体に緩やかに掘込まれ， 1"奥と手前の位置関係がなく J，1"すり鉢状

を呈するJB II類に分類できる。生産器種は，供膳具の高台付椀と煮沸具の奮が出土している。

320は調査区南端に位置している。周辺には，類似した焼成坑や粘土採掘坑は確認されていない。平面

形態は隅丸方形で，直線的な壁面も形成している。これまでの焼成坑との大きな違いは，被熱面が中央か

ら東側壁面の外側まで、広がっていることである。この場合，西壁を「前部」とし東壁を「奥壁」とするなら

ば， A類のなかでは「横長指向型」のAI類に分類することができる。320は，焼成坑の掘込みが浅いこと，

第12表土師器焼成坑一覧
( )は推定値，ーは不明を表す

遺構番号 グリッド 平面形態 類型 長軸長×短軸長(m) 深さ (m) 焼成(床rrf面)積 壁面焼成 生産器種

049 D7-57 方形 C 12 1.17 x 1.03 0.06 0.35 査正 小皿，黒色土器椀，荷台

056 D7-39 楕円形か × 無 小皿，黒色土器椀

256 C7-39 長楕円形 AIIC 2.85 x 1.50 0.28 0.61 有 杯，椀，黒色土器杯・椀，高台，褒

259 C7-17 楕円形 B 1 (2.0) x (1.5) 0.19 0.70 無

289 B7-90 楕円形 BII 0.76XO.63 0.16 0.08 畳正 高台付椀，妥

320 G6-84 隅丸方形 AI 1.32 x 1.06 0.15 0.69 有 杯，蜜
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東壁が「奥壁Jとしての直線的な形状が不明瞭であること，焼土が床面中央と北壁から検出されていること

など，前述のA類の特徴との相違点があげられる。再検討の必要はあるが，ここではAII類としておく 。

生産器種は，土師器杯と聾である。

また，焼成坑は検出されなかったが， 地下式土坑023・025内には黒色土器がまとまって投棄されたよう

に出土した。調査区の北西に位置する粘土採掘坑に隣接しており，これらの黒色土器を生産した焼成坑が

周辺に存在している可能性が高い。ここでは次項で焼成坑の土器類とともにまとめて，土器類を分類する。

2 出土土器について

出土土器の分類(第220図) 焼成坑からは，杯 ・皿・ 椀 ・高台付椀 ・足高高台付椀などの供膳具や，煮

沸具の聾類が出土した。このような資料の報告にあたっては，焼成坑毎に器種や形態を分類することが求

められるが， 256とほかの焼成坑とは出土量や器種構成に大きな違いがある。そのため， 一定の条件下で

共通の分析を行うことは困難であるが，形態 ・法量 ・径高指数(口径に対する器高の割合)などを基準にし

て分類を試みた。さらに関連遺構として，粘土採掘坑270や地下式土坑023・025出土の土器類も分類に加

えた。これらの遺構が，焼成坑の機能と密接な関連があると考えたからである。皿については出土量が少

ないことから，ほかの遺構から出土した資料もあわせて分類した。なお，大文字のアノレファベットは同一

器種内の変化を，切り離し技法の違いはアルファベットの小文字で表した。口径や底径などの法量の分類

についてはローマ数字を使用し，これらを組み合わせて表記した。

U J  ¥ムメ に」J 、1::2 守57
A 、1ョイ ¥モキイ ¥ Lノ

足高高台付椀

E E 

杯A 杯B 杯C
椀

」ーじ3 メーニゴミ
I 

乙」ーエ
高台C

L_j SJ 士一寸芯
E E 

/ l1 ι」 勺 L I-~ 
高台A m 高台B

E 
高台D

黒色土器杯
E 

黒色土器椀B

Eて三コE'7'" ~〆 ¥よJ

て三コ三三ヲ モミ=主三三ア
小皿BI 小皿BII

小皿AI 小皿AII

縮尺は1/6

蔓 I

聾E

第220図 出土土器の分類
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杯A: 底径5.5cm""'6. 3cm前後の底部から，直線的に立上がり口縁部に至る。底部の切り離しは，回転

糸切りの a類か静止糸切りの b類で，体部下端に手持ちへラケズリが施されている。大きさから，口

径13.5cm""' 14. Ocm前後・器高5cm前後の I類と，口径12cm前後・器高3.5cm前後の小型の E類にわけら

れる。径高指数は， 1類は35""'37前後であるが， II類は30前後と浅い器形である。多くは赤褐色を呈

し，堅徴な焼成である。320出土のA Iaでは底部周縁にも手持ちへラケズリがみられ，体部はやや

内湾する。025ではAIbとAII aが共伴して出土している。

杯B: 形態は体部下位が強く張り出し，緩い稜を形成する。口縁部へやや聞きながら立上がり，口唇

部は小さく外反する。底部は糸切り無調整で，回転糸切りの a類と，静止糸切りの b類がある。体部

下端に手持ちへラケズリが施されている。胎土には石英粒が入った砂粒が多く含まれている。堅微な

焼成のものがほとんどである。口径は12cm""'14cmまであるが，多くは口径13.5cm前後，底径6.5cm前

後にまとまっている。径高指数は35前後である。025出土の杯は，口径12.5cm前後と小型(1類)のも

のもあるが， 270では口径13.5cm前後とやや大型化(II類)している。

杯C: 口径に比較して器高が低い器形の一群である。底部は，回転糸切り痕が明瞭な a類と，大きく

弧状を描く糸切り痕が特徴的に残る静止糸切りの b類があり，部分的に軽いナデを施している。体部

下端のヘラケズリは省略されている。底径5.0cm前後の小さめの底部から，丸みをもってやや聞き気

味に立上がる C1類と，底径5.2cm""'6. Ocmで体部下位が大きく張り出し，緩い稜を形成する特徴的な

形態の CII類とがある。C1類は口径llcm前後，器高は3.6cm前後とやや高く，径高指数は32前後で

ある。CII類は多く出土し，体部の立上がりが直線的なもの(径高指数28前後)と，外反しながら立上

がるタイプ(径高指数25前後)に細分される。口径11.4cm""' 12. 4cm，器高は3.4cm前後である。外反す

るタイプは器高が3.0cm前後と低いっくりになっている。底部は5.0cmから6.4cmまでで，多くは5.5cm

前後である。全体に粗雑なっくりである。CII b類の出土量が多く， 256にまとまっている。

椀A: 大形で底径が大きく，体部は直線的に立上がり，ロクロ目も明瞭である。口径15.0cm前後，器

高は6.0cm前後と深めの器形である。底部の調整は不明である。

椀B: 有台の椀である。体部は丸みをもち，口縁部の外反は弱い。口径12.0cm前後の小形の器形で、あ

る。底径6.0cm前後の低い貼り付け高台がつく 。内面はへラミガキが施されている。

足高高台付椀: 椀部に大きく踏ん張るようような高台が付いた椀である。本遺跡ではあまり良好な資

料はみられないが， 270から口縁部が外反する器形が出土している。

黒色土器杯・ 主に内面を黒色処理され丁寧にミガミが施されたた土器群である。底部から内湾しなが

ら緩やかに立上がる。底部に静止糸切り痕を残した無調整の a類が多いが，全面あるいは周縁部を手

持ちへラケズリで調整した b類もみられる。体部下端は手持ちへラケズリである。法量分布は，口径

13. 4cm'" 15. Ocm・器高4.8cm""'6. 1cm・底径4.9cm""'6. 7cmである。形態や径高指数から I""'IIIの3類に

分類できる。 1類は径高指数33"'35，器高が5.0cm前後と浅いっくりで，体部下半に稜をもっ。出土

点数は多くない。径高指数36""'39のE類は出土点数も多く，体部がやや丸みをもっ典型的な形態であ

る。器高は， 5.3cm前後と5.6cm前後のものに細分できる。E類(径高指数40"'43)は，器高が6.0cm前

後とやや深めの器形で，深椀に近い形態である。比較的薄手で，丁寧なっくりが多い。

黒色土器椀A 内面を黒色処理された杯に，高台を有する形態である。底部に静止糸切り痕が認めら

れるものもあるが，ほとんどナデで調整されている。体部が大きく外反し，やや丸みをもつものと，
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直線的に延びるタイプがある。口径は13cm代(1類)が大半で， 14cm"" 15cm代(II類)は少数である。器

高も6cm前後と，杯よりは全体に小振りにつくられている。高台は貼り付け高台で，ハの字状に開く

形態である。底径は7.2cm""8. 5cmと大きく， 7.5cm前後が多い。高さは1.2cm"" 1. 7 cmで、ある。

黒色土器椀B: 内外面を黒色処理されている。椀Aに比較して，ミガキゃっくりは組雑である。 1類

は，丸みをもっ体部に輪高台が貼り付けられている。256から出土したが，器面がかなり荒れ，口縁

部外面にも横方向のミガキが施されている。口径13.5cm前後 ・器高は6.0cmである。E類は，体部下

半と高台の境に稜をもち，角張った高台が付いている。049・056出土。

高台A: 杯や椀の高台部分である。これらに接合する器種は，焼成坑では出土していない。平安時代

の住居跡271からは，高台部の剥離症が認められる杯が出土している。回転糸切り痕が明瞭に確認で

きるものや，粘土紐を接合した痕跡がのこるものがある。底径・底部端から接合部までの高さ ・形態

からA""Cに分類した。いずれも高台端部は丸くおさめており，角張ってはいない。高台Aは，小形

で直立気味に立上がる形態で，輪高台につくられている。高さは1.1cm"" 1. 5cmである。底径から， 1 

類(6.2cm""6. 8cm) ， II類(7.4cm前後)，皿類(7.8cm""8. 4cm)にわけられる。

高台B ハの宇状に大きく聞き，高さも2.Ocm""2. 6cmと高い一群である。逆台形状に，体部との接合

部を下にして製作されており，回転糸切り痕が確認できる。上部が指頭で窪み，明瞭に稜をもつもの

が多い。底径から， 1類(9cm前後)， II類(9.5cm前後)， III類(l1cm前後)にわけられる。

高台C: 形態は高台Bに類似するが，底径8.8cmの大きく開くような高台である。高さも2.7cmと比較

的高くなっている。高台Bのような稜はない。丁寧なっくりで，焼成も堅f徴である。同タイプの高台

は， 271からも出土している。

高台D: いわゆる足高高台で，大きく踏ん張るように聞き，端部がさらに外反する。切り離し技法は

不明である。底径12.0cm前後，高さは5.0cm前後である。049出土。

小皿A: 皿状の肩平の形態を呈し，口径に比べて器高が低く，径高指数が12""18前後である。指で押

さえながら体部を引き出しているような技法である。底部は回転糸切り無調整で，分厚くつくられて

いる。口径8.0cm前後，底径5.2cm前後のものが多い。口唇部を上部に引き出すAI類と，外反するA

E類がある。胎土には砂粒を比較的多く含み，硬質な焼成である。色調は赤褐色から暗褐色である。

049・056・351A.B 6-78・cトレンチ出土。

小皿B: 浅い杯状の形態を呈し，口径に比べて底部が小さくつくられている。径高指数は21""28であ

る。口径は9.0cm以上と比較的大きい。底部は回転糸切り無調整で，小さく高台をつける B1類と，

無高台のBII類がある。ともに器面はナデで仕上げられている。BII類では，口唇部を上部につまみ

あげるものと，外側に引き出すものに細分される。胎土は，小皿Aに比較して砂粒の含有は少ない。

焼成は軟質で，器面はやや粉状である。色調は明褐色系が多い。199A・288A出土。

聾: 口縁部が， くの字状に外反し，口唇部を短くつまみあげている。口縁部外面はナデにより面取り

されたように明瞭な稜をもっ。底部は粗くナデられ，平底の底部から粘土紐を巻き上げて成形してい

る。内外面には接合痕がみられ，指頭で押さえたような痕跡も目立つ。器面の凹凸が顕著であるが，

上半部は比較的平滑になっている。体部下半は横位のへラケズリ，体部上半はナデが施されている。

口縁部内外面はヨコナデで仕上げられている。法量から， 1類(口径15cm前後 ・器高19cm前後)と E類

(口径18.5cm""21. Ocm・器高24cm""28cm)に大別できる。E類には，口縁部が大きく外反するものや，
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外反が弱いものがある。小型の I類の出土点数は少ない。289出土の聾は，やや粗雑なっくりである

が口唇部の形態は類似する。焼成坑で生産されていた奮は，このタイプに限定されている。

各期の様相と推定年代 以上のように分類した土器の出土状況から時期設定を行い，各期の様相をみて

いきたい(第13表)。ただし，前述したように各遺構によって器種構成が一様でないため，これまでの先学

の研究成果に比べると各期の繋がりは断続的である。各期の年代については，本遺跡では実年代を推定で

きる出土資料が乏しいため，これまでの研究成果をもとに各期の年代を推定することとした。古代末期か

ら中世にかけての土器様相については，すでに多くの編年研究も公表されているが，ここでは主に房総に

おける編年(寺内ほか1986，笹生1989)を参考にした。また，灰紬陶器の年代については斉藤孝正の論考

(替藤1994)を基準としている。各期の設定は，以下の基準による。

I期杯AI .奮の存在

E期 杯Aの継続:杯B1 ，黒色土器杯・椀Aの出現(II-l期)

杯BII，足高高台付椀の出現(II-2期)

E期杯A.Bの消滅杯C・椀A.B，黒色土器椀BI，高台A"'-'C，査の出現

N期 黒色土器椀BII，高台D，小1lIlAの出現(町一 1期)

小皿Bの出現(N-2期)

I期 焼成坑では320出土の杯AIaに限定される。本遺跡では今のところ，この時期から土器生産が

開始されたと考えられる。底部は回転糸切りで，周縁と体部下端は手持ちへラケズリを施している。

比較的丁寧につくられている。その他の器種では， 320からは聾の底部も出土しているが，口縁部の

形態は判然としない。杯の形態や技法から，おおよそ10世紀初頭の時期を想定している。

E期 杯類では，杯AIは継続するが， 1期の杯よりも体部が直線的な器形となる。底部の切り離しは

糸切り無調整で，静止糸切りが多く出土している。E期以降は，静止糸切り無調整が主体となってい

く。杯Bは，体部下位が強く張り出し稜を形成する器形である。II-l期に出現し， II -2期では次第

に口径が大きくなる。II-2期では足高高台付椀と共伴する。II-l期の特徴は，黒色土器杯・椀Aが

出現することである。9世紀後半以降の椀形態の黒色土器は，灰紬陶器の模倣や影響下に形態を展開

させた可能性が指摘されている(森1995)。本遺跡の025では，浅いっくりで体部下半に稜をもっ杯 I

類から椀に近い杯E類と，高台をもっ椀Aが共伴して出土している。椀Aの器形は小型であるが，高

台は口径に比較してやや大きくハの字状に開く特徴的な形態である。杯では，類似する形態の灰紬陶

器は黒笹90号窯式か折戸53号窯式の時期が想定される。皿類のように深椀に近い形態のものも025か

らは出土しており，折戸53号窯式併行期までは平底無高台杯と高台杯椀が共伴している。灰紬陶器に

はあまり類似しない形態もみられることから，黒色土器は灰粕陶器を模倣しながらも，そのなかから

新たな器形を展開させていったと考えられる。 II-1期は，黒色土器椀Eが深椀に近い形態であり，

折戸53号窯式の灰紬陶器の形態の類似性と，その後の器形の展開を考慮するならば， 10世紀中頃を中

心とした時期と考えられる。II-2期では，粘土採掘坑270から出土した土器類のうち，足高高台付椀

は破片であるが，口縁部が大きく外反する形態である。杯も含めたこれらの土器群は，形態や技法等

からみて，笹生編年の II-l期や II-2期に比定される土器群に該当すると考えられる。年代として

は，おおよそ10世紀末から11世紀前半を中心とした時期が想定できょう 。
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E期 この時期の資料は， 256出土の土器類に限定されている。杯類では，杯A 'Bが消滅し，替わっ

て杯Cが出現する。杯Cは体部下端に明瞭な稜をもつことから，杯Bの特徴的な形態を引き継いでい

るとみることができるが，口径が小さくなり径高指数で判断すると，かなり浅い器形になっているこ

とがわかる。底部も静止糸切りが主体となり，全体に粗雑なっくりである。また，内外面を処理され

た黒色土器椀Bは，全体に丸みをもっ椀形態の器形であるが，出土点数は少ない。特徴的なのはまと

まって出土した高台で，形態から 3類に分類した。高台Aは椀 ・皿類，高台B・Cは足高高台付椀に

付けられたと想定される。奮は，土師器に限定され須恵器聾の出土はない。良好な出土資料は256に

集中しているため比較検討はできないが，口縁部外面が面取りされる特徴的な器形である。この時期

は，器高が次第に低くなり小型化していく杯C類や，高台の上部の形態から想定される足高高台付椀

の存在から， 11世紀前半代を中心とした時期が考えられる。

N期 この時期の特徴は小皿が出現することである。小皿の形態や黒色土器椀Bの共伴の有無で，小期

を設定した。N-1期では，小皿Aと黒色土器椀BIIや足高高台付椀が共伴している。小皿Aと同様

の器種は，千葉市赤坂遺跡(横田ほか1992)からも出土している。赤坂遺跡の第 1号竪穴跡はロクロ

ピットをもっ工房跡で， 5個体の小皿が出土した。小皿は，口径8.2cm~9. 4cm・底径5.Ocm ~6. 2cm . 

器高1.6cm~2. 7cmの大きさで，底部は回転糸切り無調整である。法量は小皿Aに近似し，形態的にも

類似していることから，ほぼ同時期の所産と考えられる。小見川町妙見堂遺跡では，焼成坑である第

48・191号土坑から小皿が出土している。これらの遺跡では，土師器椀・高台付杯 ・足高高台付椀が

共伴し，妙見堂遺跡では内面を黒色処理した黒色土器椀が共に出土している。N-2期は，小皿Bが

出土している時期である。遺構も明確ではないため，共伴する土器類は判然としないが，周辺の遺跡

では灰紬陶器も消滅し土師器杯と皿の出土となる。貿易陶磁器や常滑 ・渥美などの国産陶器類を，ま

だ伴っていない時期であろう 。N-1期は黒色土器Bが消滅し，小皿が出現する時期である。小皿は

11世紀前半には出現し，椀類とともに11世紀代の土器様式の中心となる。内外面を黒色処理された黒

色土器Bについては11世紀代で消滅する。小Al.Aは庸平な形態で，これをやや新しい様相ととらえ，

N-1期は11世紀後半代を中心とした時期を想定している。町一2期の年代は判然としないが，小Al.B

の形態 ・技法や胎土などから，N-1 期に連続する 11世紀末~12世紀初頭が考えられる。

第13表 古代末期の土器様相の変遷

出土器種

時 期 出土遺 構杯A 杯B 杯C 足荷掃1黒色土器黒色土器黒色土器椀A 椀B 高台 高台 費
小 皿 小皿

台付椀杯 椀A 椀 B <'0" <，0_  A~C D A B 

320 JB 
II -1 023・025 ... ... 
II -2 270 

E 256・289 ... ... ... ... ... 
IV-1 049・056 • • IV-2 199A • 288 • 

※ 出土遺構の欄の太字は，土師器焼成坑である。出土器種の欄の点線は，存在の可能性を示している。
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3 土器生産の変遷

I期は，本遺跡で土器生産が開始された10世紀初頭の時期で，円形ではなく隅丸方形を呈する焼成坑

320が該当し，杯AIaを焼成している。320は調査区の南側に位置しており，その後の焼成坑が北側に集

中する傾向とは異なる立地である。焼成され硬化した面が広く，中央部から東壁外までよく被熱され，焼

土は中央部に多く堆積している。焼成坑として比較的よく使用されていたことを示している。杯は，底部

は回転糸切りで形態や調整方法が， 9世紀代の技法をまだ残している。聾類の底部が共伴しており，供膳

具の杯と煮沸具の聾がともに焼成されていたことがわかる。その後の10世紀代における土器生産活動は不

明であるが，台地縁辺部を中心とした未調査区域には，同様の焼成坑が存在している可能性は高い。

E 期 (10世紀末~11世紀前半)の焼成坑は検出されていないが，調査区の北西に位置する地下式土坑025

にみられるように黒色土器杯 ・椀Aの大量廃棄が行われている。周辺には大規模な粘土採掘坑も位置する

ことから，焼成坑も存在していたのであろう 。焼成の実態は明らかではないが，黒色土器杯・椀や足高高

台付椀の出現など，生産器種の分化や量産体制などが窺える。本遺跡における本格的な土器生産は， 10世

紀後半代にこの周辺で開始されたと思われる。

E期の11世紀前半代では，焼成坑256と289が調査区北端で検出された。この周辺には粘土採掘坑が設け

られており，次第に生産の主力を北側に移行させている。この時期は， 256にみられるように土器生産の

最盛期を迎える。289は楕円形の小規模な焼成坑で，高台付椀と聾を生産している。焼成面は床面に集中

し，壁面はあまり焼成を受けていない。高台付椀の高台部は，径9cmで、高台B1類に分類される。256は本

遺跡では最大規模の焼成坑であり，大量の土師器が焼成途中の状態で検出された。平面形態、は楕円形で，

床面はよく被熱され，特に中央部から奥壁にかけての範囲は強い被熱のため硬化している。出土した土器

類の上には砂質粘土が堆積していることから， ["覆い焼き」の焼成方法がとられていたと考えられる。本遺

跡で検出されたほかの焼成坑は，比較的小規模なものがほとんどであるが，大量生産のために長軸長が

2.85mもある，このような形態の焼成坑が採用されたと想定される。生産されていた土器類は，杯C ・黒

色土器椀B ・高台A~C ・費などの豊富な器種で，供膳具も煮沸具も一括して焼成されており，特に聾類

の大量焼成は注目される。ただし，杯Cにみられるように，っくりや調整が組雑になる傾向が窺える。内

外面を処理された黒色土器椀Bも，この時期からN-1期まで生産されているが， II -1期の黒色土器椀A

のような丁寧なミガキが消え，全体に雑な調整となっている。これは量産を目的としていたために，製品

の粗雑化が進んだ結果と考えられる。

W期では，N-1期(11世紀後半代)の小規模な焼成坑049・056が台地東側で検出されている。方形の焼

成坑は049のみで，床面の焼成は弱く壁面まで被熱は及んでいない。生産器種は小皿・黒色土器椀B ・高

台Dで，特に小皿と黒色土器椀がともに焼成されていたことは注目される。生産規模はかなり縮小してお

り，集落内での消費に限定されていたと考えられる。本遺跡における土器生産もこの時期で終了する。

4 おわりに

城ノ台遺跡における古代末期の土器生産の様相について概観してきた。本遺跡での土器生産は，まず台

地南側で焼成坑320により 10世紀初頭に開始された。今回の調査範囲からは，ほかの焼成坑や粘土採掘坑

は検出されなかったが，同様の焼成坑が周辺に存在していた可能性はある。周辺には住居跡も位置してい

ることから，集落内での小規模な生産から始まったと考えられる。その後の様相は明らかではないが， 10

世紀後半までには台地北側へ生産の主力を移し，本格的な土器生産体制を構築していったようである。粘
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土採掘坑出土の土器は， 10世紀末'"'-'11世紀前半に比定されることから， 10世紀後半には大規模な粘土採掘

を開始していたと思われる。その時期の焼成坑は検出されていないが，地下式土坑025にみられるように，

この頃には大量廃棄を行えるような生産体制が保証されていたと考えられる。10世紀後半代は台地北側で

粘土採掘と土器生産を繰り返し， 11世紀前半代には焼成坑256に代表されるように，大量の焼成が可能な

土器生産の体制と技術の確立をみた。この体制は，ある事態の発生等により一時的に頓挫し，止むを得ず

生産規模を縮小せざるを得なくなった。そして， 11世紀後半には台地東側で焼成坑049・056による主に小

皿類を焼成する小規模な生産体制へと変化し，中世的な土器様式へと次第に移り 変わっていく。生産され

た土器は集落内の消費に止まらず，周辺の集落などの消費地へ供給されていた可能性は高い。生産 ・流

通・消費の過程の分析は，土器生産体制の背景を知る上で欠かせない要素であるが，供給先の実態は現在

のところ明確ではない。妙見堂遺跡や永吉台遺跡では， I隣接地が寺院であり，寺院を造営，維持するこ

とができるような集団J(半津1997)の存在が土器生産体制を成立させたと考えられているが，本遺跡周辺

には寺院等の遺跡は今のところ知られていない。城ノ台遺跡における生産体制の成立には別の要因が介在

していた可能性もあり，供給先の実態とともに，その解明は今後の大きな課題である。

ところで，焼成坑256にみられる大量の土器の生産を途中で中止せざるを得ないような異常事態の発生

の要因を，この時期に求めるならば，自然災害とともに大きな争乱も原因のーっと考えられる。11世紀前

半代に関東各地を大きな戦乱に巻き込んだ争乱は，万寿 5年(1028)に始まり長元 4年(1031)まで続いた平

忠常の乱である。忠常は平良文の孫にあたり，上総・下総両国に大私営団をもっ在地領主であるが， 公事

を果たさず国守の命にも従わなかったという 。この乱による百姓の他国への逃亡や田畑の大きな被害など

で，主戦場となった上総国 ・下総国・安房国は，疲弊が著しく「己に亡国」となり，乱後は免税措置などが

とられている。本遺跡が位置する千葉郡一帯もこの戦乱に巻き込まれ，甚大な被害を被ったのであろう 。

9世紀後半代には緑粕陶器を保有できるような高い水準の集落であった城ノ台遺跡は，この地域の中心的

な集落の一つであり，そのため忠常の乱の影響が大きかったことは十分に推察できる。その後は，荒廃し

た土地の再開発のなかで，開発領主として千葉氏などの多くの武士団が成立していくことになる。
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第14表 古墳時代前期 ・中期出土土器観察表
)推定値 )現存値

遺構
挿図番号 器種

遺存度 言十視IJ値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

土師器
口径 (9.6) 底部へフケズり ・ナァ

石英 ・長石 ・
003 第43図1 80 底径 2.8 体部へラケズリ ・ナデ 黒褐色

小型鉢
器高 4.2 内面へラナデ

スコリア

口径(12.0) 底部へラケズリ
石英 ・長石・

003 第43図2 土師器鉢 45 底径 (3 0) 体部ナデ 燈褐色
スコリア

器高 6.9 内面ヘラナデ

口径 14.8 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・

003 第43図3 土自市器地 80 底径 3.9 体部ヘラケズリ ・ナデ ・ミガキ 燈褐色
スコリア

内外面赤彩

器高 7. 1 内面 ヨコナデ ・ミガキ

口径 底部ヘラケズリ
石英・長石 ・

003 第43図4 土師器費 20 底径 (8.2) 体部刷毛 ・ナデ ・ミガキ 褐色

器高 (19.4) 内面へラナデ
スコリア

口径 15.2 底部へフケズリ ・ナデ
石英 ・長石 ・

006 第44図l 土師器杯 95 底径 6. 5 体部へラケズリ・ナデ・ヨコナデ 褐色 内外面赤彩

器高 6.2 内面 ヨコナデ・へラナデ
スコリア

口径(15.4) 底部へフケズリ・ナデ

006 第44図2 土師器椀 70 底径 5. 6 体部刷毛 ・ナデ ・ミガキ ・ヨコナデ 黄褐色 石英 ・長石

器高 5. 7 内面ナデ・ミガキ

口径 16.4 脚部
石英 ・長石 ・

006 第44図3 土師器高杯 70 裾径 外面へラケズリ ・ナデ・ヨコナデ 赤褐色 内外面赤彩

~高 (6.7) 内面 ヨコナデ ・ナデ
スコリア

口径 16.9 脚部

006 第44図4 土師器高杯 60 裾径 外面へラケズリ・ナデ・ヨコナデ 暗赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 (5.9) 内面 ヨコナデ ・ナデ

口径 15.6 脚部ー
石英 ・長石 ・

006 第44図5 土師器高杯 80 裾径 外面へラケズリ ・ナデ・ヨコナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 (5.1) 内面 ヨコナデ ・へラナデ
スコリア

口径(16.8) 脚部一
石英・長石・

006 第44図6 土師器高杯 50 裾径 外面へラケズリ・ナデ・ヨコナデ 暗赤褐色 内外面赤彩

器高 (5.5) 内面 ヨコナデ ・ナデ
スコリア

口径 脚部へフケズリ・ナァ

006 第44図7 土師器高杯 30 裾径 12.6 外面 赤褐色 石英・長石 外面赤彩

器高 (7.9) 内面へラナデ

口径 脚部へフケズリ・ナデ

006 第44図8 土師器高杯 30 裾径 外面一 暗赤褐色
石英 ・長石 ・

外面赤彩

器高 (6.6) 内面へラナデ
スコリア

口径(15.6) 底部一

006 第44図9 土師器雪量 10 底径 体部ケズリ ・ナデ ・ヨコナテ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (6.8) 内面 ヨコナデ ・へラナデ

口径 (16.8) 底部一

006 第44図10 土師器費 10 底径 体部ナデ・ヨコナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (6.4) 内面 ヨコナデ・へラナデ

口径(14.2) 底部

006 第44図11 土師器牽 10 底径 体部ケズリ ・ナデ ・ヨコナデ 暗褐色 石英・長石

器高 (5.3) 内面 ヨコナデ ・へラナデ

口径(11.8) 天井部ー

007 第46図l 須恵、器蓋 10 天井径 体 部 ナ デ 暗灰色 石英 ・長石

器高 (3.1) 内面ナデ

口径 13.8 底部へラケスリ ・ナデ
石英 ・長石 ・007 第46図2 土師器杯 60 底径 6.0 体 部 ヘ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ ・ヨコナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 5.0 内面ナデ
スコリア

口径 13.2 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・007 第46図3 土師器杯 90 底径 5.5 体部へラケズリ ・ナデ ・ヨコナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 5.0 内面 ヨコナデ・ナデ
スコリア

口径 13.7 底部
石英・雲母・007 第46図4 土師器杯 60 底径 体部へラケズリ・ナデ・ヨコナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 5.6 内面 ヨコナデ ・へラナデ
スコリア

口径(14.3) 底部へラケズリ
石英・雲母 ・007 第46図5 土師器杯 40 底径 (6.1) 体部へラケズリナデ 褐色

器高 6. 2 内面 ヨコナデ ・へラナデ
スコリア

口径 16.8 底部

007 第46図6 士師器杯 30 底径 体部へラケズリ ・ナデ ・ヨコナデ 赤褐色
石英・長石 ・

内外面赤彩

器高 (4.1) 内面 ヨコナデ・ナデ
スコリア

口径 (16.6) 底部
石英・長石 ・007 第46図7 土師器杯 40 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 赤褐色 内外面赤彩

器高 (4.3) 内面ナデ
雲母
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 言十点1)値
調 整 色調 胎土 備 考番号 (%) (cm) 

口径 18. 1 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・007 第46図8 土師器杯 75 底径 5.4 体部へラケズリ ・ヨコナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 4. 7 内面 ヨコナデ ・ナデ
スコリア

口径 15.0 脚部
石英 ・長石 ・007 第46図9 土師器高杯 55 裾径 体部へラナデ ・ヨコナデ 褐色

器高 (5.2) 内 面へラナデ ・ヨコナデ
雲母 ・スコリア

口径 17.6 脚部
石英 ・長石 ・007 第46図10 土師器高杯 60 裾径 体部へラケズリ ・ナデ ・ヨコナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 (6.2) 内 面へラナデ ・ヨコナデ
スコリア

口径 18.5 脚部一
石英 ・長石 ・007 第46図11 土師器高杯 60 裾径 体部へラケズリ ・ナデ ・ヨコナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 (6.3) 内面へラナデ ・ヨコナデ
スコリア

口径 脚部へラケズリ ・ナデ

007 第46図12 土師器高杯 40 裾径 11. 6 体部一 褐色
石英 ・長石 ・

外面赤彩

器高 (8.7) 内面ナデ
スコリア

口径 脚部へフケズリ・ナデ
石英 ・長石 ・007 第46図13 土師器高杯 20 裾径 体部ー 燈褐色 外面赤彩

器高 (5.3) 内面ナデ ・へラナデ
スコリア

口径 9.6 底部へラケズリ
石英 ・長石 ・007 第46図14 土師器蕗 70 底径 3.3 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ミガキ ・ヨ コナデ 褐色

器高 9.5 内面 ヨコナデ ・へラケズリ
スコリア

口径 10.4 底部へフケズリ
石英 ・長石・007 第46図15 土師器牽 90 底径 (5.8) 体部へラケズリ ・ナデ ・ヨコナデ 暗褐色

器高 15.2 内面 ヨコナデ ・へラナデ
スコリア

口径 8.6 底部へラケズリ
石英 ・長石・007 第46図16 土師器壷 90 底径 4. 5 体部へラケズリ ・ナデ ・ヨコナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 13.5 内面 ヨコナデ ・へラナデ
スコリア

土師器
口径 8. 3 底部ー

石英・長石・007 第46図17 25 底径 体部へラケズリ ・ナデ ・ヨコナデ 赤褐色 内外面赤彩
無頚査

器高 (10.0) 内面 ヨコナデ ・ナデ
スコリア

口径 17.2 底部

007 第46図18 土師器費 10 底径 体 部 刷 毛 ・ナデ ・ヨコナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (4.4) 内面 ヨコナデ ・へラケズリ

口径 (17.6) 底部
石英 ・長石 ・

007 第46図19 土師器饗 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色

器高 (10.4) 内面 ヨコナデ ・へラナデ ・ナデ
スコリア

口径 13.5 脚部
石英・長石 ・

009 第47図1 土師器高杯 60 裾径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 (6.3) 内面 ヨコナデ ・へラナデ
スコリア

口径 (9.2) 底部 一
石英 ・長石 ・

009 第47図2 土師器壷 20 底径 体部ナデ ・ヨコナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 (5.9) 内面ナデ・へラケズリ
スコリア

口径 底部へフケズリ ・ナデ

009 第47図3 土師器費 10 底径 7.2 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 褐色 石英 ・長石

器高 (3.1) 内面へラナデ

口径 底 部 静 止 糸 切 り 無 調 整
平安時代混入品

016 第47図4 黒色土器杯 30 底径 6.6 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石
内面黒色処理

器高 (3.5) 内面ナデ ・ミガキ

口径 13.0 底部へラケズリ ・ナデ

016 第47図5 土師器鉢 95 底径 5. 5 体部へラケズリ ・ナデ 黄褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 9.1 内面 ヨコナデ ・ナデ

受部径 脚部一

010 第48図1 土師器器台 20 脚部径 受部ナデ 褐色 石英 ・長石

器高 (3.3) 内面ナデ

口径(12.6) 底部

012 第48図2 土師器杯 15 底径 体部へラケズリ ・ナデ ・ヨコナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (3.4) 内面 ヨコナデ・へラナデ

口 千圭 (12.6) 脚部ー

012 第48図3 土師器高杯 15 裾径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (3.4) 内面ナデ

口径 底部へフケズリ ・ナデ
内外面赤彩

012 第48図4 土師器杯 10 底径 4. 2 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石
底割跡面にへラ記号

器高 (1. 7) 内面ナデ

口径(15.0) 底部一
石英・長石・

018 第49図1 土師器杯 25 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗赤褐色
スコリア

内外面赤彩

器高 (5.3) 内面 ヨコナデ・ナデ
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計調1I値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口径(12.4) 底部ー
石英 ・長石 ・

018 第49図2 土師器鉢 55 底径 体部へラケズリ ・ミガキ 燈褐色
スコリア

器高 8. 2 内面 ヨコナデ ・へラナデ

口径 底部ー

018 第49図3 土師器鉢 70 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黄褐色 石英 ・長石 外面赤彩

器高 (7.0) 内面ヘラナデ

口径 11. 6 底部
石英 ・長石 ・

020 第50図1 土師器柑 70 底径 体部へラケズリ ・ナデ ・ミガキ 黄褐色
スコリア

器壁が薄い

器高 5.6 内面ナデ ・ミガキ

口径 13.6 底部ヘラケズリ ・ナテ

020 第50図2 土師器士甘 70 底径 3.4 体官官へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石 器壁が薄い

器高 5. 7 内面へラケズリ ・ナデ

口径(11.4) 底部多方向のへラケズリ
石英 ・長石 ・

020 第50図3 土師器鉢 20 底径 3.2 体部へラケズリ ・へラナデ 黄褐色

器高 6.4 内面ヘラナデ
スコリア

口径 15.0 脚部一
杯部と脚部は貫通

020 第50図4 土師器高杯 60 裾径 体部ミガキ 燈褐色 石英 ・長石
内外面赤彩

器高 (12.0) 内面 ミガキ ・へラナデ

土師器
口径 9.3 底部へフケズリ ・ナデ

020 第50図5 95 底径 2.8 体部へラケスリ ・ナデ 黄褐色 石英 ・長石 内外面赤彩
小型壷

器高 11. 1 内面 ヨコナデ ・ナデ

土師器
口径 10.8 底部へフケズリ ・ナァ

石英 ・長石 ・
020 第50図6 95 底径 3.3 体部ミガキ 黄褐色 内外面赤彩

小型壷
器高 12.6 内面 ミガキ ・へラナデ

スコリア

口径 底部一方向のへフケズリ

020 第50図7
土師器

40 底径 (3.6) 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色
石英 ・長石 ・

小型壷
器高 (12.2) 内面ナデ ・へラナデ

スコリア

口径 (18.4) 底部
石英 ・長石

020 第50図8 土師器鉢 10 底径 体部刷毛 褐色
スコリア

内外面赤彩

器高 (6.7) 内面へラナデ

口径 17.8 底部

020 第50図9 土師器饗 45 底径 体部ヘラケズリ ・ナデ ・刷毛 黒褐色 石英 ・長石

器高 (18.0) 内面ケズリ ・へラナデ

口径 (15.8) 底部一
石英 ・長石 ・

020 第50図10 土師器壷 10 底径 体 部 昂1I毛 ・ミガキ 褐色

器高 (9.0) 内 面 刷 毛 ・ナデ
スコリア

口径 底部一

020 第50図11 土師器壷 50 底径 体部へラケズリ ・ナデ ・刷毛 燈褐色
石英 ・長石 ・

内外面赤彩

器高 (14.2) 内面へラケズリ ・へラナデ
スコリア

口径 底部

020 第50図12 土師器壷 65 底径 体部刷毛 ・ミガキ 褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (20.6) 内 面 刷 毛 ・ミガキ

口径 底部一

021 第51図l 土師器霊童 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 燈褐色
石英 ・長石 ・

器高 (9.4) 内面へラナデ
スコリア

口径 底部へフケズリ

021 第51図2 土師器準 55 底径 7.8 体部へラケズリ ・ナデ 燈褐色
石英 ・長石・

器高 (21.0) 内面へラナデ
スコリア

口径 (14.2) 底部

028A 第53図l 土師器杯 30 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (3.5) 内面 ヨコナデ ・ヘラナデ

口径 (9.0) 脚部 一
石英 ・長石 ・028A 第53図2 土師器高杯 20 裾径 体部ヘラケズリ ・ヨコナデ 暗黄褐色

器高 (5.8) 内面へラナデ ・ナデ
スコリア

口径 14.4 脚部

028A 第53図3 土師器高杯 70 裾径 体部ナデ ・ヨコナデ 燈褐色
石英 ・長石 ・

内外面赤彩

器高 (4.9) 内面 ヨコナデ ・へラナデ
スコリア

口 t圭 (17.8) 脚部へフケズリ ・ナデ
石英 ・長石 ・028A 第53図4 土師器高杯 40 裾径 体 部 局1I毛 ・ナデ ・ケズリ 明褐色

器高 (5.3) 内 面 刷 毛 ・ナデ
スコリア

口径 脚部ナデ

028A 第53図5 土師器高杯 30 裾径 9. 7 体部一 燈褐色 石英 ・長石 外面赤彩

器高 (4.5) 内面ナデ

口径 脚部 ヨコナデ ・へラナデ

028A 第53図6 土師器高杯 35 裾 t圭 9.4 体部一 燈褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (5.4) 内面へラナデ
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口 f圭 脚部ナデ

028A 第53図7 土師器高杯 30 裾径 (12.6) 体部一 燈褐色 石英 ・長石

器高 (8.3) 内面へラケズリ

口径 底部ヨコナデ

028A 第53図8
土師器

80 底径 13.2 体部刷毛・ナデ 暗赤褐色
石英 ・長石 ・

台部
台付費

器高 (10.5) 内 面へラナデ
スコリア

口径 16.6 底部ー
石英 ・長石 ・

028A 第53図9 土師器壷 10 底径 体部ナデ 暗褐色

器高 (3.4) 内面ヨコナデ
スコリア

口径 (13.2) 底部

028A 第53図10 土師器護 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (10.6) 内面へラナデ

口径 15.4 底部

028A 第53図11 土師器護 40 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (21.9) 内面へラナデ

口径 (23.6) 底部へフケズリ
接合しないが，

028A 第53図12 土師器雪量 40 底径 9.6 体部へラケズリ・ナデ 明褐色 石英 ・長石

器高 内面へラナデ
同一個体

口径 (6.8) 底部ナデ

034 第54図l 土師器杯 70 底径 3.3 体部へラケズリ ・ナデ 褐色 石英 ・長石

器高 3.7 内面ナデ ・へラナデ

受部径 6.7 脚 部 刷 毛

034 第54図2 土師器器台 90 脚部径 7.9 受部へラケズリ ・ナデ 明褐色 石英 ・長石

器高 7.9 内面へラナデ

口径 14.4 脚部一

034 第54図3 土師器高杯 45 裾径 体部 刷 毛 目 ・ナデ 褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (5.3) 内面ナデ・ミガキ

口径 脚部ヨコナデ

034 第54函4 土師器高杯 30 裾径 (10.0) 体 部刷毛 ・へラナデ 黄褐色
石英 ・長石 ・

器高 (9.5) 内面ナデ
スコリア

口径 脚部へフケズリ ・ミガキ

034 第54図5 土師器高杯 45 裾径 10.0 体部 明褐色 石英 ・長石

器高 (11.8) 内面へラナデ ・ヨコナデ

口径 (14.0) 底部一

034 第54図6 土師器鉢 30 底径 体部 燈褐色 石英 ・スコリア 器面の摩耗が激しい

器高 (6.0) 内面

口径(10.0) 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・

034 第54図7 土師器壷 70 底径 6.3 体 部 刷 毛 ・ナデ 黄褐色

器高 15.8 内面へラナデ ・刷毛目
スコリア

口径(17.8) 底部へフケズリ

034 第54図8 土師器号車 45 底径 7.0 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 23.6 内面へラナデ

口径 14.2 底部

038 第56図l 土師器杯 70 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 暗赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 4.2 内面へラナデ

口径 (13.7) 底部

038 第56図2 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 (3.7) 内面ナデ

口径 (14.0) 脚部へフケズリ ・ナデ
石英 ・長石 ・ 内外面赤彩

038 第56図3 土師器高杯 65 裾径 10. 1 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色
スコリア 脚部に透孔

器高 (10.5) 内面へラケズリ・ナデ

口径(19.6) 底部一
石英 ・長石 ・

038 第56図4 土師器費 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色
雲母

器高 (5.3) 内面へラナデ

口径 (15.0) 底部

046A 第57図l 土師器杯 15 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 暗赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (4.6) 内面へラナデ

口径 底部へラケズリ ・ナァ

046A 第57図2 土師器査 30 底径 5.2 体部へラケズリ ・ナデ 暗黄褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (7.2) 内面ヘラナデ

口径 脚部へフケズリ ・ミガキ

0468 第57図4 土師器高杯 50 裾径 8.0 体部 ナ デ 暗黄褐色
石英 ・長石 ・

器高 (6.9) 内面へラナデ
スコリア

口径(16.0) 底部一

0468 第57図5 土師器号車 10 底径 体 部へラケズリ ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (8.0) 内面へラナデ
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口径(13.4) 底部へフケズリ ・ナデ
石英 ・長石 ・

0548 第58図l 土師器士甘 60 底径 3.0 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色
スコリア

器高 6.4 内面へラナデ・ミガキ

口径 底部
石英 ・長石 ・

063 第59図l 土師器土甘 10 底径 体部ケズリ ・ナデ 暗赤褐色
雲母

内外面赤彩

器高 (4.0) 内面ナデ

口径 14.6 孔部穿孔 ・ナデ

063 第59図2 土師器甑 完形 孔径 体部ナデ ・昂IJ毛 暗褐色 石英 ・長石 底部に小孔多数

器高 10.3 内 面 刷 毛 ・へラナデ

口径 底 部 ナ デ
韓宝密で砂粒を 平安時代混入品

063 第59図3 緑紬陶器椀 20 底径 (7.0) 体部ナデ
くすんだ

器高 (1. 7) 内面ナデ
晴灰緑色 含む 高台部

口径 17.0 底部
石英 ・長石 ・

063 第59図4 土師器準 10 底径 体部刷毛 ・ナデ 黒褐色
スコリア

器高 (10.0) 内面ナデ ・ミガキ

口径 14.0 底部
石英 ・長石 ・

0690 第60図1 土師器柑 30 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗黄褐色

器高 (6.0) 内面ヘラナデ
スコリア

口径 底部
石英 ・長石 ・

0690 第60図2 土師器壷 35 底径 体部ミガキ 暗赤褐色 内外面赤彩

器高 (10.6) 内面へラケズリ ・ナデ
スコリア

口径 14.8 脚部ー
石英 ・長石 ・

071 第61図l 土師器高杯 20 裾径 体部へラケスリ ・ナデ 後褐色
スコリア

器高 (3.5) 内面ヨコナデ

口径(16.8) 底部一
石英 ・長石 ・

071 第61図2 土師器饗 10 底径 体部ヨコナデ 明褐色
スコリア

器高 (3.8) 内面 ヨコナデ ・ナデ

口径 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・

071 第61図3 土師器号車 20 底径 7.6 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色

器高 (2.8) 内面へラナデ
スコリア

口径 (13.6) 底部ー

091 第62図l 土師器杯 30 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 5.9 内 面 ナ デ

口径 19.8 脚部ー
石英 ・長石 ・

091 第62図2 土師器高杯 20 裾径 体部刷毛 ・ケズリ ・ナテ 暗赤褐色
スコリア

内外面赤彩

器高 (4.9) 内面刷毛・ナデ

口径 (16.6) 底部

091 第62図3 土師器費 10 底径 体部ケズリ ・ナデ 黒褐色 石英 ・長石

器高 (7.4) 内面へラナテ

口径(13.2) 底部
石英 ・長石 ・

091 第62図4 土師器饗 30 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗黄褐色

器高 (20.6) 内面ヘラナデ
スコリア

口径 (19.5) 脚部ナデ ・ミガキ
石英 ・長石 ・

0928 第63図l 土師器高杯 25 裾径 体部ナデ ・ミガキ 灰褐色
雲母

口縁部櫛描波状文

器高 (8.4) 内 面 ナ デ

口径 21. 4 脚部へフケズリ ・ミガキ
石英・長石 ・0928 第63図2 土師器高杯 50 裾径 体部へラケズリ・ミガキ 赤褐色

器高 (10.0) 内面刷毛目 ・ナデ ・ミガキ
スコリア

口径 脚 部 昂IJ毛 ・ナプ

0928 第63図3 土師器高杯 30 裾径 体部刷毛・ナデ 褐色 石英 ・長石

器高 (7.6) 内面刷毛・へラナデ

口径 8.5 底部へフナデ
石英 ・長石 ・0928 第63図4 土師器壷 95 底径 3.5 体部 刷 毛 ・ヘラナデ 暗褐色

器高 12. 1 内面ナデ ・指頭痕
スコリア

土師器
口径 12.5 底部一

0928 第63図5
台付費

85 底径 体部へラケズリ・ナデ 日音赤褐色 石英 ・長石
器高 (13.7) 内面ナデ・ミガキ

口径 底部へフケズリ ・ナデ

0928 第63図6
土師器

45 底径 7.4 体部ヘラケズリ ・ナデ 黒褐色 石英 ・長石 台部台付費
器高 (5.2) 内面へラナデ

口径 脚部へフケズリ ・ナデ

101 第64図l 土師器高杯 40 裾径 (11.6) 体部刷毛・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩
器高 (11.5) 内 面刷毛 ・へラケズリ ・へラナデ

口径(14.2) 底部一

101 第64図2 土師器墾 10 底径 体部不明 明白褐色 石英 ・長石 駿東型Jl
器高 (5.5) 内 面 不 明
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口径 底部へフケスリ

101 第64図3 土師器墾 10 底径 (9.9) 体部ヘラケズリ 暗褐色 石英・長石

器高 (5.4) 内面へラナデ

口径 底部へフケズリ ・ミガキ ・ナデ

101 第64図4 土師器費 30 底径 11. 5 体部へラケズリ ・ミガキ・ナデ 赤褐色
石英・長石・

器高 (11.1) 内 面 ナ デ
スコリア

口径(12.6) 底部

110 第65図l 須恵器壷 10 底径 体部ナデ 暗灰色 石英・長石 後期混入品

器高 (4.3) 内 面 ナ デ

口径 16.4 脚部ー
石英・長石・

110 第65図2 土師器高杯 30 裾径 体部ケズリの・ナデ・ミガキ 明褐色

器高 (5.4) 内面ミガキ
スコリア

口径 (15.0) 脚部
外面赤彩

110 第65図3 土師器高杯 10 裾径 体部一 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 (2.4) 内面ミガキ
内面黒色処理

口径 脚部へラケズリ ・ナデ

110 第65図4 土師器高杯 10 裾径 体部 赤褐色 石英・長石 外面赤彩

器高 (5.4) 内面へラナデ

口径 14.0 底部へフケズリ

115 第66図1 土師器杯 80 底径 体部ケズリ ・ナデ 明赤褐色
石英・長石・

内外面赤彩

器高 4.3 内面ナデ
スコリア

口径 脚部ー

115 第66図2 土師器高杯 10 裾径 体部ナデ 赤褐色
石英・長石・

内外面赤彩

器高 (5.0) 内面ナデ
スコリア

口径 脚部ナデ

115 第66図3 土師器高杯 10 裾径 体部 暗赤褐色
石英 ・長石 ・

外面赤彩

器高 (3.2) 内面ナデ
スコリア

口径 脚部一
石英・長石・

115 第66図4 土師器高杯 10 裾径 体部 暗赤褐色 外面赤彩

器高 (2.7) 内面ー
スコリア

口径 12.5 底部へフケズリ ・ナデ
内外面赤彩

121 第67図l 土師器杯 95 底径 4.2 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色
石英・長石 ・

器高 4.8 内面ナデ
スコリア 底部外面にへラ記号

口径 14.6 底部へフケズリ ・ナデ
内外面赤彩

121 第67図2 土師器杯 95 底径 3.5 体部へラケズリ・ナデ 暗赤褐色
石英・長石・

器高 3.9 内面ナデ
スコリア 底部外面にへラ記号

口 千圭 (15.6) 脚部一
石英 ・長石・

121 第67図3 土師器高杯 10 裾径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色

器高 (4.3) 内面へラナデ
スコリア

口径 14.4 脚部ケズリ・ナァ
石英・長石・

121 第67図4 土師器高杯 90 裾径 11. 4 体部ケズリ・ナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 12.4 内面へラナデ
スコリア

口径 10.9 底部へラケズリ・ナァ
石英・長石 ・

121 第67図5 土師器鉢 95 底径 4.5 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色

器高 7.2 内面へラナデ
スコリア

口径 (9.5) 底部一
石英 ・長石 ・

121 第67図6 土師器牽 15 底径 体部ナデ 明赤褐色 内外面赤彩

器高 (5.3) 内面 ナ デ
スコリア

口径 17.8 底部へラケズリ・ナデ
石英 ・長石・

121 第67図7 土師器費 75 底径 6.8 体部刷毛 ・ケズリ ・ナデ 暗褐色

器高 25.1 内面昂IJ毛
スコリア

口径 底部へラケズリ ・ナデ

121 第67図8 土師器号車 60 底径 6.0 体部へラケズリ ・ナデ ・ミガキ 暗赤褐色
石英 ・長石・

器高 (16.2) 内面ヘラナデ
スコリア

口径(16.2) 底部
石英 ・長石・

121 第67図9 土銅器墾 15 底径 体部へラケズリ ・ナデ・ミガキ 暗褐色

器高 (19.3) 内面へラナデ
スコリア

口径(16.0) 脚部一
石英・長石 ・

138 第68図l 土師器高杯 10 裾径 体部ナデ 赤褐色

器高 (5.0) 内面ヨコナデ
スコリア

口径 底部へフケズリ

138 第68図2 土師器費 10 底 f圭 6. 2 体部へラケズリ 暗褐色 石英・長石

器高 (2.0) 内面一

口径 14.7 底部ー
内外面赤彩

142 第69図l 土師器杯 95 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 稽褐色 石英・長石

器高 4.9 内面へラナデ
底部外面にへラ記号
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口径(14.8) 底部へフケズリ ・ナデ

142 第69図2 土師器杯 25 底径 4.4 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・長石

器高 5.1 内面へラナデ

口径(15.5) 底部ー
石英 ・長石・

142 第69図3 土師器杯 40 底径 体部ヘラケズリ ・ナデ 黄褐色 内外商赤彩

器高 4. 7 内面ナデ
雲母

口径 (13.6) 底部ー

142 第69図4 土師器杯 10 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 (3.5) 内面ナデ

口径 15.7 底部

142 第69図5 土師器杯 70 底径 体部へラケスリ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 3. 3 内面ナデ

口径 9.5 底部へフケズリ ・ナァ

142 第69図6 土師器鉢 95 底径 3.2 体部へラケスリ・ナデ 黄褐色 石英 ・長石

器高 5. 7 内面へラナデ

口径(122) 底部ー

142 第69図7 土師器鉢 35 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 6.2 内面ナデ

口径 (16.0) 底部一
石英・長石 ・

142 第69図8 土師器椀 10 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 晴赤褐色

器高 (4.4) 内面ナデ
スコリア

口径 (11.5) 底部

142 第69図9 土師器鉢 25 底径 体部へラナデ 赤褐色 石英 ・長石

器高 (4.8) 内面へラナデ

口径 16.2 脚部
石英 ・長石 ・

142 第69図10 土師器高杯 50 裾径 体 部 ナ デ 褐色

器高 5.5 内面へラナデ
スコリア

口径 脚部ナデ

142 第69図11 土師器高杯 20 裾径 (11.0) 体部ー 赤褐色
石英 ・長石 ・

内外面赤彩

器高 (8.0) 内面へラナデ
雲母・スコリア

口径 底部

142 第70図12 土師器壷 65 底径 体部刷毛 ・ケズリ・ナデ 暗赤褐色 石英・長石

器高 (9.3) 内面刷毛・ナデ

口径 (19.6) 底部一

142 第70図13 土師器鉢 30 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (13.5) 内面へラナデ

口径 (15.3) 底部
石英・長石 ・

142 第70図14 土師器雪量 10 底径 体部へラナデ 暗褐色

器高 (5. 1) 内面へラナデ
スコリア

口径 (16.0) 底部
石英 ・長石・

142 第70図15 土師器饗 15 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色

器高 (11.2) 内面へラナデ
スコリア

口径 底部へフケズリ・ナテ

142 第70図16 土師器墾 20 底径 (6.4) 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色
石英・長石・

器高 (7.9) 内面へラケズリ ・へラナデ
スコリア

口径 (16.0) 脚部 一

166B 第71図1 土師器高杯 10 裾径 体部ヘラケズリ ・ナテ 日音赤褐色 石英 ・長石

器高 (4 4) 内面ヨコナデ

口径(16.4) 脚部

166B 第71図2 土師器高杯 10 裾径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 (3.0) 内面ヨコナデ

口径(16.2) 底部へラケズリ・ナデ

170A 第73図1 土師器杯 40 底径 7. 7 体部ヘラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 5.2 内面へラナデ

口径 25.0 底部一

170A 第73図2 土師器鉢 70 底 t圭 体部へラケズリ・ナデ 暗赤褐色 石英・長石

器高 22.4 内面へラナデ

口径 脚部へフケズリ ・ナデ

172A 第73図3 土師器高杯 30 裾径 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色
石英 ・長石・

内外面赤彩

器高 (7. 1) 内面ナデ
雲母

口径 脚部刷毛・ナデ

172A 第73図4 土師器高杯 25 裾径 体部へラケズリ・ナデ 褐色
石英・長石・

器高 (8.7) 内面へラナデ・ナデ
スコリア

口径 脚 部 刷 毛 ・へフケズリ・ナず

172A 第73図5 土師器高杯 30 裾径 (14.3) 体部一 赤褐色
石英 ・長石 ・

器高 (7.6) 内面ナデ
スコリア
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計担IJ値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (0/0) (cm) 

口径 底部ー

172A 第73図6 土師器号車 30 底径 体部へラケスリ・ナデ 黄褐色
石英 ・長石 ・

器高 (17.6) 内 面 ヘ ラ ケ ズ リ ・ へ ラ ナ デ
スコリア

口径 (17.0) 底部ー
石英 ・長石

172A 第73図7 土師器斐 40 底径 体部へラケズリ・ナデ 褐色

器高 (18.7) 内面へラナデ
スコリア

口径 18.2 底部ー
石英・長石・

172A 第73図8 土師器費 70 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗黄褐色
雲母

器高 (16.9) 内面へラナデ

口径(15.0) 底部

170B 第74図1 土師器杯 20 底径 体部ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 4.0 内面ナデ

口径 14.0 底部へフケズリ・ナデ

170B 第74図2 土師器杯 完形 底径 4.7 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 4.6 内面へラナテ

口径 15.0 底部へフケズリ
石英 ・長石・

170B 第74図3 土師器杯 95 底径 4.4 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 4. 1 内面ナデ
スコリア

口径 15.2 底部一

170B 第74図4 土師器杯 50 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 3.9 内面へラナデ

口径 16.8 底部へフケズリ ・ナデ
石英・長石 ・

170B 第74図5 土師器杯 60 底径 6.0 体部へラケズリ ・ナデ 黒褐色

器高 5.8 内面へラナデ
雲母

口径 脚部ナァ

170B 第74図6 土師器高杯 30 裾径 (8.6) 体部一 燈褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (3.9) 内面へラナデ

口径 13.4 底部

170B 第74図7 土師器賓 40 底径 体部刷毛目 ・へラケズリ ・ナデ 褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (10.5) 内 面刷毛目 ・へラナデ

口径 底部一

170B 第74図8 土師器壷 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黒褐色 石英 ・長石

器 高( 11.2) 内面へラナデ

口径 10.2 底部ナデ
石英 ・長石・

181 第75図1 土師器鉢 完形 底径 2.7 体部へラケズリ・ナデ 黄褐色

器高 4. 2 内面へラナデ
スコリア

口径 11. 1 底部へラケズリナァ、

181 第75図2 土師器材 70 底径 (2.8) 体 部へラケズリ・ミガキ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 8.9 内面へラナデ

口径 脚部ミガキ

181 第75図3 土師器高杯 30 裾径 (11.6) 体部 赤褐色 石英・長石 外面赤彩

器高 8.8 内面へラナデ

口径 12.6 底部へラケズリ
石英 ・長石・

181 第75図4 土師器饗 95 底径 6.8 体部へラケズリ 暗黄褐色
スコリア

底部穿孔

器高 16.3 内面へラナデ

口径 脚部へラケズリ ・ナデ

184 第75図5 土師器高杯 10 裾径 体部 一 赤褐色 石英・長石

器高 (3.3) 内面ナデ

口径 11. 5 底部へフケズリ・ナデ

184 第75図6 土師器鉢 95 底径 4.9 体部へラケズリ ・ナデ ・ミガキ 黒色 石英 ・長石 内外面黒色処理

器高 7.0 内面ナデ・ミガキ

口径 底部へラケズリ ・ミガキ

184 第75図7 土師器壷 80 底径 5. 7 体部へラケズリ ・ナデ・ミガキ 褐色 石英 ・長石

器高 (13.8) 内面へラケズリ・ナデ

口径 7.6 底部へフケズリ

191 第76図1 土師器柑 80 底径 3. 1 体部へラケズリ ・ミガキ 赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 7.9 内 面 ナ デ

土師器
口径 10.4 底部 ヨ コ ナ コ 〆

石英 ・長石 ・
191 第76図2

台付費
85 底径 9.3 体部刷毛・ケズリ・ナデ 暗黄褐色

スコリア
器高 16.4 内面へラナデ ・ナデ

口 f圭 13.5 底部一
石英・長石・

191 第76図3 土師器壷 20 底径 体部 ヨコナデ ・ミガキ 燈褐色
スコリア

器高 (4.8) 内 面へラケズリ・ヨコナデ

口径 底部へラケズリ ・ナデ
石英・長石・

191 第76図4 土師器雪量 10 底径 3.7 体部ヘラケズリ ・ミガキ 褐色
スコリア

外面赤彩

器高 (3.0) 内面へラナデ
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口径(15.8) 脚部
石英 ・長石 ・

198C 第78図l 土師器高杯 20 裾径 体部ヘラケズリ ・ナデ ・ミガキ 暗黄褐色
スコリア

器高 (8.4) 内面へラナデ・ナデ

口径 脚部へフケズリ ・へフナデ
石英 ・長石 ・

198C 第78図2 土師器高杯 30 裾 f圭 体部一 赤褐色 外面赤彩

器高 (6.4) 内面へラナデ
スコリア

口径(12.5) 底部
石英 ・長石 ・

198C 第78図3 土師器費 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色
スコリア

器高 (5.3) 内面 ヨコナデ・へラナデ

口径 7.6 底部へフケズリ

1980 第78図5 土師器地 95 底径 4.4 体部へラケズリ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 8. 3 内面ナデ ・昂IJ毛

口径 脚部へフケズリ ・ナデ

1980 第78図6 土師器高杯 20 裾径 体部 赤褐色 石英長石 外面赤彩

器高 (6.6) 内面ナデ

口径 脚部へフケズリ ・ナデ

1980 第78図7 土師器高杯 40 裾径 体部 赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 (6.8) 内面ナデ ・へラナデ

口径 脚部へフケズリ ・ナデ

1980 第78図8 土師器高杯 40 裾径 11. 0 体部 一 赤褐色
石英 ・長石 ・

外面赤彩

器高 (6.9) 内面ナデ ・ヘラナデ
スコリア

口径 11. 6 底部へフケズリ ・ナデ

1980 第78図9 士師器椀 60 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 8.1 内面へラナデ

口径(12.0) 底部一

1980 第78図10 土師器椀 40 底径 体部ヘラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 外面赤彩

器高 (7.4) 内面へラナデ

口径 (8.2) 底部一
石英 ・長石・

1980 第78図11 土師器壷 50 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黄褐色 内外面赤彩

器高 (13.5) 内面へラナデ
スコリア

口径 15.2 底部へフケズリ

1980 第78図12 土師器斐 40 底径 7.0 体部へラケズリ ・ミガキ 黒褐色 石英 ・長石

器高 25.5 内面ヘラナデ

口径 脚部へフケスリ ・ナデ

199B 第78図16 土師器高杯 30 裾径 体部 褐色 石英 ・長石

器高 (9 5) 内面ナデ ・ヘラナデ

口径 脚部へラケズリ ・ナデ

199B 第78図17 土師器高杯 15 裾径 9. 8 体部ー 明赤褐色
石英 ・長石・

外面赤彩

器高 (2.4) 内面ナデ ・ヘラナデ
スコリア

口径 底部へフケスリ

199B 第78図18 土師器費 15 底径 6. 2 体部へラケズリ ・ナデ 黄褐色
石英・長石 ・

器高 (6.1) 内面へラナデ
スコリア

口径 16.0 底部
石英 ・長石・

199B 第78図19 土師器壷 25 底径 体部ヘラケズリ ・ナデ 赤褐色

器高 (13.2) 内面へラナデ
スコリア

受部径 6.6 脚部

200C 第79図1 土師器器台 60 脚部径 受部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 (4.0) 内面ヘラナデ

口径 脚部へフケズリ ・ナデ

200C 第79図2 土師器高杯 15 裾径 体部 赤褐色 石英 ・長石

器高 (3.6) 内面ヘラナデ

口径 脚部刷毛 ・ナデ

200C 第79図3
土師器

30 底径 9.2 体部刷毛・ナデ 褐色 石英 ・長石
台付費

器高 (7.2) 内面へラケズリ ・昂IJ毛・ナデ

士師器
受部f圭 8.0 器受部 ヨコナデ

200C 第79図4 85 脚部径 11. 0 脚部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色
石英長石 ・

炉器台
器高 12. 1 内面ナデ ・へラナデ

スコリア

口径 底部ー

200C 第79図5 土師器壷 10 底径 体部刷毛 ・ナデ 褐色
石英 ・長石 ・

器高 (6.0) 内面ヘラナデ
スコリア

口径 底部へラケズリ

200C 第79図6 土師器墾 15 底径 7.8 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色
石英 ・長石・

器高 (5.6) 内面へラナデ
スコリア

受部径 8.0 脚部へラケズリ ・ミガキ

202 第80図l 土師器器台 70 脚部径 11. 6 受 部 ナ デ 明赤褐色
石英・長石 ・

器高 6.9 内面ナデ ・へラナデ
スコリア

294 



遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口 径 (20.6) 脚 部ケズリ ・ナデ

202 第80図2 土師器高杯 30 裾径 体 部へラケスリ ・ミガキ 黄褐色 石英 ・長石

器 高 (10.1) 内面 ミガキ ・へラケズリ

口 径 脚部 ヨコナデ

202 第80図3 土師器高杯 50 裾径 10.8 体 部へラケズリ 明赤褐色
石英 ・長石 ・

器高 (5.6) 内面ナデ
スコリア

口 径 (9.9) 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・

202 第80図4 土師器費 25 底径 4.7 体部へラケズリ ・へラナデ 明赤褐色

器高 12.8 内 面ヘラナデ
スコリア

口 径 (4.8) 底部

217C 第83図l ミニチュア土量普 20 底径 体部ナデ 褐色 石英 ・長石

器高 (3.0) 内面ナデ

口 径 (12.2) 底部へフケズ リ・ ナデ
石英 ・長石 ・

217C 第83図2 土師器杯 25 底径 体 部へラケズリ ・ナデ 褐色

器高 2.9 内面ナデ
スコリア

口径 (13.8) 底 部へフケズリ ・ナデ
石英 ・長石 ・

203 第86図1 土師器杯 80 底径 3.8 体 部へラケスリ ・ナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 6. 6 内面ナデ
スコリア

口径 17.9 脚部 一
石英 ・長石 ・

203 第86図2 土師器高杯 40 裾径 体 部へラケズリ ・ナデ 明赤褐色

器高 (4.9) 内 面ナデ
スコリア

口 径 10.3 底 部へフケズリ

203 第86図3 土師器費 95 底径 4.4 体 部 へラケズリ ・ナデ 黄褐色 石英 ・長石

器高 7.9 内 面へラナデ

口 径 底 部へフケズリ

203 第86図4 土師器壷 60 底径 5.0 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色
石英 ・長石 ・

外面赤彩

器高 (11.0) 内 面ナデ ・へラナデ
スコリア

口 径 (18.0) 底部一

203 第86図5 土師器費 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ ・ミガキ 暗褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (7.2) 内面へラケズリ ・ナデ

口径 19.0 底部
石英 ・長石 ・

203 第86図6 土師器雪量 40 底径 体部へラケズリ ・へラナデ 黄褐色
雲母

器高 (17.8) 内 面へラケズリ ・ナデ

口 径 底部へフケズリ ・ナプ
石英 ・長石 ・

203 第86図7 土師器費 40 底径 6.6 体部へラケズリ ・ナデ 黒褐色

器高 (8.0) 内 面へラナデ
スコリア

口径 (15.8) 底部
石英 ・長石 ・

203 第86図8 土師器雪量 15 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色
スコリア

器高 (12.5) 内面へラケズリ ・ナデ

口径 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・

203 第86図9 土師器号車 10 底径 7.2 体部へラケズリ ・ナデ 黒褐色
スコリア

器高 (9.2) 内 面へラケズリ ・へラナデ
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第15表 古墳時代後期出土土器観察表
)推定値 〉現存1直

遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測ilI直
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口径 11. 9 底部一

002 第87図l 須J恵、器杯 20 底径 体部回転へラケズリ ・ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 3.8 内面ナデ

口径 12.8 天井部 回転へフケスリ

002 第87図2 須恵器蓋 25 天井径 体部ナデ 暗灰色 石英・長石

器高 (4.2) 内面ナデ

口径 (12.8) 底部
石英 ・長石 ・

002 第87図3 土師器杯 15 底径 体部へラケスリ 燈褐色
スコリア

内外面赤彩

器高 (3 5) 内面ナデ

口径(13.8) 底部
石英 ・長石 ・

002 第87図4 土師器杯 60 底径 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色
スコリア

内外面赤彩

器高 3.8 内面ナデ

口径 (14.0) 底部一
石英・長石・

002 第87図5 土師器杯 25 底径 体部ヘラケズリ 黒褐色
雲母

器高 (3.3) 内面ナデ

口径 13.2 底部

日02 第87図6 土師器杯 35 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (4.7) 内面ナデ

口径 (14.2) 底部

日02 第87図7 土師器杯 30 底径 体部へラケズリ ・ミガキ ・ナデ 褐色 石英 ・長石

器高 (4.6) 内面ナデ・ミガキ

口径(15.5) 底部
石英・長石 ・

002 第87図8 土師器杯 45 底径 体部ヘラケズリ ・ミガキ ・ナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 (4.4) 内 面 ナ デ
スコリア

口径 16.6 底部一
石英 ・長石 ・

002 第87図9 土師器椀 70 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色

器高 7. 3 内 面 ナ デ
スコリア

口径 脚部ナデ

002 第87図10 土師器高杯 35 裾径 9.8 外面へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石
外面赤彩

器高 (7.6) 内面ヘラナデ
二次焼成

口径 底部へフケズリ

日02 第87図11 土師器号車 60 底径 7.6 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色
石英 ・長石・

器高 (26.6) 内面へラナデ
スコリア

口径 20.8 孔部へフケズリ
石英 ・長石 ・

002 第87図12 土師器甑 75 孔径 8.0 体部へラケズリ ・ナデ ・ミガキ 褐色

器高 22.9 内面へラナデ・ミガキ
雲母・スコリア

口径(10.8) 天井部ー

004 第88図l 須恵器葦 25 天井径 体部ナデ 明灰色 石英 ・長石 自然紬がかかる

器高 (2.5) 内面ナデ

口径 (11.2) 底部へフケズリ ・ミガキ
石英・長石 ・

004 第88図2 土師器杯 45 底径 体部へラケズリ ・ミガキ ・ナデ 黒褐色

器高 4.7 内面ナデ ・ミガキ
雲母

口径(11.6) 底部へラケスリ・ナァ

004 第88図3 土師器杯 75 底径 体部へラケズリ ・ナデ 褐色 石英・長石

器高 3. 7 内面ヨコナデ

口径 (11.4) 底部回転糸切り ・ナデ
平安時代杯004 第88図4 土師器杯 35 底径 4. 9 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 3.5 内面ナデ
混入品

口径 15.8 底部

004 第88図5 土師器費 35 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色
石英 ・長石・

器高 (17.0) 内面 ヨコナデ・へラナデ
スコリア

口径 (23.9) 底部ー

004 第88図6 土師器護 20 底筏 体部へラケズリ・粗いミガキ ・ナデ 黒褐色
石英 ・長石 ・

器高 (14.7) 内面ナデ ・粗いミガキ
スコリア

口径 (23.8) 底部
石英 ・長石・004 第89図7 土師器号車 40 底径 体部へラケズリ・ヨコナデ 暗赤褐色

器高 (27.0) 内面 ヨコナデ ・へラナデ
スコリア

口径 (13.0) 底部

005 第89図10 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ ・ミガキ 黄褐色 石英 ・長石
器高 (4.2) 内面 ヨコナデ・へラナデ

口径 天井部一

005 第89図11 土師器蓋 10 天井径 体 部 ナ デ 褐色 石英 ・長石
つまみ

器高 (2.8) 内面ナデ
内外面赤彩

口 f圭 15.8 底部

005 第89図12 土師器~ 80 底径一 体部へラケズリ ナデ・ヨコナデ 暗赤褐色
石英 ・長石 ・

器高 (27.6) 内面 ヨコナデ ・へラナデ
スコリア
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計調IJ値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口径 (9. 1) 底部一
口縁部 ・頚部外面

008 第90図l 須恵器蕗 10 底径 体部ナデ 暗灰色 石英 ・長石

器高 (3.3) 内面ナデ
に櫛描波状文

口径 (5.8) 底部一
石英 ・長石 ・

008 第90図2 ミニチュア土器 25 底径 体部ケズリ・ナデ ・ヨコナデ 黄褐色

器高 (3.3) 内面 ヨコナデ ・へラナデ
スコリア

口径 9. 2 天井部ナデ

008 第90図3 土師器蓋 50 天井径 体部ナデ 燈褐色
石英・長石・

外面赤彩

器高 3.6 内面ナデ
スコリア

口 f圭 (11.2) 底部一
石英 ・長石・

008 第90図4 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黄褐色

器高 (3.0) 内面 ヨコナデ・ミガキ ・ナデ
スコリア

口径 (16.0) 脚部一

008 第90図5 土師器高杯 10 裾径 体部ヘラナデ ・ヨコナデ 暗黄褐色 石英 ・長石

器高 (4.5) 内面ヨコナデ

口径 天井部
つまみ

014 第91図1 土師器蓋 10 天井径 体部ナデ 燈褐色 石英 ・長石

器高 (2.5) 内面ナデ
内外面赤彩

口径 12.4 底部ー

014 第91図2 土師器杯 95 底径 体部へラケズリ ・ナデ ・ミガキ 暗黄褐色
石英 ・長石 ・

内外面黒色処理

器高 3.8 内面ナデミガキ
スコリア

口径 底部

015 第91図3 土師器壷 30 底径 体部ケズリ ・ナデ 黄褐色 石英 ・長石 外面赤彩

器高 (8.2) 内面へラナデ

口径 底部一

019 第92図l 土師器高杯 20 裾径 体部ナデ 褐色 石英 ・長石

器高 (5.3) 内面へラナデ

口径(16.0) 底部

019 第92図2 土師器鉢 80 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黄褐色 石英 ・長石

器高 (6.5) 内面 ヨコナデ・へラナデ

口径 (19.4) 脚部一
石英 ・長石 ・

019 第92図3 土師器墾 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色

器高 (7.0) 内面 ヨコナデ ・へラナデ
スコリア

口径 天井部回転へフケズリ

022 第93図1 須恵器蓋 20 天井径 4.8 体部ナデ 明灰色 石英 ・長石

器高 (2.6) 内面ナデ

口径 (4.4) 底部ナァ
石英・長石 ・

024 第93図2 手担ね 90 底径 3.4 体部ヨコナデ 褐色

器高 2.0 内 面 ナ デ
スコリア

口径 (9.0) 底部

029 第93図3 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 暗灰色 石英 ・長石

器高 (2.2) 内面ナデ

口径 底部一

029 第93図4 須恵器椀 10 底径 体部 ナ デ ・回転へラケズリ 暗灰色 石英 ・長石

器高 (2.9) 内面ナデ

口径(15.8) 天井部一

029 第93図5 須恵器蓋 20 天井径 体部ナデ ・回転ヘラケズリ 明灰色 石英・長石

器高 (2.3) 内面ナデ

口径 (13.3) 底部 一

029 第93図6 土師器杯 40 底径 体部ナデ 後褐色 石英 ・長石

器高 3. 6 内面暗文 ・ナデ

口径(11.8) 底部

036 第94図1 土師器椀 40 底径 体部ケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 5.5 内面へラナデ

口径(16.5) 底部

036 第94図2 土師器号車 10 底径 体 部 ナ デ 褐色 石英 ・長石

器高 (3.2) 内面ナデ

口径 脚部へフナデ

040 第95図1 土師器高杯 50 裾径 11.6 体部へラナデ 明赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (9.4) 内面へラナデ・ナデ

口径 (15.6) 底部一

040 第95図2 土師器壷 10 底径 体 部 ナ デ 明褐色 石英 ・長石

器高 (3.5) 内面へラナデ

口径 13.5 底部
石英 ・長石 ・

040 第95図3 土師器~ 30 底径 体部へラケズリ 暗褐色
スコリア

器高 (9.7) 内面ヘラケズリ・へラナデ

- 297 



遺構
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調 整 色調 胎土 備 考
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口径 (15.0) 底部
石英 ・長石 ・

042 第95図4 土師器杯 15 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黄褐色
スコリア

器高 (4.5) 内面ナデ

口径(13.2) 底部一

048 第96図2 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (3.8) 内面ナデ

口径(14.0) 脚部

046 第97図I 土師器高杯 10 裾径 体 部 ナ デ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (3.6) 内面へラナデ

口径 脚部へフケズリ ・ナデ

046 第97図2 土師器高杯 10 裾径 体部一 黄褐色 石英 ・長石 外面赤彩

器高 (6.4) 内 面 ナ デ

口径(12.4) 底部

054 第98図l 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (3.2) 内面へラナテ

口径 (13.8) 底部一

054 第98図2 土師器杯 50 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 5.4 内面ヘラナデ ・ミガキ

口径(16.8) 底部一
石英 ・長石 ・

054 第98図3 土師器費 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黄褐色

器高 (7.8) 内面へラナデ
スコリア

口径(13.7) 底部

057 第100図1 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (3.8) 内面ナデ

口径 13.6 底部一
石英 ・長石 ・

058 第100図2 土師器杯 60 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色
雲母

器高 4.3 内面 ミガキ ・ナデ

口径(14.2) 底部
石英 ・長石 ・

058 第100図3 土師器杯 35 底径 体部へラケズリ ・ナデ ・ミガキ 暗黄褐色
雲母 ・スコリア

器高 3.9 内面 ミガキ ・ナデ

口径(14.2) 底部
石英 ・長石 ・

058 第100図4 土師器杯 15 底径 体部ケズリ・ミガキ 暗褐色

器高 (3.1) 内 面 ミ ガ キ
スコリア

口径 (21.0) 底部一
石英 ・長石 ・

058 第100図5 土師器楚 10 底径 体部へラケズリ 赤褐色
雲母 ・スコリア

器高 (9.3) 内面へラナデ

口径 4. 1 底 部 ナ デ ・へフナデ

059 第100図6 手短ね 85 底径 2.5 体 部 ナ デ ・ヘラナデ 褐色 石英 ・長石

器高 2.3 内面ナデ ・へラナデ

口径(13.4) 底部一
石英 ・長石 ・

066A 第101図1 士師器杯 20 底径 体 部 ナ デ 暗黄褐色

器高 (4. 1) 内面ナデ
スコリア

口径(15.8) 底部
石英 ・長石 ・

066A 第101図2 土師器杯 20 底径 体 部 ナ デ 明褐色

器高 (5.8) 内面ナデ
スコリア

口径(16.4) 底部
石英・長石 ・066A 第101図3 土師器杯 25 底径 体部ミガキ 暗褐色

器高 (5.4) 内面 ヨコナデ ・ミガキ
雲母

口径 12.6 底部へラナデ

066A 第101図4 土師器鉢 95 底径 3.6 体部刷毛 ・ナデ 黒褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 5.8 内面へラケズリ ・ナデ

口径 底部ナデ ・ミガキ

066A 第101図5 土師器土甘 65 底径 2.5 体部ナデ ・ミガキ 黄褐色 石英 ・長石 外面赤彩

器高 (6.5) 内面ヘラナデ

口径 12.6 底部

066A 第101図6 土師器墾 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色
石英 ・長石 ・

器高 (5.8) 内面へラナデ
スコリア

口径 (11.2) 底部回転へフケズリ

069A 第103図1 須恵器杯 20 底径 (7.8) 体部ナデ 暗灰色 石英 ・長石

器高 3.0 内面ナデ

口径 天井部

069A 第103図2 須恵、器蓋 10 天井径 体 部 ナ デ 明灰色 石英 ・長石 つまみ

器高 (1. 8) 内面ナデ

口径(14.2) 底部一

069B 第103図3 土師器杯 15 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 褐色 石英 ・長石

器高 (3.4) 内面へラナデ
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口径 脚部ナデ

069B 第103図4 土師器高杯 15 裾径 (7.8) 体部ー 褐色 石英 ・長石 外面赤彩

器高 (1. 3) 内面 ナ デ ・ヘラナデ

口径 (18.8) 底部ー

069B 第103図5 土師器護 10 底径 体部へラケズリ 黒褐色 石英 ・長石

器高 (6.0) 内 面へラナデ

口径(11.8) 底部ー

069C 第103図6 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 黒褐色 石英 ・長石 内外面黒色処理

器高 (2.8) 内面ミガキ

口 t圭(12.0) 底部一
石英 ・長石 ・

069C 第103図7 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色

器高 (4.2) 内面ナデ
スコリア

口径(13.8) 底部ー
石英 ・長石 ・

069C 第103図8 土師器杯 25 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗黄褐色

器高 (4.0) 内面へラナデ
スコリア

口径 14.6 底部

069C 第103図9 土師器杯 95 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗黄褐色 石英 ・長石

器高 4.4 内面へラナデ

口 千室 (15.8) 底部刷毛・ケズリ ・ナデ

069C 第103図10 土師器杯 45 底径 (6.0) 体部刷毛・ケズリ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 5.6 内 面刷毛・ナデ

口径 脚部へフケズリ ・ナデ

069C 第103図11 土師器高杯 30 裾径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色
石英 ・長石 ・ 内外面赤彩

器高 (8.0) 内面ヘラナデ・ナデ
雲母 脚部に小孔

口径 脚部へフケズリ ・ナデ

069C 第103図12 土師器高杯 40 裾径 (12.0) 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 脚部に透孔

器高 (7.9) 内面へラナデ

口径(12.9) 底 部ヘラケズリ ・ナヂ

069C 第103図13 土師器鉢 50 底径 6.4 体 部へラケズリ ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 6.6 内面へラナデ

口径(19.8) 底部

069C 第103図14 土師器葱 10 底径 体 部ヨコナデ ・昂11毛 暗褐色 石英 ・長石

器高 (3.3) 内 面 刷 毛 ・ヨコナデ

口径 底部へフケズリ ・ナデ

069C 第103図15 土師器褒 20 底径 8.4 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石

器高 (6.4) 内面へラナデ

口径 底部

069C 第103図16 土師器斐 10 底径 体部へラケスリ 黄褐色
石英・長石 ・

器高 (7.6) 内面へラナデ
スコリア

口径 6.4 底部ナデ ・へフナデ

069C 第103図17 ミニチュア土器 95 底径 2.6 体部ナデ ・へラナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 3.7 内面ナデ ・へラナデ

口径 (13.8) 底部一
石英・長石 ・

069E 第103図18 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ・ナデ 燈褐色 内外面黒色処理

器高 (3.8) 内面へラナデ
スコリア

口径 12.3 底部回転糸切り無調整
石英 ・長石 ・

069E 第103図19 土師器杯 85 底径 5.9 体部ナデ 赤褐色
スコリア

平安時代混入品

器高 4.3 内面ナデ

口径 (16.0) 底部 一

069A 第103図20 土日市器費 15 底径 体部へラナデ 褐色 石英・長石

器高 (5.2) 内面へラナデ

口径(12.8) 底部ー
069C 

第104図25 土師器杯 50 底径 体部へラケズリ・ミガキ 暗褐色 石英 ・長石
遺構外

器高 (4.3) 内面へラナデ・ミガキ

069C 
口径 (20.6) 脚部

石英 ・長石 ・

遺構外
第104図26 土師器高杯 15 裾径 体部刷毛・ミガキ 赤褐色

雲母
内外面赤彩

器高 (5.3) 内面刷毛・ナデ ・ミガキ

口径 13.8 底部一
069C 

第104図27 土師器斐 25 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石
遺構外

器高 (13.4) 内面へラナデ

口 f圭 腕I 部へフケズリ

073 第105図l 土師器高杯 30 裾径 体部へラケズリ・ナデ 褐色 石英・長石

器高 (5.6) 内面ナデ・ヘラナデ

口径(13.6) 天井部 一

074 第105図3 須恵器蓋 10 天井径 体部ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 (2.4) 内面ナデ
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口径(12.4) 底部一

074 第105図4 土師器杯 20 底筏 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 燈褐色 石英 ・長石

器高 (3.7) 内面ナデ

口 f圭(15.0) 底部一
石英 ・長石・

074 第105図5 土師器杯 30 底径 体部へラケズリ ・ナデ 燈褐色

器高 (4.0) 内面ナデ
スコリア

口径 底部へフケスリ

074 第105図6 土師器護 10 底径 6.3 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色
石英 ・長石・

内面黒色処理

器高 (2.4) 内面へラナデ
雲母

口径 底部木葉痕

074 第105図7 土師器費 20 底径 8. 7 体官官へラケズリ ・ナデ 明褐色 石英 ・長石

器高 (3 9) 内面へラナデ

口径 18.6 底部

074 第105図8 土師器斐 60 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石

器高 (18.6) 内面ヘラナデ

口径 底部回転へラケズリ ・ナデ

080 第107図l
須恵器

20 底径 (9.6) 体部ナデ 灰白色 石英 ・長石 奈良時代混入品
高台付杯

器高 (1. 5) 内面ナテ

口径 底部

080 第107図2 須恵器査 20 底径 体部ナデ ・列点文 灰色 石英 ・長石

器高 (4.5) 内面ナテ

口径 11. 0 底部
石英 ・長石 ・

080 第107図3 土師器杯 90 底径 体部ヘラケスリ ・ミガキ 赤褐色

器高 4.1 内面ナデ ・ミガキ
スコリア

口径(12.0) 底部

080 第107図4 土師器杯 15 底径 体部ヘラケスリ ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (3.4) 内面ミガキ

口径(12.0) 底部一

080 第107図5 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗黄褐色 石英 ・長石 内外面黒色処理

器高 (3 0) 内面ナデ ・ミガキ

口径(12.0) 底部一
石英 ・長石 ・

080 第107図6 土師器杯 20 底径 体部へラケスリ・ナデ 明縄色
雲母

内外面黒色処理

器高 (4.1) 内面ナデ ・ミガキ

口径(14.0) 底部

080 第107図7 土師器杯 10 底径 体部刷毛 ・ケズリ ・ナデ 明褐色 石英 ・長石 内外面黒色処理

器高 (3.4) 内面ミガキ

口径(13.8) 底部一
石英 ・長石・

080 第107図8 士師器杯 25 底径 体部ナデ ・ミガキ 黒褐色 内外面黒色処理

器高 (3.7) 内面ナデ ・ミガキ
スコリア

口径(13.4) 底部ー

080 第107図9 土師器杯 45 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黒褐色 石英 ・長石

器高 (3.7) 内面ナデ

口径 13.2 底部
石英・長石 ・

080 第107図10 土師器杯 95 底径 体部へラケズリ ・ナデ 燈褐色

器高 4.8 内面ナデ
スコリア

口径 脚部へフケズリ ・ナデ

080 第107図II 土師器高杯 20 裾径 11. 1 体部一 黒褐色 石英 ・長石

器高 (2.6) 内面へラケズリ・ナデ

口径 底部へラケズリ ・ナゲ

080 第107図12 手裡ね 35 底径 (4.2) 体部ヘラケズリ ・ナデ 褐色 石英 ・長石

器高 (3.3) 内面ナデ

口径 底部へフケズリ ・ナデ

080 第107図13 土師器費 20 底径 (3.0) 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色
石英 ・長石 ・

器高 (4.8) 内面へラナデ
スコリア

口径(19.9) 底部

080 第107図14 土師器護 10 底径 体部へラケズリ 赤褐色 石英 ・長石

器高 (5.1) 内面ヘラケズリ ・ヨコナデ

口径 9.8 底部回転へフケズリ ・ナデ

082 第107図20 須恵器杯 完形 底径 体 部 回 転 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 灰色 石英 ・長石 底部外面にへラ記号

器高 4.4 内面ナデ

口径(12.0) 底部一

082 第107図21 須恵器杯 20 底径 体部回転へラケズリ ・ナデ 灰白色 石英 ・長石

器高 (3.0) 内面ナデ

口径(13.0) 天井部 回転へフケズリ ・ナァ‘

082 第107図22 須恵器蓋 25 天井径 体部ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 (3.5) 内面ナデ
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口径 脚部へフナデ

082 第107図23 土師器高杯 20 裾径 体部へラナデ 褐色 石英 ・長石

器高 (7.2) 内面ナデ

口 f圭(11.8) 底部

083 第107図28 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 (2.8) 内面ナテ

口径 13.8 底部ー

083 第107図29 土師器杯 30 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 4. 2 内 面 ナ デ

口径 底 部へフケズリ

093 第107図30 土師器費 20 底径 7.0 体部へラケズリ・ナデ ・ミガキ 褐色 石英・長石

器高 (2.3) 内面へラナデ

口径(12.8) 底部
石英 ・長石 ・

086 第108図l 土師器杯 15 底径 体部へラケズリ・ナデ 黄褐色

器高 (4.2) 内 面 ナ デ
スコリア

口径(15.1) 底部ー

086 第108図2 士師器杯 15 底径 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (3.9) 内面ナデ

口径 7.3 底部木業痕

086 第108図3 手短ね 95 底径 7.2 体部ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 3.5 内面ナデ

口径(17.0) 底部
石英・長石・

086 第108図4 土自市器饗 15 底径 体部刷毛・ナデ 暗黄褐色

器高 (7. 1) 内面へラナデ
スコリア

口径 (10.4) 底部

090 第109図1 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 (2. 1) 内面ナデ

口 f圭 (13.0) 底部一

090 第109図2 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 (2.7) 内面ナデ

口径(13.0) 底部

090 第109図3 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 3.4 内面ナデ

口径 13.2 底部一

090 第109図4 土師器杯 70 底径 体部へラケズリ ・ナデ 褐色 石英 ・長石

器高 3.8 内面ナデ

口径 13.2 底部
石英 ・長石・

090 第109図5 土師器杯 70 底径 体部へラケズリナデ 後褐色

器高 3.6 内面へラナデ
スコリア

口径 (13.0) 底部
石英 ・長石・

090 第109図6 土師器杯 25 底径 体部ケズリ ・ミガキ 明褐色
雲母

器高 3. 7 内面ヨコナデミガキ

口 f圭 (14.0) 底部
石英・長石 ・

090 第109図7 土師器杯 15 底径 体部ケスリ ・ミガキ 明褐色
スコリア

器高 (3.2) 内面 ヨコナデ ・ミガキ

口径(16.6) 底部一
石英 ・長石・

090 第109図B 土師器杯 20 底径 体部ケズリ・ミガキ 明褐色

器高 (5.2) 内面 ミ ガ キ
スコリア

口径 (18.8) 底部
石英 ・長石 ・

090 第109図9 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ 黒褐色
雲母

器高 (3.0) 内面へラケズリ

口径 脚部へフケスリ ・ナァ

090 第109図10 土師器高杯 10 裾 径( 12.0) 体部 一 明褐色
石英 ・長石 ・

器高 (3.0) 内面へラケズリ
スコリア

口径 19.0 底部一

090 第110図11 土師器鉢 60 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黒褐色 石英 ・長石

器高 (9.9) 内面へラケズリ ・ナデ

口径 (15.2) 底部 一

090 第110図12 土師器号車 10 底径 体部へラケズリ 燈褐色 石英 ・長石

器高 (5.0) 内面へラナデ

口径(13.8) 底部

0958 第111図l 土師器杯 15 底径 体部ナデ 燈褐色 石英 ・長石 内外商赤彩

器高 (3.7) 内面ナデ

口径 (13.6) 底部
石英 ・長石 ・

0958 第111図2 土師器杯 35 底径 体部へラケズリ・ナデ 明褐色 内外面赤彩

器高 (3.4) 内面へラナデ
スコリア
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口径 (13.6) 底部

0958 第111図3 土師器杯 15 底径 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 (2.9) 内面ヨコナデ

口径 (20.0) 底部

0958 第111図4 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ 明褐色 石英 ・長石

器高 (4.6) 内面へラナデ

口径 (7.0) 底部

0958 第111図5 須恵器壷 10 底径 体部ナデ 暗灰色 石英・長石

器高 (3.9) 内 面 ナ デ

口径 脚部へラケズリ・ナデ
石英・長石 ・

0958 第III図6 土師器高杯 30 裾径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 (6.2) 内面ナデ
スコリア

口径 13.8 底部一

095B 第111図7 土師器窪 15 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 燈褐色 石英・長石

器高 (5.5) 内面へラナデ

口径 16.7 底部
石英・長石 ・

095B 第112図8 土師器号車 45 底径 体 部 へ ラ ケ ス リ ・ ナ デ 暗褐色

器高 (24.2) 内面へラナデ
スコリア

口径(16.8) 底部へフケスリ
石英・長石・

095B 第112図9 土師器斐 40 底径 6.5 体部へラケスリ 時赤褐色

器高 28.5 内面へラナデ
スコリア

口径(13.0) 底部
石英・長石・

095C 第112図14 土師器杯 15 底径 体部へラケズリ・ナデ 明赤褐色 内外面赤彩

器高 (3.8) 内面へラナデ
スコリア

口径 (11.0) 底部

096B 第114図1 須恵、器杯 10 底径 体 部 ナ デ 明灰色 石英 ・長石

器高 (2.6) 内面ナデ

口径(15.8) 天井部

096B 第114図2 須恵器葦 10 天井径 体 部 ナ デ 明灰色 石英・長石

器高 (2.1) 内面ナデ

口径 16.2 脚部へフケズリ・ナデ
石英 ・長石・

096A 第114図3 土師器高杯 75 裾径 体部へラケズリ ・ナデ 黄褐色

器高 (10.2) 内面ナデ・ミガキ
スコリア

口径 脚部へフケズリ

096A 第114図4 土師器高杯 20 裾径 体部へラケズリ 暗褐色
石英・長石・

器高 (7.1) 内面へラナデ・ミガキ
スコリア

口径 (21.8) 底部

096B 第114図5 土師器饗 20 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石

器高 (14.5) 内面へラナデ

口径 (25.6) 底部

096B 第114図6 土師器雪量 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英・長石

器高 (13.5) 内面へラナデ

口径(14.0) 底部ー
石英・長石・

097 第114図7 土師器杯 10 底径 体部へラナデ・ナデ 暗黄褐色 外商赤彩

器高 (3.5) 内面ナデ
スコリア

口径 (24.6) 底部
石英・長石・

100 第115図l 土師器墾 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 黄褐色

器高 (14.0) 内面へラナデ
スコリア

口径 (24.3) 底部
石英 ・長石 ・

100 第115図2 土師器費 15 底径 体部へラケズリ・へラナデ 黄褐色

器高 (24.0) 内面へラナデ
スコリア

口径(12.8) 底部

102 第116図1 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (3.3) 内面ナデ・ミガキ

口径 脚部へフケズリ ・ナァ、

102 第116図2 土師器高杯 15 裾径 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・長石 内面黒色処理

器高 (2.3) 内面へラナデミガキ

口径 10.6 脚部ナァ

102 第116図3 土師器高杯 40 裾径 体部ー 赤褐色 石英・長石

器高 5.6 内 面 ナ デ

口径(17.4) 底部ー

102 第116図4 土師器賓 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 (4.4) 内面へラナデ

口径 (12.8) 底部ー

103 第118図1 土師器杯 25 底径 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 3. 5 内 面 ナ デ
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口径(13.4) 底部一

103 第118図2 土師器杯 20 底径 体部へラケズリナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (3.5) 内面ナデ

口径 12.3 底部

103 第118図3 土師器杯 65 底径 体部ケズリ ・ナデ 暗褐色
石英・長石・

内外面黒色処理

器高 4.7 内面へラナデ
スコリア

口径 (13.8) 底部
石英・長石・

103 第118図4 土師器杯 25 底径 体部ヘラケズリ ・ナデ 暗黄褐色 内外面黒色処理

器高 (3.9) 内面ナデ・ミガキ
スコリア

土師器
口径 底部ナデ

平安時代混入品
103 第118図5 15 底径 5.6 体部ナデ 暗褐色 石英 ・長石

高台付杯
器高 (1. 9) 内面ナデ・ミガキ

内面黒色処理

口 4室 (12.0) 底部

103 第118図6 土師器椀 30 底径 体部ケズリ・ナデ 明赤褐色 石英・長石 |日104-13

器高 6.2 内面ケズリ ・ナデ

口径 9.4 底部 一

105 第118図11 土師器杯 50 底径 5.0 体部 暗黄褐色
石英・長石・

内外面黒色処理

器高 2.6 内面ミガキ
スコリア

口径(14.6) 底部
石英 ・長石・

105 第118図12 土師器杯 15 底径 体部へラケズリナデ 明褐色

器高 (3.6) 内面へラナデ
スコリア

口径(18.0) 脚部ー

105 第118図13 土師器高杯 10 裾径 体部一 燈褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (4.1) 内面

口径 脚部へフケズリ

105 第118図14 土師器高杯 40 裾径 10.4 体部 黄褐色
石英・長石 ・

器高 (6.2) 内面へラケズリ
スコリア

口径 脚部一

105 第118図15 土師器高杯 30 裾径 体部 明赤褐色 石英 ・長石

器高 (7.7) 内面ナデ

口径 脚部 ナ デ

105 第118図16 土師器高杯 30 裾径 体部ー 明赤褐色 石英・長石

器高 (8.0) 内面ヘラナデ

口径(14.4) 底部ー
石英・長石・

105 第119図17 土師器奏 10 底径 体部ケズリ・ナデ 黄褐色

器高 (5.7) 内面へラナデ
スコリア

口径 (20.4) 底部
石英・長石・

105 第119図18 土師器費 10 底径 体部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 明赤褐色

器高 (7.7) 内面へラナデ
スコリア

口径(10.6) 天井部

106 第119図23 須恵器蓋 15 天井径 体部ナデ 明灰色 石英 ・長石

器高 (2.8) 内面ナデ

口径 底部ナダ

106 第119図24
須恵器

15 底径 (10.8) 体部ナデ 灰白色 石英 ・長石 奈良時代混入品
高台付杯

器高 (3.5) 内面ナデ

口径 脚部一

106 第119図25 土師器高杯 10 裾径 体部ケズリ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (3.0) 内面ナデ

口径 (13.2) 底部

106 第119図26 土師器斐 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色 石英・長石

器高 (5.8) 内面へラナデ

口径 18.8 底部ー
石英 ・長石・

106 第119図27 土師器王監 50 底径 体部へラケズリ 暗褐色
スコリア

器高 (17.3) 内面へラナデ

口径 (12.2) 底部

107 第120図l 土師器杯 30 底径 体部ケズリ・ミガキ 暗黄縄色 石英・長石

器高 (3.8) 内面ナデ ・ミガキ

口径 13.6 底部一

107 第120図2 土師器杯 60 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黄褐色 石英・長石 内外面黒色処理

器高 3.4 内面ヘラナデ

口径 11.8 底部一
石英・長石・

107 第120図3 土師器椀 85 底径 体部ケズリ・ナデ 燈褐色

器高 7. 7 内面へラナデ ・ミガキ
スコリア

口径 15.3 脚部
外面赤彩

107 第120図4 土師器高杯 80 裾径 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・長石
内面黒色処理

器高 (4.7) 内 面ミガキ
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口径 脚部へフナデ

107 第120図5 土師器高杯 20 裾径 体部一 赤褐色 石英 ・長石 外面赤彩

器高 (4.8) 内面ヘラナデ

口径 16.8 底部へフケズリ ・ナずご
石英 ・長石 ・

107 第120図6 土師器費 65 底径 6.3 体部へラケズリ ・ナデ 時褐色

器高 26.2 内面ナデ
スコリア

口径 15.4 底部
石英 ・長石 ・

107 第120図7 土師器斐 80 底径 体部ケズリ ・ナデ 暗赤褐色
スコリア

器高 (23.5) 内面へラナデ

口径 18.4 底部へフケズリ ・ナデ
石英 ・長石 ・

107 第121図B 土師器饗 85 底径 8.1 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色
雲母

器高 28.7 内面へラナテ

口径 (25.6) 底部ー

107 第121図9 土師器脅 20 底径 体部ケズリ ・ナデ 黄褐色 石英 ・長石

器高 (22.0) 内面ヘラナデ

口径(17.0) 底部

111 第122図l 土師器高杯 30 裾径 脚部へラケズリ ・ナデ 黄褐色 石英 ・長石

器高 (4.3) 内 面 ミ ガ キ

口径 16.8 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・

111 第122図2 土師器斐 40 底径 7.0 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色

器高 28.5 内面ナデ
スコリア

口径 (12.8) 底部ー
石英 ・長石 ・

114 第123図1 土師器杯 10 底径 体部へラケスリ 赤褐色
雲母

器高 (3.4) 内面ナデ

口径 脚部ナデ

114 第123図2 土師器高杯 20 裾径 体部一 明褐色 石英 ・長石

器高 (5.4) 内面ナデ

口径(10.8) 底部一
石英 ・長石 ・

116 第123図3 土師器杯 55 底径 体部へラケズリ 暗褐色
雲母

器高 3.2 内面ナデ

口径(10.0) 底部一
石英 ・長石 ・

116 第123図4 土師器杯 25 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色
雲母

器高 (3.7) 内面 ミガキ ・ナデ

口径(11.8) 底部

116 第123図5 土師器杯 40 底径 体部へラケズリ 暗褐色 石英 ・長石

器高 3.6 内面ナデ

口径(14.0) 底部一

116 第123図6 土師器杯 25 底径 体部へラケズリ ・ミガキ 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 (3.5) 内面ナデ ・ミガキ

口径(12.4) 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・

116 第123図7 土師器杯 60 底径 8. 8 体部へラケスリ 黒褐色

器高 4.6 内面へラナデ
スコリア

口径 13.8 底部へフケズリ

116 第123図B 土師器杯 65 底径 7.2 体部へラケズリ 黒褐色 石英 ・長石

器高 4.4 内 面 ナ デ

口径 底部へラケスリ

116 第123図9 土師器費 20 底径 6.8 体部へラケズリ 明褐色
石英 ・長石

器高 (4.8) 内面へラナデ
スコリア

口径(14.2) 底部一
石英 ・長石 ・

118 第124図l 土師器杯 55 底径 体部刷毛 ・へラケズリ ・ナデ 暗褐色

器高 3.8 内面ナデ
スコリア

口径(12.6) 底部ー
石英 ・長石 ・120 第124図2 土師器杯 15 底径 体部へラケズリナデ 黄褐色

器高 (3.3) 内 面 ミ ガ キ
雲母

口径(14.2) 脚部

120 第124図3 土師器高杯 10 裾径 体部ナデ 黒褐色 石英 ・長石

器高 (3.9) 内面へラケズリ ・ナデ

口径 底部ー
石英 ・長石 ・122 第125図l 土師器杯 85 底径 体部ケズリ・ナデ・ミガキ 赤褐色

器高 (4. 1) 内面ヘラナデ
雲母

口径(14.0) 底部ー

122 第125図2 土日市器杯 45 底径 体部ヘラケズリ 情赤褐色 石英 ・長石

器高 4.6 内面へラケズリ・ナデ

口 千圭 (12.8) 底部
石英 ・長石 ・122 第125図3 土師器杯 25 底径 体 部 ナ デ 褐色 内面黒色処理

器高 (3.1) 内面ナデ
雲母
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口径 脚部へフケズリ

122 第125図4 土師器高杯 20 裾径 体部へラケズリ 黄褐色 石英・長石

器高 (4.3) 内面へラナデ ・へラケズリ

口径 (20.4) 底部
石英・長石 ・

122 第125図5 土師器婆 15 底径 体部へラケスリ 褐色

器高 (9.3) 内面へラナデ
スコリア

口径(19.8) 底部一
石英・長石・

122 第125図6 土師器費 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 明褐色

器高 (6.1) 内面へラナデ
雲母

口径 底部へラケズリ

122 第125図7 土師器奏 20 底径 (9.2) 体部へラケズリ 暗褐色
石英・長石・

器高 (10.3) 内面へラナデ
雲母・スコリア

口 f圭 (14.1) 底部一

124 第126図l 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 (3.0) 内面ナデ

口 f歪 (13.7) 底部

124 第126図2 須恵器杯 20 底径 体部回転へラケズリ ・ナデ 暗灰色 石英・長石

器高 4.6 内面ナデ

口 千圭 (13.8) 天井部

124 第126図3 須恵器蓋 10 天井径 体部回転へラケズリ ・ナデ 灰色 石英・長石

器高 (3.8) 内面ナデ

口径(14.8) 天井部ー

124 第126図4 須恵器蓋 30 天井径 体部ナデ ・回転へラケズリ 明灰色 石英 ・長石 天井部にへラ記号

器高 4.0 内面ナデ

口径(13.8) 底部ー
石英 ・長石 ・

124 第126図5 土師器杯 45 底径 体部へラケズリ・ナデ・ミガキ 時褐色

器高 4.4 内面ナデ ・ミガキ
雲母・スコリア

口径 (13.4) 底部
石英・長石・

124 第126図6 土師器杯 35 底径 体部ヘラケズリ ・ナデ 赤褐色

器高 5.1 内面へラナデ
雲母

口径 14.8 底部一
石英 ・長石・

124 第126図7 土師器杯 60 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 燈褐色 内外面赤彩

器高 4.2 内面ナデ
スコリア

口径 (14.4) 底部一

124 第126図8 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ・ナデ・ミガキ 赤褐色 石英 ・長石

器高 (5.2) 内面ナデ

口径 (14.4) 底部一
石英・長石 ・

124 第126図9 土師器鉢 30 底径 体部ナデ 黄褐色

器高 (4.5) 内面ナデ
スコリア

口 f圭 (14.4) 底部木葉痕・ケズリ ・ナデ
石英 ・長石・

124 第126図10 土師器鉢 50 底径 (3.6) 体部ケズリ・ナデ 褐色
雲母

内面黒色処理

器高 (8. 0) 内面へラケズリ

口径 脚 部へラケズリ・ミガキ

124 第126図11 土師器高杯 15 裾径 体部 褐色 石英・長石

器高 (5.5) 内面へラナデ

口径 底部へフケスリ・ミガキ
外面黒色処理

124 第126図12 土師器費 10 底径 2.9 体部へラケズリ・ナデ・ミガキ 黒褐色
石英 ・長石・

器高 (1. 7) 内面へラナデ
雲母 底部穿孔

口径(12.8) 底部
石英 ・長石 ・

124 第126図13 土師器号車 10 底径 体部ヘラケズリ ・ナデ 暗褐色
スコリア

器高 (6.0) 内面ヘラナデ

口 t圭 (14.0) 底部一
石英・長石・

124 第126図14 土師器壷 10 底径 体 部ナデ・ミガキ 燈褐色

器高 (6.6) 内面ナデ・ミガキ
スコリア

口径(11.9) 底部

126A 第128図l 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 (2.4) 内面ナデ

口径(13.8) 天井部一

126A 第128図2 須恵器蓋 15 天井径 体部ヘラケズリ 暗灰色 石英・長石

器高 (3.6) 内面ナデ

口 f圭 11. 9 底部一

126A 第128図3 土師器杯 80 底径 体部ケズリ・ミガキ ・ナデ 黒褐色 石英・長石

器高 4.6 内面 ミ ガ キ

口径 (13.8) 底部
石英・長石・

126A 第128図4 土師器杯 30 底径 体部へラケズリ・ナデ 燈褐色 内外面赤彩

器高 (3.7) 内 面 ナ デ
スコリア
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口径(14.0) 底部

126A 第128図5 土師器杯 20 底径 体部ケズリ ・ナデ 褐色 石英 ・長石

器高 (2.8) 内面ヨコナデ

口径(14.0) 底部一

126A 第128図6 土師器杯 40 底径 体部ケズリ・ナデ 日音黄褐色 石英 ・長石

器高 4.1 内面ナデ

口径 (17.0) 脚部
石英・長石 ・

126A 第128図7 土師器高杯 10 裾径 体部へラケズリ ・ナデ 黄褐色
スコリア

外面赤彩

器高 (5.0) 内面ナデ

口径 脚部ミガキ ・ナデ

126A 第128図8 土師器高杯 10 裾径 体部ー 赤褐色 石英 ・長石 外面赤彩

器高 (7. 1) 内 面 刷 毛

口径 脚部ケズリ ・ミガキ ・ナデ

126A 第128図9 土師器高杯 25 裾径 体部 褐色 石英・長石

器高 (9.0) 内面へラナデ

口径 13. 1 底部へフケズリ
石英・長石・

126A 第128図10 土師器鉢 70 底径 6.0 体部へラケズリ ・ナデ 褐色 内外面赤彩

器高 9. 3 内面ヘラナデ
スコリア

口径 (21.0) 底部一
石英 ・長石・

126A 第128図11 土師器饗 20 底径 体部へラケズリ 黒褐色

器高 (19.5) 内面へラナデ
スコリア

口径 (21.8) 底部

126B 第128図12 土師器楚 10 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 黄褐色 石英・長石

器高 (4.5) 内面ナデ

口径(13.0) 底部ー

127 第128図13 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英・長石

器高 (2.2) 内面ナデ

口径 (10.8) 底部

129 第128図14 土師器椀 70 底径 体部へラケスリ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 5.9 内面へラナデ

口径(13.0) 底部

161B 第129図l 土師器杯 10 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 暗黄褐色 石英・長石

器高 (3.2) 内面ナデミガキ

口径 脚部へフケズリ ・ナデ・ミガキ

1618 第129図2 土師器高杯 15 裾径 体部ナデ 暗赤褐色 石英・長石 脚部に透孔

器高 (5.2) 内面ナデ

須恵器
口径 (14.3) 底部回転へフケズリ

161B 第129図3 55 底径 9.7 体部ナデ 灰白色 石英・長石 奈良時代混入品
高台付杯

器高 4.5 内面ナデ

口径(13.4) 底部
石英・長石 ・

161B 第129図4 土師器墾 10 底径 体部ケズリ ・ナデ 黄褐色

器高 (10.1) 内面ナデ
スコリア

口径 底部ケズリ

161B 第129図5 土師器饗 20 底径 10.2 体部ケズリ・ナデ 暗黄褐色
石英・長石 ・

器高 (14.5) 内面ヘラナデ
雲母・スコリア

口径(12.7) 底部ー
石英・長石 ・

161E 第129図7 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗黄褐色

器高 (7. 1) 内面へラナデ
スコリア

口径(13.0) 底部一

161E 第129図8 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 黒褐色 石英 ・長石

器高 (3.7) 内面ナデ

ロ f圭(11.2) 底部一

161G 第131図l 須恵、器杯 10 底径 体 部 ナ デ 暗灰色 石英・長石

器高 (3.7) 内面ナデ

口 f圭(13.6) 底部

161G 第131図2 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 (3.8) 内面ナテ

口径 脚部へラケズリ・ナデ
石英・長石・161G 第131図3 土師器高杯 10 裾径 (10.4) 体部一 黄褐色

器高 (8.6) 内面へラケズリ・ナデ
スコリア

口径 (5.3) 底部ナデ

161G 第131図4 手控ね 70 底径 3. 6 体部ナデ 暗黄褐色 石英 ・長石

器高 2.9 内 面 ナ デ

口 t圭(10.6) 天井部

161H 第131図5 須恵、器蓋 10 天井径 体部ナデ・回転へラケズリ 暗灰色 石英 ・長石

器高 (3.2) 内 面 ナ デ
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口径(15.8) 天井部ー

161H 第131図6 須恵器蓋 40 天井径 体部ナデ ・回転へラケズリ 晴灰色 石英・長石

器高 4. 7 内面 ナ デ

口径(13.0) 底部ー
石英 ・長石・

161H 第131図7 土師器杯 15 底径 体 部 刷 毛 ・ナデ 暗貧褐色 内外面黒色処理

器高 3. 2 内面 ナ テ
スコリア

口径(13.5) 底部
石英 ・長石・

161H 第131図8 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ・ナデ・ミガキ 黒褐色 内外面黒色処理

器高 (3.7) 内面ナデ・ミガキ
スコリア

口径 (12.2) 底部

161H 第131図9 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗黄褐色 石英・長石

器高 (4.5) 内面ナデ・へラナデ

口径(13.5) 底部ー

161H 第131図10 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 (3.8) 内面 ナ デ

口径(15.2) 底部
石英・長石 ・

161H 第131図11 土師器杯 40 底径 体部へラケズリ ・ナデ 燈褐色 内外面赤彩

器高 (4.4) 内面ナデ
スコリア

口径 底部木葉痕

161H 第131図12 土師器号車 15 底径 6.7 体部へラケズリ・ナデ 黒褐色
石英・長石 ・

器高 (2.2) 内面へラナデ
スコリア

口径 (12.6) 底部ー

16lj 第131図13 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 暗灰色 石英・長石

器高 (2.5) 内面ナデ

口径(12.8) 天井部ー

161] 第131図14 須恵器蓋 10 天井径 体部 ナ デ 灰色 石英・長石

器高 (3.2) 内 面 ナ デ

口径 (13.1) 底部
石英・長石・

161K 第131図15 土師器杯 30 底径 体部ヘラケズリ ・ナデ 黄褐色 内外面赤彩

器高 4.8 内 面 ナ デ
スコリア

口径 (13.4) 底部

1611 第131図16 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗黄褐色 石英 ・長石

器高 (3.4) 内面ナデ

口径 (19.4) 底部
石英・長石・

1611 第131図17 土師器奏 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 黄褐色

器 高( 19.5) 内面ヘラナデ
スコリア

口径 (12.8) 底部一

164A 第132図1 須恵器杯 20 底径 体部回転へラケズリ ・ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 (4.0) 内面ナデ

口径(13.5) 底部

164A 第132図2 土師器杯 30 底径 体部へラケズリ・ミガキ 暗黄褐色 石英・長石 内外面黒色処理

器高 4.0 内面ナデ ・ミガキ

口径 12.5 底部一
石英・長石・

164A 第132図3 土師器杯 95 底径 体部ナデ・へラケズリ 暗黄褐色
スコリア

内外面黒色処理

器高 3.8 内面 ミガキ・ナデ

口径 14.4 底部
石英 ・長石・

164A 第132図4 土師器斐 60 底径 体部ナデ ・ケズリ 暗赤褐色
スコリア

器高 (17.3) 内面ナデ

口径 (13.6) 底部回転糸切り ・ナデ
石英 ・長石・

166A 第132図5 土師器杯 25 底径 体部ナデ 褐色
スコリア

平安時代混入品

器高 4.1 内面ナデ

口径(12.2) 底部回転糸切り無調整
石英・長石・

166A 第132図6 土師器杯 40 底径 5.5 体部ナデ 赤褐色 平安時代混入品

器高 4.0 内面 ナ デ
スコリア

口径(11.8) 底部木業痕・ナァ

200A 第133図1 土師器杯 50 底径 6.4 体部へラケズリ ・ナデ 黒色 石英 ・長石 内外面黒色処理

器高 4.0 内面ナテ

口径 (15.0) 底部一
石英 ・長石 ・

200A 第133図2 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗黄褐色
スコリア

器高 (3.3) 内面ナデ

口 千圭 (13.8) 底部一
石英・長石・

200A 第133図3 土師器杯 10 底径 体部ヘラケズリ ・ミガキ 暗黄褐色
スコリア

内外面黒色処理

器高 (2.6) 内面ナデ・ミガキ

口径 底 部 ナ デ

200A 第133図4
土師器

15 底径 体 部 ナ デ 赤褐色 石英 ・長石 平安時代混入品
高台付杯

器高 (2 0) 内面ナデ・ミガキ
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口径 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・

200A 第133図5 土師器護 10 底径 5. 4 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色
雲母 ・スコリア

器高 (2.7) 内 面 ミ ガ キ

口径(13.6) 底部一
石英 ・長石 ・

204B 第134図l 土師器杯 10 底径 体部ケズリ・ナデ 褐色
スコリア

器高 (3 6) 内面ナデ

口 t圭(14.1) 底部ー

222 第136図l 土師器杯 10 底径 体部ナデ 黄褐色 石英 ・長石

器高 (4.2) 内面ナデ

口径 (10.8) 底部

222 第136図2 土師器饗 20 底径 体部一 赤褐色 石英 ・長石

器高 (5.0) 内面

口径 13.6 底部
石英長石 ・

222 第136図3 士師器饗 40 底径 体部へラケスリ ・ナデ 赤褐色
スコリア

器高 11. 5 内面へラナデ

口径 12.8 底部ー

225C 第137図1 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 (2.4) 内面ナデ

口径 8.8 底部ナデ

253 第138図1 土師器杯 70 底径 4.8 体部ナデ 明褐色 石英 ・長石

器高 3.3 内面ナデ

口径(14.8) 底部
石英 ・長石 ・

253 第138図2 士師器杯 15 底径 体部ナデ 赤褐色
スコリア

内外面赤彩

器高 (2.8) 内面ナデ

口径(12.2) 底部
石英 ・長石 ・

253 第138図3 土師器杯 25 底径 体部ナデ 赤褐色

器高 (2.9) 内面ナデ
スコリア

口径(13.0) 底部

253 第138図4 土師器杯 15 底径 体部ナデ ・ミガキ 暗黄褐色 石英 ・長石

器高 (3.4) 内面ナデ・ミガキ

口径 (13.6) 底部
石英 ・長石 ・

253 第136図5 土師器費 30 底径 体 部 へ ラ ケ ス リ ・ ナ デ 赤褐色

器高 (9.9) 内面へラナデ
スコリア

口径 (16.4) 底部

253 第136図6 士自市器獲 40 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 (6.9) 内面へラナデ

口径 15.2 底部ー

253 第136図7 土師器斐 30 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗黄褐色 石英 ・長石

器高 (7.0) 内面へラナデ

口径 12.8 底部へフケズリ ・ナデ
石英 ・長石 ・

253 第136図8 土師器斐 80 底径 5.1 体部へラケスリ ・ナデ 赤褐色

器高 20.6 内面へラナデ
スコリア

口径 (15.4) 底部一
石英 ・長石 ・253 第136図9 土師器準 30 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 器面は荒れている

器高 (21.0) 内面へラナデ
スコリア

口径 18.6 底部一
石英 ・長石 ・253 第136図10 士師器裂 40 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色

器高 (18.2) 内面へラナデ
スコリア

口径 16.4 底部
石英 ・長石 ・253 第136図11 土師器饗 40 底径 体部へラケズリ・ナデ・ミガキ 暗褐色

器高 (22.5) 内面へラナデ
スコリア

口径 底部へラケズリ ・ナデ

253 第136図12 土師器費 10 底径 6.0 体部へラケズリ ・ナデ 櫨褐色 石英 ・長石
器高 (3.3) 内面へラナデ

口 f圭(11.6) 底部回転へフケズリ
257 第139図1 須恵器杯 30 底径 (7.6) 体 部 ナ デ 灰色 石英 ・長石

器高 (3.6) 内面ナデ

口径(14.0) 底部

257 第139図2 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩
器高 (2.8) 内面ナデ

口径 (20.0) 底部

257 第139図3 土師器賓 10 底径 体部手持ちへラケズリ 褐色 石英 ・長石 平安時代混入品
器高 (4.2) 内面へラナデ

口径 底部ナず
石英・長石 ・ 平安時代混入品257 第139図4 土師器費 10 底径 (6.4) 体部ナデ 暗赤褐色

器高 (3.2) 内面ヘラナデ
スコリア 器面は荒れている
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計調l値
調 整 色調 胎土 備 考番号 (%) (cm) 

口径 底部手持ちへラケズリ ・ナデ

257 第139図5 土師器斐 10 底 径( 10.0) 体部手持ちへラケズリ 黒褐色 石英 ・長石 平安時代混入品

器高 (1. 9) 内面へラナデ

口径 底部手持ちへラケズリ

257 第139図6 土師器聾 10 底径 6.0 体部手持ちへラケズリ 精赤褐色
石英 ・長石 ・

平安時代混入品

器高 (4.2) 内面へラナデ
スコリア

口径 底部 回転糸切り ・手持ちへラケズ、リ

257 第139図7 土日市器杯 20 底径 5.2 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 褐色 石英 ・長石
平安時代混入品

器高 (2. 1) 内面 ミ ガ キ
内面黒色処理

口径 底部

257 第139図8 土師器高台 10 底径 (8.8) 体部ナデ ・回転糸切り 褐色 石英 ・長石 平安時代混入品

器高 (2.6) 内面ナデ

口径 (13.4) 底部

261 第139図9 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (4.1) 内面ナデ

口径 底部回転糸切り ・回転へフケズリ

261 第139図10 須J恵器杯 30 底径 8.2 体部ナデ 灰白色 石英 ・長石 奈良時代混入品

器高 (1. 0) 内面ナデ

口 f圭 (14.2) 底部一
石英 ・長石 ・

271E 第140図l 土師器号車 15 底径 体部へラケズリ 褐色

器高 (11.0) 内面ナデ ・ヨコナデ
スコリア

口径 11. 6 底部回転へフケズリ

283 第141図1 須恵器杯 80 底径 体部ナデ 灰色 石英 ・長石 底部外面にへラ記号

器高 3. 9 内面ナデ

口径 (13.8) 底部

283 第141図2 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ ・ミガキ 明褐色 石英 ・長石

器高 (3.1) 内面 ミ ガ キ

口径 (12.8) 底部 一

283 第141図3 土師器杯 20 底径 体部ケズリ ・ナデ 明赤褐色 石英 ・長石

器高 (3.3) 内面ミガキ

口径 13.4 底部ケズリ・ミガキ

283 第141図4 土師器杯 95 底径 体部ケズリ ・ミガキ 黒褐色 石英 ・長石 内外面黒色処理

器高 3.9 内面ミガキ

口径 (14.0) 底部 一

283 第141図5 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ ・ミガキ 暗黄褐色 石英 ・長石 内外面黒色処理

器高 (3.0) 内 面ミガキ

口径 13.2 底部ケズリ ・ナデ
石英 ・長石・

283 第141図6 土師器杯 80 底径 体部ケズリ ・ナデ 暗黄褐色
スコリア

内外面黒色処理

器高 4.8 内 面 ナ デ

口径 14.8 底部ケズリ ・ミガキ
石英 ・長石・

283 第141図7 土師器杯 95 底径 体部ケズリ ・ミガキ 燈褐色
スコリア

器高 4.1 内面ナデ ・ミガキ

受部径 7.6 脚部 ヨコナダ ・届IJ毛 ・ナァ

283 第141図8 土師器器台 70 脚部径 (9.8) 受 部 ナ テ 明褐色 石英 ・長石 前期混入品

器高 7. 8 内面ナデ

口径 (20.6) 脚部

283 第141図9 土師器高杯 10 裾径 体部へラケズリ ・ミガキ 明赤褐色 石英 ・長石

器高 (5.6) 内面 ヨコナデ・ミガキ

口径 (21.2) 脚部
石英 ・長石 ・

283 第141図10 土師器高杯 20 裾径 体部へラケズリ ・ミガキ 黒褐色
スコリア

内外面黒色処理

器高 (5.5) 内面 ヨコナデ ・ミガキ

口径 16.2 底部へフケズリ

283 第141図11 土師器獲 50 底径 5.3 体部へラケズリ 暗褐色 石英・長石

器高 24.8 内面へラナデ

口径 (17.1) 底部一
石英 ・長石・

283 第141図12 土師器斐 20 底径 体部へラケズリ・ナデ 黒褐色
スコリア

器高 (12.5) 内面へラナデ

口径 (21.4) 底部
石英 ・長石 ・

283 第141図13 土師器雪量 30 底径 体部へラケズリ・ミガキ 黒褐色
スコリア

器高 (19.7) 内面へラケズリ ・へラナデ

口径 底部へラケズリ
石英 ・長石 ・

283 第141図14 土師器雪量 15 底径 5.6 体部へラケズリ 黒褐色
スコリア

器高 (6.6) 内面へラナデ

口径 (14.2) 底部

287 第142図l 須恵器杯 10 底径 体 部 ナ デ 灰色 石英 ・長石 奈良時代混入品

器高 (4.1) 内面ナデ
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測l値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口径(13.2) 底部ケズリ ・ナデ
石英 ・長石 ・

287 第142図2 士師器杯 30 底径 体部ケズリ・ナデ 赤褐色
雲母

器高 3.9 内 面 ミ ガ キ

口径 底部

287 第142図3 土師器斐 10 底径 6.4 体部ー 黒褐色
石英長石・

器高 (2.8) 内面へラナデ
スコリア

口径 (13.4) 底部

307 第144図l 土師器杯 15 底径 体部へラケズリ・ミガキ 黒褐色 石英 ・長石

器高 3.0 内面ナデ・ミガキ

口径(15.0) 底部へフケズリ ・粗いミガキ
石英 ・長石 ・

307 第144図2 土師器杯 50 底径 体部へラケスリ ・粗いミガキ 燈褐色

器高 3.9 内面ナデ
スコリア

口径 12.7 底部ヘフケズリ

307 第144図3 土師器杯 85 底径 体部へラケズリ 暗黄褐色 石英・長石

器高 4.4 内面ナデ

口径 13.7 底部
石英 ・長石 ・

307 第144図4 土師器杯 35 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗赤褐色

器高 (4. 1) 内面ナデ ・ミガキ
スコリア

口径(14.8) 底部一
石英・長石・

307 第144図5 土師器杯 40 底径 体部へラケズリ ・粗いミガキ 褐色

器高 (4.4) 内面ナデ・ミガキ
スコリア

口径 (13.6) 底部ー

307 第144図6 土師器杯 15 底径 体部へラケズリ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (4.3) 内面ナデ ・ミガキ

口径 15.8 底部
石英 ・長石 ・

307 第144図7 土師器杯 40 底径 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色 内外面赤彩

器高 4.4 内面へラナデ
スコリア

口径 8. 3 底部木葉痕

307 第144図8 手裡ね 80 底径 5.5 体 部 ナ デ 明褐色 石英 ・長石

器高 3.1 内面ナデ

口径 底部へラケスリ ・ナデ

307 第144図9 土師器護 60 底径 6.4 体部ヘラケズリ ・ミガキ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (23.0) 内面へラナデ

口径 底部一

307 第144図10 弥生土器壷 25 底径 体部へラケズリ ・ミガキ 黄褐色
石英 ・長石・

外面赤彩

器高 (8.2) 内面へラナテ
スコリア

口径(12.4) 底部
石英 ・長石 ・

326 第144図13 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ 赤褐色 内外面赤彩

器高 (2.8) 内面ナデ
スコリア

口径 12.0 天井部

308 第145図1 須恵器蓋 95 天井径 4.4 体部 ヨコナデ ・回転へラケズリ 明灰色 石英 ・長石

器高 4.4 内面ナデ

口径 13.0 底部へラケズリ

308 第145図2 土師器杯 50 底径 体部へラケズリ 暗褐色
石英 ・長石 ・

器高 4.3 内面へラケズリ ・ヘラナデ
スコリア

口径 13.3 脚部

308 第145図3 土師器高杯 80 裾径 体部 燈褐色
石英・長石・

器高 (9.0) 内面ミガキ
スコリア

口径 12.4 底部へラケズリ

308 第145図4 土師器椀 95 底径 6.0 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色
石英 ・長石・

器高 7. 3 内面ナデ ・ミガキ
雲母

口径 (16.0) 底部へフケズリ
石英 ・長石308 第145図5 土師器饗 50 底径 6.4 体部へラケズリ 暗褐色

器高 25.8 内面へラナデ
スコリア

口径 15.3 底部へフケズリ

308 第145図6 土師器斐 90 底径 6.1 体部へラケズリ 暗赤褐色
石英・長石・

器高 27.5 内 面ヘラナデ
スコリア

口径 18.5 底部へフケズリ

308 第145図7 土師器費 70 底径 6.8 体部へラケズリ 暗赤褐色
石英・長石 ・

器高 32.6 内面へラナデ
スコリア

口径 15.4 底部一

317 第145図8 土師器斐 90 底径 体部へラケズリ・ナデ 明黄褐色
石英 ・長石 ・

器高 (20.5) 内面へラケズリ ・へラナデ
スコリア
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古墳

遺構
挿図番号 器種

遺存度 計調IJ値
調 整 色調 胎土 備 考番号 (%) (cm) 

口径 13.2 底部一

098 第146図1 土師器杯 95 底径 体部へラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 4. 7 内面ナデ

口径 底部ナヂ

098 第146図2 土師器号車 10 底径 (4.8) 体部ナデ 暗褐色 石英 ・長石 混入品

器高 (2.5) 内面へラナデ

口径 孔部へフケズリ

098 第146図3 土師器甑 10 干し t圭 (15.0) 体部へラケズリ 暗褐色 石英・長石 混入品

器高 (4.4) 内面へラナデ・へラケズリ

遺構外

口径(12.4) 天井部 回転へフケズリ・ナデ
自然紬がかかる08-60 第147図1 須恵器蓋 25 天井径 体部ナデ 明灰色 石英・長石

器高 4.2 内面ナデ
|日40-212

口径 10.8 底部へフケズリ・ナデ

C7-98 第147図2 土師器杯 20 底径 3. 6 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色
石英 ・長石・ 内外面赤彩

器高 3. 8 内面ナデ
スコリア C7-98-3 

口径 12.6 底部へフケズリ

E7-22 第147図3 土師器杯 50 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黒褐色
石英・長石 ・

E7-22-59 
器高 5. 1 内面ナデ

スコリア

口径 12.6 底 部 へ フ ケ ズ リ ・ ナ デ

E7-33 第147図4 土師器椀 50 底径 4.8 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 暗黄褐色
石英・長石・

E7-33-25・27・36・37
器高 6.7 内面へラナデ

スコリア

口径 11. 9 底部へフケズリ

E6-92 第147図5 土師器士甘 70 底径 3.8 体部刷毛 ・へラケスリ・ナデ 暗褐色
石英・長石 ・

l日113-16・21・22
器高 6.9 内面刷毛・ナデ

スコリア

口径(12.4) 底部ー
石英 ・長石・

190 第147図6 土師器柑 20 底径 体部へラケスリ・ナデ 黄褐色 190-11 

器高 (4.7) 内面ナデ
スコリア

口径 15.2 底部へフケズリ
石英・長石・

294 第147図7 土師器鉢 90 底径 4. 3 体部刷毛・ナデ・ミガキ 暗黄褐色

器高 6.0 内面刷毛・ナデ・ミガキ
スコリア

口径(12.9) 底部一
石英 ・長石・

351A 第147図8 土師器婆 10 底径 体 部 刷 毛 暗褐色

器高 (5.8) 内面へラナデ
スコリア

口径 (17.4) 底部

塚 第147図9 土師器饗 10 底径 体部刷毛・ナデ 暗黄褐色 石英・長石 塚9

器高 (5.1) 内 面刷毛ミガキ

口径(18.4) 底部
石英・長石・

塚 第147図10 土師器雪量 10 底径 体部へラケズリ 暗黄褐色
雲母

塚11

器高 (6.3) 内面へラナデ

第l地点
口径(16.3) 底部一

石英・長石・
第147図11 土師器費 20 底径 体部へラケズリナデ 暗黄褐色 1-14-7・8・17

14卜レンチ
器高 (13.9) 内面刷毛・へラナデ

スコリア

口径 9.8 底部へフケズリ・ナデご
石英 ・長石・

294 第147図12 土師器査 完形 底径 3. 1 体部 刷 毛 ・ ナ デ 明赤褐色 外面赤彩

器高 10.3 内面刷毛・ナデ
スコリア

口径 10.0 底部ー

E7-27 第147図13 土師器壷 15 底径 体部ナデ 明赤褐色 石英・長石 E7-27-1 

器高 (7.5) 内面へラナデ

口 千圭 (16.0) 底部
石英 ・長石 ・

E7-33 第147図14 土師器壷 10 底径 体部ヨコナデ 燈褐色 E7-33-7 

器高 (6.3) 内面ナデ ・ヨコナデ
スコリア

口径(11.0) 底部

351A 第147図15 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英・長石 351A四 l

器高 (2.5) 内面ナデ

口 f圭(14.4) 底部一

E5-56 第147図16 須恵器杯 10 底径 体部ナデ 灰色 石英・長石 5E-56-1 
器高 (2.9) 内面ナデ

口径 (12.4) 底部

351A 第147図17 須恵器杯 10 底径 体部回転へラケズリ・ナデ 灰色 石英・長石 351A-3 

器高 (3. 1) 内面ナデ

口径 (12.8) 底部一
石英・長石 ・

072 第147図18 土師器杯 10 底径 体 部 ナ デ 暗黄褐色 72-57 

器高 (3.0) 内面ヨコナデ
スコリア

口径(14.1) 底部一
石英・長石 ・

塚 第147図19 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ 黄褐色 塚6

器高 (3.7) 内面ナデ
スコリア
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測liI直
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口径 (16.1) 底部一

351A 第147図20 土師器杯 10 底径 体 部 ナ デ 黄白褐色 石英 ・長石 351A-4 

器高 (4. 1) 内面ヨコナデ

口径(14.4) 底部一
石英・長石 ・

08-51 第147図21 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 燈褐色 |日40-152・213

器高 (4.2) 内面ヨコナデ
スコリア

口径 5.0 底部ヘラケズリ ・ナコ〆
石英・長石・

190 第147図22 手控ね 90 底径 3.8 体部ナデ 暗褐色 190-14 

器高 1.4 内面ナデ
スコリア

口径 2.9 底 部 ナ デ
石英・長石・

072 第147図23 ミニチュア卦5 完形 底径 2. 1 体 部 ナ デ 明褐色 72-57 

器高 3.8 内面ナテ
スコリア

口径 (7.4) 底部へフケズリ ・ナデ
石英・長石・

072 第147図24 小型鉢 35 底径 (4.0) 体 部 ナ デ 黒褐色 72-19 

器高 4. 7 内面ナデ
雲母

第l地点
口径 17.2 底部一

石英・長石・
第147図25 土師器墾 40 底径 体部へラケズリ ・ナデ H音赤褐色 14T-5・7

14トレンチ
器高 (15.6) 内面へラケズリ ・ナデ

スコリア

第2地点
口径 (24.6) 底部

石英・長石・
第147図26 士師器甑 50 底径 体部へラケスリ 暗赤褐色 5T-31・33

5トレンチ
器高 (18.7) 内面へラナデ

スコリア
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第16表 奈良 ・平安時代以降出土土器観察表
)推定値 ( )現存値

遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測値
調 整 色調 胎士 備 考番号 (%) (cm) 

口径 16.0 天井部ー

013 第150図1 須恵器蓋 100 天井径 体部回転ヘラケズリ ・ナデ 明灰色 石英・長石

器高 3.6 内面ナデ

口 千圭 (13.8) 天井部一

013 第150図2 須恵器蓋 10 天井径 体部ナデ 明灰色 石英 ・長石 天井部に自然紬

器高 (1. 9) 内面ナデ

口 f圭 (13.8) 天井部一

013 第150図3 須恵器蓋 10 天井径 体部ナデ 明灰色 石英・長石

器高 (2.1) 内面 ナ デ

須恵器
口径(15.0) 底部回転へフケズリ

013 第150図4
高台付杯

40 底径 10.0 体部ナデ 灰色 石英・長石
器高 4.0 内面ナデ

須恵器
口径 (14.5) 底部

013 第150図5
高台付杯

50 底径 9.3 体部へラケズリ・ナデ 明灰色 石英 ・長石 やや焼き歪みがある

器高 4.5 内面ナデ

須恵器
口径(16.0) 底部回転へフケズリ

013 第150図6
高台付杯

30 底径 10.2 体部ナデ 灰色 石英・長石
器高 4.1 内面ナデ

口径 (13.8) 底部一
石英・長石・013 第150図7 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 褐色

器高 (3.4) 内面ナデ
スコリア

口径(15.2) 底部一
石英 ・長石・013 第150図8 土師器饗 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 褐色

器高 (7.9) 内面 ヨコナデ・ナデ
スコリア

口径 底部回転へフケズリ

017 第151図l
須恵器杯

25 底径 8.4 体 部 ナ デ 明灰色 石英 ・雲母(高台付)
器高 (2.7) 内 面 ナ デ

口径 (21.8) 底部一
石英 ・長石・017 第151図2 土師器号車 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗褐色

器高 (5.7) 内面 ヨコナデ・ナデ
スコリア

口径(12.2) 底部ー

092A 第152図l 須恵、器杯 10 底径 体部ナデ 明灰色 石英・長石

器高 (3 7) 内面ナデ

口径 11. 0 底部一

092A 第152図2 須恵器Ii! 10 底径 体部ナデ 明灰色 石英・長石

器高 (2.2) 内面ナデ

口径 (21.0) 底部
石英・長石 ・

092A 第152図3 土師器費 15 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗黄褐色
スコリア

器高 (11.5) 内面へラナデ

口径 (23.6) 底部ー
石英 ・長石 ・

092A 第152図4 土師器饗 30 底径 体部ヘラケズリ ・ヘラナデ 暗黄褐色
スコリア

器高 (18.1) 内面へラナデ

口径 (15.0) 底部
石英 ・長石・

095A 第153図1 土師器賓 30 底径 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 暗褐色
スコリア

器高 (11.8) 内面へラナデ

口径 (20.2) 底部

095A 第153図2 土師器護 30 底径 体部へラケズリ 明赤褐色 石英・長石

器高 (13.0) 内面へラナデ

口径 22.4 底部一
石英 ・長石・

095A 第153図3 土師器号車 30 底径 体部へラケズリ 明褐色
スコリア

器高 (17.0) 内面へラナデ

口径 (21.5) 底部

095A 第153図4 土師器墾 30 底径 体部ヘラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石

器高 (24.0) 内面ヘラナデ

口 f圭 (22.4) 底部へフケズリ
石英 ・長石・

095A 第153図5 土師器費 65 底径 5. 2 体部ヘラケズリ 明褐色
スコリア

器高 31. 4 内面へラナデ

口径 14.4 底部へアケズリ
石英・長石・

112 第154図1 土師器杯 90 底径 9.5 体部へラケズリ 黄褐色
スコリア

器高 4.6 内面ナデ

口径 15.8 底部一
石英 ・長石・

112 第154図2 土師器費 30 底径 体部へラケズリ 暗赤褐色
スコリア

器高 (9.0) 内面 ヨコナデ・へラナデ

口径 14.3 底部手持ちへフケズリ・ナデ
石英・長石・

1610 第155図l 土師器杯 80 底径 12.4 体部手持ちへラケスリ・ナデ 暗黄褐色
スコリア

器高 3. 5 内面ナデ
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口径(15.3) 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・

1610 第155図2 土師器杯 60 底径 7.4 体部ケズリ 黄褐色
スコリア

器高 3.8 内面ナデ

口径(11.8) 底部一
石英・長石 ・

1610 第155図3 土師器費 10 底径 体部ヘラケズリ ・ナデ 赤褐色 161Aの破片と接合

器高 (4.0) 内面ナデ
スコリア

口径(16.2) 天井部ー

204A 第156図l 須恵器蓋 10 天井径 体部へラケズリ・ナデ 明灰色 石英・雲母

器高 (2.7) 内面ナデ

口径(12.7) 底部手持ちへフケズリ ナデ

204A 第156図2 須恵器杯 25 底径 (7.8) 体部ナデ 暗灰色 石英・雲母

器高 (4.5) 内面ナデ

口径(12.7) 底部

204C 第156図3 須恵器杯 10 底径 体 部 ナ デ 時灰色 石英・雲母

器高 (4.3) 内面ナデ

口径 20.2 底部ナデ
石英・長石・

204A 第156函4 土師器喜重 70 底径 3. 3 体部へラケズリ ・ナデ 暗黄褐色
スコリア

器高 28.7 内面ヘラナデ

口径(17.4) 天井部

214A 第157図l 須恵器蓋 40 天井径 体部ナデ ・回転へラケズリ 暗灰色 石英・長石

器高 4.1 内面ナデ

口径 (13.8) 底部一
石英・長石・

214A 第157図2 土師器杯 10 底径 体部へラケズリ 赤褐色

器高 (3.6) 内面ナデ・ミガキ
スコリア

口径 底部へフケスリ
石英 ・長石 ・

214A 第157図3 士師器椀 10 底径 (6.0) 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色

器高 (2.9) 内面へラナデ
スコリア

口径 (20.6) 底部

214A 第157図4 土師器饗 10 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 明褐色 石英 ・長石

器高 (6.1) 内面ナデ

口径 12.4 底部 回転へラ切り・回転へフケズリ

2148 第157図7 須恵器杯 75 底径 8. 2 体部回転へラケズリ ・ナデ 明灰色 石英・長石 火棒痕

器高 3.8 内面ナデ

口径 (24.6) 底部

2148 第157図8 土師器斐 10 底径 体部ナデ 明褐色 石英・長石

器高 (2.5) 内面ナテ

口径 孔部ー

2148 第157図9 土師器甑 10 干し 径 体部ヘラケズリ・ナデ 赤褐色 石英・長石

器高 (8.0) 内面へラナデ

口径 12.6 底部 回転へフ切り・回転へフケズリ

214C 第158図1 須恵、器杯 60 底径 8.6 体部回転へラケズリ ・ナデ 明灰色 石英・長石

器高 4.1 内面ナデ

口径(14.0) 底部へフケズリ・ナデ
石英 ・長石 ・

214C 第158図2 土師器椀 30 底径 体部へラケズリ・ナデ 黄褐色

器高 7. 3 内面へラナデ
スコリア

口径 (13.4) 底部へフケズリ・ナデ
石英 ・長石・

2178 第159図I 土師器杯 40 底径 体部へラケズリ・ナデ 黄褐色

器高 4. 2 内面ナデ・ミガキ
スコリア

口径 15.6 底部へラケズリ・ナデ

2178 第159図2 土師器杯 65 底径 体部ヘラケズリ・ナデ 明黄褐色
石英 ・長石・

器高 3.5 内面ナデ
スコリア

口径 天井部ー

258 第160図l 須恵器蓋 80 天井径 体部回転へラケズリ ・ナデ 灰色 石英 ・長石

器高 (1. 9) 内面ナデ

土師器
口径 底部ヨコナデ

石英・長石・258 第160図2 20 底径 8. 7 体 部 ナ デ 暗赤褐色高台付椀
器高 (3.4) 内面ナデ

スコリア

口径 (8.6) 底部木葉痕
258 第160図3 手担ね 20 底径 (6.6) 体部ナデ 日音赤褐色

石英・長石 ・

器高 4.0 内面ナデ
スコリア

口 f圭 底部へフケズリ
258 第160図4 土師器斐 10 底径 4. 2 体部へラケズリ 暗黄褐色 石英・長石

器高 6.1 内 面へラナデ

口径 底部へフケズリ・ナデ

258 第160図5 土師器墾 15 底 径( 10.0) 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 褐色 石英・長石

器高 (5.3) 内面へラナデ
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測l値
調 整 色調 胎土 備 考番号 (%) (cm) 

口 f圭 (22.4) 底部一
石英・長石・258 第160図6 土師器護 10 底径 体部へラケズリ ・ヨコナデ 黄褐色

器高 (7.3) 内面 ヨコナデ・へラナデ
スコリア

口径 13.0 底部回転へフケズリ

262 第161図l 須恵器杯 50 底径 9.8 体部ナデ 灰白色 石英 ・長石

器高 3.2 内面ナデ

口径 12.3 底部回転へフケズリ
石英・長石・262 第161図2 須J恵器杯 70 底径 7. 5 体部回転へラケズリ ・ナデ 黒褐色

器高 3.6 内面ナデ
雲母

口径 13.4 底部手持ちへフケズリ

262 第161図3 須恵、器杯 70 底径 7. 7 体部ナデ 暗灰褐色 石英・雲母
器高 4.4 内面ナデ

口径 14.8 底部へフケズリ・粗いミガキ
石英 ・長石 ・262 第161図4 土師器杯 50 底径 9. 7 体部へラケズリ・粗いミガキ 暗褐色

器高 5. 7 内面ナデ・ミガキ
スコリア

口径 脚 部 ナ デ

262 第161図5 須恵器高杯 60 裾径 12.8 体 部 ナ デ 灰白色 石英・長石 附 Eこ長方府活孔
器高 (10.3) 内面ナデ

土師器
口径 13.0 底部ナデ

石英・長石・262 第161図6 60 底径 8.8 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色台付費
器高 13.8 内面へラナテ

スコリア

口径 (14.2) 底部ー

262 第161図7 土師器斐 10 底径 体部へラケズリ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 (5.0) 内面へラナデ

口径 (22.0) 底部一
石英・長石 ・262 第161図8 土師器護 10 底径 体部へラケズリ 褐色

器高 (5.8) 内面へラナデ
スコリア

口径 (21.8) 底部ー

262 第162図9 土師器Jl 15 底径 体部ナデ ・ヨコナデ 暗黄褐色 石英・長石

器高(11.3) 内面へラナデ

口径 (23.6) 底部ー

262 第162図10 土師器斐 20 底径 体部ナデ 黄褐色 石英・長石

器高 (14.2) 内面へラナデ

口径 19.4 底部ナデ

262 第162図11 土師器斐 90 底径 6.8 体部ナデ 褐色 石英 ・長石

器高 24.9 内 面へラナデ

口径 (19.0) 底部ナデ

262 第162図12 土師器費 35 底径 7.0 体部へラケズリ・ナデ 褐色 石英・長石

器高 内面ヘラナデ

口径 底部手持ちへフケズリ
石英・長石・

263 第162図13 土師器杯 30 底径 8.4 体部手持ちへラケズリ 暗褐色
スコリア

器高 (2.7) 内面ナデ

口径(18.4) 底部
石英・長石・

263 第162図14 土師器墾 10 底径 体部へラケズリ 黄褐色
スコリア

器高 (7 9) 内面へラナデ

平安住居
口径 12.6 底部回転糸切り無調整

石英・長石・
037 第164図l 土師器杯 90 底径 6. 6 体部 ナ デ 赤褐色

器高 4.1 内面ナデ
スコリア

口径 13.0 底部回転糸切り無調整

037 第164図2 土師器杯 90 底径 6.0 体部ナデ 赤褐色 石英・長石

器高 4.3 内面 ナ デ

口径(13.6) 底部回転糸切り無調整

037 第164図3 土師器杯 30 底径 5.8 体部ナデ 褐色 石英・長石

器高 4.6 内 面 ナ デ

口径 13.2 底部回転糸切り無調整
石英・長石・

037 第164図4 土師器杯 90 底径 6.4 体部ナデ 褐色

器高 5. 1 内面ナテ
スコリア

口 t圭 14.7 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整

037 第164図5 土師器杯 90 底径 6. 7 体部ナデ 赤褐色
石英・長石・

器高 5.2 内面ナデ
スコリア

口径 (20.2) 底部一
石英・長石・

037 第164図6 須恵器饗 10 底径 体部タタキ・ナデ 暗赤褐色

器高 (7.0) 内面ナデ
スコリア

口径 (20.6) 底部一
石英・長石・

037 第164図7 須恵器斐 35 底径 体部タタキ・ナデ 赤褐色

器高(16.8) 内面ナデ
雲母
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口径 孔部へラケスリ

037 第164図8 須恵器甑 40 干し 径 15.5 体部タタキ ・ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (23.0) 内面ナデ

口径 12.3 底部回転糸切り ・回転へラケズリ

060 第165図l 土師器杯 75 底径 6.3 体部回転へラケズリ ・ナデ 晴赤褐色 石英 ・長石

器高 4.3 内面ナデ

口径(11.6) 底部手持ちへフケズリ

060 第165図2 土師器杯 30 底径 (5.2) 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 黒褐色 石英 ・長石

器高 4.3 内面ナデ

口径(13.0) 底部 回転糸切り ・手持ちへラケス、リ

060 第165図3 七師器杯 60 底径 5. 3 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 明褐色 石英 ・長石

器高 4. 3 内面ナデ

口径(13.4) 底部
石英 ・長石 ・

060 第165図4 土師器杯 40 底径 (6.0) 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 暗赤褐色

器高 4.2 内面ナデ
スコリア

口 f圭 底部へフケズリ

060 第165図5 土師器費 55 底径 6.0 体部へラケズリ 明褐色 石英 ・長石

器高 (9.2) 内面へラナデ

口 径 底部へフケズリ

060 第165図6 土師器費 40 底径 5.6 体部へラケズリ 明褐色 石英 ・長石

器高 (8.5) 内面ヘラナデ

口径 (21.4) 底部
石英 ・長石

060 第165図7 土師器費 10 底径 体部へラケズリ 明褐色

器高 (5.7) 内面へラナデ
雲母

口径 (24.8) 底部
石英・長石 ・

060 第165図8 土師器護 20 底径 体部へラケズリ 暗褐色

器高 (9.7) 内面へラナデ
スコリア

口径 20.0 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・

060 第165図9 土師器費 80 底径 (13.0) 体部ヘラケズリ ・ナデ 明褐色

器高 21. 6 内面へラナデ
スコリア

口径 (13.6) 底部ー
石英 ・長石 ・

061A 第165図10 土師器杯 20 底径 体部ナデ 黒褐色

器高 (3.7) 内面ナデ
スコリア

口径 底 部 ナ フJ

061A 第165図11
土師器

30 底径 7.3 体部ナデ 暗赤褐色
石英 ・長石 ・

高台付杯
器高 (2.6) 内 面 ミ ガ キ

スコリア

口径 底部へフケズリ

061A 第165図12 須J恵器甑 10 底径 (14.0) 体部 タタキ・へラケズリ ・ナデ 赤褐色
石英 ・長石・

器高 (13.0) 内面ナデ
雲母 ・スコリア

口径 底部ナデ

067 第167図l ミニチュア土器 90 底径 3.5 体部ナデ ・へラケズリ 暗褐色 石英 ・長石

器高 4. 3 内面ナデ

士師器
口径 19.2 底部

069A 第167図2 70 底径 体部ナデ 褐色
石英 ・長石 ・

高台付椀
器高 (5.8) 内面ナデ

雲母

口径(13.2) 底部回転糸切り無調整
08JA 第168図1 土師器杯 30 底径 6.6 体 部 ナ デ 暗褐色 石英・長石

器高 4.0 内面ナデ

口径 13.7 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
081A 第168図2 土師器杯 85 底径 6.4 体部ナデ 暗赤褐色

石英 ・長石・

器高 4.6 内面ナデ
スコリア

口径 14. 1 底部回転糸切り無調整
081A 第168図3 土師器杯 60 底径 6.2 体 部 ナ デ 褐色

石英・長石 ・

器高 5.0 内面ナデ
スコリア

口 f圭 (14.0) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
081A 第168図4 土師器杯 30 底径 6. 6 体部ナデ 黒褐色

石英 ・長石 ・

器高 5.0 内面ナデ
スコリア

口 f圭 12.8 底部
081A 第168図5 土師器杯 55 底径 (5.0) 体部ナデ 暗褐色

石英 ・長石 ・ 体部外面に線刻

器高 4.6 内面ナデ
スコリア 判読不明

口径 (20.0) 底部
081A 第168図6 須恵器号車 10 底径 体部タタキ ・ナデ 暗赤褐色

石英 ・長石 ・

器高 (5.0) 内面へラナデ
雲母

口径 10.9 底部回転糸切り無調整
081B 第168図8 士師器杯 65 底径 4. 5 体部 ナ デ 赤褐色

石英 ・長石 ・

器高 3.0 内面ナデ
スコリア
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測l値
調 整 色調番号 (%) (cm) 胎土 備 考

口径 10.4 底部回転糸切り無調整
081B 第168図9 土師器杯 70 底径 4. 8 体部ナデ 赤褐色

石英・長石・

器高 2.6 内面ナデ
スコリア

口径 10.6 底部回転糸切り無調整

081B 第168図10 土師器杯 50 底径 4. 8 体部ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 2.8 内面ナデ

口径 (20.0) 底部

104 第169図1 須恵器饗 10 底径 体部タタキ ・ナテ 黒褐色
石英・長石・

器高 (9.0) 内面ナデ
スコリア

口径 12.5 底部 回 転 糸 切 り 無 調 整

113A 第170図l 土師器杯 75 底径 6.0 体部ナデ 明褐色
石英・長石・

器高 3.8 内面ナデ
スコリア

口径(12.9) 底部回転糸切り無調整

113A 第170図2 土師器杯 20 底径 6. 2 体部ナデ 暗褐色 石英・長石
器高 4.6 内面ナデ

口径 (15.2) 脚部

113A 第170図3 土師器高杯 20 裾径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英・長石 古墳時代後期遺構外
器高 (4.8) 内面ナデ

口径(17.8) 底部

113A 第170図4 須恵器費 10 底径 体部タタキ 暗赤褐色 石英・長石
器高 (4.5) 内面ナデ

口径 (23.4) 底部
石英・長石 ・113B 第170図5 士師器饗 10 底径 体部へラケズリ 暗褐色

器高 (5.9) 内面へラナデ
雲母

口径 12.4 底部回転糸切り無調整

141 第171図1 土師器杯 55 底径 5.7 体部ナデ 時褐色
石英・長石 ・

器高 4.1 内面ナデ
スコリア

口径 12.8 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英・長石・141 第171図2 土師器杯 65 底径 5.8 体部ナデ 暗赤褐色

器高 4.0 内面ナデ
スコリア

口径(12.4) 底部回転糸切り無調整
石英・長石 ・

141 第171図3 土師器杯 30 底径 4.8 体部ナデ 暗褐色

器高 5.0 内面ナデ
スコリア

口径 12.8 底部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英・長石 ・

141 第171図4 土師器杯 70 底径 5.6 体部ナデ 褐色

器高 4.2 内面ナデ
スコリア

口径 12.6 底部回転糸切り無調整
石英 ・長石・

141 第171図5 土師器杯 90 底径 6.2 体部ナデ 暗褐色

器高 4. 2 内面ナデ
スコリア

口径(16.6) 底部

141 第171図6 土師器費 10 底径 体部ヨコナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (4. 1) 内面ヨコナデ

口径 19.2 底部一

141 第171図7 須恵器斐 30 底径 体部タタキ・へラケズリ ・ナデ 明褐色 石英・長石

器高 (26.6) 内 面 ナ デ

口径 底部ナデ

161A 第172図l
土師器

10 底径 (8.0) 体部ナデ 暗赤褐色 石英・長石 1610-3と接合
高台付杯

器高 (3.0) 内 面 ナ デ

口径(13.8) 底部回転糸切り無調整
石英・長石・

198A 第173図1 土師器杯 25 底径 (5.6) 体部ナデ 褐色

器高 3. 7 内面ナデ
スコリア

口径(13.0) 底部回転糸切り無調整

198A 第173図2 土師器杯 25 底径 (5.6) 体部ナデ 褐色 石英・長石

器高 4.8 内面ナデ

口径 13.4 底部回転糸切り無調整
石英 ・長石・

198A 第173図3 土師器杯 70 底径 6.1 体部ナデ 褐色
スコリア

器高 4.5 内面ナデ

土師器
口 t圭(14.6) 底部ナァ

石英・長石・
198A 第173図4 30 底径 体部ナデ 暗赤褐色

足高高台付椀
器高 (4.4) 内面ナデ

スコリア

口径 (13.6) 底部

198A 第173図5 灰紬陶器皿 40 底径 体部ナテ 灰白色 石英・長石

器高 内面ナデ

口径(16.0) 底部ー

198A 第173図6 灰紬陶器椀 20 底径 体部ナデ 灰白色 石英・長石

器高 内面ナデ
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 言十視IJ値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口 径(17.2) 底部ー
徽密

198A 第173図7 緑紬陶器椀 30 底径 (8.0) 体部へラケズリ 淡緑灰色
灰褐色

器高 内 面 ミ ガ キ

口径 底部へラケズリ

198A 第173図8 土師器斐 10 底径 (7.0) 体部ヘラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 (4.6) 内面ナデ

口径(19.4) 底部

198A 第173図9 須恵器裂 30 底径 体部タタキ・ケズリ 明褐色 石英 ・長石

器高 (16.5) 内面ナデ

口径 9.0 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

199A 第174図16 土師器小皿 完形 底径 4. 2 体部ナデ 明褐色
スコリア

器高 2. 6 内面ナデ

口径 9.6 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

199A 第174図17 土師器小皿 65 底径 3.8 体部ナデ 褐色
スコリア

器高 2. 7 内面ナデ

口径 12.8 底部回転糸切り無調整
石英 ・長石 ・

211 第175図l 土師器杯 70 底径 5.2 体 部 ナ デ 暗褐色
スコリア

器高 4.8 内面ナデ

口径 (13.8) 底部手持ちへラケズリ

217A 第176図l 須恵器杯 40 底径 7.3 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 灰色 石英 ・雲母

器高 4.1 内面ナデ

口径 12.8 底部

217A 第176図2 土師器杯 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色 石英 ・長石

器高 (3.2) 内面ナデ

口径(11.2) 底部 ー

217A 第176図3 土師器椀 20 底径 体部ナデ 明赤褐色 石英 ・長石

器高 (5.8) 内面へラナデ

口径(14.4) 底部

217A 第176図4 土師器斐 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 黒褐色 石英 ・長石

器高 (5.0) 内面ヘラナデ

口径 (20.4) 底部ー

217A 第176図5 土師器雪量 10 底径 体部ヨコナデ 精褐色 石英 ・長石

器高 (4.0) 内面 ヨコナデ ・ナデ

口径 底部へフケズリ

217A 第176図6 土師器号車 20 底径 5.4 体部へラケズリ 暗褐色
石英 ・長石 ・

器高 (9.5) 内面へラナデ
スコリア

口径 14.0 底部
石英 ・長石 ・

224A 第177図1 土師器杯 40 底径 体 部 ナ デ 明赤褐色

器高 (3.8) 内面ナデ
スコリア

口径 底部へフケズリ

224A 第177図2 須恵器饗 15 底径 (14.0) 体部へラケズリ ・ナデ 灰色 石英 ・雲母

器高 (14.0) 内面へラナデ

口径 12.4 底部回転糸切り無調整

225A 第178図1 須恵器皿 95 底径 5.3 体 部 ナ デ 暗灰色 石英 ・長石
器高 1.9 内面ナデ

口径(12.4) 底部手持ちへフケズリ
石英 ・長石 ・225A 第178図2 須恵器杯 15 底径 (6.0) 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 黒褐色

器高 4.0 内面ナデ
スコリア

口径(12.6) 底部回転糸切り無調整
225A 第178図3 須恵器杯 60 底 f圭 7.6 体部ナテ 明灰色 石英 ・雲母

器高 3.7 内面ナデ

口径 20.6 底部ー
225A 第178図4 須恵器号車 40 底径 体部ヘラケズリ ・タタキ H音赤褐色

石英 ・長石 ・

器高 (15.5) 内面ナデ
スコリア

口 f圭 (21.0) 底部
225A 第178図5 土師器斐 20 底径 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色

石英 ・長石 ・

器高 (11.5) 内面へラナデ
スコリア

口 千圭 (21. 0) 底部
225A 第178図6 土師器斐 10 底径 体部へラケズリ 明黄褐色

石英 ・長石 ・

器高 (8.2) 内面ナデ
スコリア

口径 (22.0) 底部
石英 ・長石 ・225A 第178図7 土日市器号車 10 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗黄褐色

器高 (6.3) 内面へラナデ
スコリア

口径 天井部回転へフケズリ
2258 第179図l 須恵、器蓋 15 天井径 体部回転へラケズリ・ナデ 明灰色 石英 ・長石

器高 (2.1) 内 面 ナ デ

318 -



遺構
挿図番号 器種

遺存度 計調1)値
調 整 色調
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口径 底部手持ちへラケズリ

2258 第179図2 須恵器杯 15 底径 (6.6) 体部手持ちへラケズリ・ナデ 灰色
石英 ・長石・

器高 (1. 5) 内面ナデ
スコリア

口径(13.4) 底部
石英 ・長石・

2258 第179図3 須恵器杯 20 底径 (9.0) 体部ナデ 暗灰色

器高 3.8 内面ナデ
スコリア

口径 (13.2) 底部手持ちへフケズリ
石英 ・長石 ・

2258 第179図4 須恵器杯 40 底径 (7.4) 体部手持ちへラケズリ・ナデ 灰色

器高 4.5 内面ナデ
スコリア

口径 底部タタキ

2258 第179図5 須恵器号車 10 底径 体部タタキ 明灰色 石英 ・長石

器高 (7.0) 内面ナデ

口径(13.4) 底部
石英 ・長石 ・

2258 第179図6 土師器雪量 15 底径 体部ヘラケズリ ・ナデ 時褐色

器高 (5.0) 内面ヘラナデ・ヨコナデ
スコリア

口径 13.4 底部

2258 第179図7 土師器斐 30 底径 体部手持ちへラケズリ 暗赤褐色
石英 ・長石・

器高 (11.1) 内面ナデ
スコリア

口径 底部

240 第181図l 緑紬陶器椀 10 底径 体部へラケズリ 薄緑色
徴密

口縁部破片

器高 内面ミガキ
明灰色

口径(11.8) 底部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

255 第182図l 土師器杯 20 底径 (5.6) 体部ナデ 暗褐色

器高 3.0 内面ナデ
スコリア

口径 (11.0) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整

255 第182図2 土師器杯 20 底径 (6.2) 体部ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 3.4 内面ナデ

口径(14.8) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・ 256出土破片と接合

255 第182図3 土師器椀 80 底径 (9.0) 体 部 ナ デ 明褐色

器高 6.4 内面ナデ
スコリア 第206図16と同→固体

口径 (23.0) 底部ー
石英 ・長石・

255 第182図4 土師器楚 10 底 t圭 体部へラケズリ ・ナデ 明黄褐色

器高 (5.1) 内面ヨコナデ
スコリア

口径 底部 ナ デ

264 第183図1 士師器雪量 10 底径 (7.0) 体部へラケズリ 褐色 石英・長石

器高 (3.7) 内面ヘラナデ

口径 (11.5) 底部回転糸切り無調整

266 第184図1 土師器杯 80 底径 5.0 体 部 ナ デ 褐色 石英 ・長石

器高 (4. 1) 内面ナデ

口径 (13.2) 底部回転糸切り無調整
石英 ・長石・

266 第184図2 土師器杯 40 底径 (6.6) 体部手持ちへラケズリ・ナデ 明褐色
スコリア

内面黒色処理

器高 4.5 内面ナデ ・ミガキ

口径 13.8 底部回転糸切り無調整
石英 ・長石 ・

266 第184図3 士師器杯 80 底径 5.9 体部 ナ デ 明赤褐色
スコリア

器高 5.0 内面ナデ

土師器
口径(13.4) 底部ナァ

石英 ・長石 ・
266 第184図4 70 底径 体部回転へラケズリ ・ナデ 明赤褐色

高台付椀
器高 (5 7) 内面ナデ

雲母 ・スコリア

口径 底 部 ナ デ

266 第184図5 土師器号車 15 底径 9.1 体部へラケズリ ・ナデ 明赤褐色 石英 ・長石

器高 (3.9) 内面へラナデ

口径 15.3 底部ー
石英 ・長石 ・

266 第184図6 土師器裂 30 底径 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色

器高 (7.4) 内面ヘラナデ
スコリア

口 f圭(14.4) 底部
石英 ・長石 ・

267 第184図7 土師器杯 30 底径 (7.4) 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 明褐色 内面黒色処理

器高 4.2 内面ナデ ・ミガキ
スコリア

口径 4.8 底部 ナ デ

267 第184図8 ミニチュア土器 完形 底径 4.6 体部 ナ デ 明褐色 石英 ・長石

器高 3.6 内面ナデ

口径 底部回転へフケズリ

271A 第185図l 須恵器杯 30 底径 (9.4) 体部回転へラケズリ・ナデ 明灰色 石英 ・雲母

器高 (3.9) 内面 ナ デ

口径 11. 6 底部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石・

271A 第185図2 土師器杯 55 底径 4.8 体部ナデ 明赤褐色

器高 2.9 内面ナデ
スコリア
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口径 (11.5) 底部回転糸切り ・ナデ
石英 ・長石 ・

271A 第185図3 土師器杯 70 底径 5.8 体 部 ナ デ 明赤褐色
スコリア

器高 3.1 内面ナデ

口径 11. 6 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

271A 第185図4 土師器杯 80 底径 4.2 体部手持ちへラケスリ ・ナデ 明褐色

器高 3. 3 内面ナデ
スコリア

口径 13.4 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

271A 第185図5 土師器杯 70 底径 6. 2 体部ナデ 明赤褐色
スコリア

器高 3.6 内面ナデ

口径 11. 7 底部 回転糸切り ・手持ちへラケズリ
石英 ・長石 ・

271A 第185図6 土師器杯 95 底径 4.2 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 明赤褐色

器高 3.8 内面ナデ
スコリア

口径 13. 1 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

271A 第185図7 土師器杯 90 底径 6. 2 体 部 ナ デ 明褐色

器高 3. 8 内面ナデ
スコリア

口径(10.9) 底部 回転糸切り ・手持ちへフケズリ

271A 第185図8 土師器杯 40 底径 (4.4) 体部ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 (4.2) 内面ナデ

口径(11.9) 底部
石英 ・長石 ・

271A 第185図9 土例器杯 20 底径 体部手持ちへラケズリ・ナデ 明赤褐色

器高 (3.6) 内面ヨコナデ
スコリア

口径 (12.9) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

271A 第185図10 土師器杯 20 底径 (5.8) 体 部 ナ デ 明赤褐色

器高 3.9 内面ナデ
スコリア

口径 13.2 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

271A 第185図11 土師器杯 50 底径 (5.8) 体 部 ナ デ 明赤褐色

器高 3.8 内面ナデ
スコリア

土師器
口径 13.8 底 部 ナ デ

石英 ・長石 ・
271A 第185図12 45 底径 6.0 体 部 ナ デ 明赤褐色 高台部欠損

高台付杯
器高 3. 7 内面ナデ

スコリア

口径 13. 1 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

271A 第185図13 土師器杯 45 底径 (6 4) 体 部 ナ デ 赤褐色

器高 4.1 内面ナデ
スコリア

口径(13.0) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

271A 第185図14 土師器杯 50 底 f圭 (5.8) 体部ナデ 暗赤褐色

器高 4. 9 内面ナデ
スコリア

口径(12.9) 底部回転糸切り ・ナデ

271A 第185図15 土師器椀 25 底径 (7.8) 体 部 ナ デ 赤褐色 石英 ・長石

器高 5.1 内面ナデ

土師器
口径 15.0 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整

271A 第185図16 完形 底径 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 明赤褐色
石英 ・長石 ・

高台部剥落
足高高台付皿

器高 (3.5) 内 面 ナ デ
スコリア

口径 底部 回転糸切り ・手持ちへフケスリ

271A 第185図17 土師器椀 40 底径 4. 8 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 黒褐色
石英 ・長石 ・

器高 (5.3) 内面ナデ
スコリア

口径 底部ナデ
271A 第186図18 土師器高台 20 底径 8.6 体 部 ナ デ ・回転糸切り 明赤褐色

石英 ・長石 ・

器高 (2.3) 内面ナデ
スコリア

口径 底部ナデ

271A 第186図19 土師器高台 30 底径 7.6 体部ナデ 褐色 石英 ・長石
器高 (2.3) 内面ナデ

口径 (22.6) 底部一
271A 第186図20 土師器鉢 25 底径 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色

石英 ・長石 ・

器高 (9.1) 内面ナデ・へラナデ
スコリア

口 f圭(16.2) 底部一
271A 第186図21 土師器斐 15 底径 体部へラナデ 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 (5.9) 内 面 刷 毛

口径 底部手持ちへラケズリ
271A 第186図22 土師器裂 10 底径(10.6) 体部ヘラケズリ 赤褐色

石英 ・長石 ・

器高 (4.7) 内面へラナデ
スコリア

口径 孔部へフケズリ
271A 第186図23 土師器甑 10 干し 径 (14. 1) 体部へラケズリ ・ナデ 褐色

石英 ・長石 ・

器高 (8.9) 内面へラナデ
スコリア

口径 (21.2) 底部
271A 第186図24 土師器号車 20 底径 体 部へラナデ 暗褐色

石英 ・長石 ・

器高 (9.9) 内 面 刷 毛 ・ナデ
スコリア
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計調rlfj直
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口 f圭 21. 6 底部

271A 第186図25 土師器費 40 底径 体部へラケズリ ・ヘラナデ 暗褐色
石英 ・長石・

器高 (18.2) 内面へラナデ
スコリア

口径 (20.2) 底部
石英 ・長石 ・

271A 第186図26 土師器費 15 底径 体部へラナデ ・へラケズリ 暗赤褐色

器高 (19.6) 内面刷毛・へラナデ
スコリア

口径 (12.8) 底部回転糸切り ・ナァ
石英 ・長石 ・

271B 第186図27 土師器杯 50 底径 6.4 体部ナデ 褐色

器高 4.1 内面ナデ
スコリア

口径 13.8 底部回転糸切り無調整

271B 第186図28 土師器杯 60 底径 6.2 体部回転へラケズリ ・ナデ 明赤褐色
石英 ・長石 ・

内面黒色処理

器高 5.2 内 面 ナ デ ・ミガキ
スコリア

口 f圭 15.0 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整

271B 第186図29 土師器杯 70 底径 6.9 体部回転へラケズリ 暗黄褐色
石英 ・長石 ・

内面黒色処理

器高 5. 3 内面ミガキ
スコリア

口径 底部ナデ

271B 第186図30 土師器高台 30 底径 6.4 体部ナデ 赤褐色 石英 ・長石

器高 (1. 5) 内 面 ナ デ

口径 (18.8) 底部一

271B 第186図31 土師器聾 10 底径 体部へラケズリ 明赤褐色 石英 ・長石

器高 (7.0) 内 面 ヨコナデ ・へラナデ

口径 12.0 底部手持ちへフケズリ
石英 ・長石 ・

272 第187図l 須恵器杯 80 底径 8.1 体部ナデ 暗灰褐色 底部外面にへラ記号

器高 3. 7 内面ナデ
雲母 ・スコリア

口径 12.8 底部
石英・長石 ・

272 第187図2 須恵器杯 70 底径 6.8 体部ナデ 暗灰色

器高 4.0 内面 ナ デ
雲母

口径 12.2 底部回転へラケズリ
石英 ・長石 ・

272 第187図3 土師器杯 90 底径 8.8 体部回転へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色

器高 3.8 内面ヨコナデ
スコリア

口径(11.6) 底部

272 第187図4 土師器費 20 底径 体部へラケズリ 黒褐色 石英 ・長石

器高 (4.4) 内面へラナデ

口径 19. 1 底部一
石英 ・長石・

272 第187図5 土師器奏 10 底径 体部へラケズリ 黄褐色

器高 (7.0) 内面ナデ
スコリア

口径 (19.2) 底部一
石英 ・長石 ・

272 第187図6 土師器袈 10 底径 体部へラケズリ 褐色
スコリア

器高 (8.0) 内面ナデ

口径(13.5) 底部
石英 ・長石 ・

277 第189図1 土師器杯 20 底径 体部ナデ 褐色
スコリア

器高 (4.5) 内面ナデ

口径 (20.6) 底部一
石英 ・長石 ・

325 第189図2 須恵器雪量 10 底径 体部ナデ 黒褐色
スコリア

器高 (5.8) 内面ナデ

口径 (26.0) 孔部
石英 ・長石

277 第189図3 須恵器甑 5 干し 径 体部タタキ 暗赤褐色
雲母

器高 (4.0) 内面へラナデ

口 f圭 (20.6) 底部
石英 ・長石 ・

277 第189図4 土師器餐 10 底径 体部へラケズリ・ヨコナデ 暗黄褐色
スコリア

器高 (ll.4) 内面ヘラナデ

口 f圭(11.8) 底部一
石英 ・長石 ・

313 第190図l 土師器杯 10 底径 体部ナデ 暗赤褐色
雲母

器高 (3.8) 内面ナデ

口径 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英・長石 ・

313 第190図2 土師器杯 10 底径 (5.8) 体部 ナ デ 暗褐色
雲母

器高 (2.2) 内面ナデ

口径 底部回転糸切り無調整

313 第190図3 土師器杯 10 底径 (5.6) 体部ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 (l. 1) 内面ナデ

口径 底部ナ7
石英 ・長石 ・

313 第190図4 土師器奏 20 底径 8.8 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色
スコリア

器高 (8.0) 内面へラナデ
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計測l値
調 整 |色調| 胎土 備 考

(cm) 

口径 (30.2) 孔部

228 I第191図1I須恵器甑 I 20 I孔径 体部タタキ ・ナデ

器高 (10.2) 内面へラナデ

地下式土坑
口径 15.0 底部静止糸切り・手持ちへラケズリ

023 第194図l 黒色土器杯 70 底径 6.3 体部へラケズリ ・ナデ 明赤褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5.2 内面ナデ・ミガキ
スコリア 実5

口径 15.0 底部静止糸切り ・手持ちへフケズリ

023 第194図2 黒色土器杯 55 底径 6.6 体部へラケズリ・ナデ 明赤褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5. 2 内 面 ナ デ ・ミガキ
スコリア 実6

口径(14.4) 底部静止糸切り無調整

023 第194図3 黒色土器杯 50 底径 5.8 体部へラケズリ ・ナデ 褐色
石英 ・長石・ 内面黒色処理

器高 5.0 内面ナデ・ミガキ
スコリア 実10

口径 14.4 底 部 静 止 糸 切 り 無 調 整

023 第194図4 黒色土器杯 90 底径 6.7 体 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 明赤褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5.2 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 実2

口径 14.6 底 部 静 止 糸 切 り 無 調 整

023 第194図5 黒色土器杯 95 底径 6.0 体部ヘラケスリ ・ナデ 明褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5. 7 内面ナデ・ミガキ
スコリア 実1

口径 14.6 底 部 静 止 糸 切 り 無 調 整

023 第194図6 黒色土器杯 85 底径 6. 7 体部へラケスリ ・ナデ 褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5. 7 内面ナデ・ミガキ
スコリア 実4

口径 14.3 底 部 静 止 糸 切 り 無 調 整

023 第194図7 黒色土器杯 95 底径 5.4 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5. 8 内面ナデ・ミガキ
スコリア 実3

口径 (13.8) 底部

023 第194図8 黒色土器杯 20 底径 体部ナデ 暗赤褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 (5.0) 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 実9

口径(13.8) 底部

023 第194図9 黒色土器杯 10 底径 体部ナデ 褐色
石英・長石 ・ 内面黒色処理

器高 (4. 1) 内面ミガキ
スコリア 実7

口径(13.5) 底部

023 第194図10 黒色土器杯 15 底径 体 部 ナ デ 褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 (4.0) 内面ナデ・ミガキ
スコリア 実8

口径 12.0 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整

025 第198図1 土師器杯 95 底径 5.9 体部ナデ 明灰褐色 石英 ・長石

器高 3. 5 内面ナデ

口 f圭 13.0 底部 静 止 糸 切 り 無 調 整

025 第198図2 土師器杯 95 底径 7. 5 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 褐色
石英 ・長石・

器高 3.9 内面ナデ
スコリア

口 t圭 13.4 底部静止糸切り ・ナコ〆

025 第198図3 土師器杯 95 底径 6.3 体部 ナ デ 褐色
石英・長石・

器高 4. 3 内面ナデ
スコリア

口径 13.3 底部静止糸切り無調整
025 第198図4 土師器杯 85 底径 6. 6 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 明赤褐色

石英 ・長石・

器高 4. 7 内面ナデ
スコリア

口径 12. 1 底部静止糸切り無調整
025 第198図5 士師器杯 95 底径 5.6 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 明褐色

石英 ・長石 ・

器高 4.5 内面ナデ
スコリア

口径 12. 1 底部 静 止 糸 切 り 無 調 整
025 第198図6 土師器杯 70 底径 6.1 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 褐色

石英 ・長石 ・

器高 4. 5 内面ナデ
スコリア

口径(11.8) 底部 静 止 糸 切 り 無 調 整
025 第198図7 士師器杯 45 底径 6.0 体部ナデ 暗褐色

石英 ・長石 ・

器高 3.9 内面ナデ
スコリア

土師器
口径 14.6 底部ナデ

025 第198図8
足高高台付皿

85 底径 9. 1 体部ナデ 燈褐色 石英 ・長石
器高 5. 5 内面ナデ

口径(15.4) 底 部 静 止 糸 切 り 無 調 整
025 第198図9 黒色土器杯 30 底径 (7.2) 体部ヘラケズリ ・ナデ 黒色 石英 ・長石

内外面黒色処理

器高 4.5 内面ナデ ・ミガキ
25-265 

口径 (15.0) 底部静止糸切り無調整
025 第198図10 黒色土器杯 35 底径 6.0 体部へラケズリ・ナデ 黒色

石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 4. 7 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-249 
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計調1)値
番号 (%) (cm) 

調 整 色調 胎土 備 考

口径(14.8) 底部静止糸切り無調整
025 第198図11 黒色土器杯 50 底径 5.7 体部ヘラケズリ・ナデ 褐色

石英 ・長石・ 内面黒色処理

器高 4. 7 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-51・52・65

口径(14.4) 底部静止糸切り無調整
025 第198図12黒色土器杯 45 底径 6.8 体部へラケズリ・ナデ 黒褐色

石英・長石・ 内面黒色処理

器高 4. 7 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-265 

口径 14.6 底部静止糸切り無調整

025 第198図13黒色土器杯 95 底径 6.2 体部へラケズリ・ナデ 明赤褐色
石英・長石・ 内面黒色処理

器高 4.8 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-17・19・32

口径 (14.2) 底部静止糸切り・へラケズリ
025 第198図14黒色土器杯 40 底径 (6 0) 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色

石英・長石 ・ 内面黒色処理

器高 4.8 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-172 

口径 14.2 底部静止糸切り無調整
025 第198図15黒色土器杯 95 底径 6. 2 体部へラケズリ ・ナデ 赤褐色

石英 ・長石・ 内面黒色処理

器高 5.0 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-70・71

口径 14.2 底部静止糸切り無調整

025 第198図16 黒色土器杯 80 底径 6.5 体 部 ナ デ 明赤褐色
石英長石・ 内面黒色処理

器高 5.0 内面ナデ
スコリア 25-7・10・150

口径(14.2) 底部静止糸切り無調整

025 第198図17黒色土器杯 40 底径 6.4 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色
石英・長石・ 内面黒色処理

器高 5.0 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-84 

口径(14.2) 底部へフケズリ

025 第198図18黒色土器杯 65 底径 6.8 体部へラケズリ・ナデ 暗赤褐色
石英 ・長石・ 内面黒色処理

器高 5.0 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-265 

口径 15.0 底部静止糸切り無調整

025 第198図19黒色土器杯 75 底径 6.0 体部へラケズリ・ナデ 明褐色
石英・長石・ 内面黒色処理

器高 5.5 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-154・175・185

口径 14.4 底部静止糸切り・へラケズリ

025 第198図20黒色土器杯 65 底径 6.0 体部へラケズリ・ナデ 明褐色
石英 ・長石・ 内面黒色処理

器高 5.3 内面ナデミガキ
スコリア 25-125・168・180

口径 14.0 底部静止糸切り・へフケズリ

025 第198図21 黒色土器杯 70 底径 5.6 体部へラケズリ ・ナデ 暗灰褐色
石英・長石・ 内面黒色処理

器高 5. 1 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-194 

口径 (13.8) 底部静止糸切り・へフケズリ

025 第198図22黒色土器杯 70 底径 6.5 体部へラケズリ ・ナデ 暗褐色
石英・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5.2 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-126・186

口径(13.8) 底部回転糸切り無調整

025 第198図23 黒色土器杯 30 底径 5.4 体 部 ナ デ 黒色 石英・長石
内面黒色処理

器高 5. 2 内面ナデ ・ミガキ
25-43・248・265

口径 14.0 底部静止糸切り無調整

025 第198図24黒色土器杯 95 底径 6.2 体部へラケズリ・ナデ 時赤褐色
石英・長石・ 内面黒色処理

器高 5.3 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-9・103・224

口径 14.0 底部静止糸切り無調整

025 第198図25黒色土器杯 85 底径 6.2 体部へラケズリ・ナデ 暗褐色
石英・長石・ 内面黒色処理

器高 5. 2 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-175・198

口径 13.6 底部へフケズリ

025 第198図26黒色土器杯 85 底径 4.9 体部へラケズリ・ナデ 暗黄褐色
石英・長石・ 内面黒色処理

器高 5.2 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-48・154・234

口径 14.8 底部静止糸切り無調整

025 第198図27黒色土器杯 70 底径 5.1 体部へラケズリ・ナデ 明褐色
石英・長石・ 内面黒色処理

器高 5.7 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-175 

口径 14.2 底部静止糸切り無調整

025 第198図28黒色土器杯 95 底径 6.5 体部へラケズリ ・ナデ 明赤褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5.5 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-101・107・159

口径 13.4 底部静止糸切り無調整

025 第198図29黒色土器杯 80 底径 5.6 体部ヘラケズリ・ナデ 暗赤褐色
石英・長石・ 内面黒色処理

器高 5.2 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-136・226

口 千圭 (12.8) 底部静止糸切り無調整

025 第198図30黒色土器杯 20 底径 6.2 体部へラケズリ・ナデ 日音赤褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5.0 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-217・265

口径E 14.5 底部へフケズリ

025 第198図31 黒色土器杯 90 底径 5. 3 体部へラケズリ ・ナデ 褐色
石英・長石・ 内面黒色処理

器高 5.8 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-166 

口径 15.0 底部静止糸切り・へフケズリ 内面黒色処理

025 第198図32黒色土器杯 85 底径 6.2 体部ヘラケズリ ・ナデ 暗灰褐色
石英・長石・

25-13・56・62・

器高 6.0 内 面ナデ・ミガキ
スコリア

70 
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計調IJ値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口 1圭 13.4 底 部 静 止 糸 切 り 無 調 整
内面黒色処理

025 第198図33 黒色土器杯 60 底径 6.1 体部へラケズリ・ナデ 明赤褐色
石英 ・長石 ・

器高 5.4 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-115・175

口径(13.4) 底部へフケズリ
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

025 第198図34 黒色土器杯 60 底径 5. 7 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色

器高 5.4 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-111・143

口径 14.0 底 部 静 止 糸 切 り 無 調 整
内面黒色処理

025 第198図35 黒色土器杯 70 底径 6.6 体部へラケズリ ・ナデ 明赤褐色
石英・長石 ・

器高 5.7 内面ナデミガキ
スコリア 25-75・175・185

口径 (13.6) 底 部 静 止 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

025 第198図36 黒色土器杯 55 底径 (6.0) 休 部 へ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ 暗赤褐色

器高 5.6 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-29・265

口径 14.4 底 部 静 止 糸 切 り 無 調 整

025 第198図37黒色土器杯 70 底径 6. 7 体部へラケズリ ・ナデ 明赤褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 6.0 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-170 

口径 14.2 底 部 静 止 糸 切 り 無 調 整

025 第198図38黒色土器杯 60 底径 6.0 体部ヘラケズリ ・ナデ 暗褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 6.0 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-65・124

口径 13.4 底部へフケスリ

025 第198図39黒色土器杯 95 底径 6. 2 体部へラケスリ ・ナデ 明赤褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5. 7 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-167 

口径 14.0 底部へフケスリ

025 第198図40黒色土器杯 60 底径 6. 2 体部へラケスリ ・ナデ 暗赤褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 6.1 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-14・143

口径 (12.6) 底部静止糸切り ・ナデ
内面黒色処理

025 第199図41黒色土器椀 50 底径 (7.6) 体 部 ナ デ 暗黄褐色 石英 ・長石

器高 6.0 内面ナデ ・ミガキ
25-176・263

口径(13.0) 底部静止糸切り ・ナデ
内面黒色処理025 第199図42 黒色土器椀 65 底径 7. 5 体部ナデ H音:黄褐色

石英 ・長石 ・

器高 5.8 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-74・238

口径 13.2 底部静止糸切り ・ナデ

025 第199図43黒色土器椀 70 底径 (6.0) 体部ナデ 明褐色 石英 ・長石
内面黒色処理

器高 5.6 内面ナデ ・ミガキ
25-21・63・120

口径 13.4 底 部 ナ デ 内面黒色処理
025 第199図44 黒色土器椀 95 底径 8.0 体部ナデ 明赤褐色

石英 ・長石 ・
25-23・35・43・

器高 5.9 内面ナデ ・ミガキ
スコリア

52.55 

口径(13.5) 底 部 ナ デ

025 第199図45黒色土器椀 80 底径 7.8 体部ナデ 明褐色
石英・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5.9 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-95・98

口 f歪(13.6) 底部ナゲ 内面黒色処理
025 第199図46 黒色土器椀 50 底径 (7.3) 体 部 ナ デ 明赤褐色

石英 ・長石 ・
25-34・54・106・

器高 5.8 内 面 ナ デ ・ミガキ
スコリア

142 
口径 13.6 底部ナデ

025 第199図47黒色土器椀 80 底径 7.4 体部ナデ 明褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5.8 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25ー 73

口径 13.6 底部ナデ 内面黒色処理
025 第199図48黒色土器椀 60 底径 7.6 体部ナデ 明赤褐色

石英 ・長石 ・
25-23・26・36・

器高 6. 1 内面ナデ ・ミガキ
スコリア

51 
口径 13.7 底部ナデ

025 第199図49黒色土器椀 85 底径 7. 2 体部ナデ 明褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 6.3 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25ー 155・260・263

口径 13.8 底部ナダ 内面黒色処理
025 第199図50黒色土器椀 60 底径 7.4 体部ナデ 明褐色

石英 ・長石 ・
25-45・54・222・

器高 5. 7 内面ナデ ・ミガキ
スコリア

225 
口径(13.8) 底部静止糸切り ・ナァ

025 第199図51黒色土器椀 55 底径 8.0 体部 ナ デ 明褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 6.0 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25ー 1・63

口 t圭(14.0) 底部静止糸切り ・ナデ
025 第199図52 黒色土器椀 55 底径 7.9 体部ナデ 明褐色

石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 5.6 内面ナデ ・ミガキ
スコリア 25-63・86

口 f圭(14.4) 底部ナデ 内面黒色処理
025 第199図53 黒色土器椀 45 底径 7.1 体部ナデ 明褐色

石英 ・長石 ・
23-1 

器高 5.6 内面ナデ ・ミガキ
スコリア

25-1・3・146
口 f圭 15.2 底部静止糸切り無調整 ・ナデ

025 第199図54 黒色土器椀 80 底径 8. 5 体部ナデ 暗赤褐色
石英 ・長石 ・ 内面黒色処理

器高 6.0 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-154 
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測値
番号 (%) (cm) 調 整 色調 胎土 備 考

口径 13.6 底部静止糸切り・ナデ
025 第199図55 黒色土器椀 75 底径 体部ナデ 明褐色

石英・長石 ・ 内面黒色処理

器高 (4.5) 内面ナデ・ミガキ
スコリア 25-12・25・63

口径 14.4 底部ナゲ

025 第199図56 黒色土器椀 70 底径 体部ナデ 暗黄褐色
石英・長石・ 内面黒色処理

器高 (5.5) 内面 ナ デ ・ミガキ
スコリア 25-245・265

口径 14.3 底部へフケズリ

025 第199図57 土師器饗 80 底径 6.8 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色
石英・長石 ・

器高 13.4 内面へラナデ
スコリア

口径 21. 0 底部へフケズリ

025 第199図58 土師器翠 70 底径 7.8 体部へラケズリ・ナデ 明褐色
石英・長石・

器高 25.6 内面へラナデ
スコリア

粘土採掘坑

須恵器
口径(14.2) 底部ナデ

173 第201図1
高台付杯

10 底径 (9.6) 体部ナデ 明灰色 石英・長石
器高 3.8 内面ナデ

口径 4. 2 底部

173 第201図2 手担ね 95 底径 体部ナデ 褐色 石英・長石
器高 1.8 内面ナデ

口径 脚部へフケズリ・ナデ

173 第201図3 土師器高杯 40 裾径 9. 2 体部一 赤褐色 石英・長石 外面赤彩

器高 (5.7) 内面へラナデ

口径 脚部へフケズリ・ナデ・ミガキ

173 第201図4 土師器高杯 40 裾径(11.6) 体部一 赤褐色
石英・長石・

器高 (8.5) 内面ナデ・へラナデ
雲母

口径 16.2 底部一

173 第201図5 土師器費 40 底径 体部へラケズリ・ナデ 黄褐色 石英 ・長石
器高 (13.1) 内面へラナデ

口径 孔部へフケズリ・ナデ
石英・長石・

173 第201図6 土師器甑 30 孔径 8.4 体部へラケズリ・ナデ ・ミガキ 赤褐色

器高 (16.2) 内面ナデ・ミガキ
スコリア

須恵器
口径 (11.4) 底部

石英・長石・
349 第201図7 10 底径 体部ナデ 灰色

短頚壷
器高 (4.9) 内面ナデ

雲母

口径 脚部ナデ

349 第201図8 土師器高杯 50 裾径 (12.1) 体部ナデ 赤褐色
石英・長石・

内外面赤彩

器高 (9.1) 内面へラケズリ・ナデ
スコリア

口径 13.4 底部回転糸切り無調整

270 第202図l 土師器杯 60 底径 6.0 体部ヨコナデ 明褐色 石英・長石

器高 4.6 内面ヨコナデ

口径 13.4 底部回転糸切り無調整

270 第202図2 土師器杯 60 底径 6.4 体部ナデ 明褐色 石英 ・長石

器高 4.6 内面ナデ

口径 14.2 底部回転糸切り無調整

270 第202図3 土師器杯 70 底径 6.2 体部 ナ デ 明褐色 石英・長石

器高 4.3 内面ナデ

口径(14.0) 底部回転糸切り無調整

270 第202図4 土師器杯 50 底径 (7.2) 体 部ヨコナデ 明褐色 石英・長石

器高 4.7 内面ヨコナデ

土師器
口径 (15.6) 底部一

石英 ・長石 ・
270 第202図5 15 底径 体部 ナ デ 褐色

足高高台付椀
器高 (5.8) 内面ナデ

スコリア

口径 底部ナデ

270 第202図6
土師器

10 底径 (7.0) 体部ナデ 褐色
石英・長石・

高台
器高 (1. 9) 内面ナデ

スコリア

口径 (12.0) 底部一

270 第202図7 土師器牽 10 底径 体部ナデ 赤褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (5. 1) 内面へラナデ
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測l値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口径 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整

320 第203図3 土師器費 10 底径 5.4 体部手持ちへラケズリ 褐色 石英 ・長石

器高 (1. 8) 内面ナデ

口径 底部ナァ

289 第203図4 土師器高台 10 底径 (8.8) 体部ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 (3.0) 内面ナデ

口径 (17.0) 底部

289 第203図5 土師器聾 10 底径 体部へラナデ 暗褐色 石英・長石

器高 (7.2) 内面へラナデ

口径 (8.2) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

049 第203図6 土師器小皿 20 底径 (5.8) 体部ナデ 燈褐色
スコリア

器高 1.9 内面ナデ

口径 (8.2) 底部回転糸切り無調整
石英 ・長石 ・

049 第203図7 土師器小皿 40 底径 (6.8) 体部ナデ 燈褐色
スコリア

器高 1.0 内 面 ナ デ

口径 底 部 ナ デ
石英 ・長石・

049 第203図8 黒色土器椀 30 底径 6.0 体 部 ナ デ 黒色
雲母

内面黒色処理

器高 (4.6) 内面ナデ

口径 底部ナず

049 第203図9 土師器高台 10 底径 (12.0) 体部ナデ 明赤褐色 石英 ・長石

器高 (5. 1) 内面ナデ

口径 (7.2) 底部回転糸切り無調整

056 第203図10 土師器小皿 55 底径 5.2 体部ナデ 暗褐色 石英 ・長石

器高 1.3 内面ナデ

口径 底部ナデ

056 第203図11 黒色土器椀 10 底径 (6.6) 体部ナデ 黒褐色
石英 ・長石 ・

内面黒色処理

器高 (2.8) 内面ナデ
雲母

口径 (10.8) 底部回転糸切り無調整
石英 ・長石 ・

256 第206図1 土師器杯 50 底径 5.4 体部ナデ 褐色 256-928・830

器高 3.4 内 面 ナ デ
スコリア

口径(11.4) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石 ・

256 第206図2 土師器杯 30 底径 (6.0) 体部ナデ 褐色 256-902 

器高 3. 6 内面ナデ
スコリア

口径 11. 8 底部不明
石英 ・長石 ・256 第206図3 土師器杯 95 底径 5.8 体部ナデ 褐色 256-102・467

器高 2.8 内 面 ナ デ
スコリア

口径 12.4 底部回転糸切り無調整
石英 ・長石 ・256 第206図4 土師器杯 80 底径 5.4 体部ナデ 褐色 256-11・485・630

器高 3.1 内面ナデ
スコリア

口径(12.6) 底部回転糸切り無調整
石英・長石 ・256 第206図5 土師器杯 25 底径 (6.0) 体 部 ナ デ 暗褐色 256-787 

器高 3.2 内面ナデ
スコリア

口 t壬(12.0) 底部回転糸切り無調整
石英 ・長石・256 第206図6 土師器杯 60 底径 5.4 体部ナデ 褐色 256-81・122・807

器高 3. 2 内面ナデ
スコリア

口 千圭 (11. 2) 底部回転糸切り無調整
石英 ・長石 ・256 第206図7 士師器杯 45 底径 (5.0) 体部ナデ 褐色 256-28・144

器高 3.1 内面ナデ
スコリア

口径 11. 8 底部 回 転 糸 切 り 無 調 整
256 第206図8 土師器杯 95 底径 5.1 体部ナデ 褐色

石英・長石 ・
256-105・289・906

器高 3. 3 内面ナデ
スコリア

口 t圭 12.5 底部回転糸切り無調整
256 第206図9 土師器杯 60 底径 6.0 体部ナデ 褐色

石英・長石 ・
256-727・731・848

器高 3.5 内面 ナ デ
スコリア

口径 12.4 底部回転糸切り無調整
256 第206図10 土師器杯 80 底径 5.8 体 部 ナ デ 褐色

石英・長石・
256-822・884

器高 3. 5 内面ナデ
スコリア

口 f圭(12.0) 底部 回 転 糸 切 り 無 調 整
256 第206図11 土師器杯 30 底径 6.4 体部ナデ 暗褐色

石英 ・長石 ・
256-772 

器高 3.4 内面 ナ デ
スコリア

口径 (11.6) 底部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英・長石・256 第206図12 土師器杯 40 底径 (5.6) 体部ナデ 褐色 256-834 

器高 3.3 内面ナデ
スコリア

口径 11. 4 底部回転糸切り無調整
256 第206図13 土師器杯 90 底径 5. 5 体部ナデ 暗褐色

石英・長石 ・
256-816・852・853

器高 3.3 内面ナデ
スコリア
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遺存度 計調IJ値
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口径 12.0 底部回転糸切り無調整
256 第206図14 土師器杯 75 底径 5.2 体部ナデ 褐色

石英・長石
256-805・828・854

器高 3.5 内面ナデ
スコリア

口径 12.0 底部回転糸切り無調整

256 第206図15 土師器杯 50 底径 5.3 体部ナデ 褐色
石英・長石 ・

256-33・154
器高 3.8 内面ナデ

スコリア

口 f圭 (14.8) 底部回転糸切り無調整
石英・長石・255 第206図16 土師器椀 80 底径 (9.0) 体部ナデ 明褐色

255出土破片と接合

器高 6.4 内面ナデ
スコリア 第182図3と同一個体

土師器椀
口径 11. 9 底部ナデ

256 第206図17 80 底径 5.4 体部ナデ 明赤褐色
石英・長石・

(高台付)
器高 5. 7 内 面ミガキ

スコリア

口径(13.4) 底部 ナ デ

256 第206図18 黒色土器椀 70 底径 5.3 体部ナデ 黒色 石英・長石 内面黒色処理
器高 6.0 内面ナデ・ミガキ

口径 底部 ナ デ

256 第206図19 土師器高台 10 底径 6.2 体部ナデ・回転糸切り 暗褐色 石英・長石 256-180・282
器高 (1. 2) 内面ナデ

口径 底部ナデ

256 第206図20 土師器高台 10 底径 6.3 体部ナデ・回転糸切り 暗褐色 石英 ・長石 256-91 
器高 (1. 2) 内面ナデ

口径 底部ナデ

256 第206図21 土師器高台 10 底径 6.4 体部ナデ・回転糸切り 暗褐色 石英・長石 256-172 
器高 (1. 3) 内面ナデ

口径 底部ナデ

256 第206図22 土師器高台 10 底径 (6.6) 体部 ナ デ ・回転糸切り 暗褐色 石英 ・長石 256-471 
器高 (1. 1) 内面ナデ

口径 底部 ナ ヂ

256 第206図23 土師器高台 10 底径 6.6 体部ナデ・回転糸切り 暗褐色 石英 ・長石 256-245 
器高 (1. 2) 内面 ナ デ

口径 底部ナデ

256 第206図24 土師器高台 10 底径 6.6 体部ナデ ・回転糸切り 燈褐色 石英・長石 256-177 

器高 (1. 2) 内 面 ナ デ

口径 底部ナプ

256 第206図25 土師器高台 10 底径 6.8 体部ナデ・回転糸切り 暗褐色 石英・長石 256-895 
器高 (1. 1) 内面ナデ

口径 底部ナデ

256 第206図26 土師器高台 15 底径 7.4 体部ナデ・回転糸切り 燈褐色 石英・長石 256-175・206.796

器高 (1. 2) 内面ナデ

口径 底 部 ナ デ

256 第206図27 土師器高台 10 底径 7.4 体部ナデ・回転糸切り 燈褐色 石英 ・長石 256-109・119

器高 (1. 3) 内面ナデ

口径 底部ナデ

256 第206図28 土師器高台 10 底径 7.4 体部ナデ・回転糸切り 燈褐色 石英 ・長石 256-868 

器高 (1. 5) 内面ナデ

口径 底部 ナ デ

256 第206図29 土師器高台 10 底径 7. 8 体部ナデ・回転糸切り 暗褐色 石英 ・長石 256-143 

器高 (1. 2) 内面ナデ

口 千圭 底部ナデ

256 第206図30 土師器高台 10 底径 8.4 体部ナデ・回転糸切り 暗褐色 石英 ・長石 256-1 

器高 (1. 5) 内面ナデ

口 f圭 底 部 ナ ァ

256 第206図31 土師器高台 20 底径 8.8 体部ナデ・回転糸切り 明赤褐色 石英・長石 256-171 

器高 (2.2) 内面ナデ

口径 底部 ナ デ

256 第206図32 土師器高台 15 底径 9.0 体部ナデ・回転糸切り 明赤褐色 石英・長石 256-733 

器高 (2 0) 内面ナデ

口径 底部ナデ

256 第206図33 土師器高台 20 底径 9. 2 体部ナデ・回転糸切り 明褐色 石英 ・長石 256-877 

器高 (2.0) 内面ナデ

口 径i 底部ナデ

256 第206図34 土師器高台 20 底径 9.2 体部 ナ デ ・回転糸切り 明赤褐色 石英 ・長石 256-546 

器高 (2.3) 内面ナデ

口径 底部 ナ デ

256 第206図35 土師器高台 10 底径 (9.4) 体部ナデ・回転糸切り 黒色 石英・長石 256-340・611

器高 (2.5) 内面ナデ
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口径 底部ナデ

256 第206図36 土師器高台 20 底径 9.4 体 部 ナ デ ・回転糸切り 明赤褐色 石英 ・長石 256-556 

器高 (2.6) 内面ナデ

口径 底部ナデ

256 第206図37 土師器高台 15 底径 (9.6) 体 部 ナ デ ・回転糸切り 明褐色 石英 ・長石 256-173・525・583

器高 (2.0) 内面ナデ

口径 底部ナデ

256 第206図38 土師器高台 15 底径 (10.8) 体部ナデ 褐色 石英 ・長石 256-88・94・124

器高 (2.4) 内面ナデ

口径 底部ナデ

256 第206図39 土師器高台 20 底径 10.9 体部ナデ ・回転糸切り 明赤褐色
石英 ・長石 ・

256-342・786・800

器高 (2.6) 内面ナデ
スコリア

口径 底部ナデ

256 第206図40 土師器高台 15 底径 (8.8) 体部ナデ・回転糸切り 明赤褐色 石英 ・長石 256-165 

器高 (2.7) 内面ナデ

口径(15.6) 底部ー
石英 ・長石 ・

256 第206図41 土師器費 20 底径 体 部 ナ デ 明褐色

器高 (8.9) 内面へラナデ
スコリア

口径 (15.3) 底部ナデ ・へフケズリ
石英 ・長石 ・

256 第206図42 土師器斐 80 底径 8. 7 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色

器高 18.4 内面へラナデ
スコリア

口径 15.4 底部ナデつ
石英 ・長石 ・

256 第206図43 土師器費 90 底径 9.0 体部手持ちへラケズリ ・ナデ 明褐色

器高 19.4 内面へラナデ
スコリア

口径 18.5 底 部 ナ デ ・へフケズリ
石英 ・長石 ・

256 第207図44 土師器斐 80 底径 7. 7 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色

器高 26.4 内面へラナデ
スコリア

口径 18.7 底部ナデ ・へフケズリ
石英 ・長石 ・

256 第207図45 土師器饗 90 底径 8.4 体部ヘラケズリ ・ナデ 明褐色

器高 25.9 内面へラナデ
スコリア

口径 19.2 底部ナプ ・へラケズリ
石英 ・長石 ・

256 第207図46 土師器費 90 底径 8. 2 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色

器高 25.6 内面へラナデ
スコリア

口径 19.2 底部ナデ ・へラケズリ
石英 ・長石 ・

256 第207図47 土師器斐 80 底径 18.6 体部ヘラケズリ ・ナデ 明褐色

器高 25.9 内面へラナデ
スコリア

口径 19.4 底部ナデ ・へラケズリ

256 第207図48 土師器饗 60 底径 8.0 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色
石英 ・長石 ・

器高 24.0 内 面 ナ デ
スコリア

口径 19.6 底部ナず ・へフケズリ

256 第207図49 土師器聾 90 底径 8.1 体部ケズリ ・ナデ 明褐色
石英 ・長石 ・

器高 25.3 内面へラナデ
スコリア

口径 19.7 底部ナデ ・へラケズリ

256 第207図50 土師器費 90 底径 8.4 体部ヘラケズリナデ 明褐色
石英 ・長石 ・

器高 26.5 内面へラナデ
スコリア

口径 20.0 底部ナ7 ・へフケズリ
256 第207図51 土師器費 80 底径 8.0 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色

石英 ・長石 ・

器高 26.3 内面へラナデ
スコリア

口径 20.0 底部ナデ

256 第207図52 土師器費 70 底径 8.3 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色
石英 ・長石 ・

器高 26.4 内面へラナデ
スコリア

口径 20.1 底部ナ7 ・へフケズリ
256 第208図53 土師器護 80 底 f圭 8.5 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色

石英 ・長石 ・

器高 25.2 内面へラナデ
スコリア

口径 20.2 底部ナデ ・へラケズリ
256 第208図54 土師器墾 95 底径 8. 5 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色

石英 ・長石 ・

器高 25.4 内面へラナデ
スコリア

口径 20.3 底部 ナ デ ・ケズリ

256 第208図55 土師器費 50 底径 8.2 体部ナデ・ケズリ 明褐色
石英 ・長石 ・

器高 25.9 内面へラナデ
スコリア

口径 20.6 底部ナデ ・へフケズリ
256 第208図56 土師器墾 70 底径 9.0 体部ヘラケズリ・ナデ 明褐色

石英 ・長石 ・

器高 25.0 内面ナデ
スコリア

口径 20.6 底部ナデ ・へフケズリ

256 第208図57 土師器費 80 底径 7.2 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色
石英 ・長石 ・

器高 28.0 内面へラナデ
スコリア

328 -



遺構
挿図番号 器種

遺存度 計調l値
調 整 色調 胎土 備 考番号 (%) (cm) 

口径 2l. 0 底部ナゲ・へフケズリ
石英 ・長石・256 第208図58 土師器霊童 75 底径 8.8 体部へラケズリ・ナデ 明褐色

器高 26.7 内面へラナデ
スコリア

口径 19.4 底部一
石英・長石・256 第208図59 土師器墾 40 底径 体部へラケズリ・ナデ 明褐色

器高 (23.0) 内面へラナデ
スコリア

口径 (20.1) 底部一
石英・長石 ・256 第208図60 土師器費 40 底径 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色

器高 (22.9) 内面へラナデ
スコリア

口径 20.6 底部ー
石英・長石・256 第208図61 土師器饗 40 底径 体部へラケズリ ・ナデ 明褐色

器高 (15.6) 内面へラナデ
スコリア

土坑

土師器
口径 底部ナデ

301 第192図l
高台付杯

15 底径 7. 1 体部ナデ 暗褐色 石英・長石

器高 (2.5) 内 面 ナ デ

土師器
口 f圭 底部回転糸切り痕・ナデ

301 第192図2
高台付杯

15 底径 (7.2) 体部ナデ 暗赤褐色 石英・長石

器高 (2.8) 内面ナデ

口径 (15.5) 底部回転へフケズリ

128 第209図1 緑紬陶器椀 60 底径 体部へラケズリ 淡灰緑色
徽密

同一個体4片
器高 内 面ミガキ

明灰色

口径 (12.6) 底部回転糸切り無調整
石英・長石・128 第209図2 土師器杯 25 底径 (5.8) 体部 ナ デ 赤褐色

器高 3.0 内面ナデ
スコリア

土師器
口径 底部回転糸切り

128 第209図3 10 底径 (7.2) 体部ナデ 暗褐色
石英・長石・

高台付杯
器高 (2.8) 内 面ミガキ

雲母

口径 1l. 6 底部回転糸切り無調整

168 第209図4 土師器杯 95 底径 12.0 体部ナデ 明褐色
石英・長石・

器高 4.0 内面 ナ デ
スコリア

口径 底部 回 転 糸 切 り 無 調 整

168 第209図5 土師器杯 70 底径 5.4 体 部 ナ デ 褐色
石英・長石・

器高 (3.2) 内面 ナ デ
スコリア

口径 15.0 底部ナデ
石英・長石・

168 第209図6 土師器椀 95 底径 体部ナデ 黒褐色 内外面黒色処理

器高 6.2 内面ナデ・ミガキ
スコリア

口径 底部へフケズリ

168 第209図7 土師器楚 10 底径 (7.0) 体部ケズリ 暗赤褐色
石英・長石・

器高 (3.1) 内面へラナデ
スコリア

口 f圭 (2l.0) 底部
石英・長石・

168 第209図8 土師器斐 40 底径 体部ケズリ 暗褐色

器高 (2l.0) 内面へラナデ
雲母

口径 底部 回 転 糸 切 り 無 調 整

192 第209図9 土師器杯 10 底径 (6.1) 体部ナデ 赤褐色
石英 ・長石 ・

器高 (l. 9) 内面ナデ
スコリア

口径(13.2) 底部
石英 ・長石・

195 第209図10 土師器杯 20 底径 体部ナデ 暗褐色

器高 (4.8) 内面ナデ
スコリア

口径 底部一

195 第209図11 土師器杯 10 底径 (8.0) 体部ナデ 暗灰褐色
石英・長石・

器高 (l. 3) 内面 ナ デ
スコリア

口径(16.0) 底部ー

196 第209図12 土師器墾 10 底径 体部ナデ 黒褐色 石英 ・長石

器高 (2.4) 内面 ナ デ

口径 (20.0) 底部
石英・長石 ・

208 第210図13 須恵器号車 10 底径 体部タタキ 明赤褐色

器高 (5.0) 内面ナデ
スコリア

口 1~ (12.0) 底部
石英 ・長石・

251 第210図14 土師器杯 10 底径 体部ナデ 暗褐色

器高 (3.7) 内面ナデ
雲母

口径 9.4 底部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英 ・長石・

288 第210図15 土師器小皿 95 底径 4.3 体部ナデ 明褐色

器高 2.0 内面ナデ
スコリア

口径 底 部 手 持 ち へ フ ケ ズ リ

319 第210図17 須恵器杯 10 底径 (8.0) 体部ナデ 暗灰色 石英・長石

器高 (2.1) 内面ナデ
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口径 (7.4) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整

Cトレ 第211図l 土師器小皿 30 底径 (5.2) 体部ナデ 明褐色 石英・長石

器高 1.0 内面ナデ

口径 (8.2) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整

86-78 第211図2 土師器小皿 40 底径 (5.0) 体部ナデ 暗褐色 石英・長石

器高 1. 1 内面ナデ

口径 (8.2) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英・長石 ・

86-78 第211図3 土師器小皿 50 底径 (5.6) 体部ナデ 明褐色

器高 1. 1 内面ナデ
スコリア

口径 (8.8) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整

86-78 第211図4 土師器小皿 20 底径 (2.7) 体 部 ナ デ 明褐色 石英 ・長石

器高 1.1 内面ナデ

口径 (8.0) 底 部 回 転 糸 切 り 無 調 整
石英・長石 ・

86-78 第211図5 土師器小皿 40 底径 (5.4) 体 部 ナ デ 明褐色

器高 1.5 内面ナデ
スコリア

口径 7.8 底部回転糸切り無調整

351A 第211図6 土師器小皿 20 底径 5.0 体部ナデ 褐色 石英・長石

器高 1. 1 内面ナデ

口径 (9.0) 底部回転糸切り無調整

133 第211図7 土師器小皿 15 底径 (6.0) 体 部 ナ デ 明褐色 石英・長石 E7-44出土

器高 1.2 内面ナデ

口径 (8.6) 底部回転糸切り無調整

133 第211図8 土師器小皿 30 底径 (5.6) 体部ナデ 明褐色 石英・長石 E7-44出土

器高 1.5 内面ナデ

口径 底部回転へフケスリ

H6-84 第211図9 土師器杯 20 底 f圭 6.2 体部回転へラケズリ・ナテ 明褐色
石英・長石 ・ 底部外面に墨書

器高 (2.3) 内面ナデ
スコリア 判読不明

口径(14.0) 底部
石英・長石・

190 第211図10 土師器杯 20 底 f圭 体部ナデ ・ミガキ 暗褐色

器高 (4.5) 内面ナデ。ミガキ
スコリア

口径 (14.8) 底 部 ナ デ
綴密E7-38 第211図11 緑紬陶器椀 30 底径 (6.8) 体 部 ナ デ ・ケスリ ・ミガキ 淡緑色 輪花

器高 4.6 内面ミガキ
灰白色

口径 (21.0) 底部
石英・長石・G6-1 第211図12 須恵器聾 10 底径 体部ナデ 暗灰褐色

器高 (14.9) 内面ナデ
スコリア

溝状遺構

口径(14.0) 底部ヘラケズリ・ミガキ

030 第215図l 土師器杯 30 底径 体部へラケズリ ・ミガキ 黄褐色 石英 ・長石

器高 3.5 内面ナデ

口径(12.8) 天井部ー

117 第216図1 須恵器蓋 10 天井径 体部ナデ 暗灰色 石英・長石
器高 (3.4) 内面ナデ

口 千圭 (12.5) 底部ー
117 第216図2 土師器杯 60 底径 体部へラケズリ ・ミガキ 黒褐色 石英・長石

器高 3.3 内面ナデ・ミガキ

口径(14.0) 底部ー
136 第216図3 土師器号車 10 底径 体部刷毛・へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英・長石

器高 (8.5) 内面刷毛・へラナデ

口径 脚 部ケズリ ・ナデ
136 第216図4 土師器高杯 30 裾径 体部ケズリ・ナデ 暗赤褐色 石英・長石

外面赤彩

器高 (3.2) 内面へラケズリ ・へラナデ
内面黒色処理

口径 5.6 底部へラケズリ・ナデ
136 第216図5 ミニチュア土景 95 底径 2.4 体部へラケズリ・ナデ ・ミガキ 暗赤褐色 石英・長石 内外面赤彩

器高 6.8 内面へラナデ

口径 底部ナデ
136 第216図6 土師器号車 10 底径 7. 2 体部刷毛 明褐色 石英 ・長石

器高 (3.2) 内面へラナデ

口径(136) 底部ー
139 第216図7 土師器杯 10 底径 体部ケズリ・ナデ 褐色 石英 ・長石 内外面赤彩

器高 (4.3) 内面ナデ

口 f圭(15.8) 脚部ー
135 第216図8 土師器高杯 15 裾径 体部へラケズリ ・ナデ 暗赤褐色 石英 ・長石

器高 (4.2) 内面ヨコナデ
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遺構
挿図番号 器種

遺存度 計測値
調 整 色調 胎土 備 考

番号 (%) (cm) 

口径 (21.8) 底部一

135 第216図9 土師器~ 10 底 f歪 体部ナデ 褐色 石英・長石

器高 (5.5) 内面へラナデ

口径(12.2) 底部回転糸切り
石英 ・長石 ・

282 第217図1 土師器杯 40 底径 5.8 体部ナデ 暗褐色
雲母・スコリア

器高 4.0 内面ナデ

口径 底部一

282 第217図2 土師器斐 10 底径 体部ナテ 明赤褐色
石英・長石・

器高 (4.2) 内面へラナデ
雲母

第17表石製模造品(剣形品)計測表
単位 (mm) ( )現存値

挿図番号
遺構 遺物

長さ 幅 厚さ 干し径 重量(g) 備 考
番号 番号

第53図14 028A 152 51. 5 19.0 5. 0 1.0 5.55 

第58図2 0548 002 (25.0) 19.5 4.5 1.5 4.44 

第70図23 142 030 (35.2) 15.3 3. 7 2.5 5.45 

第70図24 142 006 41. 0 18.5 4.5 2.0 3.89 |日039-006

第97図3 046 036 32.0 19.0 4.5 1.0 2.86 

第100図7 057 046 35.0 16.8 4.3 1.5 2.99 

第107図24 082 066 23.5 14.5 3.2 2.0 1. 76 

第128図15 126A 089 42.6 22.7 3. 5 2. 5 5.85 

第138図13 253 011 (50.5) 20.7 5.5 1.5 7.78 

第140図2 271E 002 (34.0) 12.8 4.3 1.5 2.54 

第140図3 271E 005 27.5 14.5 4. 2 1.5 2.60 

第140図4 271E 018 (32.5) 15.5 3. 5 1.0 3.20 

第148図27 E7-22 002 44.0 19.5 8.5 1.5 9.27 

第148図28 4トレンチ 025 (42.0) 22.8 5. 5 1.5 6.43 

第148図29 14トレンチ 003 35.8 21. 6 5.0 2.0 5.95 

第148図30 09-40 001 (37.0) 16.5 5.0 1.5 4.49 

第148図31 10トレンチ 003 32.0 16.2 4. 5 4.0 3.05 

第148図32 86-48 001 (30.5) 13.5 5.2 1.5 3.38 

第148図33 06-21 001 (23.0) 11.6 2. 7 1.5 1. 35 

第148図34 一括 (16.8) 15.8 3.6 2.0 1. 80 

第148図35 表採 34.0 (17.0) 3.5 3.54 

第148図36 08-13 日:>1 (21. 0) (9.0) (4.0) 0.82 

第171図10 141 035 (39.5) 18.6 5.0 2.5 4.98 

第186図37 271 032 (36.5) 16.5 3. 7 1.5 3.70 

第186図38 271 001 25.8 13.4 3.0 1.5 
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第18表石製模造品(有孔円板)計測表
単位 (mm) ( )現存値

挿図番号
遺構 遺物

径 厚さ 干し径 重量(g) 備考
番号 番号

第56図6 038 197 21. 5x26. 5 4.0 2.0 3.82 

第56図7 038 270 24.0 x24. 0 3.0 2.0 2.93 

第56図8 038 273 24. OX 36.0 5.0 2.5 5.06 

第62図5 091 005 24.5 x 25.5 3. 5 2.5 4.10 

第62図6 091 040 30.0 x 27.5 2. 5 2.0 3.37 

第67図10 121 024 27. 5 x (29. 0) 4.0 2.0 6.49 

第70図19 142 005 27.5 x 28.0 4.5 2.0 2. 72 

第70図20 142 006 27. 0 x (27. 0) 3.5 2. 5 4. 57 

第70図21 142 011 23.5 x24. 0 2.5 1.5 5.59 旧39-011

第70図22 142 009 (25. 0) x (29. 5) 3.5 2. 5 2.69 旧39-009

第87図13 002 035 19.0x21.0 5.0 1.0 2.64 

第98図4 054 167 28.5 x 30.5 3.0 2.0 4.49 

第103図21 069A 058 22.5 x 24.0 2.5 1.5 2.91 

第103図22 069B 610 (29. 5) x 30. 5 3.0 2. 5 5.83 

第107図15 080 177 27.5 x 29.0 3. 5 2.0 5.29 |日081-177

第121図11 107 071 (23. 0) x 27. 0 4.0 2.5 4.44 

第131図19 161G 004 22.5 x26. 0 4.5 1.5 5.11 

第138図14 253 012 25. 0 x (25. 0) 3.5 2.0 2.70 

第140図5 271E 019 20.5 x 21. 0 3.5 1.5 2.65 単孔

第144図12 307 106 33.0 x 34.0 5.5 2.0 9.71 

第148図37 09-02 001 29.5 x 30.0 5. 5 1.5 7.20 

第148図38 4トレンチ 013 28. 5x28. 5 4.0 1.5 4.95 

第148図39 8トレンチ A 24.0 x (25.0) 3.0 1.5 2.64 

第148図40 E7-23 033 25.0 x26. 5 3.5 1.5 4. 17 

第148図41 09-11 001 24.0 x 25.0 3.0 1.5 2.98 

第148図42 B6-38 001 21. 0 x21. 5 3.0 2.5 2.50 

第148図43 06-21 001 17.0x17.0 3. 5 1.5 1. 58 

第171図8 141 031 25.5 x25. 5 4.0 3.0 4.17 

第171図9 141 043 23.0 x29. 5 5.0 3.0 5.59 

第186図35 271 129 19.0 x (20. 0) 3.0 2.0 1. 90 

第186図36 271 133 (16.5) x (25. 0) (4.5) 2.0 2.27 

第199図60 025 001 19.5 x 21. 0 4. 5 4.0 2.75 
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付 章 貝サンプルの分析結果

弥生時代から平安時代の 7遺構で貝殻の堆積が認められた。貝サンプノレは9.52mm， 4凹， 2 mm， 1剛

メッシュの試験フルイによる水洗分離を経て，選別を行った。貝類の同定は，西野雅人と小笠原永隆が

行った。なお，多くのサンプ/レで、微小貝を検出したが，分析を行っていない。員類のほかにはフジツボが

少量検出されたほか， 195・196は動物骨が複数入っていた。動物骨の同定は小林園子氏にお願いした。

分析試料は少ないが，古代の員類利用を知るデータを付け加えることができた。

1 出土状況と貝層の概要

弥生時代

G6-36-P6 弥生時代の貝層である。柱穴状の穴に落ち込んでおり，貝層中には弥生土器片が数多く含ま

れていた。当遺跡では弥生時代の遺構 ・遺物はほかに見つかっていないので，貝は弥生時代に廃棄された

ものであろう。径20cm，厚さ35cmの員層全量，約14.5リットノレのサンプルを採取した。現地では厚さ 5cm 

ごとに採取したが，試料が少ないため，一括して報告する。ハマグリ，マガキ，ウミニナが多い。

古墳時代

028A 中期の住居跡内貝層である。南西隅の100cmX50cmほどの範囲に三角堆積していた。貝層の厚さ

と，サンプルの採取位置は不明である。9.5リットルのサンプノレが採取されている。ハマグリ，シオフキ

ガイに，ツメタガイ，イボキサゴが混じる。

034 前期の住居跡内貝層である。南東隅に80cmx40cmのブロック貝層でほぼ水平に堆積していた。厚

さは最大で;14cmで、ある。サンプノレは貝層の西側半分，28リットノレを採取した。マガキが最も多く，ハマグ

リ，シオフキガイがこれに次ぐ。

198C 中期の住居跡内員層である。遺構セクションA-!{ (第77図)の最下層の上面に点々と貝が遺存

していた。サンプノレは貝殻と周囲の土を 8か所で採取している。全部で1.3リットルと，ごく少量である

ため， 一括して報告する。貝の数も少なく ，ハマグリ，シオフキガイ主体である。

126A 後期の住居跡内貝層である。カマドの右袖近くに， 30cm x 10cmの小さなブロックであり，全量

採取しでも1.9リットルで、あった。貝の数も種類も少なく，イボキサゴ，ハマグリ，シオフキガイの 3種

のみで、あった。

平安時代

195と196土坑は並んだ位置にあり ，形状も，覆土中層に貝殻を廃棄していることも共通している。出土

土器もほぼ同時期のものであろう。いずれも貝のほかに獣骨・魚骨片を含んでいることや，員類の計測値

が共通する一方で，貝種組成には差がみられる。

195 径1.2mの円形士坑一杯に混員土層が入っていた。厚さは最大で、50cmある。中心部分に30cmx30cm

のスポットを設けて，厚さ 5cmのコラムサンプノレを13カット，全部で77.5リットノレ採取した。貝種組成や

計測値にカット聞の差がみられないので，貝殻と士が混じったものが再廃棄されたと考えられる。イボキ

サゴが半分以上を占め，ほかにハマグリ，マテガイ，シオフキガイも多い。

196 径1.2mの円形土坑一杯に混員土層が入っていた。厚さは30cmで、ある。中心部分に30cmx30cmのス

内
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遺構

G6-36-P6 

028A 

034 

198C 

126A 

195 

196 

025 

腹足綱 原始腹足目

中腹足目

第19表 員サンプル一覧

時期 遺構 採取法 カット数 備考 分析・採取量

弥生末 ピット ピット内コフムサンプノレを一括 14. 5~~ 

古墳中 住居跡 全量一括採取か? 9. 5~ ~ 

古墳前 住居跡 貝層の半分を一括採取 28.01;: 

古墳中 住居跡 貝小ブロック7か所を一括 1. 3~~ 

古墳後 住居跡 I l 小ブロック一括 1. 9~~ 

平安前 土坑 C 13 コラムサンプル30x30x5cm 77.51;: 

平安前 土坑 C 13 コラムサンプノレ30x30x5cm 71. 1 ~ ~ 

平安後 土坑 貝庖のlか所で部分採取 41. 01;: 

第20表 員類種名一覧

ニシキウスガイ科 イボキサゴ

リュウテンサザエ科 サザエ

タニシ手斗 オオヲ ニシ

ウミニナ科

タマガイ科

マル9二シ

ウミニナ科

ツメ骨ガイ

Umbonium (Suchium) moniliferum 

Bαtilll桔 coγnutus

Citaね'gotaludinajαtomca 

Citαngotαludinαchinensis lαetα 

Potα制 ididaeg側 &st. Jndet 

Glassαulax didymα 

新腹足目 アクキガイ科 アカニシ Rα争a叫叩削sa

ムシロガイ科 アラムシロガイ

ムシ ロガイ

二枚貝綱フネガイ目 フネガイ科 サルボウガイ

Reticuねαssαjestivα

Niotha /iv自 由 郎

ScathαγEα subcγenatα 

Anomia chinensis 

Cγαssostγeα glgαs 

ウグイスガイ目 ナミマガシワガイ科 ナミマガシワガイ

イタボガキ科 マガキ

マノレスダレガイ目 バカガイ科 シオフキガイ Mα'ctra quadrangulαYlS 

オオノガイ目

計

イボキサゴ

サザエ

オオヲニシ

ウミニナ科

ツメヲガイ

アカニシ

アラムシロガイ

ムシロガイ

サルボウガイ

ナミマガシワガイ

マガキ

シオフキガイ

バカガイ

シオサザナミガイ科

マテガイ

カガミガイ

アサリ

ハマグリ

オキシジミ

オオノガイ

ぷE〉3、 言十

バカガイ Mactra chinensis 

ニッコウガイ科種不明 Tellinidae gen. & sp. indet. 

シオサザナミガイ科 シオサザナミガイ科種不明

マテガイ科 マテガイ Solen strictus 

マノレスダレガイ科 カガミガイ Phacosoma jaρomcu刑

アサリ Ruditates Iうhilitρznarum

ハマグリ

オキシジミ

オオノガイ科 オオノガイ

15科 22種

第21表 貝類同定結果

弥生 古墳中 古墳前 古墳中 古墳後

G6-36-P6 028A 034 198C 126A 

15 4 4 57 

2 

26 2 4 

15 4 

4 

2 

36 192 

34 51 10 

5 

3 

2 4 11 3 

119 89 92 13 12 

188 170 363 35 70 

334 -

Meretrix lusoria 

Cyclina sinens日

i¥司yaa陀削打。 oonogOl

平安 平安

195 196 

3，610 314 

31 200 

l 

37 

2 

2 

326 49 

17 2 

l 

392 51 

35 5 

5 

854 188 

3 

1 

5，315 814 

平安

025 

23， 797 

166 

108 

3 

4 

360 

41 

1 

2 

11 

3 

90 

24，590 



第22表 貝種組成

弥生 古墳中 古境前 古墳中 古境後 平安 平安 平安

G6-36-P6 028A 034 198C 126A 195 196 025 

イボキサゴ 15 4 57 3，610 314 23， 797 

ハマグリ 119 89 92 13 12 854 188 90 

シオフキガイ 4 34 51 10 326 49 41 

マガキ 36 192 2 

マテガイ 5 392 51 

ウミニナ科 26 31 200 108 

カガミガイ 35 11 

オオタニシ 166 

その他 28 15 65 374 
d口h 言十 188 170 363 35 70 5，315 814 24，590 

比率の低い種
サザヱ 2 
ツメヲガイ 15 
ア力ニシ I 4 
アラムシロガイ 37 360 
ムシロガイ

サルポウガイ
ナミマガシワガイ
1¥カガイ 17 
シオサザナミガイ科 l 

オキシジミ

オオノガイ
アサリ 11 

日首 10% 20首 30略 40也 50弘 60百 70% 80% 90也 100% 

G6-36-P6 

028A 

034 

198C 

126A 

195 

196 

025 

ロイボキサゴ ロハマグリ ロシオフキガイ ロマガキ 図マテガイ

-ウミニナ科 ロカガミガイ ロオオ9ニシ -その他

第221図 貝類組成

ポットを設けて，厚さ 5cmのコラムサンプノレを13カット，全部で71.1リットル採取した。195と同様に，

カット聞の内容の差が認められないので，貝殻と土が混ざったものが再廃棄されたものと思われる。イボ

キサゴ，ウミニナ属，ハマグリが多い。

025 地下式土坑内貝層である。土坑の深さは2m以上あり，多量の土が埋まった後に急角度で貝殻が投

げ込まれ，貝層上面付近に多量の土師器が伴っていた。貝層は長径 2m，最大部の厚さ30cmほどあり，サ

ンプノレはその一部を任意に採取していて， 41リットノレあった。イボキサゴがほとんどを占める。

2 貝種組成

全体で15科22種を検出した。弥生時代から平安後期の各時期のデータが得られた。ただし，各時期の

データはほとんど単独であって，時期を代表できるものではない。その上で若干傾向について触れたい。

全時期を通じて，イボキサゴ ・ハマグリ ・シオフキガイの 3種が主体となっている。これらは内湾砂底

種であり，遺跡から近い村田川|の河口付近の前浜干潟で、採取可能であったと思われる。周辺の遺跡では，

縄文時代中期から近世に至るまでこの傾向は変わらない。ただし，今回の結果では，弥生時代から古墳時

代のサンプノレで，縄文時代のようなイボキサゴの占有率が他の種を圧倒するような状況がみられないこと

が特徴である。時期的には，古墳時代中期以前と古墳時代後期以降で変化がみられる。後期以降にはイボ
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キサゴが多くなり，ハマグリが少なくなっている。

主体種以外に目を転じると，比較的多様な員種がみられ，サンプノレ問の差が大きくしている。ある程度

まとまっている種をあげると， G6-36-P6のマガキとウミニナ， 028Aのツメタガイ， 034のマガキ， 195の

マテガイ ・カガミガイ ・バカガイ， 196のウミニナ属とマテガイ， 025のオオタニシがある。これらは，い

ずれも食用に採取したものと考える。このうち，ツメタガイ ・カガミガイ ・バカガイは主要3種を目的と

した漁に伴って採取された可能性が高い。G6-36-P6と034のマガキは， 二枚員の付着した痕跡をもつもの

が多いので，これも同様の漁場で採取されたであろう。マテガイも漁場は同じであるが，独特の漁法と食

習慣が平安時代にもあったことを示している。ウミニナ類はあとで詳しく述べる。

3 貝殻のサイズ

イボキサゴ， 二枚貝とも古代の員層に特徴的な大型員を中心としている。縄文時代に比べると，資源の

利用に余裕があったのであろう 。時期差は認められず，むしろ同じ時期で大きな差もみられた。034のハ

マグリは殻長が小さくても50mm，平均は77mmと群を抜いて大きい。平安後期の025でイボキサゴ ・ハマグ

リの両方が小さめであるのは，中世でやや小さめの貝が増える傾向につながるものかもしれない。

4 動物骨

平安時代の195・196土坑の貝サンプノレから動物骨を検出した。

195 獣骨片3点，魚骨片4点である。獣骨はすべて焼けて白い。

196 ドブネズミ遊離歯 1点，キス科椎骨 1点，獣骨片 8点，魚骨片16点である。獣骨のうち， 1点の

みが焼けて白い。

5 ウミニナ類の食痕について

G6-36-P6は大きな個体で殻頂部が折れているものがほとんどであり， ["殻頂部切断ー吸出し、法J (西野

1997)で身を食したものとみられる。切断の位置はやや不揃いである。種はすべて「ウミニナjであった。

これに対して， 196ではほとんどの個体(96.4%)が焼けていた。みな強く火を受けて灰色になり，内面の

平滑な部分にはひびが入っている。種は「ウミニナ」と「イボウミニナ」の両種がみられ， ["ウミニナ属」とし

た。ほかにイボキサゴも焼けているものが多い(75.4%)が，この 2種以外の貝種は，小片以外には焼けた

ものがみられず，殻の保存状態が良好である。特定の種のみ焼けているのは，焼いて食べたと考えるのが

もっとも考えやすい。殻頂部が破損しているものがもっとも多いが，体層部が破損するものも多い。焼い

てから「殻頂部切断Jや「体層部破壊法」で殻を壊して身を取り出したものであろうか。しかし，あまりに強

く火を受けすぎており，ここまで焼くと食べられないのではないかという疑問が湧く 。あるいは，食べな

がら，残った殻を火にくべたものであろうか。この見方の場合は，火のあたりで食べていることが想定で

きるが，焼いて食べたとは限らないことになる。焼くことのメリットは焼くと味がよいこと，殻が壊れや

すくなることなどが考えられるが，今のところ想像の域を出ない。

文献

西野雅人 1997 Iウミニナ類の身を取り出す2つの方法」研究連絡誌50 (財)千葉県文化財センター

- 336 -



平安

598 

16.74 

1. 70 

195 

試料数

平均

標準偏差

40 

30 

20 

イボキサゴ、

10 

平安

200 

15.30 

0.92 

025 

試料数

平均

標準偏差

。-

一

一

-

-

幽
-
国
F

一

一

一

一

幽

-
E
t

凶

喧

ω-
t

一

幽

-
の
Ft

一

-

一
園

-
マ
-
t

m
-l
 

40 ， 

30 ト

20 f 

10 f 

o '---一一ム
~ ， 

平安

57 

23.92 

3.80 

025 

試料数

平均

標準偏差

N 

jl 門 1

: I ー.-rlH下「ー |
? 干 宇 宇 平 中平中平宇平手平平幸平干宇牢

a ? 

ウミニナ科

平安

150 

38.36 

4.94 

::! 日 一一一寸 025

o I 斗 ! | 試問
1-------11 I I I ~ 平均

! II ~門 | 標準偏差

オオタニシ

G6-36-P6 弥生

試料数 32 

平均 49.41 

標準偏差 10.16 

古墳中

28 

52.41 

17.06 

028A 

試料数

平均

標準偏差

「
寸
斗
|コ

「fロー[

40 ， 

30 ト

20 f 

10 ト

o ' 

40 ， 

30 ト

20 f 

10 f 

o ' 

ハマグリ

古墳前

36 

76.84 

11. 37 

034 

試料数

平均

標準偏差
三

際恥開震3開，;-- 是=.

40 ， 

30 ト

20 f 

10 f 

o ' 

0

0

0

0

0

 

4

3

2

1

 

平安

565 

54.29 

13.80 

195 

試料数

平均

標準偏差っ~
平安196 

試料数

平均

標準偏差

0

0

0

0

0

 

4

3

2

1
 

91 

54.50 

15.99 

平安

63 

47.69 

14.89 

I 025 
1 試料数

:: I _，::d3門 H一一 |標準偏差

| 平均

?宇干平平早平宇宇宇中平平宇中平甲宇平里

337 



古境中

17 

48.57 

4.81 差

出

数

偏

月一

料

均

準

念

試

平

標

ー0

0

0

0

0

 

4

3

2

1

 

シオフキガイ

E主主~

古境前

42 

48.00 

2. 17 

034 

試料数

平均

標準偏差

立基

40 ， 

30 f 

20 f 

10 f 

o ' 

平安

242 

44.93 

4.45 

195 

試料数

平均

標準偏差

0

0

0

0

0

 

4

3

2

1

 

平安

23 

46.22 

4.03 

196 

試料数

平均

標準偏差

40 ， 

30 f 

20 f 

'0 f 

o ' 

平安

15 

40.91 

12.52 

025 

試料数

平均

標準偏差

_Jj...b 

。 | I~\= ..". ". I 
? 宇 宇 宇 中 平 平宇干宇中平平宇平平平平平 E

古墳前

13 

47.77 

2.57 

034 

|試料数

l平均
四 標準偏差

': I _r~ ....... .1 

?宇干宇中平平宇干宇中平平宇中平平写字書

アサリ

古墳前

34 

37.06 

10.25 

034 

~I ，.~~Lo ~ I 
| 試料数

| 平均

l 標準偏差

?宇宇宇中平早宇干宇中平平 o ~平平宇平 E

マガキ

貝類計測値分布

338 

第222図



オオタニシ殻高

殻高皿 025 

5.0 

-10.0 

-15.0 

20.0 

-25.0 

-30.0 

-35.0 

40.0 

-45.0 

→ 50.0 

55.0 

-60.0 

-65.0 

-70.0 

-75.0 

-80.0 

-85.0 

90.0 

-95.0 

-100.0 

試料数 150 

平均 38.36 
標準偏差 4.94 

1

1

3

2

0

6

7

 

3

7

3

 

貝類計測値分布

1

3

3

0

5

6

0

7

2

 

1

1

1

 

第23表

1 

1 

3 

14 

64 

123 

127 

122 

87 

41 

12 

イボキサゴ殻径

殻径mm 025 195-06 195-08 195-10 195計
-6.0 

7.0 

8.0 

-9.0 

-10.0 

-11.0 

12.0 

13.0 

-14.0 

15.0 

-16.0 

17.0 

18.0 

-19.0 

-20.0 

-21.0 

22.0 

5

9

6

7

8

5

4

4

1

 

2

3

4

3

2

1

 

1

3

3

1

3

0

4

8

1

6

 

2

5

4

3

2

l

 

n

O

4

A
1
n
u
nυ

4

・
F
b

。ゐ

1

3

4

5

3

1
 

2

3

8

7

6

3

1

 

1
』

nhv
内
同

gu--

598 

16.74 
1. 70 

200 

16.67 

1.76 

200 

16.65 

1.66 

198 

16.90 
1.67 

G6-36-P6 

に
d
n
6
n
M
U
4
・
4
A
A
υ

‘A
1
A
A
U

1
A

32 

49.41 

10.16 

91 

54.50 

15.99 

7 

21 

44 

91 

82 

90 

60 

38 
54 

29 

24 

13 

2 

6 

4 

565 

54.29 

13.80 

61 

54.11 

14.59 

69 

55.39 

13.06 

71 

55.86 

13.72 

2 

89 

52.04 

13.73 

70 

52.31 

15.07 

76 

52.96 

11.94 

52 

54.54 

13.47 

41 

59.50 

15.24 

36 

55.36 

13.19 

034 

2

1

3

8

3

5

0

l

l
一

ー

=
0
4
7

一円ペ
υ
n
κ
u
q
‘d

hh
u
t
i
 

7

1

 

28 

52.41 
17.06 

試料数 200 

平均 15.30 
標準偏茅 0.92 

ハマグリ殻長

翠長盟一 025
-5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

白 25.0

30.0 

35.0 

-40.0 

-45.0 

50.0 

-55.0 

-60.0 

65.0 
-70.0 

75.0 

-80.0 

-85.0 

-90.0 

95.0 

100.0 

試料数 63 

平均 47.69 

標準偏差 14.89

196 

2

7

1

2

8

2

3

2

5

0

3

2

2

2

 

l

i

l

-

-

ウミニナ科殻高

殻高皿 025 

10.0 

12.0 

-14.0 

16.0 

18.0 

20.0 

22.0 

-24.0 

26.0 

-28.0 

30.0 

-32.0 

-34.0 

36.0 

-38.0 

-40.0 

42.0 

-44.0 

-46.0 

48.0 
試料数 57 

平均 23.92 
標準偏差 3.80 

195-02 195-03 195-04 195-05 195-06 195-07 195-08 195-09 195-10 195言十

1
i
q
υ
E
d
q
d
同

t
k
d
q
υ
P
D
t
a
-
-
1
A

2

1

6

9

2

7

5

4

4

5

3

2

 

ー

1

3

3

7

0

4

1

5

5

2

5

2

l

 

l

l

l

 

ワ
白
ワ
白
内
J
n
M
U
Q
d
F
O
-
-
n
u
q
d

フ
-
n
4
1
1
q
L

l

l

l

 

1

2

2

9

6

0

5

6

9

4

3

 

I

l

l

1

 

1

6

7

4

8

9

7

2

4

6

2

3

 

ー

1

2

8

9

5

9

2

8

7

 

1

1

 

1

2

6

2

6

4

5

6

4

3

 

028A 

4

2

6

3

4

2

2

1

0

1

2

 

1

2

1

2

4

7

1

9

1

6

2

2

1

2

1

l

 

l

l

 

アサリ殻長

殻長山 034 

5.0 

10.0 

-15.0 

20.0 

-25.0 

30.0 

-35.0 

-40.0 

-45.0 

50.0 

55.0 

60.0 

-65.0 

70.0 

-75.0 
← 80.0 

-85.0 

90.0 

95.0 

-100.0 
試料数 13 

平均 47.77 

標準偏差 2.57 

マガキ殻長

殻長皿 034 

-5.0 

-10.0 

-15.0 

20.0 

-25.0 

-30.0 

-35.0 

-40.0 

-45.0 

-50.0 

55.0 

60.0 

-65.0 

70.0 

-75.0 

80.0 

-85.0 

-90.0 

-95.0 

-100.0 

試料数 34 

平均 37.06 

標準偏差 10.25

2

i

3

3

2

7

1

4

 

1
 

339 

2

7

1

3
 

l
 

23 

46.22 

4.03 

196 

3 

2 

27 

84 

101 

24 

1 

242 

44.93 

4.45 

195 

3

2

7

 

q
u
 

42 

48.00 

2.17 

034 

17 

48.57 

4.81 

シオフキガイ殻長

殻長凹 025 028A 

-5.0 

10.0 

-15.0 

20.0 

-25.0 

30.0 

-35.0 

40.0 

45.0 

-50.0 

55.0 

60.0 

-65.0 

70.0 

-75.0 

80.0 

-85.0 

-90.0 

95.0 

-100.0 

試料数 15 

平均 40.91 

標準偏差 12.52



付図版

G6-36-P6 ウミニナ

196 ウミニナ


	序文
	本文目次
	挿図目次
	表目次
	図版目次
	凡例
	第1章　はじめに
	第1節　調査に至る経緯
	第2節　遺跡の位置と周辺の遺跡
	第3節　調査の方法と経過

	第2章　旧石器時代
	第1節　調査の概要
	第2節　基本土層
	第3節　第1地点
	第4節　第2地点
	第5節　第3地点a 
	第6節　第3地点ｂ
	第7節　単独出土資料

	第3章　縄文時代
	第1節　検出された遺構
	第2節　遺構外出土遺物

	第4章弥生時代
	第1節　検出された遺構
	第2節　遺構外出土遺物

	第5章古墳時代
	第1節　古墳時代前期から中期の遺構
	第2節　古墳時代後期の遺構
	第3節　遺構外出土遺物

	第6章奈良・平安時代
	第1節　奈良時代の遺構
	第2節　平安時代の遺構
	第3節　遺構外出土遺物

	第7章　中世以降
	第1節　検出された遺構
	第2節　溝状遺構
	第3節　城ノ台行人塚
	第4節　遺構外出土遺物

	第8章まとめ
	付図版



